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本号で公布された条例のあらまし

◇栃木県がん対策推進条例の制定（栃木県条例第４号）

がん対策の推進に関し、基本理念を定め、及び県の責務等を明らかにするとともに、がん対策の推進に関す

る施策の基本となる事項を定めることにより、がん対策の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 基本理念（第２条関係）

がん対策は、次に掲げる事項を基本理念として推進されなければならないこととしました。

⑴ がん患者（がん患者であった者を含む。以下同じ。）がその居住する地域にかかわらず等しく科学的知

見に基づく良質かつ適切ながんに係る医療（以下「がん医療」という。）を切れ目なく受けることができ

るようにすること。

⑵ がん患者の置かれている状況に応じ、本人の意向を十分尊重してがんの治療方法等が選択されるよう、

がん医療を提供する体制の整備がなされること。

⑶ がんの特性、がん患者及びその家族（以下「がん患者等」という。）の置かれている状況等に応じ、が

ん患者等が福祉的支援、教育的支援その他の必要な支援を受けることができるようにすること。

⑷ がん患者等に関する県民の理解が深められ、がん患者等が円滑な社会生活を営むことのできる社会環境

の整備が図られること。

⑸ 県、市町村、医療機関、医療保険者、事業者、学校、患者団体等の相互の密接な連携の下に実施される

こと。

⑹ がんの予防、罹患、診療、転帰等に関する個人情報の保護について適正な配慮がなされるようにするこ
り

と。

２ 県の責務及び県と市町村との協力

⑴ 県は、がん対策の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有することとしました。

（第３条関係）

⑵ 県及び市町村は、それぞれが実施するがん対策の推進に関する施策が円滑かつ効果的に推進されるよ

う、相互に連携を図りながら協力するものとすることとしました。（第４条関係）

３ 県民等の責務

⑴ 県民は、がんに関する正しい知識（喫煙、食生活、運動その他の生活習慣が健康に及ぼす影響、がんの

原因となるおそれのある感染症等に関する正しい知識をいう。以下同じ。）を持ち、がんの予防に必要な

注意を払い、必要に応じ、がん検診を受けるよう努めるほか、がん患者等に関する理解を深めるよう努め

るものとすることとしました。（第５条関係）

⑵ 医療機関は、県及び市町村が実施するがん対策の推進に関する施策に協力し、がんの予防及び早期発見

に寄与するよう努めるとともに、がん患者等の置かれている状況に応じ、他の医療機関との連携を図りつ

つ、良質かつ適切ながん医療の提供等を行うよう努めるものとすることとしました。

⑶ 栃木県立がんセンターは、⑵のがん医療の提供等に関する医療機関の間における連携体制の強化、がん

登録（がん登録等の推進に関する法律第２条第２項に規定するがん登録をいう。以下同じ。）及びこれに

より得られた情報に基づくがんに係る調査研究（がんの罹患、診療、転帰等の状況の把握及び分析その他

のがんに係る調査研究をいう。）の推進等について中核的な役割を果たすよう努めるものとすることとし

ました。（以上第６条関係）

⑷ 医療保険者は、県及び市町村が実施するがんの予防及び早期発見に関する普及啓発等の施策に協力する

よう努めるものとすることとしました。（第７条関係）

⑸ 事業者は、がんに関する正しい知識を持ち、がん患者等に関する理解を深めるよう努めるとともに、県

及び市町村が実施するがん対策の推進に関する施策に協力し、がん患者等が働きやすい職場環境の整備に

努めるものとすることとしました。（第８条関係）

⑹ 保健、福祉、雇用、教育等に関する業務を行う関係機関及び民間の団体は、県及び市町村が実施するが

ん対策の推進に関する施策に協力するよう努めるものとすることとしました。（第９条関係）

４ がん対策推進計画の策定（第10条関係）

知事は、がん対策推進計画の策定に当たっては、この条例の趣旨を踏まえるとともに、あらかじめ、栃木

県がん対策推進協議会の意見を聴かなければならないこととしました。
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本号で公布された条例のあらまし

◇栃木県がん対策推進条例の制定（栃木県条例第４号）

がん対策の推進に関し、基本理念を定め、及び県の責務等を明らかにするとともに、がん対策の推進に関す

る施策の基本となる事項を定めることにより、がん対策の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 基本理念（第２条関係）

がん対策は、次に掲げる事項を基本理念として推進されなければならないこととしました。

⑴ がん患者（がん患者であった者を含む。以下同じ。）がその居住する地域にかかわらず等しく科学的知

見に基づく良質かつ適切ながんに係る医療（以下「がん医療」という。）を切れ目なく受けることができ

るようにすること。

⑵ がん患者の置かれている状況に応じ、本人の意向を十分尊重してがんの治療方法等が選択されるよう、

がん医療を提供する体制の整備がなされること。

⑶ がんの特性、がん患者及びその家族（以下「がん患者等」という。）の置かれている状況等に応じ、が

ん患者等が福祉的支援、教育的支援その他の必要な支援を受けることができるようにすること。

⑷ がん患者等に関する県民の理解が深められ、がん患者等が円滑な社会生活を営むことのできる社会環境

の整備が図られること。

⑸ 県、市町村、医療機関、医療保険者、事業者、学校、患者団体等の相互の密接な連携の下に実施される

こと。

⑹ がんの予防、罹患、診療、転帰等に関する個人情報の保護について適正な配慮がなされるようにするこ
り

と。

２ 県の責務及び県と市町村との協力

⑴ 県は、がん対策の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有することとしました。

（第３条関係）

⑵ 県及び市町村は、それぞれが実施するがん対策の推進に関する施策が円滑かつ効果的に推進されるよ

う、相互に連携を図りながら協力するものとすることとしました。（第４条関係）

３ 県民等の責務

⑴ 県民は、がんに関する正しい知識（喫煙、食生活、運動その他の生活習慣が健康に及ぼす影響、がんの

原因となるおそれのある感染症等に関する正しい知識をいう。以下同じ。）を持ち、がんの予防に必要な

注意を払い、必要に応じ、がん検診を受けるよう努めるほか、がん患者等に関する理解を深めるよう努め

るものとすることとしました。（第５条関係）

⑵ 医療機関は、県及び市町村が実施するがん対策の推進に関する施策に協力し、がんの予防及び早期発見

に寄与するよう努めるとともに、がん患者等の置かれている状況に応じ、他の医療機関との連携を図りつ

つ、良質かつ適切ながん医療の提供等を行うよう努めるものとすることとしました。

⑶ 栃木県立がんセンターは、⑵のがん医療の提供等に関する医療機関の間における連携体制の強化、がん

登録（がん登録等の推進に関する法律第２条第２項に規定するがん登録をいう。以下同じ。）及びこれに

より得られた情報に基づくがんに係る調査研究（がんの罹患、診療、転帰等の状況の把握及び分析その他

のがんに係る調査研究をいう。）の推進等について中核的な役割を果たすよう努めるものとすることとし

ました。（以上第６条関係）

⑷ 医療保険者は、県及び市町村が実施するがんの予防及び早期発見に関する普及啓発等の施策に協力する

よう努めるものとすることとしました。（第７条関係）

⑸ 事業者は、がんに関する正しい知識を持ち、がん患者等に関する理解を深めるよう努めるとともに、県

及び市町村が実施するがん対策の推進に関する施策に協力し、がん患者等が働きやすい職場環境の整備に

努めるものとすることとしました。（第８条関係）

⑹ 保健、福祉、雇用、教育等に関する業務を行う関係機関及び民間の団体は、県及び市町村が実施するが

ん対策の推進に関する施策に協力するよう努めるものとすることとしました。（第９条関係）

４ がん対策推進計画の策定（第10条関係）

知事は、がん対策推進計画の策定に当たっては、この条例の趣旨を踏まえるとともに、あらかじめ、栃木

県がん対策推進協議会の意見を聴かなければならないこととしました。
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５ 財政上の措置（第11条関係）

県は、がん対策の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施するために必要な財政上の措置を講ずる

よう努めるものとすることとしました。

６ がん対策の推進に関する基本的施策

⑴ がんの予防の推進（第12条関係）

⑵ がんの早期発見の推進（第13条関係）

⑶ がん医療の充実（第14条関係）

⑷ 緩和ケアの充実（第15条関係）

⑸ がん患者等に対する相談支援及び情報提供の充実（第16条関係）

⑹ がん患者等における仕事と治療等との両立の促進（第17条関係）

⑺ がん患者の年齢その他の特性に応じたがん医療及び支援の充実（第18条関係）

⑻ がんに関する教育の推進（第19条関係）

⑼ がん登録等の推進（第20条関係）

７ 栃木県がん対策推進協議会（第21条関係）

この条例の規定によりその権限に属させられた事務及びがん登録等の推進に関する法律の規定に基づき同

法第18条第２項に規定する審議会その他の合議制の機関の権限に属させられた事務を処理し、並びに知事の

諮問に応じ、がん対策の推進に関する事項を調査審議するため、栃木県がん対策推進協議会を置くこととし

ました。

８ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 栃木県がん登録等審議会条例は、廃止することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターへの職員の引継ぎに係る県の内部組織を定める条例

の制定（栃木県条例第５号）

１ 地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの成立の際、当該地方独立行政法人に職員を引き

継ぐ県の内部組織は、とちぎリハビリテーションセンターとすることとしました。

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県障害者総合相談所条例の制定（栃木県条例第６号）

１ 設置（第１条関係）

身体に障害のある者等に対し、相談その他の必要な支援を行うことにより、その自立と社会参加を促進す

るため、栃木県障害者総合相談所（以下「相談所」という。）を宇都宮市に設置することとしました。

２ 業務（第２条関係）

相談所は、身体障害者に関する相談及び指導のうち専門的な知識及び技術を必要とするものを行うこと、

知的障害者に関する相談及び指導のうち専門的な知識及び技術を必要とするものを行うこと等の業務を行う

こととしました。

３ 施行期日

この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金条例の制定（栃木県条例第７号）

宇都宮市及び芳賀町が実施する地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第９条第３項の認定を受けた軌

道運送高度化実施計画に定められた軌道運送高度化事業を支援し、持続可能な地域公共交通網の形成を促進す

ることを目的とする栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金（以下「基金」という。）を設置する

ため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 積立て（第２条関係）

基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定めることとしました。

２ 処分（第６条関係）

基金は、基金の設置の目的を達成するための経費の財源に充てる場合に限り、処分することができること

としました。

３ その他

基金の管理に関し必要な事項を定めることとしました。

４ 施行期日

この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。
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◇地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理（栃木県条例第８号）

１ 地方自治法等の一部改正に伴い、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。

⑴ 職員の退職手当に関する条例（第９条関係）

⑵ 栃木県監査委員条例（第２条及び第３条関係）

⑶ 栃木県病院事業の設置等に関する条例（第７条関係）

⑷ 栃木県公営企業の設置等に関する条例（第11条関係）

２ この条例は、平成32年４月１日から施行することとしました。ただし、１の⑴及び⑵は、平成30年４月１

日から施行することとしました。

◇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県条例第９号）

１ 人事院規則９－129（東日本大震災に対処するための人事院規則９－30（特殊勤務手当）の特例）の改正

に鑑み、福島原発敷地内等作業手当を原子力事業所敷地内等作業手当に改めることとしました。（第２条、

第27条及び附則第２項関係）

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。

◇栃木県水防協議会条例等の一部改正等（栃木県条例第10号）

１ 栃木県水防協議会条例関係（第６条関係）

栃木県水防協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

２ 栃木県准看護師試験委員条例関係（第３条関係）

准看護師試験委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

３ 栃木県立図書館協議会に関する条例関係（第２条関係）

栃木県立図書館協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

４ 栃木県固定資産評価審議会条例関係（第４条関係）

栃木県固定資産評価審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

５ 栃木県地方薬事審議会条例関係（第３条関係）

栃木県地方薬事審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

６ 栃木県職業能力開発審議会条例関係（第３条関係）

栃木県職業能力開発審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

７ 栃木県開発審査会条例関係（第３条関係）

栃木県開発審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

８ 栃木県交通安全対策会議条例関係（第３条関係）

栃木県交通安全対策会議の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

９ 栃木県立美術館条例関係（第10条関係）

栃木県立美術館評議員会の評議員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

10 栃木県文化財保護審議会条例関係（第４条関係）

栃木県文化財保護審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

11 栃木県立博物館条例関係（第10条関係）

栃木県立博物館協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

12 栃木県生涯学習審議会条例関係

⑴ 栃木県生涯学習審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。（第３条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

13 栃木県障害者施策推進審議会条例関係（第３条関係）

栃木県障害者施策推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

14 栃木県環境審議会条例関係（第３条関係）

栃木県環境審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

15 栃木県事業認定審議会条例関係（第３条関係）

栃木県事業認定審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

16 栃木県男女共同参画推進条例関係（第22条関係）

栃木県男女共同参画審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

17 栃木県人権尊重の社会づくり条例関係（第６条関係）

栃木県人権施策推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

18 栃木県景観条例関係（第29条関係）
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５ 財政上の措置（第11条関係）

県は、がん対策の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施するために必要な財政上の措置を講ずる

よう努めるものとすることとしました。

６ がん対策の推進に関する基本的施策

⑴ がんの予防の推進（第12条関係）

⑵ がんの早期発見の推進（第13条関係）

⑶ がん医療の充実（第14条関係）

⑷ 緩和ケアの充実（第15条関係）

⑸ がん患者等に対する相談支援及び情報提供の充実（第16条関係）

⑹ がん患者等における仕事と治療等との両立の促進（第17条関係）

⑺ がん患者の年齢その他の特性に応じたがん医療及び支援の充実（第18条関係）

⑻ がんに関する教育の推進（第19条関係）

⑼ がん登録等の推進（第20条関係）

７ 栃木県がん対策推進協議会（第21条関係）

この条例の規定によりその権限に属させられた事務及びがん登録等の推進に関する法律の規定に基づき同

法第18条第２項に規定する審議会その他の合議制の機関の権限に属させられた事務を処理し、並びに知事の

諮問に応じ、がん対策の推進に関する事項を調査審議するため、栃木県がん対策推進協議会を置くこととし

ました。

８ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 栃木県がん登録等審議会条例は、廃止することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターへの職員の引継ぎに係る県の内部組織を定める条例

の制定（栃木県条例第５号）

１ 地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの成立の際、当該地方独立行政法人に職員を引き

継ぐ県の内部組織は、とちぎリハビリテーションセンターとすることとしました。

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県障害者総合相談所条例の制定（栃木県条例第６号）

１ 設置（第１条関係）

身体に障害のある者等に対し、相談その他の必要な支援を行うことにより、その自立と社会参加を促進す

るため、栃木県障害者総合相談所（以下「相談所」という。）を宇都宮市に設置することとしました。

２ 業務（第２条関係）

相談所は、身体障害者に関する相談及び指導のうち専門的な知識及び技術を必要とするものを行うこと、

知的障害者に関する相談及び指導のうち専門的な知識及び技術を必要とするものを行うこと等の業務を行う

こととしました。

３ 施行期日

この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金条例の制定（栃木県条例第７号）

宇都宮市及び芳賀町が実施する地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第９条第３項の認定を受けた軌

道運送高度化実施計画に定められた軌道運送高度化事業を支援し、持続可能な地域公共交通網の形成を促進す

ることを目的とする栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金（以下「基金」という。）を設置する

ため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 積立て（第２条関係）

基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定めることとしました。

２ 処分（第６条関係）

基金は、基金の設置の目的を達成するための経費の財源に充てる場合に限り、処分することができること

としました。

３ その他

基金の管理に関し必要な事項を定めることとしました。

４ 施行期日

この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。
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◇地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理（栃木県条例第８号）

１ 地方自治法等の一部改正に伴い、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。

⑴ 職員の退職手当に関する条例（第９条関係）

⑵ 栃木県監査委員条例（第２条及び第３条関係）

⑶ 栃木県病院事業の設置等に関する条例（第７条関係）

⑷ 栃木県公営企業の設置等に関する条例（第11条関係）

２ この条例は、平成32年４月１日から施行することとしました。ただし、１の⑴及び⑵は、平成30年４月１

日から施行することとしました。

◇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県条例第９号）

１ 人事院規則９－129（東日本大震災に対処するための人事院規則９－30（特殊勤務手当）の特例）の改正

に鑑み、福島原発敷地内等作業手当を原子力事業所敷地内等作業手当に改めることとしました。（第２条、

第27条及び附則第２項関係）

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。

◇栃木県水防協議会条例等の一部改正等（栃木県条例第10号）

１ 栃木県水防協議会条例関係（第６条関係）

栃木県水防協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

２ 栃木県准看護師試験委員条例関係（第３条関係）

准看護師試験委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

３ 栃木県立図書館協議会に関する条例関係（第２条関係）

栃木県立図書館協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

４ 栃木県固定資産評価審議会条例関係（第４条関係）

栃木県固定資産評価審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

５ 栃木県地方薬事審議会条例関係（第３条関係）

栃木県地方薬事審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

６ 栃木県職業能力開発審議会条例関係（第３条関係）

栃木県職業能力開発審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

７ 栃木県開発審査会条例関係（第３条関係）

栃木県開発審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

８ 栃木県交通安全対策会議条例関係（第３条関係）

栃木県交通安全対策会議の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

９ 栃木県立美術館条例関係（第10条関係）

栃木県立美術館評議員会の評議員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

10 栃木県文化財保護審議会条例関係（第４条関係）

栃木県文化財保護審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

11 栃木県立博物館条例関係（第10条関係）

栃木県立博物館協議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

12 栃木県生涯学習審議会条例関係

⑴ 栃木県生涯学習審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。（第３条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

13 栃木県障害者施策推進審議会条例関係（第３条関係）

栃木県障害者施策推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

14 栃木県環境審議会条例関係（第３条関係）

栃木県環境審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

15 栃木県事業認定審議会条例関係（第３条関係）

栃木県事業認定審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

16 栃木県男女共同参画推進条例関係（第22条関係）

栃木県男女共同参画審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

17 栃木県人権尊重の社会づくり条例関係（第６条関係）

栃木県人権施策推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

18 栃木県景観条例関係（第29条関係）

- 4 -

栃木県景観審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

19 栃木県青少年健全育成条例関係（第51条関係）

栃木県青少年健全育成審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

20 栃木県文化振興条例関係（第27条関係）

栃木県文化振興審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

21 栃木県スポーツ推進審議会条例関係（第３条関係）

栃木県スポーツ推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

22 栃木県社会教育委員条例関係（第２条関係）

栃木県社会教育委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

23 栃木県いじめ問題対策委員会条例関係（第４条関係）

栃木県いじめ問題対策委員会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

24 栃木県薬物の濫用の防止に関する条例関係（第21条関係）

栃木県薬物指定審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

25 栃木県行政不服審査会条例関係（第４条関係）

栃木県行政不服審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

26 栃木県障害者差別解消推進条例関係（第19条関係）

栃木県障害者差別解消推進委員会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

27 栃木県附属機関に関する条例関係（別表関係）

栃木県宅地建物取引業審議会は、廃止することとしました。

28 栃木県建設業審議会条例関係

栃木県建設業審議会条例は、廃止することとしました。

29 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第11号）

１ 児童福祉法施行規則の一部改正等に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第１関係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第12号）

１ 危険物取扱者免状の交付手数料及び再交付手数料の額を引き上げることとしました。

２ 危険物取扱者試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。

３ 消防設備士免状の交付手数料及び再交付手数料の額を引き上げることとしました。

４ 消防設備士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。

５ 土壌汚染対策法の一部改正に伴い、汚染土壌処理業の譲渡及び譲受の承認申請手数料、汚染土壌処理業者

である法人の合併及び分割の承認申請手数料並びに汚染土壌処理業の相続に係る承認申請手数料を新設する

こととしました。

６ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、２以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特

例の認定申請手数料及び当該特例の認定に係る事項の変更認定申請手数料を新設することとしました。

７ 破砕業の事業の範囲の変更許可申請手数料の額を引き下げることとしました。

８ 容器検査手数料及び容器再検査手数料の額を引き下げることとしました。

９ 充てん設備の所在地、構造、設備又は装置の変更許可申請手数料の額を引き下げることとしました。

10 砂利採取計画の認可申請手数料及び変更認可申請手数料の額を引き下げることとしました。

11 栃木県産業技術センターの耐食性試験手数料の額を引き上げることとしました。

12 栃木県産業技術センターの冷熱衝撃試験手数料を新設することとしました。

13 栃木県産業技術センター窯業技術支援センターの窯業材料等の耐火度、耐圧強度、吸水率又は比重等の物

理試験手数料の下限額を引き上げることとしました。

14 二級建築士試験及び木造建築士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。（以上別表第１関

係）

15 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。ただし、１～４は、同年５月１日から施

行することとしました。
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栃木県景観審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

19 栃木県青少年健全育成条例関係（第51条関係）

栃木県青少年健全育成審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

20 栃木県文化振興条例関係（第27条関係）

栃木県文化振興審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

21 栃木県スポーツ推進審議会条例関係（第３条関係）

栃木県スポーツ推進審議会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

22 栃木県社会教育委員条例関係（第２条関係）

栃木県社会教育委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

23 栃木県いじめ問題対策委員会条例関係（第４条関係）

栃木県いじめ問題対策委員会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

24 栃木県薬物の濫用の防止に関する条例関係（第21条関係）

栃木県薬物指定審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

25 栃木県行政不服審査会条例関係（第４条関係）

栃木県行政不服審査会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

26 栃木県障害者差別解消推進条例関係（第19条関係）

栃木県障害者差別解消推進委員会の委員の任期を３年（現行２年）とすることとしました。

27 栃木県附属機関に関する条例関係（別表関係）

栃木県宅地建物取引業審議会は、廃止することとしました。

28 栃木県建設業審議会条例関係

栃木県建設業審議会条例は、廃止することとしました。

29 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第11号）

１ 児童福祉法施行規則の一部改正等に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第１関係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第12号）

１ 危険物取扱者免状の交付手数料及び再交付手数料の額を引き上げることとしました。

２ 危険物取扱者試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。

３ 消防設備士免状の交付手数料及び再交付手数料の額を引き上げることとしました。

４ 消防設備士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。

５ 土壌汚染対策法の一部改正に伴い、汚染土壌処理業の譲渡及び譲受の承認申請手数料、汚染土壌処理業者

である法人の合併及び分割の承認申請手数料並びに汚染土壌処理業の相続に係る承認申請手数料を新設する

こととしました。

６ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、２以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特

例の認定申請手数料及び当該特例の認定に係る事項の変更認定申請手数料を新設することとしました。

７ 破砕業の事業の範囲の変更許可申請手数料の額を引き下げることとしました。

８ 容器検査手数料及び容器再検査手数料の額を引き下げることとしました。

９ 充てん設備の所在地、構造、設備又は装置の変更許可申請手数料の額を引き下げることとしました。

10 砂利採取計画の認可申請手数料及び変更認可申請手数料の額を引き下げることとしました。

11 栃木県産業技術センターの耐食性試験手数料の額を引き上げることとしました。

12 栃木県産業技術センターの冷熱衝撃試験手数料を新設することとしました。

13 栃木県産業技術センター窯業技術支援センターの窯業材料等の耐火度、耐圧強度、吸水率又は比重等の物

理試験手数料の下限額を引き上げることとしました。

14 二級建築士試験及び木造建築士試験の受験手数料の額を引き上げることとしました。（以上別表第１関

係）

15 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。ただし、１～４は、同年５月１日から施

行することとしました。
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⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの設立に伴う関係条例の整理（栃木県条例第13号）

１ 地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの設立に伴い、次の条例について所要の規定の整

備をするとともに、とちぎリハビリテーションセンター設置、管理及び使用料条例を廃止することとしまし

た。

⑴ 栃木県手数料条例（別表第１関係）

⑵ 栃木県病院事業の設置等に関する条例（第３条及び別表関係）

⑶ 栃木県職員定数条例（第２条関係）

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価委

員会条例の一部改正（栃木県条例第14号）

１ 地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価

委員会は、地方独立行政法人法（以下「法」という。）の規定によりその権限に属させられた事項を処理す

るほか、次に掲げる事務をつかさどることとしました。（第２条関係）

⑴ 法第26条第１項の認可に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べること。

⑵ 法第28条第１項の評価に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べること。

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県医師修学資金貸与条例の一部改正（栃木県条例第15号）

１ 修学資金に利息を付するため、所要の規定の整備をすることとしました。（第４条及び第９条～第11条関

係）

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県産業技術センター設置、管理及び使用料条例の一部改正（栃木県条例第16号）

１ 大型電波暗室の使用料の額を引き上げることとしました。

２ 栃木県産業技術センターにおいて新たに設置される食品試作室、食品原料前処理室及び食品官能試験室

（個室型）並びに新たに利用に供する食品官能試験室の使用料の額を定めることとしました。

３ 栃木県産業技術センター窯業技術支援センターにおいて新たに設置される多目的ルームの使用料の額を定

めることとしました。（以上別表関係）

４ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県営土地改良事業分担金徴収条例の一部改正（栃木県条例第17号）

１ 土地改良法の一部改正に伴い、同法第91条の２第６項の規定により、県が徴収する特別徴収金の徴収に関

し必要な事項を定めることとしました。（第１条、第２条及び第７条～第10条関係）

２ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県県営住宅条例の一部改正（栃木県条例第18号）

１ 公営住宅法の一部改正に伴い、知事は、収入の申告をすること等が困難な事情にあると認める認知症であ

る者等の入居者について、官公署への書類の閲覧の請求等により把握した収入に基づき家賃を決定すること

ができることとしました。（第13条及び第14条関係）

２ 知事は、家賃に係る債権その他の県営住宅及び共同施設等の管理に係る債権について消滅時効の期間が経

過したときは、当該債権を放棄することができることとしました。

３ 知事は、２により債権を放棄したときは、これを議会に報告しなければならないこととしました。（以上

第31条の２関係）

４ この条例は、公布の日から施行することとしました。
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⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの設立に伴う関係条例の整理（栃木県条例第13号）

１ 地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの設立に伴い、次の条例について所要の規定の整

備をするとともに、とちぎリハビリテーションセンター設置、管理及び使用料条例を廃止することとしまし

た。

⑴ 栃木県手数料条例（別表第１関係）

⑵ 栃木県病院事業の設置等に関する条例（第３条及び別表関係）

⑶ 栃木県職員定数条例（第２条関係）

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価委

員会条例の一部改正（栃木県条例第14号）

１ 地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価

委員会は、地方独立行政法人法（以下「法」という。）の規定によりその権限に属させられた事項を処理す

るほか、次に掲げる事務をつかさどることとしました。（第２条関係）

⑴ 法第26条第１項の認可に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べること。

⑵ 法第28条第１項の評価に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べること。

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県医師修学資金貸与条例の一部改正（栃木県条例第15号）

１ 修学資金に利息を付するため、所要の規定の整備をすることとしました。（第４条及び第９条～第11条関

係）

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県産業技術センター設置、管理及び使用料条例の一部改正（栃木県条例第16号）

１ 大型電波暗室の使用料の額を引き上げることとしました。

２ 栃木県産業技術センターにおいて新たに設置される食品試作室、食品原料前処理室及び食品官能試験室

（個室型）並びに新たに利用に供する食品官能試験室の使用料の額を定めることとしました。

３ 栃木県産業技術センター窯業技術支援センターにおいて新たに設置される多目的ルームの使用料の額を定

めることとしました。（以上別表関係）

４ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県営土地改良事業分担金徴収条例の一部改正（栃木県条例第17号）

１ 土地改良法の一部改正に伴い、同法第91条の２第６項の規定により、県が徴収する特別徴収金の徴収に関

し必要な事項を定めることとしました。（第１条、第２条及び第７条～第10条関係）

２ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県県営住宅条例の一部改正（栃木県条例第18号）

１ 公営住宅法の一部改正に伴い、知事は、収入の申告をすること等が困難な事情にあると認める認知症であ

る者等の入居者について、官公署への書類の閲覧の請求等により把握した収入に基づき家賃を決定すること

ができることとしました。（第13条及び第14条関係）

２ 知事は、家賃に係る債権その他の県営住宅及び共同施設等の管理に係る債権について消滅時効の期間が経

過したときは、当該債権を放棄することができることとしました。

３ 知事は、２により債権を放棄したときは、これを議会に報告しなければならないこととしました。（以上

第31条の２関係）

４ この条例は、公布の日から施行することとしました。
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◇学校職員定数条例の一部改正（栃木県条例第19号）

１ 学校職員の定数を次のとおりとすることとしました。（第３条関係）

⑴ 県立学校職員 5,136人

⑵ 市町村立学校職員 11,537人

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県公立学校職員給与条例の一部改正（栃木県条例第20号）

１ 公立小中学校の統廃合に伴い、へき地学校等について、所要の規定の整備をすることとしました。（別表

第３関係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇非常勤教育職員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正（栃木県条例第21号）

１ 県立学校の健康診断嘱託医の報酬額を１校ごとに日額19,050円とすること等としました。（別表関

係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県警察関係手数料条例の一部改正（栃木県条例第22号）

１ 風俗営業の営業所の構造又は設備の変更の承認申請手数料等の額を改定することとしました。（第２条関

係）

２ 火薬類運搬証明書の交付手数料の額を改定することとしました。（第４条関係）

３ 質屋営業の許可申請手数料の額を改定することとしました。（第５条関係）

４ 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の運搬証明書の書換え手数料の額を改定することとしま

した。（第６条関係）

５ 銃砲又は刀剣類の所持許可証の再交付手数料等の額を改定することとしました。（第７条関係）

６ 運転免許試験手数料等の額を改定することとしました。（第８条関係）

７ 警備員指導教育責任者資格者証の書換え手数料等の額を改定することとしました。（第10条関係）

８ 自動車運転代行業の認定申請手数料等の額を改定することとしました。（第11条関係）

９ 探偵業に係る変更届出があったことを証する書面の交付手数料等の額を改定することとしました。（第12

条関係）

10 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の制定（栃木県条例第23号）

１ 介護保険法の一部改正に伴い、介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定めるため、

条例を制定することとしました。

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇病院及び診療所の人員及び施設に関する基準等を定める条例の一部改正（栃木県条例第24号）

医療法等の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。

１ 病院及び診療所の開設許可の申請等に係る既存の病床数等を算定するに当たっては、無菌病室又は集中強

化治療室若しくは心疾患強化治療室の病床については既存の病床数等に算定することとしました。

２ 病院及び診療所の開設許可の申請等に係る既存の病床数を算定するに当たっては、介護老人保健施設の入

所定員数は、既存の病床数とみなさないこととしました。（以上第３条、第４条及び附則第２条関係）

３ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正等（栃木県条例第25号）

介護保険法等の一部改正に伴い、介護医療院が創設されること等のため、次のとおり改廃をすることとしま

した。

１ 軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 軽費老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならないこととしました。

（第18条関係）
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◇学校職員定数条例の一部改正（栃木県条例第19号）

１ 学校職員の定数を次のとおりとすることとしました。（第３条関係）

⑴ 県立学校職員 5,136人

⑵ 市町村立学校職員 11,537人

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県公立学校職員給与条例の一部改正（栃木県条例第20号）

１ 公立小中学校の統廃合に伴い、へき地学校等について、所要の規定の整備をすることとしました。（別表

第３関係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇非常勤教育職員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正（栃木県条例第21号）

１ 県立学校の健康診断嘱託医の報酬額を１校ごとに日額19,050円とすること等としました。（別表関

係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇栃木県警察関係手数料条例の一部改正（栃木県条例第22号）

１ 風俗営業の営業所の構造又は設備の変更の承認申請手数料等の額を改定することとしました。（第２条関

係）

２ 火薬類運搬証明書の交付手数料の額を改定することとしました。（第４条関係）

３ 質屋営業の許可申請手数料の額を改定することとしました。（第５条関係）

４ 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の運搬証明書の書換え手数料の額を改定することとしま

した。（第６条関係）

５ 銃砲又は刀剣類の所持許可証の再交付手数料等の額を改定することとしました。（第７条関係）

６ 運転免許試験手数料等の額を改定することとしました。（第８条関係）

７ 警備員指導教育責任者資格者証の書換え手数料等の額を改定することとしました。（第10条関係）

８ 自動車運転代行業の認定申請手数料等の額を改定することとしました。（第11条関係）

９ 探偵業に係る変更届出があったことを証する書面の交付手数料等の額を改定することとしました。（第12

条関係）

10 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の制定（栃木県条例第23号）

１ 介護保険法の一部改正に伴い、介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定めるため、

条例を制定することとしました。

２ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇病院及び診療所の人員及び施設に関する基準等を定める条例の一部改正（栃木県条例第24号）

医療法等の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。

１ 病院及び診療所の開設許可の申請等に係る既存の病床数等を算定するに当たっては、無菌病室又は集中強

化治療室若しくは心疾患強化治療室の病床については既存の病床数等に算定することとしました。

２ 病院及び診療所の開設許可の申請等に係る既存の病床数を算定するに当たっては、介護老人保健施設の入

所定員数は、既存の病床数とみなさないこととしました。（以上第３条、第４条及び附則第２条関係）

３ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

◇軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正等（栃木県条例第25号）

介護保険法等の一部改正に伴い、介護医療院が創設されること等のため、次のとおり改廃をすることとしま

した。

１ 軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 軽費老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならないこととしました。

（第18条関係）
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⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

２ 養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 養護老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならないこととしました。

（第17条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 特別養護老人ホーム及びユニット型特別養護老人ホームが定めておかなければならない規程に係る施設

の運営についての重要事項として、緊急時等における対応方法を追加することとしました。（第８条及び

第35条関係）

⑵ 特別養護老人ホーム及びユニット型特別養護老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を

講じなければならないこととしました。（第16条及び第37条関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定訪問介護事業所のサービス提供責任者の業務に、居宅介護支援事業者等に対し、指定訪問介護の提

供に当たり把握した利用者の服薬状況、口腔機能その他の利用者の心身の状態及び生活の状況に係る必要
くう

な情報の提供を行うことを追加することとしました。（第29条関係）

⑵ 指定訪問介護事業者は、居宅サービス計画の作成又は変更に関し、指定居宅介護支援事業所若しくは基

準該当居宅介護支援の事業を行う者が当該事業を行う事業所の介護支援専門員又は居宅要介護被保険者に

対し、利用者に必要のないサービスを位置付けるよう求めることその他の不当な働きかけを行ってはなら

ないこととしました。（第36条の２関係）

⑶ 共生型訪問介護の事業を行う指定居宅介護事業者又は重度訪問介護に係る指定障害福祉サービスの事業

を行う者が当該共生型訪問介護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第42条の２

及び第42条の３関係）

⑷ 共生型通所介護の事業を行う指定生活介護事業者、指定自立訓練（機能訓練）事業者、指定自立訓練

（生活訓練）事業者、指定児童発達支援事業者（主として重症心身障害児を通わせる事業所において指定

児童発達支援を提供する事業者を除く。）又は指定放課後等デイサービス事業者（主として重症心身障害

児を通わせる事業所において指定放課後等デイサービスを提供する事業者を除く。）が当該共生型通所介

護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第114条及び第115条関係）

⑸ 共生型短期入所生活介護の事業を行う指定短期入所事業者（指定障害者支援施設が指定短期入所の事業

を行う事業所として当該施設と一体的に運営を行う事業所又は指定障害者支援施設がその施設の全部若し

くは一部が利用者に利用されていない居室を利用して指定短期入所の事業を行う場合において、当該事業

を行う事業所において指定短期入所を提供する事業者に限る。）が当該共生型短期入所生活介護の事業を

行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第181条の２及び第181条の３関係）

⑹ 指定特定施設入居者生活介護事業者は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならな

いこととしました。（第226条関係）

⑺ 福祉用具専門相談員の行う指定福祉用具貸与の方針に、指定福祉用具貸与の提供に当たっては、全国平

均貸与価格及び同一種目における機能又は価格帯の異なる複数の福祉用具に関する情報を利用者に提供す

ることを追加することとしました。（第255条関係）

⑻ 福祉用具専門相談員は、福祉用具貸与計画を作成した際には、当該福祉用具貸与計画を利用者に係る介

護支援専門員にも交付しなければならないこととしました。（第256条関係）

⑼ 所要の規定の整備をすることとしました。

５ 指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例関係

⑴ 共生型介護予防短期入所生活介護の事業を行う指定短期入所事業者（指定障害者支援施設が指定短期入

所の事業を行う事業所として当該施設と一体的に運営を行う事業所又は指定障害者支援施設がその施設の

全部若しくは一部が利用者に利用されていない居室を利用して指定短期入所の事業を行う場合において、

当該事業を行う事業所において指定短期入所を提供する事業者に限る。）が当該共生型介護予防短期入所

生活介護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第165条の２及び第165条の３関

係）

⑵ 指定介護予防特定施設入居者生活介護事業者は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなけれ
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⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

２ 養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 養護老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならないこととしました。

（第17条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 特別養護老人ホーム及びユニット型特別養護老人ホームが定めておかなければならない規程に係る施設

の運営についての重要事項として、緊急時等における対応方法を追加することとしました。（第８条及び

第35条関係）

⑵ 特別養護老人ホーム及びユニット型特別養護老人ホームは、身体的拘束等の適正化を図るための措置を

講じなければならないこととしました。（第16条及び第37条関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定訪問介護事業所のサービス提供責任者の業務に、居宅介護支援事業者等に対し、指定訪問介護の提

供に当たり把握した利用者の服薬状況、口腔機能その他の利用者の心身の状態及び生活の状況に係る必要
くう

な情報の提供を行うことを追加することとしました。（第29条関係）

⑵ 指定訪問介護事業者は、居宅サービス計画の作成又は変更に関し、指定居宅介護支援事業所若しくは基

準該当居宅介護支援の事業を行う者が当該事業を行う事業所の介護支援専門員又は居宅要介護被保険者に

対し、利用者に必要のないサービスを位置付けるよう求めることその他の不当な働きかけを行ってはなら

ないこととしました。（第36条の２関係）

⑶ 共生型訪問介護の事業を行う指定居宅介護事業者又は重度訪問介護に係る指定障害福祉サービスの事業

を行う者が当該共生型訪問介護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第42条の２

及び第42条の３関係）

⑷ 共生型通所介護の事業を行う指定生活介護事業者、指定自立訓練（機能訓練）事業者、指定自立訓練

（生活訓練）事業者、指定児童発達支援事業者（主として重症心身障害児を通わせる事業所において指定

児童発達支援を提供する事業者を除く。）又は指定放課後等デイサービス事業者（主として重症心身障害

児を通わせる事業所において指定放課後等デイサービスを提供する事業者を除く。）が当該共生型通所介

護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第114条及び第115条関係）

⑸ 共生型短期入所生活介護の事業を行う指定短期入所事業者（指定障害者支援施設が指定短期入所の事業

を行う事業所として当該施設と一体的に運営を行う事業所又は指定障害者支援施設がその施設の全部若し

くは一部が利用者に利用されていない居室を利用して指定短期入所の事業を行う場合において、当該事業

を行う事業所において指定短期入所を提供する事業者に限る。）が当該共生型短期入所生活介護の事業を

行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第181条の２及び第181条の３関係）

⑹ 指定特定施設入居者生活介護事業者は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなければならな

いこととしました。（第226条関係）

⑺ 福祉用具専門相談員の行う指定福祉用具貸与の方針に、指定福祉用具貸与の提供に当たっては、全国平

均貸与価格及び同一種目における機能又は価格帯の異なる複数の福祉用具に関する情報を利用者に提供す

ることを追加することとしました。（第255条関係）

⑻ 福祉用具専門相談員は、福祉用具貸与計画を作成した際には、当該福祉用具貸与計画を利用者に係る介

護支援専門員にも交付しなければならないこととしました。（第256条関係）

⑼ 所要の規定の整備をすることとしました。

５ 指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例関係

⑴ 共生型介護予防短期入所生活介護の事業を行う指定短期入所事業者（指定障害者支援施設が指定短期入

所の事業を行う事業所として当該施設と一体的に運営を行う事業所又は指定障害者支援施設がその施設の

全部若しくは一部が利用者に利用されていない居室を利用して指定短期入所の事業を行う場合において、

当該事業を行う事業所において指定短期入所を提供する事業者に限る。）が当該共生型介護予防短期入所

生活介護の事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第165条の２及び第165条の３関

係）

⑵ 指定介護予防特定施設入居者生活介護事業者は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じなけれ
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ばならないこととしました。（第212条関係）

⑶ 福祉用具専門相談員の行う指定介護予防福祉用具貸与の方針に、指定介護予防福祉用具貸与の提供に当

たっては、全国平均貸与価格及び同一種目における機能又は価格帯の異なる複数の福祉用具に関する情報

を利用者に提供することを追加することとしました。（第251条関係）

⑷ 福祉用具専門相談員は、介護予防福祉用具貸与計画を作成した際には、当該介護予防福祉用具貸与計画

を利用者に係る介護支援専門員にも交付しなければならないこととしました。（第252条関係）

⑸ 所要の規定の整備をすることとしました。

６ 指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定介護老人福祉施設及びユニット型指定介護老人福祉施設は、身体的拘束等の適正化を図るための措

置を講じなければならないこととしました。（第16条及び第48条関係）

⑵ 指定介護老人福祉施設及びユニット型指定介護老人福祉施設が定めておかなければならない規程に係る

施設の運営についての重要事項として、緊急時等における対応方法を追加することとしました。（第29条

及び第52条関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

７ 介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 介護老人保健施設及びユニット型介護老人保健施設は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じ

なければならないこととしました。（第16条及び第47条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

８ 指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例関係（第17条及び第48条関係）

指定介護療養型医療施設及びユニット型指定介護療養型医療施設は、身体的拘束等の適正化を図るための

措置を講じなければならないこととしました。

９ 栃木県手数料条例関係（別表第１関係）

介護医療院の開設許可申請手数料及び変更許可申請手数料を新設することとしました。

10 栃木県看護職員修学資金貸与条例関係（第２条関係）

養成施設を卒業し、又は看護学修士課程を修了した後、県内の介護医療院において業務に従事する意思を

有する者を、修学資金の貸与の対象者に加えることとしました。

11 栃木県准看護師修学資金貸与条例関係（第２条関係）

養成所を卒業した後、県内の介護医療院において准看護師の業務に従事する意思を有する者を、修学資金

の貸与の対象者に加えることとしました。

12 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例関係

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例は、廃止することとしました。

13 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正（栃木県条

例第26号）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等の一部改正に伴い、創設される就労定着支

援、自立生活援助及び居宅訪問型児童発達支援の事業を行う者が当該サービス等を提供する際に満たすべき基

準を定めること等のため、次のとおり改正することとしました。

１ 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 共生型居宅介護の事業を行う指定訪問介護事業者が当該事業を行う際に満たすべき基準及び共生型重度

訪問介護の事業を行う指定訪問介護事業者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしまし

た。（第45条の２～第45条の４関係）

⑵ 指定生活介護事業者は、障害者の職場への定着を促進するため、当該指定生活介護事業者が提供する指

定生活介護を受けて通常の事業所に新たに雇用された障害者について、障害者就業・生活支援センターそ

の他の関係機関と連携して、当該障害者が就職した日から６月以上、職業生活における相談等の支援の継

続に努めなければならないこととしました。（第88条の２関係）

⑶ 共生型生活介護の事業を行う指定児童発達支援事業者等（指定児童発達支援事業者又は指定放課後等デ

イサービス事業者をいう。）、指定通所介護事業者等（指定通所介護事業者又は指定地域密着型通所介護

事業者をいう。以下同じ。）及び指定小規模多機能型居宅介護事業者等（指定小規模多機能型居宅介護事
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ばならないこととしました。（第212条関係）

⑶ 福祉用具専門相談員の行う指定介護予防福祉用具貸与の方針に、指定介護予防福祉用具貸与の提供に当

たっては、全国平均貸与価格及び同一種目における機能又は価格帯の異なる複数の福祉用具に関する情報

を利用者に提供することを追加することとしました。（第251条関係）

⑷ 福祉用具専門相談員は、介護予防福祉用具貸与計画を作成した際には、当該介護予防福祉用具貸与計画

を利用者に係る介護支援専門員にも交付しなければならないこととしました。（第252条関係）

⑸ 所要の規定の整備をすることとしました。

６ 指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定介護老人福祉施設及びユニット型指定介護老人福祉施設は、身体的拘束等の適正化を図るための措

置を講じなければならないこととしました。（第16条及び第48条関係）

⑵ 指定介護老人福祉施設及びユニット型指定介護老人福祉施設が定めておかなければならない規程に係る

施設の運営についての重要事項として、緊急時等における対応方法を追加することとしました。（第29条

及び第52条関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

７ 介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 介護老人保健施設及びユニット型介護老人保健施設は、身体的拘束等の適正化を図るための措置を講じ

なければならないこととしました。（第16条及び第47条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

８ 指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例関係（第17条及び第48条関係）

指定介護療養型医療施設及びユニット型指定介護療養型医療施設は、身体的拘束等の適正化を図るための

措置を講じなければならないこととしました。

９ 栃木県手数料条例関係（別表第１関係）

介護医療院の開設許可申請手数料及び変更許可申請手数料を新設することとしました。

10 栃木県看護職員修学資金貸与条例関係（第２条関係）

養成施設を卒業し、又は看護学修士課程を修了した後、県内の介護医療院において業務に従事する意思を

有する者を、修学資金の貸与の対象者に加えることとしました。

11 栃木県准看護師修学資金貸与条例関係（第２条関係）

養成所を卒業した後、県内の介護医療院において准看護師の業務に従事する意思を有する者を、修学資金

の貸与の対象者に加えることとしました。

12 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例関係

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例は、廃止することとしました。

13 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正（栃木県条

例第26号）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等の一部改正に伴い、創設される就労定着支

援、自立生活援助及び居宅訪問型児童発達支援の事業を行う者が当該サービス等を提供する際に満たすべき基

準を定めること等のため、次のとおり改正することとしました。

１ 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 共生型居宅介護の事業を行う指定訪問介護事業者が当該事業を行う際に満たすべき基準及び共生型重度

訪問介護の事業を行う指定訪問介護事業者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしまし

た。（第45条の２～第45条の４関係）

⑵ 指定生活介護事業者は、障害者の職場への定着を促進するため、当該指定生活介護事業者が提供する指

定生活介護を受けて通常の事業所に新たに雇用された障害者について、障害者就業・生活支援センターそ

の他の関係機関と連携して、当該障害者が就職した日から６月以上、職業生活における相談等の支援の継

続に努めなければならないこととしました。（第88条の２関係）

⑶ 共生型生活介護の事業を行う指定児童発達支援事業者等（指定児童発達支援事業者又は指定放課後等デ

イサービス事業者をいう。）、指定通所介護事業者等（指定通所介護事業者又は指定地域密着型通所介護

事業者をいう。以下同じ。）及び指定小規模多機能型居宅介護事業者等（指定小規模多機能型居宅介護事
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業者、指定看護小規模多機能型居宅介護事業者又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護事業者をいう。

以下同じ。）が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第96条の２～第96条の５

関係）

⑷ 共生型短期入所の事業を行う指定短期入所生活介護事業者等（指定短期入所生活介護事業者又は指定介

護予防短期入所生活介護事業者をいう。）及び指定小規模多機能型居宅介護事業者等が当該事業を行う際

に満たすべき基準を定めることとしました。（第111条の２～第111条の４関係）

⑸ 共生型自立訓練（機能訓練）の事業を行う指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型居宅介護事業

者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第150条の２～第150条の４関係）

⑹ 共生型自立訓練（生活訓練）の事業を行う指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型居宅介護事業

者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第160条の２～第160条の４関係）

⑺ 指定就労移行支援事業者は、利用者が自ら通常の事業所に通勤することができるよう、通勤のための訓

練を実施しなければならないこととしました。（第167条の２関係）

⑻ 指定就労定着支援の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第

194条の２～第194条の12関係）

⑼ 指定自立生活援助の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第

194条の13～第194条の20関係）

⑽ 日中サービス支援型指定共同生活援助の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めるこ

ととしました。（第201条の２～第201条の11関係）

⑾ 所要の規定の整備をすることとしました。

２ 指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定障害者支援施設が、福祉型障害児入所施設に係る指定障害児入所施設等の指定を受け、かつ、施設

障害福祉サービスと指定入所支援とを同一の施設において一体的に提供している場合における当該施設の

人員に関する基準及び設備に関する基準の特例を廃止することとしました。（第６条及び第10条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 生活介護事業者は、障害者の職場への定着を促進するため、当該生活介護事業者が提供する生活介護を

受けて通常の事業所に新たに雇用された障害者について、障害者就業・生活支援センターその他の関係機

関と連携して、当該障害者が就職した日から６月以上、職業生活における相談等の支援の継続に努めなけ

ればならないこととしました。（第44条の２関係）

⑵ 就労移行支援事業者は、利用者が自ら通常の事業所に通勤することができるよう、通勤のための訓練を

実施しなければならないこととしました。（第64条の２関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 児童指導員及び障害福祉サービス経験者を指定児童発達支援事業所（児童発達支援センターであるもの

を除く。以下同じ。）及び基準該当児童発達支援事業所に置くべき従業員とすることとしました。

⑵ 指定児童発達支援事業所及び基準該当児童発達支援事業所に置かなければならない児童指導員、保育士

及び障害福祉サービス経験者の半数以上は、児童指導員又は保育士でなければならないこととしました。

（以上第６条及び第56条関係）

⑶ 指定児童発達支援事業者及び基準該当児童発達支援事業者は、その提供する指定児童発達支援及び基準

該当児童発達支援の質の評価及び改善を行うに当たっては、自ら評価を行うとともに、当該事業者を利用

する障害児の保護者による評価を受けて、その改善を図らなければならないこととしました。

⑷ 指定児童発達支援事業者及び基準該当児童発達支援事業者は、おおむね１年に１回以上、⑶の評価及び

改善の内容をインターネットの利用その他の方法により公表しなければならないこととしました。（以上

第27条及び第59条関係）

⑸ 共生型児童発達支援の事業を行う指定生活介護事業者、指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型

居宅介護事業者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第55条の２～第55条

の５関係）

⑹ 共生型放課後等デイサービスの事業を行う指定生活介護事業者、指定通所介護事業者等及び指定小規模

多機能型居宅介護事業者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第78条の２

関係）
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業者、指定看護小規模多機能型居宅介護事業者又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護事業者をいう。

以下同じ。）が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第96条の２～第96条の５

関係）

⑷ 共生型短期入所の事業を行う指定短期入所生活介護事業者等（指定短期入所生活介護事業者又は指定介

護予防短期入所生活介護事業者をいう。）及び指定小規模多機能型居宅介護事業者等が当該事業を行う際

に満たすべき基準を定めることとしました。（第111条の２～第111条の４関係）

⑸ 共生型自立訓練（機能訓練）の事業を行う指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型居宅介護事業

者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第150条の２～第150条の４関係）

⑹ 共生型自立訓練（生活訓練）の事業を行う指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型居宅介護事業

者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第160条の２～第160条の４関係）

⑺ 指定就労移行支援事業者は、利用者が自ら通常の事業所に通勤することができるよう、通勤のための訓

練を実施しなければならないこととしました。（第167条の２関係）

⑻ 指定就労定着支援の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第

194条の２～第194条の12関係）

⑼ 指定自立生活援助の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第

194条の13～第194条の20関係）

⑽ 日中サービス支援型指定共同生活援助の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めるこ

ととしました。（第201条の２～第201条の11関係）

⑾ 所要の規定の整備をすることとしました。

２ 指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定障害者支援施設が、福祉型障害児入所施設に係る指定障害児入所施設等の指定を受け、かつ、施設

障害福祉サービスと指定入所支援とを同一の施設において一体的に提供している場合における当該施設の

人員に関する基準及び設備に関する基準の特例を廃止することとしました。（第６条及び第10条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例関係

⑴ 生活介護事業者は、障害者の職場への定着を促進するため、当該生活介護事業者が提供する生活介護を

受けて通常の事業所に新たに雇用された障害者について、障害者就業・生活支援センターその他の関係機

関と連携して、当該障害者が就職した日から６月以上、職業生活における相談等の支援の継続に努めなけ

ればならないこととしました。（第44条の２関係）

⑵ 就労移行支援事業者は、利用者が自ら通常の事業所に通勤することができるよう、通勤のための訓練を

実施しなければならないこととしました。（第64条の２関係）

⑶ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 児童指導員及び障害福祉サービス経験者を指定児童発達支援事業所（児童発達支援センターであるもの

を除く。以下同じ。）及び基準該当児童発達支援事業所に置くべき従業員とすることとしました。

⑵ 指定児童発達支援事業所及び基準該当児童発達支援事業所に置かなければならない児童指導員、保育士

及び障害福祉サービス経験者の半数以上は、児童指導員又は保育士でなければならないこととしました。

（以上第６条及び第56条関係）

⑶ 指定児童発達支援事業者及び基準該当児童発達支援事業者は、その提供する指定児童発達支援及び基準

該当児童発達支援の質の評価及び改善を行うに当たっては、自ら評価を行うとともに、当該事業者を利用

する障害児の保護者による評価を受けて、その改善を図らなければならないこととしました。

⑷ 指定児童発達支援事業者及び基準該当児童発達支援事業者は、おおむね１年に１回以上、⑶の評価及び

改善の内容をインターネットの利用その他の方法により公表しなければならないこととしました。（以上

第27条及び第59条関係）

⑸ 共生型児童発達支援の事業を行う指定生活介護事業者、指定通所介護事業者等及び指定小規模多機能型

居宅介護事業者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第55条の２～第55条

の５関係）

⑹ 共生型放課後等デイサービスの事業を行う指定生活介護事業者、指定通所介護事業者等及び指定小規模

多機能型居宅介護事業者等が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしました。（第78条の２

関係）
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⑺ 指定居宅訪問型児童発達支援の事業を行う者が当該事業を行う際に満たすべき基準を定めることとしま

した。（第81条の２～第81条の９関係）

⑻ 所要の規定の整備をすることとしました。

５ 指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例関係

⑴ 指定福祉型障害児入所施設が、指定障害者支援施設の指定を受け、かつ、指定入所支援と施設障害福祉

サービスとを同一の施設において一体的に提供している場合における当該施設の人員に関する基準及び設

備に関する基準の特例を廃止することとしました。（第５条及び第６条関係）

⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。

６ 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

７ 施行期日等

⑴ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

⑶ 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する

条例について、所要の規定の整備をすることとしました。

◇栃木県議会の会期に関する条例の一部改正（栃木県条例第27号）

１ 平成30年４月１日から平成31年３月31日までの会期における栃木県議会の定例日を定めることとしまし

た。（別表関係）

２ この条例は、平成30年４月１日から施行することとしました。

条 例

　 次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 一 　 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例

　 二 　 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ の 職 員 の 引 継 ぎ に 係 る 県 の 内

部 組 織 を 定 め る 条 例

　 三 　 栃 木 県 障 害 者 総 合 相 談 所 条 例

　 四 　 栃 木 県 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム 整 備 事 業 支 援 基 金 条 例

　 五 　 地 方 自 治 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例

　 六 　 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 七 　 栃 木 県 水 防 協 議 会 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

　 八 　 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 九 　 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 　 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例

　 十 一 　 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン セ ン タ ー 評 価 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 二 　 栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 三 　 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 四 　 栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 五 　 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 六 　 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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第 三 章 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会 （ 第 二 十 一 条 ）

附 則
誰 も が 生 涯 に わ た っ て 健 や か に 、 そ し て 、 た と え が ん に 罹 患 し て も 安 心 し て 暮 ら す こ と の で

り

き る 地 域 社 会 の 実 現 は 、 全 て の 県 民 の 願 い で あ る 。

一 方 で 、 高 齢 化 の 進 展 等 に 伴 い 、 が ん 患 者 が 増 加 し て お り 、 が ん は 、 生 涯 に お い て 日 本 人 の

二 人 に 一 人 が 罹 患 す る と い わ れ る な ど 、 高 齢 者 の み な ら ず 、 子 ど も 、 働 き 盛 り の 者 等 を 含 め 、

県 民 誰 も が 罹 患 す る 可 能 性 の あ る 身 近 な 疾 病 と な っ て い る 。

近 年 の 医 療 提 供 体 制 の 整 備 、 医 療 技 術 の 進 歩 等 に よ り 、 が ん に 罹 患 し た 後 の 生 存 率 は 向 上 し

て い る も の の 、 そ れ に 伴 い 、 が ん 患 者 の 療 養 生 活 等 の 質 の 維 持 向 上 、 社 会 生 活 と の 継 続 的 か つ

円 滑 な 両 立 等 を 図 る こ と が 課 題 と な っ て い る 。

こ う し た 中 、 が ん 患 者 及 び そ の 家 族 を は じ め と す る 全 て の 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き

る 地 域 社 会 の 実 現 を 図 る た め に は 、 が ん の 予 防 及 び 早 期 発 見 の 推 進 、 が ん に 係 る 医 療 の 充 実 等

の 取 組 に 加 え 、 県 民 が が ん に 関 す る 正 し い 知 識 並 び に が ん 患 者 及 び そ の 家 族 に 関 す る 理 解 を 深

め 、 関 係 者 の 相 互 の 密 接 な 連 携 の 下 、 全 て の が ん 患 者 及 び そ の 家 族 を 地 域 社 会 全 体 で 支 え 合 う

た め の 取 組 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 県 民 一 人 一 人 が が ん を 知 り 、 が ん と 共 生 す る 地 域 社 会 を 構 築 す る こ と を

目 指 し 、 県 を 挙 げ て が ん 対 策 の 推 進 に 取 り 組 む こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。

第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 及 び 県 の 責 務 等 を 明 ら か に す

る と と も に 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 が ん 対 策

の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 県 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 を 図 る

と と も に 、 が ん 患 者 （ が ん 患 者 で あ っ た 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び そ の 家 族 （ 以 下 「 が ん

患 者 等 」 と い う 。 ） が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と

す る 。

（ 基 本 理 念 ）

第 二 条 が ん 対 策 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 理 念 と し て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。

一 が ん 患 者 が そ の 居 住 す る 地 域 に か か わ ら ず 等 し く 科 学 的 知 見 に 基 づ く 良 質 か つ 適 切 な が

ん に 係 る 医 療 （ 以 下 「 が ん 医 療 」 と い う 。 ） を 切 れ 目 な く 受 け る こ と が で き る よ う に す る

こ と 。

二 が ん 患 者 の 置 か れ て い る 状 況 に 応 じ 、 本 人 の 意 向 を 十 分 尊 重 し て が ん の 治 療 方 法 等 が 選

　 十 七 　 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 八 　 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 十 九 　 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 二 十 　 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

　 二 十 一 　 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 二 十 二 　 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の

条 例

　 二 十 三 　 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例

等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 二 十 四 　 栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 　 平 成 三 十 年 三 月 二 十 六 日

栃 木 県 知 事 　 　 福 　 　 田 　 　 富 　 　 一 　 　

│ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │ │
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第 二 章 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第 十 二 条 第 二 十 条 ）｜

第 三 章 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会 （ 第 二 十 一 条 ）

附 則
誰 も が 生 涯 に わ た っ て 健 や か に 、 そ し て 、 た と え が ん に 罹 患 し て も 安 心 し て 暮 ら す こ と の で

り

き る 地 域 社 会 の 実 現 は 、 全 て の 県 民 の 願 い で あ る 。

一 方 で 、 高 齢 化 の 進 展 等 に 伴 い 、 が ん 患 者 が 増 加 し て お り 、 が ん は 、 生 涯 に お い て 日 本 人 の

二 人 に 一 人 が 罹 患 す る と い わ れ る な ど 、 高 齢 者 の み な ら ず 、 子 ど も 、 働 き 盛 り の 者 等 を 含 め 、

県 民 誰 も が 罹 患 す る 可 能 性 の あ る 身 近 な 疾 病 と な っ て い る 。

近 年 の 医 療 提 供 体 制 の 整 備 、 医 療 技 術 の 進 歩 等 に よ り 、 が ん に 罹 患 し た 後 の 生 存 率 は 向 上 し

て い る も の の 、 そ れ に 伴 い 、 が ん 患 者 の 療 養 生 活 等 の 質 の 維 持 向 上 、 社 会 生 活 と の 継 続 的 か つ

円 滑 な 両 立 等 を 図 る こ と が 課 題 と な っ て い る 。

こ う し た 中 、 が ん 患 者 及 び そ の 家 族 を は じ め と す る 全 て の 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き

る 地 域 社 会 の 実 現 を 図 る た め に は 、 が ん の 予 防 及 び 早 期 発 見 の 推 進 、 が ん に 係 る 医 療 の 充 実 等

の 取 組 に 加 え 、 県 民 が が ん に 関 す る 正 し い 知 識 並 び に が ん 患 者 及 び そ の 家 族 に 関 す る 理 解 を 深

め 、 関 係 者 の 相 互 の 密 接 な 連 携 の 下 、 全 て の が ん 患 者 及 び そ の 家 族 を 地 域 社 会 全 体 で 支 え 合 う

た め の 取 組 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 県 民 一 人 一 人 が が ん を 知 り 、 が ん と 共 生 す る 地 域 社 会 を 構 築 す る こ と を

目 指 し 、 県 を 挙 げ て が ん 対 策 の 推 進 に 取 り 組 む こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。

第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 及 び 県 の 責 務 等 を 明 ら か に す

る と と も に 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 が ん 対 策

の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 県 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 を 図 る

と と も に 、 が ん 患 者 （ が ん 患 者 で あ っ た 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び そ の 家 族 （ 以 下 「 が ん

患 者 等 」 と い う 。 ） が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と

す る 。

（ 基 本 理 念 ）

第 二 条 が ん 対 策 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 理 念 と し て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。

一 が ん 患 者 が そ の 居 住 す る 地 域 に か か わ ら ず 等 し く 科 学 的 知 見 に 基 づ く 良 質 か つ 適 切 な が

ん に 係 る 医 療 （ 以 下 「 が ん 医 療 」 と い う 。 ） を 切 れ 目 な く 受 け る こ と が で き る よ う に す る

こ と 。

二 が ん 患 者 の 置 か れ て い る 状 況 に 応 じ 、 本 人 の 意 向 を 十 分 尊 重 し て が ん の 治 療 方 法 等 が 選

択 さ れ る よ う 、 が ん 医 療 を 提 供 す る 体 制 の 整 備 が な さ れ る こ と 。

三 が ん の 特 性 、 が ん 患 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 等 に 応 じ 、 が ん 患 者 等 が 福 祉 的 支 援 、 教 育

的 支 援 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 受 け る こ と が で き る よ う に す る こ と 。0
0

四 が ん 患 者 等 に 関 す る 県 民 の 理 解 が 深 め ら れ 、 が ん 患 者 等 が 円 滑 な 社 会 生 活 を 営 む こ と の

で き る 社 会 環 境 の 整 備 が 図 ら れ る こ と 。

五 県 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 （ 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 七 年

法 律 第 八 十 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 保 険 者 及 び 同 法 第 四 十 八 条 に 規 定 す る 後 期 高 齢 者

医 療 広 域 連 合 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 事 業 者 、 学 校 、 患 者 団 体 （ が ん 患 者 等 の 団 体 そ の 他

の が ん 患 者 等 の 支 援 に 関 す る 活 動 を 行 う 民 間 の 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 等 の 相 互 の 密 接

な 連 携 の 下 に 実 施 さ れ る こ と 。

六 が ん の 予 防 、 罹 患 、 診 療 、 転 帰 等 に 関 す る 個 人 情 報 （ 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ て 、 当 該

情 報 に 含 ま れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る

も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る こ と に よ り 、 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る こ と と な る も

の を 含 む 。 ） を い う 。 ） の 保 護 に つ い て 適 正 な 配 慮 が な さ れ る よ う に す る こ と 。

（ 県 の 責 務 ）

第 三 条 県 は 、 前 条 の 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 が ん 対 策 の 推 進 に

関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２ 県 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る に 当 た っ て は 、 保 健 、 福 祉 、

雇 用 、 教 育 等 の 関 連 施 策 と の 有 機 的 な 連 携 を 図 る も の と す る 。

（ 県 と 市 町 村 と の 協 力 ）

第 四 条 県 及 び 市 町 村 は 、 そ れ ぞ れ が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 が 円 滑 か つ 効 果 的

に 推 進 さ れ る よ う 、 相 互 に 連 携 を 図 り な が ら 協 力 す る も の と す る 。

（ 県 民 の 責 務 ）

第 五 条 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 が ん に 関 す る 正 し い 知 識 （ 喫 煙 、 食 生 活 、 運 動 そ の 他

の 生 活 習 慣 が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 、 が ん の 原 因 と な る お そ れ の あ る 感 染 症 等 に 関 す る 正 し い 知

識 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 持 ち 、 が ん の 予 防 に 必 要 な 注 意 を 払 い 、 必 要 に 応 じ 、 が ん 検 診 を

受 け る よ う 努 め る ほ か 、 が ん 患 者 等 に 関 す る 理 解 を 深 め る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 医 療 機 関 の 責 務 ）

第 六 条 医 療 機 関 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る

施 策 に 協 力 し 、 が ん の 予 防 及 び 早 期 発 見 に 寄 与 す る よ う 努 め る と と も に 、 が ん 患 者 等 の 置 か

れ て い る 状 況 に 応 じ 、 他 の 医 療 機 関 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 良 質 か つ 適 切 な が ん 医 療 の 提 供 等

を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

２ 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー は 、 前 項 に 規 定 す る が ん 医 療 の 提 供 等 に 関 す る 医 療 機 関 の 間 に お け

る 連 携 体 制 の 強 化 、 が ん 登 録 （ が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 十 一

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る が ん 登 録 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び こ れ に よ り 得 ら れ た 情 報 に

基 づ く が ん に 係 る 調 査 研 究 （ が ん の 罹 患 、 診 療 、 転 帰 等 の 状 況 の 把 握 及 び 分 析 そ の 他 の が ん

に 係 る 調 査 研 究 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 推 進 等 に つ い て 中 核 的 な 役 割 を 果 た す よ う 努 め る も

の と す る 。

（ 医 療 保 険 者 の 責 務 ）

第 七 条 医 療 保 険 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん の 予 防 及 び 早 期 発

見 に 関 す る 普 及 啓 発 等 の 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 者 の 責 務 ）

第 八 条 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 が ん に 関 す る 正 し い 知 識 を 持 ち 、 が ん 患 者 等 に 関 す

る 理 解 を 深 め る よ う 努 め る と と も に 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策
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択 さ れ る よ う 、 が ん 医 療 を 提 供 す る 体 制 の 整 備 が な さ れ る こ と 。

三 が ん の 特 性 、 が ん 患 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 等 に 応 じ 、 が ん 患 者 等 が 福 祉 的 支 援 、 教 育

的 支 援 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 受 け る こ と が で き る よ う に す る こ と 。0
0

四 が ん 患 者 等 に 関 す る 県 民 の 理 解 が 深 め ら れ 、 が ん 患 者 等 が 円 滑 な 社 会 生 活 を 営 む こ と の

で き る 社 会 環 境 の 整 備 が 図 ら れ る こ と 。

五 県 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 （ 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 七 年

法 律 第 八 十 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 保 険 者 及 び 同 法 第 四 十 八 条 に 規 定 す る 後 期 高 齢 者

医 療 広 域 連 合 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 事 業 者 、 学 校 、 患 者 団 体 （ が ん 患 者 等 の 団 体 そ の 他

の が ん 患 者 等 の 支 援 に 関 す る 活 動 を 行 う 民 間 の 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 等 の 相 互 の 密 接

な 連 携 の 下 に 実 施 さ れ る こ と 。

六 が ん の 予 防 、 罹 患 、 診 療 、 転 帰 等 に 関 す る 個 人 情 報 （ 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ て 、 当 該

情 報 に 含 ま れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る

も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る こ と に よ り 、 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る こ と と な る も

の を 含 む 。 ） を い う 。 ） の 保 護 に つ い て 適 正 な 配 慮 が な さ れ る よ う に す る こ と 。

（ 県 の 責 務 ）

第 三 条 県 は 、 前 条 の 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 が ん 対 策 の 推 進 に

関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２ 県 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る に 当 た っ て は 、 保 健 、 福 祉 、

雇 用 、 教 育 等 の 関 連 施 策 と の 有 機 的 な 連 携 を 図 る も の と す る 。

（ 県 と 市 町 村 と の 協 力 ）

第 四 条 県 及 び 市 町 村 は 、 そ れ ぞ れ が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 が 円 滑 か つ 効 果 的

に 推 進 さ れ る よ う 、 相 互 に 連 携 を 図 り な が ら 協 力 す る も の と す る 。

（ 県 民 の 責 務 ）

第 五 条 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 が ん に 関 す る 正 し い 知 識 （ 喫 煙 、 食 生 活 、 運 動 そ の 他

の 生 活 習 慣 が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 、 が ん の 原 因 と な る お そ れ の あ る 感 染 症 等 に 関 す る 正 し い 知

識 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 持 ち 、 が ん の 予 防 に 必 要 な 注 意 を 払 い 、 必 要 に 応 じ 、 が ん 検 診 を

受 け る よ う 努 め る ほ か 、 が ん 患 者 等 に 関 す る 理 解 を 深 め る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 医 療 機 関 の 責 務 ）

第 六 条 医 療 機 関 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る

施 策 に 協 力 し 、 が ん の 予 防 及 び 早 期 発 見 に 寄 与 す る よ う 努 め る と と も に 、 が ん 患 者 等 の 置 か

れ て い る 状 況 に 応 じ 、 他 の 医 療 機 関 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 良 質 か つ 適 切 な が ん 医 療 の 提 供 等

を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

２ 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー は 、 前 項 に 規 定 す る が ん 医 療 の 提 供 等 に 関 す る 医 療 機 関 の 間 に お け

る 連 携 体 制 の 強 化 、 が ん 登 録 （ が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 十 一

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る が ん 登 録 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び こ れ に よ り 得 ら れ た 情 報 に

基 づ く が ん に 係 る 調 査 研 究 （ が ん の 罹 患 、 診 療 、 転 帰 等 の 状 況 の 把 握 及 び 分 析 そ の 他 の が ん

に 係 る 調 査 研 究 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 推 進 等 に つ い て 中 核 的 な 役 割 を 果 た す よ う 努 め る も

の と す る 。

（ 医 療 保 険 者 の 責 務 ）

第 七 条 医 療 保 険 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん の 予 防 及 び 早 期 発

見 に 関 す る 普 及 啓 発 等 の 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 者 の 責 務 ）

第 八 条 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 が ん に 関 す る 正 し い 知 識 を 持 ち 、 が ん 患 者 等 に 関 す

る 理 解 を 深 め る よ う 努 め る と と も に 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策

に 協 力 し 、 が ん 患 者 等 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

（ 保 健 、 福 祉 、 雇 用 、 教 育 等 に 関 す る 業 務 を 行 う 関 係 機 関 等 の 責 務 ）

第 九 条 保 健 、 福 祉 、 雇 用 、 教 育 等 に 関 す る 業 務 を 行 う 関 係 機 関 及 び 民 間 の 団 体 は 、 基 本 理 念 0
0

に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も

の と す る 。

（ が ん 対 策 推 進 計 画 の 策 定 ）

第 十 条 知 事 は 、 が ん 対 策 基 本 法 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 八 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る が

ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 が ん 対 策 推 進 計 画 」 と い う 。 ） の 策 定 に 当 た っ て は 、 こ

の 条 例 の 趣 旨 を 踏 ま え る と と も に 、 あ ら か じ め 、 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会 の 意 見 を 聴 か な

け れ ば な ら な い 。

２ 知 事 は 、 が ん 対 策 推 進 計 画 を 策 定 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な

い 。

３ 前 二 項 の 規 定 は 、 が ん 対 策 推 進 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 一 条 県 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る た め に 必 要 な

財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

第 二 章 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策

（ が ん の 予 防 の 推 進 ）

第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業 者 等 と

連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 喫 煙 、 食 生 活 、 運 動 そ の 他 の 生 活 習 慣 の 改 善 を 促 進 す る こ と 。

二 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ る こ と を

い う 。 ） の 防 止 を 促 進 す る こ と 。

三 肝 炎 そ の 他 の が ん の 原 因 と な る お そ れ の あ る 感 染 症 の 早 期 発 見 及 び 早 期 治 療 の 推 進 を 図

る こ と 。

（ が ん の 早 期 発 見 の 推 進 ）

第 十 三 条 県 は 、 が ん の 早 期 発 見 の 推 進 を 図 る た め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 医 療 関

係 団 体 （ 医 師 そ の 他 の 医 療 従 事 者 が 組 織 す る 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 等 と 連 携 し 、 市 町 村

及 び 職 域 に お い て 実 施 さ れ る が ん 検 診 の 受 診 率 及 び 質 の 向 上 を 促 進 す る こ と そ の 他 必 要 な 施

策 を 講 ず る も の と す る 。

（ が ん 医 療 の 充 実 ）

第 十 四 条 県 は 、 が ん 患 者 が そ の 居 住 す る 地 域 に か か わ ら ず 等 し く そ の が ん の 状 態 に 応 じ た 良

質 か つ 適 切 な が ん 医 療 を 切 れ 目 な く 受 け る こ と が で き る よ う 、 拠 点 病 院 （ 専 門 的 な が ん 医 療

の 提 供 等 の 拠 点 と な る 病 院 と し て 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る も の 及 び こ れ と 同 等 の 機 能 を 有 す

る 病 院 と し て 知 事 が 指 定 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 医 療 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、 次 に 掲

げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 拠 点 病 院 に お け る 標 準 的 な 手 術 、 放 射 線 療 法 、 化 学 療 法 等 の 提 供 体 制 の 充 実 を 促 進 す る

こ と 。

二 拠 点 病 院 に お け る 科 学 的 知 見 に 基 づ く 先 端 的 な が ん 医 療 の 提 供 体 制 の 整 備 を 促 進 す る こ

と 。

三 地 域 の 実 情 に 応 じ た 拠 点 病 院 と 他 の 医 療 機 関 等 と の 連 携 体 制 の 強 化 を 促 進 す る こ と 。

四 が ん 医 療 に 係 る 医 療 従 事 者 の 育 成 を 図 る こ と 。

（ 緩 和 ケ ア の 充 実 ）

第 十 五 条 県 は 、 が ん 患 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 に 応 じ 、 緩 和 ケ ア （ が ん 等 の 患 者 及 び そ の 家
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に 協 力 し 、 が ん 患 者 等 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

（ 保 健 、 福 祉 、 雇 用 、 教 育 等 に 関 す る 業 務 を 行 う 関 係 機 関 等 の 責 務 ）

第 九 条 保 健 、 福 祉 、 雇 用 、 教 育 等 に 関 す る 業 務 を 行 う 関 係 機 関 及 び 民 間 の 団 体 は 、 基 本 理 念 0
0

に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も

の と す る 。

（ が ん 対 策 推 進 計 画 の 策 定 ）

第 十 条 知 事 は 、 が ん 対 策 基 本 法 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 八 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る が

ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 が ん 対 策 推 進 計 画 」 と い う 。 ） の 策 定 に 当 た っ て は 、 こ

の 条 例 の 趣 旨 を 踏 ま え る と と も に 、 あ ら か じ め 、 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会 の 意 見 を 聴 か な

け れ ば な ら な い 。

２ 知 事 は 、 が ん 対 策 推 進 計 画 を 策 定 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な

い 。

３ 前 二 項 の 規 定 は 、 が ん 対 策 推 進 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 一 条 県 は 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る た め に 必 要 な

財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

第 二 章 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策

（ が ん の 予 防 の 推 進 ）

第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業 者 等 と

連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 喫 煙 、 食 生 活 、 運 動 そ の 他 の 生 活 習 慣 の 改 善 を 促 進 す る こ と 。

二 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ る こ と を

い う 。 ） の 防 止 を 促 進 す る こ と 。

三 肝 炎 そ の 他 の が ん の 原 因 と な る お そ れ の あ る 感 染 症 の 早 期 発 見 及 び 早 期 治 療 の 推 進 を 図

る こ と 。

（ が ん の 早 期 発 見 の 推 進 ）

第 十 三 条 県 は 、 が ん の 早 期 発 見 の 推 進 を 図 る た め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 医 療 関

係 団 体 （ 医 師 そ の 他 の 医 療 従 事 者 が 組 織 す る 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 等 と 連 携 し 、 市 町 村

及 び 職 域 に お い て 実 施 さ れ る が ん 検 診 の 受 診 率 及 び 質 の 向 上 を 促 進 す る こ と そ の 他 必 要 な 施

策 を 講 ず る も の と す る 。

（ が ん 医 療 の 充 実 ）

第 十 四 条 県 は 、 が ん 患 者 が そ の 居 住 す る 地 域 に か か わ ら ず 等 し く そ の が ん の 状 態 に 応 じ た 良

質 か つ 適 切 な が ん 医 療 を 切 れ 目 な く 受 け る こ と が で き る よ う 、 拠 点 病 院 （ 専 門 的 な が ん 医 療

の 提 供 等 の 拠 点 と な る 病 院 と し て 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る も の 及 び こ れ と 同 等 の 機 能 を 有 す

る 病 院 と し て 知 事 が 指 定 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 医 療 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、 次 に 掲

げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 拠 点 病 院 に お け る 標 準 的 な 手 術 、 放 射 線 療 法 、 化 学 療 法 等 の 提 供 体 制 の 充 実 を 促 進 す る

こ と 。

二 拠 点 病 院 に お け る 科 学 的 知 見 に 基 づ く 先 端 的 な が ん 医 療 の 提 供 体 制 の 整 備 を 促 進 す る こ

と 。

三 地 域 の 実 情 に 応 じ た 拠 点 病 院 と 他 の 医 療 機 関 等 と の 連 携 体 制 の 強 化 を 促 進 す る こ と 。

四 が ん 医 療 に 係 る 医 療 従 事 者 の 育 成 を 図 る こ と 。

（ 緩 和 ケ ア の 充 実 ）

第 十 五 条 県 は 、 が ん 患 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 に 応 じ 、 緩 和 ケ ア （ が ん 等 の 患 者 及 び そ の 家

族 に 係 る 身 体 的 若 し く は 精 神 的 な 苦 痛 又 は 社 会 生 活 上 の 不 安 を 緩 和 す る こ と に よ り 当 該 が ん

等 の 患 者 の 療 養 生 活 （ こ れ に 係 る そ の 家 族 の 生 活 を 含 む 。 ） の 質 の 維 持 向 上 を 図 る こ と を 主

た る 目 的 と す る 治 療 、 看 護 そ の 他 の 行 為 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 、 が ん と 診 断 さ れ た 時 か ら0
0

適 切 に 提 供 さ れ る よ う 、 拠 点 病 院 、 医 療 関 係 団 体 、 市 町 村 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の

他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 が ん と 診 断 さ れ た 時 か ら の 緩 和 ケ ア の 提 供 に 関 す る 普 及 啓 発 を 図 る こ と 。

二 が ん 患 者 の 心 身 の 状 態 、 療 養 す る 地 域 等 に 応 じ た 緩 和 ケ ア の 提 供 体 制 の 充 実 を 促 進 す る

こ と 。

三 緩 和 ケ ア に 携 わ る 医 療 従 事 者 等 の 育 成 を 図 る こ と 。

（ が ん 患 者 等 に 対 す る 相 談 支 援 及 び 情 報 提 供 の 充 実 ）

第 十 六 条 県 は 、 が ん 患 者 等 か ら の が ん に 関 す る 各 種 の 相 談 に 応 じ 、 そ の 必 要 と す る 正 確 な 情

報 の 提 供 及 び 助 言 が 適 切 に 行 わ れ る よ う 、 拠 点 病 院 、 患 者 団 体 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策

そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

一 拠 点 病 院 に お け る が ん 患 者 等 に 対 す る 相 談 支 援 及 び 科 学 的 知 見 に 基 づ く 情 報 の 提 供 を 行

う 体 制 の 充 実 を 促 進 す る こ と 。

二 患 者 団 体 が 行 う が ん 患 者 等 の 支 援 、 情 報 交 換 等 の 活 動 を 支 援 す る こ と 。

三 が ん 患 者 等 に 対 す る 相 談 支 援 及 び 情 報 提 供 に 携 わ る 医 療 従 事 者 等 の 育 成 を 図 る こ と 。

（ が ん 患 者 等 に お け る 仕 事 と 治 療 等 と の 両 立 の 促 進 ）

第 十 七 条 県 は 、 が ん 患 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 に 応 じ 、 そ の 仕 事 と 治 療 等 と の 両 立 を 促 進 す

る た め 、 拠 点 病 院 、 事 業 者 、 経 済 団 体 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず

る も の と す る 。

一 が ん 患 者 等 の 就 労 に 関 す る 事 業 者 の 理 解 を 促 進 す る こ と 。

二 事 業 者 に よ る が ん 患 者 等 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 を 促 進 す る こ と 。

三 拠 点 病 院 等 に お け る が ん 患 者 等 の 就 労 に 関 す る 支 援 体 制 の 充 実 を 促 進 す る こ と 。

（ が ん 患 者 の 年 齢 そ の 他 の 特 性 に 応 じ た が ん 医 療 及 び 支 援 の 充 実 ）

第 十 八 条 県 は 、 が ん 患 者 の 年 齢 そ の 他 の 特 性 に 応 じ た が ん 医 療 及 び 支 援 の 充 実 を 図 る た め 、

拠 点 病 院 、 医 療 関 係 団 体 、 患 者 団 体 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る

も の と す る 。

一 小 児 が ん そ の 他 の 若 年 に お い て 発 症 す る が ん （ 以 下 「 小 児 が ん 等 」 と い う 。 ） の 特 性 、

高 齢 の が ん 患 者 の 心 身 の 状 態 等 に 応 じ た が ん 医 療 の 充 実 を 促 進 す る こ と 。

二 小 児 が ん 等 の 患 者 （ 患 者 で あ っ た 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 高 齢 の が ん 患 者 の 意 向 を

尊 重 し た 治 療 方 法 の 選 択 等 に 係 る 相 談 支 援 及 び 情 報 提 供 の 充 実 を 促 進 す る こ と 。

三 療 養 中 の 小 児 が ん 等 の 患 者 に 関 す る 教 育 環 境 の 整 備 充 実 を 図 る こ と 。

（ が ん に 関 す る 教 育 の 推 進 ）

第 十 九 条 県 は 、 県 民 が が ん に 関 す る 正 し い 知 識 及 び が ん 患 者 等 に 関 す る 理 解 を 深 め る こ と が

で き る よ う 、 市 町 村 、 拠 点 病 院 、 医 療 関 係 団 体 、 患 者 団 体 等 と 連 携 し 、 学 校 教 育 及 び 社 会 教

育 に お け る が ん に 関 す る 教 育 の 推 進 を 図 る た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

（ が ん 登 録 等 の 推 進 ）

第 二 十 条 県 は 、 が ん に 係 る 調 査 研 究 を 促 進 し 、 が ん 検 診 及 び が ん 医 療 の 質 の 向 上 、 県 民 に 対

す る が ん に つ い て の 情 報 提 供 の 充 実 等 の 施 策 を 科 学 的 知 見 に 基 づ き 実 施 す る た め 、 医 療 機

関 、 医 療 関 係 団 体 、 患 者 団 体 等 と 連 携 し 、 が ん 登 録 及 び こ れ に よ り 得 ら れ た 情 報 の 活 用 等 の

推 進 を 図 る た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

第 三 章 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会

第 二 十 一 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 務 及 び が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す
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る 法 律 の 規 定 に 基 づ き 同 法 第 十 八 条 第 二 項 に 規 定 す る 審 議 会 そ の 他 の 合 議 制 の 機 関 の 権 限 に

属 さ せ ら れ た 事 務 を 処 理 し 、 並 び に 知 事 の 諮 問 に 応 じ 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 す る 事 項 を 調 査

審 議 す る た め 、 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。 0
0

２ 協 議 会 は 、 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 が ん 対 策 の 推 進 に 関 し 必 要 と 認 め ら れ る 事 項 に つ

い て 、 知 事 に 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。

３ 協 議 会 は 、 委 員 二 十 人 以 内 で 組 織 す る 。

４ 委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

一 が ん 患 者 等 を 代 表 す る 者

二 拠 点 病 院 を 代 表 す る 者

三 医 療 関 係 団 体 を 代 表 す る 者

四 医 療 保 険 者 を 代 表 す る 者

五 事 業 者 を 代 表 す る 者

六 保 健 、 福 祉 、 雇 用 、 教 育 等 に 関 す る 業 務 を 行 う 関 係 機 関 及 び 民 間 の 団 体 を 代 表 す る 者

七 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 学 識 経 験 の あ る 者

八 前 各 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 知 事 が 適 当 と 認 め る 者

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

６ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

７ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 栃 木 県 が ん 登 録 等 審 議 会 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） は 、 廃 止 す る 。

（ 健 康 増 進 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 五 号

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ の 職 員 の 引 継 ぎ に 係 る 県 の 内

部 組 織 を 定 め る 条 例

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー に 係 る 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十

五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 九 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 県 の 内 部 組 織 は 、 地 方 独 立 行 政 法 人 栃

木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃

木 県 条 例 第 十 三 号 ） 第 四 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 設 置 、 管

理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン セ ン タ ー と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 六 号

栃 木 県 障 害 者 総 合 相 談 所 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 身 体 に 障 害 の あ る 者 等 に 対 し 、 相 談 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 そ の 自 立

と 社 会 参 加 を 促 進 す る た め 、 栃 木 県 障 害 者 総 合 相 談 所 （ 以 下 「 相 談 所 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮

市 に 設 置 す る 。

２ 相 談 所 は 、 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 八 十 三 号 ） 第 九 条 第 七 項 に 規 定 す

る 身 体 障 害 者 更 生 相 談 所 及 び 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 九 条 第 六

項 に 規 定 す る 知 的 障 害 者 更 生 相 談 所 と す る 。

（ 業 務 ）

第 二 条 相 談 所 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 。

一 身 体 障 害 者 福 祉 法 に 基 づ く 市 町 村 の 援 護 の 実 施 に 関 し 、 市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 、 市 町

村 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 援 助 を 行 う こ と 及 び こ れ ら に 付 随 す る 業 務 を 行 う こ と

（ 同 法 第 十 八 条 第 二 項 の 措 置 に 係 る も の に 限 る 。 ） 並 び に 同 法 第 四 条 に 規 定 す る 身 体 障 害

者 （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い う 。 ） に 関 す る 相 談 及 び 指 導 の う ち 専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を

必 要 と す る も の を 行 う こ と 、 身 体 障 害 者 の 医 学 的 、 心 理 学 的 及 び 職 能 的 判 定 を 行 う こ と 並

び に 必 要 に 応 じ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七

年 法 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 二 十 五 項 に 規 定 す る 補 装 具 の 処 方 及 び 適 合 判 定 を 行 う こ

と 。

二 知 的 障 害 者 福 祉 法 に 基 づ く 市 町 村 の 更 生 援 護 の 実 施 に 関 し 、 市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 、

市 町 村 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 援 助 を 行 う こ と 及 び こ れ ら に 付 随 す る 業 務 を 行 う

こ と （ 同 法 第 十 六 条 第 一 項 第 二 号 の 措 置 に 係 る も の に 限 る 。 ） 並 び に 知 的 障 害 者 に 関 す る

相 談 及 び 指 導 の う ち 専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を 必 要 と す る も の を 行 う こ と 並 び に 十 八 歳 以 上

の 知 的 障 害 者 の 医 学 的 、 心 理 学 的 及 び 職 能 的 判 定 を 行 う こ と 。

三 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 第

三 項 、 第 二 十 六 条 第 一 項 、 第 五 十 一 条 の 七 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 五 十 一 条 の 十 一 、 第 七 十

四 条 並 び に 第 七 十 六 条 第 三 項 に 規 定 す る 業 務 を 行 う こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 業 務

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 三 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 相 談 所 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 障 害 福 祉 課 ）
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0

栃 木 県 条 例 第 六 号

栃 木 県 障 害 者 総 合 相 談 所 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 身 体 に 障 害 の あ る 者 等 に 対 し 、 相 談 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 そ の 自 立

と 社 会 参 加 を 促 進 す る た め 、 栃 木 県 障 害 者 総 合 相 談 所 （ 以 下 「 相 談 所 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮

市 に 設 置 す る 。

２ 相 談 所 は 、 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 八 十 三 号 ） 第 九 条 第 七 項 に 規 定 す

る 身 体 障 害 者 更 生 相 談 所 及 び 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 九 条 第 六

項 に 規 定 す る 知 的 障 害 者 更 生 相 談 所 と す る 。

（ 業 務 ）

第 二 条 相 談 所 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 。

一 身 体 障 害 者 福 祉 法 に 基 づ く 市 町 村 の 援 護 の 実 施 に 関 し 、 市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 、 市 町

村 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 援 助 を 行 う こ と 及 び こ れ ら に 付 随 す る 業 務 を 行 う こ と

（ 同 法 第 十 八 条 第 二 項 の 措 置 に 係 る も の に 限 る 。 ） 並 び に 同 法 第 四 条 に 規 定 す る 身 体 障 害

者 （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い う 。 ） に 関 す る 相 談 及 び 指 導 の う ち 専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を

必 要 と す る も の を 行 う こ と 、 身 体 障 害 者 の 医 学 的 、 心 理 学 的 及 び 職 能 的 判 定 を 行 う こ と 並

び に 必 要 に 応 じ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七

年 法 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 二 十 五 項 に 規 定 す る 補 装 具 の 処 方 及 び 適 合 判 定 を 行 う こ

と 。

二 知 的 障 害 者 福 祉 法 に 基 づ く 市 町 村 の 更 生 援 護 の 実 施 に 関 し 、 市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 、

市 町 村 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 援 助 を 行 う こ と 及 び こ れ ら に 付 随 す る 業 務 を 行 う

こ と （ 同 法 第 十 六 条 第 一 項 第 二 号 の 措 置 に 係 る も の に 限 る 。 ） 並 び に 知 的 障 害 者 に 関 す る

相 談 及 び 指 導 の う ち 専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を 必 要 と す る も の を 行 う こ と 並 び に 十 八 歳 以 上

の 知 的 障 害 者 の 医 学 的 、 心 理 学 的 及 び 職 能 的 判 定 を 行 う こ と 。

三 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 第

三 項 、 第 二 十 六 条 第 一 項 、 第 五 十 一 条 の 七 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 五 十 一 条 の 十 一 、 第 七 十

四 条 並 び に 第 七 十 六 条 第 三 項 に 規 定 す る 業 務 を 行 う こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 業 務

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 三 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 相 談 所 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 障 害 福 祉 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 七 号

栃 木 県 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム 整 備 事 業 支 援 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 宇 都 宮 市 及 び 芳 賀 町 が 実 施 す る 地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 及 び 再 生 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

九 年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 九 条 第 三 項 （ 同 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 認 定 を

受 け た 同 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 軌 道 運 送 高 度 化 実 施 計 画 に 定 め ら れ た 同 法 第 二 条 第 六 号

に 規 定 す る 軌 道 運 送 高 度 化 事 業 を 支 援 し 、 持 続 可 能 な 地 域 公 共 交 通 網 の 形 成 を 促 進 す る た

め 、 栃 木 県 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム 整 備 事 業 支 援 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す

る 。
（ 積 立 て ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 で 定 め る も の と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し

な け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 換 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 基 金 に 編 入 す る も

の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定

め て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 基 金 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め の 経 費 の 財 源 に 充 て る 場

合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 交 通 政 策 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 七 号

栃 木 県 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム 整 備 事 業 支 援 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 宇 都 宮 市 及 び 芳 賀 町 が 実 施 す る 地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 及 び 再 生 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

九 年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 九 条 第 三 項 （ 同 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 認 定 を

受 け た 同 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 軌 道 運 送 高 度 化 実 施 計 画 に 定 め ら れ た 同 法 第 二 条 第 六 号

に 規 定 す る 軌 道 運 送 高 度 化 事 業 を 支 援 し 、 持 続 可 能 な 地 域 公 共 交 通 網 の 形 成 を 促 進 す る た

め 、 栃 木 県 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム 整 備 事 業 支 援 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す

る 。
（ 積 立 て ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 で 定 め る も の と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し

な け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 換 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 基 金 に 編 入 す る も

の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定

め て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 基 金 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め の 経 費 の 財 源 に 充 て る 場

合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 交 通 政 策 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 八 号

地 方 自 治 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 勤 続 期 間 の 計 算 ） （ 勤 続 期 間 の 計 算 ）

第 九 条 略 第 九 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 と し て の 引 き 続 い ５ 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 と し て の 引 き 続 い

た 在 職 期 間 に は 、 職 員 （ 第 一 条 第 六 号 に 規 た 在 職 期 間 に は 、 職 員 （ 第 一 条 第 六 号 に 規

定 す る 職 員 で 任 期 の 定 め の あ る も の を 除 定 す る 職 員 で 任 期 の 定 め の あ る も の を 除

く 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） く 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ）

以 外 の 地 方 公 務 員 又 は 国 家 公 務 員 （ 以 下 以 外 の 地 方 公 務 員 又 は 国 家 公 務 員 （ 以 下

「 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 」 と 総 称 す 「 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 」 と 総 称 す

る 。 ） が 引 き 続 い て 職 員 と な つ た と き に お る 。 ） が 引 き 続 い て 職 員 と な つ た と き に お

け る そ の 者 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し け る そ の 者 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し

て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 を 含 む も の と す て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 を 含 む も の と す

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 者 の 職 員 以 外 る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 者 の 職 員 以 外

の 地 方 公 務 員 等 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 の 地 方 公 務 員 等 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期

間 に つ い て は 、 前 各 項 の 規 定 を 準 用 し て 計 間 に つ い て は 、 前 各 項 の 規 定 を 準 用 し て 計

算 す る ほ か 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 を そ の 算 す る ほ か 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 を そ の

者 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て の 引 き 者 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て の 引 き

続 い た 在 職 期 間 と し て 計 算 す る も の と す 続 い た 在 職 期 間 と し て 計 算 す る も の と す

る 。 た だ し 、 退 職 に よ り 、 こ の 条 例 の 規 定 る 。 た だ し 、 退 職 に よ り 、 こ の 条 例 の 規 定

に よ る 退 職 手 当 に 相 当 す る 給 与 の 支 払 を 受 に よ る 退 職 手 当 に 相 当 す る 給 与 の 支 払 を 受

け て い る と き は 、 当 該 給 与 の 計 算 の 基 礎 と け て い る と き は 、 当 該 給 与 の 計 算 の 基 礎 と

な つ た 在 職 期 間 （ 当 該 給 与 の 計 算 の 基 礎 と な つ た 在 職 期 間 （ 当 該 給 与 の 計 算 の 基 礎 と

な る べ き 在 職 期 間 が そ の 者 が 在 職 し た 地 方 な る べ き 在 職 期 間 が そ の 者 が 在 職 し た 地 方

公 共 団 体 等 の 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 特 公 共 団 体 等 の 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 特

定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法

（ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二

項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 を い 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 を い0
0

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 退 職 手 当 の 支 給 の 基 準 う 。 以 下 同 じ 。 ） の 退 職 手 当 の 支 給 の 基 準

（ 同 法 第 四 十 八 条 第 二 項 又 は 第 五 十 一 条 第 （ 同 法 第 四 十 八 条 第 二 項 又 は 第 五 十 一 条 第

二 項 に 規 定 す る 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 二 項 に 規 定 す る 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

に お い て 明 確 に 定 め ら れ て い な い 場 合 に お に お い て 明 確 に 定 め ら れ て い な い 場 合 に お

い て は 、 当 該 給 与 の 額 を 退 職 の 日 に お け る い て は 、 当 該 給 与 の 額 を 退 職 の 日 に お け る

そ の 者 の 給 料 月 額 で 除 し て 得 た 数 に 十 二 を そ の 者 の 給 料 月 額 で 除 し て 得 た 数 に 十 二 を

乗 じ て 得 た 数 （ 一 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き 乗 じ て 得 た 数 （ 一 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き

は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る 。 ） に 相 当 す る は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る 。 ） に 相 当 す る

月 数 ） は 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 引 き 続 い 月 数 ） は 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 引 き 続 い

た 在 職 期 間 に は 含 ま な い も の と す る 。 た 在 職 期 間 に は 含 ま な い も の と す る 。

一 略 一 略

二 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 特 定 地 方 独 立 行 二 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 特 定 地 方 独 立 行

政 法 人 （ 以 下 「 地 方 公 共 団 体 等 」 と い 政 法 人 （ 以 下 「 地 方 公 共 団 体 等 」 と い

う 。 ） で 、 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 退 う 。 ） で 、 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 退

職 手 当 の 支 給 の 基 準 に お い て 、 当 該 地 方 職 手 当 の 支 給 の 基 準 に お い て 、 当 該 地 方

公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 団 体 若 し く は 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 団 体 若 し く は

特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 務 員 又 は 一 般 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 務 員 又 は 一 般

地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法

第 八 条 第 一 項 第 五 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 第 八 条 第 三 項 に 規 定 す る 一 般 地 方

独 立 行 政 法 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 地 独 立 行 政 法 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 地

方 公 社 若 し く は 公 庫 等 （ 国 家 公 務 員 退 職 方 公 社 若 し く は 公 庫 等 （ 国 家 公 務 員 退 職

手 当 法 第 七 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 公 庫 手 当 法 第 七 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 公 庫

等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） （ 以 下 「 一 般 地 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） （ 以 下 「 一 般 地

方 独 立 行 政 法 人 等 」 と い う 。 ） に 使 用 さ 方 独 立 行 政 法 人 等 」 と い う 。 ） に 使 用 さ

れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 務 に 服 す る こ と れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 務 に 服 す る こ と

を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 下 「 一 般 地 方 独 を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 下 「 一 般 地 方 独

立 行 政 法 人 等 職 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 立 行 政 法 人 等 職 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命

権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一 権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一

般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退

職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当 職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当

該 地 方 公 共 団 体 等 の 公 務 員 と な つ た 場 合 該 地 方 公 共 団 体 等 の 公 務 員 と な つ た 場 合

に 、 当 該 地 方 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 に 、 当 該 地 方 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共

団 体 若 し く は 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 団 体 若 し く は 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公

務 員 又 は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 と 務 員 又 は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 と

し て の 勤 続 期 間 を 当 該 地 方 公 共 団 体 等 の し て の 勤 続 期 間 を 当 該 地 方 公 共 団 体 等 の

公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と 公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と

と 定 め て い る も の の 公 務 員 （ 以 下 「 特 定 と 定 め て い る も の の 公 務 員 （ 以 下 「 特 定

地 方 公 務 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 権 者 又 地 方 公 務 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 権 者 又

は そ の 委 任 を 受 け た 者 の 要 請 に 応 じ 、 引 は そ の 委 任 を 受 け た 者 の 要 請 に 応 じ 、 引

き 続 い て 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 き 続 い て 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方

公 社 で 、 退 職 手 当 （ こ れ に 相 当 す る 給 与 公 社 で 、 退 職 手 当 （ こ れ に 相 当 す る 給 与
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定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法

（ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二

項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 を い 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 を い0
0

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 退 職 手 当 の 支 給 の 基 準 う 。 以 下 同 じ 。 ） の 退 職 手 当 の 支 給 の 基 準

（ 同 法 第 四 十 八 条 第 二 項 又 は 第 五 十 一 条 第 （ 同 法 第 四 十 八 条 第 二 項 又 は 第 五 十 一 条 第

二 項 に 規 定 す る 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 二 項 に 規 定 す る 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

に お い て 明 確 に 定 め ら れ て い な い 場 合 に お に お い て 明 確 に 定 め ら れ て い な い 場 合 に お

い て は 、 当 該 給 与 の 額 を 退 職 の 日 に お け る い て は 、 当 該 給 与 の 額 を 退 職 の 日 に お け る

そ の 者 の 給 料 月 額 で 除 し て 得 た 数 に 十 二 を そ の 者 の 給 料 月 額 で 除 し て 得 た 数 に 十 二 を

乗 じ て 得 た 数 （ 一 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き 乗 じ て 得 た 数 （ 一 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き

は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る 。 ） に 相 当 す る は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る 。 ） に 相 当 す る

月 数 ） は 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 引 き 続 い 月 数 ） は 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 引 き 続 い

た 在 職 期 間 に は 含 ま な い も の と す る 。 た 在 職 期 間 に は 含 ま な い も の と す る 。

一 略 一 略

二 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 特 定 地 方 独 立 行 二 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 特 定 地 方 独 立 行

政 法 人 （ 以 下 「 地 方 公 共 団 体 等 」 と い 政 法 人 （ 以 下 「 地 方 公 共 団 体 等 」 と い

う 。 ） で 、 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 退 う 。 ） で 、 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 又 は 退

職 手 当 の 支 給 の 基 準 に お い て 、 当 該 地 方 職 手 当 の 支 給 の 基 準 に お い て 、 当 該 地 方

公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 団 体 若 し く は 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 団 体 若 し く は

特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 務 員 又 は 一 般 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 務 員 又 は 一 般

地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法

第 八 条 第 一 項 第 五 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 第 八 条 第 三 項 に 規 定 す る 一 般 地 方

独 立 行 政 法 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 地 独 立 行 政 法 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 地

方 公 社 若 し く は 公 庫 等 （ 国 家 公 務 員 退 職 方 公 社 若 し く は 公 庫 等 （ 国 家 公 務 員 退 職

手 当 法 第 七 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 公 庫 手 当 法 第 七 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 公 庫

等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） （ 以 下 「 一 般 地 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） （ 以 下 「 一 般 地

方 独 立 行 政 法 人 等 」 と い う 。 ） に 使 用 さ 方 独 立 行 政 法 人 等 」 と い う 。 ） に 使 用 さ

れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 務 に 服 す る こ と れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 務 に 服 す る こ と

を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 下 「 一 般 地 方 独 を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 下 「 一 般 地 方 独

立 行 政 法 人 等 職 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 立 行 政 法 人 等 職 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命

権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一 権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一

般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退

職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当 職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当

該 地 方 公 共 団 体 等 の 公 務 員 と な つ た 場 合 該 地 方 公 共 団 体 等 の 公 務 員 と な つ た 場 合

に 、 当 該 地 方 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共 に 、 当 該 地 方 公 共 団 体 等 以 外 の 地 方 公 共

団 体 若 し く は 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公 団 体 若 し く は 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 公

務 員 又 は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 と 務 員 又 は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 と

し て の 勤 続 期 間 を 当 該 地 方 公 共 団 体 等 の し て の 勤 続 期 間 を 当 該 地 方 公 共 団 体 等 の

公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と 公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と

と 定 め て い る も の の 公 務 員 （ 以 下 「 特 定 と 定 め て い る も の の 公 務 員 （ 以 下 「 特 定

地 方 公 務 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 権 者 又 地 方 公 務 員 」 と い う 。 ） が 、 任 命 権 者 又

は そ の 委 任 を 受 け た 者 の 要 請 に 応 じ 、 引 は そ の 委 任 を 受 け た 者 の 要 請 に 応 じ 、 引

き 続 い て 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 き 続 い て 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方

公 社 で 、 退 職 手 当 （ こ れ に 相 当 す る 給 与 公 社 で 、 退 職 手 当 （ こ れ に 相 当 す る 給 与

を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に

関 す る 規 程 に お い て 、 地 方 公 務 員 又 は 他 関 す る 規 程 に お い て 、 地 方 公 務 員 又 は 他

の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 が 、 任 命 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 が 、 任 命 0
0

権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一 権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一

般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退

職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当 職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当

該 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 該 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に

使 用 さ れ る 者 と な つ た 場 合 に 、 地 方 公 務 使 用 さ れ る 者 と な つ た 場 合 に 、 地 方 公 務

員 又 は 他 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 員 又 は 他 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員

と し て の 勤 続 期 間 を 当 該 一 般 地 方 独 立 行 と し て の 勤 続 期 間 を 当 該 一 般 地 方 独 立 行

政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 使 用 さ れ る 者 と し 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 使 用 さ れ る 者 と し

て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い

る も の に 使 用 さ れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 る も の に 使 用 さ れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤

務 に 服 す る こ と を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 務 に 服 す る こ と を 要 し な い 者 を 除 く 。 以

下 そ れ ぞ れ 「 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 下 そ れ ぞ れ 「 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人

職 員 」 又 は 「 特 定 地 方 公 社 職 員 」 と い 職 員 」 又 は 「 特 定 地 方 公 社 職 員 」 と い

う 。 ） と な る た め 退 職 し 、 か つ 、 引 き 続 う 。 ） と な る た め 退 職 し 、 か つ 、 引 き 続

き 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 職 員 又 は 特 き 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 職 員 又 は 特

定 地 方 公 社 職 員 と し て 在 職 し た 後 引 き 続 定 地 方 公 社 職 員 と し て 在 職 し た 後 引 き 続

い て 再 び 特 定 地 方 公 務 員 と な る た め 退 職 い て 再 び 特 定 地 方 公 務 員 と な る た め 退 職

し 、 か つ 、 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務 し 、 か つ 、 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務

員 と し て 在 職 し た 後 更 に 引 き 続 い て 職 員 員 と し て 在 職 し た 後 更 に 引 き 続 い て 職 員

と な つ た 場 合 に お い て は 、 先 の 職 員 以 外 と な つ た 場 合 に お い て は 、 先 の 職 員 以 外

の 地 方 公 務 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 の 地 方 公 務 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期

間 の 始 期 か ら 後 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 間 の 始 期 か ら 後 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員

と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 の 終 期 ま で と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 の 終 期 ま で

の 期 間 の 期 間

三 ～ 七 略 三 ～ 七 略

６ ～ 略 ６ ～ 略1
0

1
0

（ 栃 木 県 監 査 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 監 査 委 員 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 一 条 略 第 一 条 略

（ 常 勤 の 監 査 委 員 ）

第 二 条 法 第 百 九 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ

り 、 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 選 任 さ れ る

監 査 委 員 の う ち 常 勤 と す る 監 査 委 員 の 数



（19）栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に

関 す る 規 程 に お い て 、 地 方 公 務 員 又 は 他 関 す る 規 程 に お い て 、 地 方 公 務 員 又 は 他

の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 が 、 任 命 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 が 、 任 命 0
0

権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一 権 者 若 し く は そ の 委 任 を 受 け た 者 又 は 一

般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 の 要 請 に 応 じ 、 退

職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当 職 手 当 を 支 給 さ れ な い で 、 引 き 続 い て 当

該 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 該 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に

使 用 さ れ る 者 と な つ た 場 合 に 、 地 方 公 務 使 用 さ れ る 者 と な つ た 場 合 に 、 地 方 公 務

員 又 は 他 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 員 又 は 他 の 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員

と し て の 勤 続 期 間 を 当 該 一 般 地 方 独 立 行 と し て の 勤 続 期 間 を 当 該 一 般 地 方 独 立 行

政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 使 用 さ れ る 者 と し 政 法 人 又 は 地 方 公 社 に 使 用 さ れ る 者 と し

て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い

る も の に 使 用 さ れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤 る も の に 使 用 さ れ る 者 （ 役 員 及 び 常 時 勤

務 に 服 す る こ と を 要 し な い 者 を 除 く 。 以 務 に 服 す る こ と を 要 し な い 者 を 除 く 。 以

下 そ れ ぞ れ 「 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 下 そ れ ぞ れ 「 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人

職 員 」 又 は 「 特 定 地 方 公 社 職 員 」 と い 職 員 」 又 は 「 特 定 地 方 公 社 職 員 」 と い

う 。 ） と な る た め 退 職 し 、 か つ 、 引 き 続 う 。 ） と な る た め 退 職 し 、 か つ 、 引 き 続

き 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 職 員 又 は 特 き 特 定 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 職 員 又 は 特

定 地 方 公 社 職 員 と し て 在 職 し た 後 引 き 続 定 地 方 公 社 職 員 と し て 在 職 し た 後 引 き 続

い て 再 び 特 定 地 方 公 務 員 と な る た め 退 職 い て 再 び 特 定 地 方 公 務 員 と な る た め 退 職

し 、 か つ 、 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務 し 、 か つ 、 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務

員 と し て 在 職 し た 後 更 に 引 き 続 い て 職 員 員 と し て 在 職 し た 後 更 に 引 き 続 い て 職 員

と な つ た 場 合 に お い て は 、 先 の 職 員 以 外 と な つ た 場 合 に お い て は 、 先 の 職 員 以 外

の 地 方 公 務 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 の 地 方 公 務 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期

間 の 始 期 か ら 後 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 間 の 始 期 か ら 後 の 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員

と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 の 終 期 ま で と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 の 終 期 ま で

の 期 間 の 期 間

三 ～ 七 略 三 ～ 七 略

６ ～ 略 ６ ～ 略1
0

1
0

（ 栃 木 県 監 査 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 監 査 委 員 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 一 条 略 第 一 条 略

（ 常 勤 の 監 査 委 員 ）

第 二 条 法 第 百 九 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ

り 、 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 選 任 さ れ る

監 査 委 員 の う ち 常 勤 と す る 監 査 委 員 の 数

は 、 一 人 と す る 。

（ 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 ） （ 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 ）0
0

第 三 条 法 第 百 九 十 六 条 第 六 項 の 規 定 に よ 第 二 条 法 第 百 九 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 、 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 の 数 り 、 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 の 数

は 、 二 人 と す る 。 は 、 二 人 と す る 。

（ 常 勤 の 監 査 委 員 ）

第 三 条 法 第 百 九 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ

り 、 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 選 任 さ れ る

監 査 委 員 の う ち 常 勤 と す る 監 査 委 員 の 数

は 、 一 人 と す る 。

（ 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ） （ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 七 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 第 七 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方

自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第

二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り

病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任

の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な

ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額

が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ） （ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 十 一 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 第 十 一 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ）

第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ

り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責

任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば
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は 、 一 人 と す る 。

（ 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 ） （ 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 ）0
0

第 三 条 法 第 百 九 十 六 条 第 六 項 の 規 定 に よ 第 二 条 法 第 百 九 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 、 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 の 数 り 、 議 員 の う ち か ら 選 任 す る 監 査 委 員 の 数

は 、 二 人 と す る 。 は 、 二 人 と す る 。

（ 常 勤 の 監 査 委 員 ）

第 三 条 法 第 百 九 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ

り 、 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 選 任 さ れ る

監 査 委 員 の う ち 常 勤 と す る 監 査 委 員 の 数

は 、 一 人 と す る 。

（ 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ） （ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 七 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方 第 七 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 方

自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第

二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り

病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任

の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な

ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額

が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。 が 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ） （ 議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ）

第 十 一 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地 第 十 一 条 法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ）

第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ

り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責

任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば

な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償

額 が 百 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。 額 が 百 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。

0
0

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 及 び 第 二 条 の 規 定 は 、 平

成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償

額 が 百 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。 額 が 百 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。

00

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 及 び 第 二 条 の 規 定 は 、 平

成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

00

栃 木 県 条 例 第 九 号

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ） （ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ）

第 二 条 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お り 第 二 条 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お り

と す る 。 と す る 。

一 ～ 十 七 略 一 ～ 十 七 略

十 八 原 子 力 事 業 所 敷 地 内 等 作 業 手 当

（ 原 子 力 事 業 所 敷 地 内 等 作 業 手 当 ）

第 二 十 七 条 原 子 力 事 業 所 敷 地 内 等 作 業 手 当

は 、 原 子 力 災 害 対 策 特 別 措 置 法 （ 平 成 十 一

年 法 律 第 百 五 十 六 号 ） 第 十 五 条 第 二 項 の 規

定 に よ る 原 子 力 緊 急 事 態 宣 言 が あ っ た 場 合

で 、 職 員 が 原 子 力 事 業 所 の 敷 地 の 区 域 そ の

他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 区 域 に お い て

作 業 に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 手 当 の 額 は 、 従 事 し た 日

一 日 に つ き 四 万 円 を 超 え な い 範 囲 で 、 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る 。

第 二 十 八 条 略 第 二 十 七 条 略

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 し た 東 北

地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 伴 う 東 京 電 力 株 式 会 社

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 （ 以 下 「 福 島 原 発 」

と い う 。 ） の 事 故 の 特 殊 性 に 鑑 み 、 福 島 原

発 の 敷 地 及 び そ の 周 辺 の 区 域 で あ っ て 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る も の に お い て 職 員 が 作

業 に 従 事 し た と き は 、 第 二 条 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 福 島 原 発 敷 地 内 等 作 業 手 当 を 支 給

す る も の と し 、 そ の 額 は 、 従 事 し た 日 一 日00

に つ き 四 万 円 を 超 え な い 範 囲 で 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）
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業 に 従 事 し た と き は 、 第 二 条 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 福 島 原 発 敷 地 内 等 作 業 手 当 を 支 給

す る も の と し 、 そ の 額 は 、 従 事 し た 日 一 日0
0

に つ き 四 万 円 を 超 え な い 範 囲 で 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 号

栃 木 県 水 防 協 議 会 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

（ 栃 木 県 水 防 協 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 水 防 協 議 会 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 関 係 行 政 機 関 の 職 員 た る 委 員 及 び 臨 第 六 条 関 係 行 政 機 関 の 職 員 た る 委 員 及 び 臨

時 委 員 の 任 期 は 当 該 職 に あ る 期 間 と し 、 そ 時 委 員 の 任 期 は 当 該 職 に 在 る 期 間 と し 、 そ

の 他 の 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 任 期 は 三 年 と す の 他 の 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 任 期 は 二 年 と す

る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 任 る 。 但 し 、 補 欠 の 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 任

期 は 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 期 は 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 准 看 護 師 試 験 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 准 看 護 師 試 験 委 員 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 （ 県 職 員 の う ち か ら 任 命 さ れ た 第 三 条 委 員 （ 県 職 員 の う ち か ら 任 命 さ れ た

者 を 除 く 。 ） の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 者 を 除 く 。 ） の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 立 図 書 館 協 議 会 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 立 図 書 館 協 議 会 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

0
0

（ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 固 定 資 産 評 価 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 栃 木 県 固 定 資 産 評 価 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と し 、 再 任 さ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と し 、 再 任 さ

れ る こ と を 妨 げ な い 。 れ る こ と を 妨 げ な い 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。
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改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ） 0
0

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 開 発 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 開 発 審 査 会 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 三 条 審 査 会 の 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す 第 三 条 審 査 会 の 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す

る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補

欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 交 通 安 全 対 策 会 議 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 交 通 安 全 対 策 会 議 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 及 び 特 別 委 員 ） （ 委 員 及 び 特 別 委 員 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 市 町 村 長 及 び 消 防 機 関 の 長 の う ち か ら 知 ２ 市 町 村 長 及 び 消 防 機 関 の 長 の う ち か ら 知

事 が 任 命 す る 委 員 並 び に 知 事 が 必 要 と 認 め 事 が 任 命 す る 委 員 並 び に 知 事 が 必 要 と 認 め

て 任 命 す る 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た て 任 命 す る 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た

だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任

期 間 と す る 。 期 間 と す る 。

３ ～ ６ 略 ３ ～ ６ 略

（ 栃 木 県 立 美 術 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 立 美 術 館 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

改 正 後 改 正 前

0
0

（ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 固 定 資 産 評 価 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 栃 木 県 固 定 資 産 評 価 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と し 、 再 任 さ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と し 、 再 任 さ

れ る こ と を 妨 げ な い 。 れ る こ と を 妨 げ な い 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。
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改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ） 0
0

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 開 発 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 開 発 審 査 会 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 三 条 審 査 会 の 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す 第 三 条 審 査 会 の 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す

る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補

欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 交 通 安 全 対 策 会 議 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 交 通 安 全 対 策 会 議 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 及 び 特 別 委 員 ） （ 委 員 及 び 特 別 委 員 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 市 町 村 長 及 び 消 防 機 関 の 長 の う ち か ら 知 ２ 市 町 村 長 及 び 消 防 機 関 の 長 の う ち か ら 知

事 が 任 命 す る 委 員 並 び に 知 事 が 必 要 と 認 め 事 が 任 命 す る 委 員 並 び に 知 事 が 必 要 と 認 め

て 任 命 す る 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た て 任 命 す る 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た

だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任

期 間 と す る 。 期 間 と す る 。

３ ～ ６ 略 ３ ～ ６ 略

（ 栃 木 県 立 美 術 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 立 美 術 館 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前0
0

（ 評 議 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 評 議 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 評 議 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 ３ 評 議 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、

補 欠 の 評 議 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 補 欠 の 評 議 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間

と す る 。 と す る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 立 博 物 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 栃 木 県 立 博 物 館 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正
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正 す る 。

改 正 後 改 正 前0
0

（ 評 議 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 評 議 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 評 議 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 ３ 評 議 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、

補 欠 の 評 議 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 補 欠 の 評 議 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間

と す る 。 と す る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 立 博 物 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 栃 木 県 立 博 物 館 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 任 命 の 基 準 等 ）

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。 0
0

改 正 後 改 正 前

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 生 涯 学 習 の 振 興 の た め の 施 策 の 推 進 第 一 条 生 涯 学 習 の 振 興 の た め の 施 策 の 推 進

体 制 等 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 年 法 律 体 制 等 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 年 法 律

第 七 十 一 号 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ 第 七 十 一 号 ） 第 十 一 条 の 規 定 に 基 づ

き 、 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 き 、 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 （ 以 下 「 審 議

会 」 と い う 。 ） を 置 く 。 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進 審 議 会 条 例 （ 平 成 六 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 環 境 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 環 境 審 議 会 条 例 （ 平 成 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期
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す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。 0
0

改 正 後 改 正 前

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 生 涯 学 習 の 振 興 の た め の 施 策 の 推 進 第 一 条 生 涯 学 習 の 振 興 の た め の 施 策 の 推 進

体 制 等 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 年 法 律 体 制 等 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 年 法 律

第 七 十 一 号 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ 第 七 十 一 号 ） 第 十 一 条 の 規 定 に 基 づ

き 、 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 き 、 栃 木 県 生 涯 学 習 審 議 会 （ 以 下 「 審 議

会 」 と い う 。 ） を 置 く 。 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進 審 議 会 条 例 （ 平 成 六 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 期 ） （ 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 環 境 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 環 境 審 議 会 条 例 （ 平 成 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

0
0

（ 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ～ ９ 略 ６ ～ ９ 略

（ 栃 木 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 ） （ 栃 木 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補
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間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

0
0

（ 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ～ ９ 略 ６ ～ ９ 略

（ 栃 木 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 ） （ 栃 木 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略 0
0

（ 栃 木 県 景 観 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 九 条 略 第 二 十 九 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ６ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

７ ～ ９ 略 ７ ～ ９ 略

（ 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 平 成 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 五 十 一 条 略 第 五 十 一 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略

（ 栃 木 県 文 化 振 興 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 文 化 振 興 条 例 （ 平 成 二 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 七 条 略 第 二 十 七 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補



（28） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略 0
0

（ 栃 木 県 景 観 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 栃 木 県 景 観 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 九 条 略 第 二 十 九 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ６ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

７ ～ ９ 略 ７ ～ ９ 略

（ 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 平 成 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 五 十 一 条 略 第 五 十 一 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略

（ 栃 木 県 文 化 振 興 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 文 化 振 興 条 例 （ 平 成 二 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 十 七 条 略 第 二 十 七 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

５ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ５ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略0
0

（ 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 委 嘱 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 委 嘱 の 基 準 等 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 い じ め 問 題 対 策 委 員 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 栃 木 県 い じ め 問 題 対 策 委 員 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ
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し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略 0
0

（ 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 ） （ 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 ）

第 二 十 一 条 略 第 二 十 一 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ４ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

５ ～ ７ 略 ５ ～ ７ 略

（ 栃 木 県 行 政 不 服 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 栃 木 県 行 政 不 服 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 十 九 条 略 第 十 九 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

６ ・ ７ 略 ６ ・ ７ 略0
0

（ 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 三 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 委 嘱 の 基 準 等 ） （ 委 員 の 委 嘱 の 基 準 等 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 略 ２ 略

３ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

４ 略 ４ 略

（ 栃 木 県 い じ め 問 題 対 策 委 員 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 栃 木 県 い じ め 問 題 対 策 委 員 会 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 ） （ 委 員 の 任 期 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ
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し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ 略 ２ 略 0
0

（ 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 ） （ 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 ）

第 二 十 一 条 略 第 二 十 一 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ４ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。

５ ～ ７ 略 ５ ～ ７ 略

（ 栃 木 県 行 政 不 服 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 栃 木 県 行 政 不 服 審 査 会 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 任 期 等 ） （ 委 員 の 任 期 等 ）

第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ 第 四 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期

間 と す る 。 間 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 十 九 条 略 第 十 九 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ６ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。0
0

７ ～ 略 ７ ～ 略1
0

1
0

（ 栃 木 県 附 属 機 関 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 七 条 栃 木 県 附 属 機 関 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 （ 第 一 条 関 係 ） 別 表 （ 第 一 条 関 係 ）

附 属 機 関 附 属 機 関

の 属 す る 附 属 機 関 担 任 事 項 及 び 権 限 の 属 す る 附 属 機 関 担 任 事 項 及 び 権 限

執 行 機 関 執 行 機 関

知 事 略 略 知 事 略 略

栃 木 県 農 政 略 栃 木 県 農 政 略

審 議 会 審 議 会

栃 木 県 宅 地 知 事 の 諮 問 に 応

建 物 取 引 業 じ 、 宅 地 建 物 取 引

審 議 会 業 に 関 す る 重 要 事

項 を 調 査 審 議 す る

こ と

（ 栃 木 県 建 設 業 審 議 会 条 例 の 廃 止 ）

第 二 十 八 条 栃 木 県 建 設 業 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 栃 木 県 水 防 協 議 会 、 栃 木 県 立 図 書 館 協 議 会 、 栃 木 県 固 定 資 産 評 価

審 議 会 、 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 、 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 、 栃 木 県 開 発 審 査 会 、 栃 木 県 立

美 術 館 評 議 員 会 、 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 、 栃 木 県 立 博 物 館 協 議 会 、 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進

審 議 会 、 栃 木 県 環 境 審 議 会 、 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 、 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 審 議 会 、 栃 木 県 人

権 施 策 推 進 審 議 会 、 栃 木 県 景 観 審 議 会 、 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 審 議 会 、 栃 木 県 文 化 振 興 審 議

会 若 し く は 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 の 委 員 、 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 又 は 栃 木 県 い じ め 問 題 対

策 委 員 会 、 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 若 し く は 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 委 員 会 の 委 員 に 任 命 さ

れ 、 又 は 委 嘱 さ れ て い る 者 の 任 期 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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６ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 ６ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補

欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。 る 。0
0

７ ～ 略 ７ ～ 略1
0

1
0

（ 栃 木 県 附 属 機 関 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 七 条 栃 木 県 附 属 機 関 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 （ 第 一 条 関 係 ） 別 表 （ 第 一 条 関 係 ）

附 属 機 関 附 属 機 関

の 属 す る 附 属 機 関 担 任 事 項 及 び 権 限 の 属 す る 附 属 機 関 担 任 事 項 及 び 権 限

執 行 機 関 執 行 機 関

知 事 略 略 知 事 略 略

栃 木 県 農 政 略 栃 木 県 農 政 略

審 議 会 審 議 会

栃 木 県 宅 地 知 事 の 諮 問 に 応

建 物 取 引 業 じ 、 宅 地 建 物 取 引

審 議 会 業 に 関 す る 重 要 事

項 を 調 査 審 議 す る

こ と

（ 栃 木 県 建 設 業 審 議 会 条 例 の 廃 止 ）

第 二 十 八 条 栃 木 県 建 設 業 審 議 会 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 栃 木 県 水 防 協 議 会 、 栃 木 県 立 図 書 館 協 議 会 、 栃 木 県 固 定 資 産 評 価

審 議 会 、 栃 木 県 地 方 薬 事 審 議 会 、 栃 木 県 職 業 能 力 開 発 審 議 会 、 栃 木 県 開 発 審 査 会 、 栃 木 県 立

美 術 館 評 議 員 会 、 栃 木 県 文 化 財 保 護 審 議 会 、 栃 木 県 立 博 物 館 協 議 会 、 栃 木 県 障 害 者 施 策 推 進

審 議 会 、 栃 木 県 環 境 審 議 会 、 栃 木 県 事 業 認 定 審 議 会 、 栃 木 県 男 女 共 同 参 画 審 議 会 、 栃 木 県 人

権 施 策 推 進 審 議 会 、 栃 木 県 景 観 審 議 会 、 栃 木 県 青 少 年 健 全 育 成 審 議 会 、 栃 木 県 文 化 振 興 審 議

会 若 し く は 栃 木 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 の 委 員 、 栃 木 県 社 会 教 育 委 員 又 は 栃 木 県 い じ め 問 題 対

策 委 員 会 、 栃 木 県 薬 物 指 定 審 査 会 若 し く は 栃 木 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 委 員 会 の 委 員 に 任 命 さ

れ 、 又 は 委 嘱 さ れ て い る 者 の 任 期 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 六 の 二 略 一 ～ 六 の 二 略

六 の 三 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 市 町

施 行 令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第

三 百 十 九 号 ） 附 則 第 五 条 第 二

項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例

に よ る こ と と さ れ る 同 令 附 則

第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の

租 税 特 別 措 置 法 施 行 令 （ 昭 和

三 十 二 年 政 令 第 四 十 三 号 ） 第

三 十 九 条 の 二 十 三 第 十 四 項 の

規 定 に よ る 閲 覧 に 係 る 同 条 第

七 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 及 び 同

条 第 十 三 項 に 規 定 す る 定 期 提

出 書 類 の 提 出 （ 二 以 上 の 市 町

村 の 区 域 内 に 事 務 所 を 設 置 す

る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 係 る

も の を 除 く 。 ）

七 ～ 十 八 略 七 ～ 十 八 略

十 八 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 略 十 八 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 略

十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以



（32） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

00

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 六 の 二 略 一 ～ 六 の 二 略

六 の 三 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 市 町

施 行 令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第

三 百 十 九 号 ） 附 則 第 五 条 第 二

項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例

に よ る こ と と さ れ る 同 令 附 則

第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の

租 税 特 別 措 置 法 施 行 令 （ 昭 和

三 十 二 年 政 令 第 四 十 三 号 ） 第

三 十 九 条 の 二 十 三 第 十 四 項 の

規 定 に よ る 閲 覧 に 係 る 同 条 第

七 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 及 び 同

条 第 十 三 項 に 規 定 す る 定 期 提

出 書 類 の 提 出 （ 二 以 上 の 市 町

村 の 区 域 内 に 事 務 所 を 設 置 す

る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 係 る

も の を 除 く 。 ）

七 ～ 十 八 略 七 ～ 十 八 略

十 八 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 略 十 八 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 略

十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以

下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 法 施 行 規 う 。 ）

則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第0
0

十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 省 令 」 と い う 。 ） に 基 づ く に 基 づ く

事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

（ 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 （ 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲

げ る 事 務 に あ っ て は 、 法 第 六 げ る 事 務 に あ っ て は 、 法 第 六

条 の 三 第 九 項 か ら 第 十 二 項 ま 条 の 三 第 九 項 か ら 第 十 二 項 ま

で 及 び 第 三 十 九 条 に 規 定 す る で 及 び 第 三 十 九 条 に 規 定 す る

業 務 を 目 的 と す る 施 設 に 係 る 業 務 を 目 的 と す る 施 設 に 係 る

も の に 限 る 。 ） も の に 限 る 。 ）

一 ～ 十 略 一 ～ 十 略

十 一 省 令 第 四 十 九 条 の 七 の

二 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告

の 受 理

十 二 省 令 第 四 十 九 条 の 七 の

二 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知

十 八 の 三 児 童 福 祉 法 （ 以 下 こ 略 十 八 の 三 児 童 福 祉 法 （ 以 下 こ 略

の 項 に お い て 「 法 」 と い の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 、 児 童 福 祉 法 施 行 令 う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四

号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政

令 」 と い う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 令 」 と い う 。 ）

法 施 行 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 省 令 」 と い う 。 ） に 基 に 基

づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る

も の （ 第 十 一 号 か ら 第 十 五 号 も の （ 第 十 一 号 か ら 第 十 五 号

ま で に 掲 げ る 事 務 に あ っ て ま で に 掲 げ る 事 務 に あ っ て

は 、 第 四 号 の 届 出 及 び 第 五 号 は 、 第 四 号 の 届 出 及 び 第 五 号

の 認 可 に 係 る も の に 限 る 。 ） の 認 可 に 係 る も の に 限 る 。 ）

一 ～ 十 五 略 一 ～ 十 五 略

十 六 省 令 第 三 十 六 条 の 三 十

五 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告

の 受 理 （ 第 一 号 の 届 出 に 係

る も の に 限 る 。 ）

十 九 ～ 四 十 二 略 十 九 ～ 四 十 二 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）

（　）
（　
）

（　
）

（　
）

（　
）

（　）



（33）栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

0
0

下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 法 施 行 規 う 。 ）

則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第0
0

十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 省 令 」 と い う 。 ） に 基 づ く に 基 づ く

事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

（ 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 （ 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲

げ る 事 務 に あ っ て は 、 法 第 六 げ る 事 務 に あ っ て は 、 法 第 六

条 の 三 第 九 項 か ら 第 十 二 項 ま 条 の 三 第 九 項 か ら 第 十 二 項 ま

で 及 び 第 三 十 九 条 に 規 定 す る で 及 び 第 三 十 九 条 に 規 定 す る

業 務 を 目 的 と す る 施 設 に 係 る 業 務 を 目 的 と す る 施 設 に 係 る

も の に 限 る 。 ） も の に 限 る 。 ）

一 ～ 十 略 一 ～ 十 略

十 一 省 令 第 四 十 九 条 の 七 の

二 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告

の 受 理

十 二 省 令 第 四 十 九 条 の 七 の

二 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知

十 八 の 三 児 童 福 祉 法 （ 以 下 こ 略 十 八 の 三 児 童 福 祉 法 （ 以 下 こ 略

の 項 に お い て 「 法 」 と い の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 、 児 童 福 祉 法 施 行 令 う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四 （ 昭 和 二 十 三 年 政 令 第 七 十 四

号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政

令 」 と い う 。 ） 及 び 児 童 福 祉 令 」 と い う 。 ）

法 施 行 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 省 令 」 と い う 。 ） に 基 に 基

づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る

も の （ 第 十 一 号 か ら 第 十 五 号 も の （ 第 十 一 号 か ら 第 十 五 号

ま で に 掲 げ る 事 務 に あ っ て ま で に 掲 げ る 事 務 に あ っ て

は 、 第 四 号 の 届 出 及 び 第 五 号 は 、 第 四 号 の 届 出 及 び 第 五 号

の 認 可 に 係 る も の に 限 る 。 ） の 認 可 に 係 る も の に 限 る 。 ）

一 ～ 十 五 略 一 ～ 十 五 略

十 六 省 令 第 三 十 六 条 の 三 十

五 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告

の 受 理 （ 第 一 号 の 届 出 に 係

る も の に 限 る 。 ）

十 九 ～ 四 十 二 略 十 九 ～ 四 十 二 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 十 三 略 一 ～ 十 三 略

十 四 消 防 法 第 十 三 二 千 九 百 円 十 四 消 防 法 第 十 三 二 千 八 百 円

条 の 二 第 三 項 の 規 条 の 二 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 危 険 物 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 免 状 の 交 付 取 扱 者 免 状 の 交 付

十 五 略 十 五 略

十 六 危 険 物 の 規 制 千 九 百 円 十 六 危 険 物 の 規 制 千 八 百 円

に 関 す る 政 令 第 三 に 関 す る 政 令 第 三

十 五 条 第 一 項 の 規 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 危 険 物 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 免 状 の 再 交 取 扱 者 免 状 の 再 交

付 付

十 七 消 防 法 第 十 三 １ 甲 種 危 険 物 取 扱 十 七 消 防 法 第 十 三 １ 甲 種 危 険 物 取 扱

条 の 三 第 三 項 の 規 者 試 験 六 千 五 百 条 の 三 第 三 項 の 規 者 試 験 五 千 円

定 に 基 づ く 危 険 物 円 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 試 験 の 実 施 ２ 乙 種 危 険 物 取 扱 取 扱 者 試 験 の 実 施 ２ 乙 種 危 険 物 取 扱

者 試 験 四 千 五 百 者 試 験 三 千 四 百

円 円

３ 丙 種 危 険 物 取 扱 ３ 丙 種 危 険 物 取 扱

者 試 験 三 千 六 百 者 試 験 二 千 七 百

円 円

（　） （　）

（　）
（　
）

（　
）
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00

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 十 三 略 一 ～ 十 三 略

十 四 消 防 法 第 十 三 二 千 九 百 円 十 四 消 防 法 第 十 三 二 千 八 百 円

条 の 二 第 三 項 の 規 条 の 二 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 危 険 物 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 免 状 の 交 付 取 扱 者 免 状 の 交 付

十 五 略 十 五 略

十 六 危 険 物 の 規 制 千 九 百 円 十 六 危 険 物 の 規 制 千 八 百 円

に 関 す る 政 令 第 三 に 関 す る 政 令 第 三

十 五 条 第 一 項 の 規 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 危 険 物 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 免 状 の 再 交 取 扱 者 免 状 の 再 交

付 付

十 七 消 防 法 第 十 三 １ 甲 種 危 険 物 取 扱 十 七 消 防 法 第 十 三 １ 甲 種 危 険 物 取 扱

条 の 三 第 三 項 の 規 者 試 験 六 千 五 百 条 の 三 第 三 項 の 規 者 試 験 五 千 円

定 に 基 づ く 危 険 物 円 定 に 基 づ く 危 険 物

取 扱 者 試 験 の 実 施 ２ 乙 種 危 険 物 取 扱 取 扱 者 試 験 の 実 施 ２ 乙 種 危 険 物 取 扱

者 試 験 四 千 五 百 者 試 験 三 千 四 百

円 円

３ 丙 種 危 険 物 取 扱 ３ 丙 種 危 険 物 取 扱

者 試 験 三 千 六 百 者 試 験 二 千 七 百

円 円

十 八 ・ 十 九 略 十 八 ・ 十 九 略

0
0

二 十 消 防 法 第 十 七 二 千 九 百 円 二 十 消 防 法 第 十 七 二 千 八 百 円

条 の 七 第 一 項 の 規 条 の 七 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 消 防 設 定 に 基 づ く 消 防 設

備 士 免 状 の 交 付 備 士 免 状 の 交 付

二 十 一 略 二 十 一 略

二 十 二 消 防 法 施 行 千 九 百 円 二 十 二 消 防 法 施 行 千 八 百 円

令 第 三 十 六 条 の 六 令 第 三 十 六 条 の 六

第 一 項 の 規 定 に 基 第 一 項 の 規 定 に 基

づ く 消 防 設 備 士 免 づ く 消 防 設 備 士 免

状 の 再 交 付 状 の 再 交 付

二 十 三 消 防 法 第 十 １ 甲 種 消 防 設 備 士 二 十 三 消 防 法 第 十 １ 甲 種 消 防 設 備 士

七 条 の 八 第 三 項 の 試 験 五 千 七 百 円 七 条 の 八 第 三 項 の 試 験 五 千 円

規 定 に 基 づ く 消 防 ２ 乙 種 消 防 設 備 士 規 定 に 基 づ く 消 防 ２ 乙 種 消 防 設 備 士

設 備 士 試 験 の 実 施 試 験 三 千 八 百 円 設 備 士 試 験 の 実 施 試 験 三 千 四 百 円

二 十 四 ～ 三 十 三 の 四 略 二 十 四 ～ 三 十 三 の 四 略

三 十 三 の 五 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 二 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 汚 染 土

壌 処 理 業 の 譲 渡 及

び 譲 受 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査

三 十 三 の 六 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 三 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 合 併 又

は 分 割 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査

三 十 三 の 七 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 四 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 汚 染 土

壌 処 理 業 の 相 続 に

係 る 承 認 の 申 請 に
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十 八 ・ 十 九 略 十 八 ・ 十 九 略

0
0

二 十 消 防 法 第 十 七 二 千 九 百 円 二 十 消 防 法 第 十 七 二 千 八 百 円

条 の 七 第 一 項 の 規 条 の 七 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 消 防 設 定 に 基 づ く 消 防 設

備 士 免 状 の 交 付 備 士 免 状 の 交 付

二 十 一 略 二 十 一 略

二 十 二 消 防 法 施 行 千 九 百 円 二 十 二 消 防 法 施 行 千 八 百 円

令 第 三 十 六 条 の 六 令 第 三 十 六 条 の 六

第 一 項 の 規 定 に 基 第 一 項 の 規 定 に 基

づ く 消 防 設 備 士 免 づ く 消 防 設 備 士 免

状 の 再 交 付 状 の 再 交 付

二 十 三 消 防 法 第 十 １ 甲 種 消 防 設 備 士 二 十 三 消 防 法 第 十 １ 甲 種 消 防 設 備 士

七 条 の 八 第 三 項 の 試 験 五 千 七 百 円 七 条 の 八 第 三 項 の 試 験 五 千 円

規 定 に 基 づ く 消 防 ２ 乙 種 消 防 設 備 士 規 定 に 基 づ く 消 防 ２ 乙 種 消 防 設 備 士

設 備 士 試 験 の 実 施 試 験 三 千 八 百 円 設 備 士 試 験 の 実 施 試 験 三 千 四 百 円

二 十 四 ～ 三 十 三 の 四 略 二 十 四 ～ 三 十 三 の 四 略

三 十 三 の 五 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 二 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 汚 染 土

壌 処 理 業 の 譲 渡 及

び 譲 受 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査

三 十 三 の 六 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 三 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 合 併 又

は 分 割 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査

三 十 三 の 七 土 壌 汚 十 二 万 円

染 対 策 法 第 二 十 七

条 の 四 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 汚 染 土

壌 処 理 業 の 相 続 に

係 る 承 認 の 申 請 に

対 す る 審 査

三 十 三 の 八 ・ 三 十 三 の 九 略 三 十 三 の 五 ・ 三 十 三 の 六 略 0
0

三 十 四 ～ 三 十 五 の 五 略 三 十 四 ～ 三 十 五 の 五 略

三 十 五 の 六 廃 棄 物 十 四 万 七 千 円

の 処 理 及 び 清 掃 に

関 す る 法 律 第 十 二

条 の 七 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 二 以 上

の 事 業 者 に よ る 産

業 廃 棄 物 の 処 理 に

係 る 特 例 の 認 定 の

申 請 に 対 す る 審 査

三 十 五 の 七 廃 棄 物 十 三 万 四 千 円

の 処 理 及 び 清 掃 に

関 す る 法 律 第 十 二

条 の 七 第 七 項 の 規

定 に 基 づ く 二 以 上

の 事 業 者 に よ る 産

業 廃 棄 物 の 処 理 に

係 る 特 例 の 認 定 に

係 る 事 項 の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査

三 十 六 ～ 五 十 二 の 十 一 略 三 十 六 ～ 五 十 二 の 十 一 略

五 十 二 の 十 二 使 用 六 万 七 千 円 五 十 二 の 十 二 使 用 七 万 五 千 円

済 自 動 車 の 再 資 源 済 自 動 車 の 再 資 源

化 等 に 関 す る 法 律 化 等 に 関 す る 法 律

第 七 十 条 第 一 項 の 第 七 十 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 破 砕 規 定 に 基 づ く 破 砕

業 の 事 業 の 範 囲 の 業 の 事 業 の 範 囲 の

変 更 の 許 可 の 申 請 変 更 の 許 可 の 申 請

に 対 す る 審 査 に 対 す る 審 査

五 十 三 ～ 二 百 五 十 八 略 五 十 三 ～ 二 百 五 十 八 略

二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略 二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略

ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス

十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又 十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又
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対 す る 審 査

三 十 三 の 八 ・ 三 十 三 の 九 略 三 十 三 の 五 ・ 三 十 三 の 六 略 0
0

三 十 四 ～ 三 十 五 の 五 略 三 十 四 ～ 三 十 五 の 五 略

三 十 五 の 六 廃 棄 物 十 四 万 七 千 円

の 処 理 及 び 清 掃 に

関 す る 法 律 第 十 二

条 の 七 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 二 以 上

の 事 業 者 に よ る 産

業 廃 棄 物 の 処 理 に

係 る 特 例 の 認 定 の

申 請 に 対 す る 審 査

三 十 五 の 七 廃 棄 物 十 三 万 四 千 円

の 処 理 及 び 清 掃 に

関 す る 法 律 第 十 二

条 の 七 第 七 項 の 規

定 に 基 づ く 二 以 上

の 事 業 者 に よ る 産

業 廃 棄 物 の 処 理 に

係 る 特 例 の 認 定 に

係 る 事 項 の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査

三 十 六 ～ 五 十 二 の 十 一 略 三 十 六 ～ 五 十 二 の 十 一 略

五 十 二 の 十 二 使 用 六 万 七 千 円 五 十 二 の 十 二 使 用 七 万 五 千 円

済 自 動 車 の 再 資 源 済 自 動 車 の 再 資 源

化 等 に 関 す る 法 律 化 等 に 関 す る 法 律

第 七 十 条 第 一 項 の 第 七 十 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 破 砕 規 定 に 基 づ く 破 砕

業 の 事 業 の 範 囲 の 業 の 事 業 の 範 囲 の

変 更 の 許 可 の 申 請 変 更 の 許 可 の 申 請

に 対 す る 審 査 に 対 す る 審 査

五 十 三 ～ 二 百 五 十 八 略 五 十 三 ～ 二 百 五 十 八 略

二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略 二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略

ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス

十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又 十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又

号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自 号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自

高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容

四 十 四 条 第 一 項 に 器 （ １ に 規 定 す る 四 十 四 条 第 一 項 に 器 （ １ に 規 定 す る0
0

規 定 す る 容 器 検 査 容 器 を 除 く 。 ） に 規 定 す る 容 器 検 査 容 器 を 除 く 。 ） に

又 は 同 令 第 十 八 条 係 る 容 器 検 査 又 は 又 は 同 令 第 十 八 条 係 る 容 器 検 査 又 は

第 二 項 第 四 号 の 規 容 器 再 検 査 次 に 第 二 項 第 四 号 の 規 容 器 再 検 査 次 に

定 に 基 づ く 同 法 第 掲 げ る 容 器 の 区 分 定 に 基 づ く 同 法 第 掲 げ る 容 器 の 区 分

四 十 九 条 第 一 項 に に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 四 十 九 条 第 一 項 に に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

規 定 す る 容 器 再 検 次 に 定 め る 金 額 規 定 す る 容 器 再 検 次 に 定 め る 金 額

査 イ ～ ハ 略 査 イ ～ ハ 略

ニ 内 容 積 一 リ ッ ニ 内 容 積 一 リ ッ

ト ル 以 上 五 リ ッ ト ル 以 上 五 リ ッ

ト ル 未 満 の 容 器 ト ル 未 満 の 容 器

一 個 に つ き 百 一 個 に つ き 百

六 十 円 八 十 円

ホ 略 ホ 略

３ 高 強 度 鋼 容 器 ３ 高 強 度 鋼 容 器

（ １ 又 は ２ に 規 定 （ １ 又 は ２ に 規 定

す る 容 器 を 除 す る 容 器 を 除

く 。 ） に 係 る 容 器 く 。 ） に 係 る 容 器

検 査 又 は 容 器 再 検 検 査 又 は 容 器 再 検

査 次 に 掲 げ る 容 査 次 に 掲 げ る 容

器 の 区 分 に 応 じ 、 器 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 め そ れ ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

イ 内 容 積 三 十 イ 内 容 積 三 十

リ ッ ト ル 以 上 の リ ッ ト ル 以 上 の

容 器 一 個 に つ 容 器 一 個 に つ

き 二 百 十 円 に き 二 百 二 十 円 に

十 リ ッ ト ル 又 は 十 リ ッ ト ル 又 は

十 リ ッ ト ル に 満 十 リ ッ ト ル に 満

た な い 端 数 を 増 た な い 端 数 を 増

す ご と に 三 円 を す ご と に 四 円 を

加 え た 金 額 加 え た 金 額

ロ 内 容 積 五 リ ッ ロ 内 容 積 五 リ ッ

ト ル 以 上 三 十 ト ル 以 上 三 十

リ ッ ト ル 未 満 の リ ッ ト ル 未 満 の

容 器 一 個 に つ 容 器 一 個 に つ

き 二 百 十 円 き 二 百 二 十 円

ハ ・ ニ 略 ハ ・ ニ 略

４ そ の 他 の 容 器 に ４ そ の 他 の 容 器 に

係 る 容 器 検 査 又 は 係 る 容 器 検 査 又 は

容 器 再 検 査 次 に 容 器 再 検 査 次 に

掲 げ る 容 器 の 区 分 掲 げ る 容 器 の 区 分
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号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自 号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自

高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容

四 十 四 条 第 一 項 に 器 （ １ に 規 定 す る 四 十 四 条 第 一 項 に 器 （ １ に 規 定 す る0
0

規 定 す る 容 器 検 査 容 器 を 除 く 。 ） に 規 定 す る 容 器 検 査 容 器 を 除 く 。 ） に

又 は 同 令 第 十 八 条 係 る 容 器 検 査 又 は 又 は 同 令 第 十 八 条 係 る 容 器 検 査 又 は

第 二 項 第 四 号 の 規 容 器 再 検 査 次 に 第 二 項 第 四 号 の 規 容 器 再 検 査 次 に

定 に 基 づ く 同 法 第 掲 げ る 容 器 の 区 分 定 に 基 づ く 同 法 第 掲 げ る 容 器 の 区 分

四 十 九 条 第 一 項 に に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 四 十 九 条 第 一 項 に に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

規 定 す る 容 器 再 検 次 に 定 め る 金 額 規 定 す る 容 器 再 検 次 に 定 め る 金 額

査 イ ～ ハ 略 査 イ ～ ハ 略

ニ 内 容 積 一 リ ッ ニ 内 容 積 一 リ ッ

ト ル 以 上 五 リ ッ ト ル 以 上 五 リ ッ

ト ル 未 満 の 容 器 ト ル 未 満 の 容 器

一 個 に つ き 百 一 個 に つ き 百

六 十 円 八 十 円

ホ 略 ホ 略

３ 高 強 度 鋼 容 器 ３ 高 強 度 鋼 容 器

（ １ 又 は ２ に 規 定 （ １ 又 は ２ に 規 定

す る 容 器 を 除 す る 容 器 を 除

く 。 ） に 係 る 容 器 く 。 ） に 係 る 容 器

検 査 又 は 容 器 再 検 検 査 又 は 容 器 再 検

査 次 に 掲 げ る 容 査 次 に 掲 げ る 容

器 の 区 分 に 応 じ 、 器 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 め そ れ ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

イ 内 容 積 三 十 イ 内 容 積 三 十

リ ッ ト ル 以 上 の リ ッ ト ル 以 上 の

容 器 一 個 に つ 容 器 一 個 に つ

き 二 百 十 円 に き 二 百 二 十 円 に

十 リ ッ ト ル 又 は 十 リ ッ ト ル 又 は

十 リ ッ ト ル に 満 十 リ ッ ト ル に 満

た な い 端 数 を 増 た な い 端 数 を 増

す ご と に 三 円 を す ご と に 四 円 を

加 え た 金 額 加 え た 金 額

ロ 内 容 積 五 リ ッ ロ 内 容 積 五 リ ッ

ト ル 以 上 三 十 ト ル 以 上 三 十

リ ッ ト ル 未 満 の リ ッ ト ル 未 満 の

容 器 一 個 に つ 容 器 一 個 に つ

き 二 百 十 円 き 二 百 二 十 円

ハ ・ ニ 略 ハ ・ ニ 略

４ そ の 他 の 容 器 に ４ そ の 他 の 容 器 に

係 る 容 器 検 査 又 は 係 る 容 器 検 査 又 は

容 器 再 検 査 次 に 容 器 再 検 査 次 に

掲 げ る 容 器 の 区 分 掲 げ る 容 器 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ ぞ れ に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 額 次 に 定 め る 金 額

イ ～ ヘ 略 イ ～ ヘ 略 0
0

ト 内 容 積 一 リ ッ ト 内 容 積 一 リ ッ

ト ル 未 満 の 容 器 ト ル 未 満 の 容 器

一 個 に つ き 八 一 個 に つ き 九

十 円 十 円

二 百 六 十 ～ 二 百 八 十 五 略 二 百 六 十 ～ 二 百 八 十 五 略

二 百 八 十 六 液 化 石 一 万 七 千 円 に 変 更 に 二 百 八 十 六 液 化 石 一 万 九 千 円 に 変 更 に

油 ガ ス の 保 安 の 確 係 る 充 て ん 設 備 の 数 油 ガ ス の 保 安 の 確 係 る 充 て ん 設 備 の 数

保 及 び 取 引 の 適 正 を 乗 じ て 得 た 金 額 保 及 び 取 引 の 適 正 を 乗 じ て 得 た 金 額

化 に 関 す る 法 律 第 化 に 関 す る 法 律 第

三 十 七 条 の 四 第 三 三 十 七 条 の 四 第 三

項 に お い て 準 用 す 項 に お い て 準 用 す

る 同 法 第 三 十 七 条 る 同 法 第 三 十 七 条

の 二 第 一 項 の 規 定 の 二 第 一 項 の 規 定

に 基 づ く 充 て ん 設 に 基 づ く 充 て ん 設

備 の 所 在 地 、 構 備 の 所 在 地 、 構

造 、 設 備 又 は 装 置 造 、 設 備 又 は 装 置

の 変 更 の 許 可 の 申 の 変 更 の 許 可 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

二 百 八 十 七 ～ 二 百 九 十 六 略 二 百 八 十 七 ～ 二 百 九 十 六 略

二 百 九 十 七 砂 利 採 三 万 三 千 九 百 円 二 百 九 十 七 砂 利 採 三 万 七 千 七 百 円

取 法 第 十 六 条 の 規 取 法 第 十 六 条 の 規

定 に 基 づ く 砂 利 の 定 に 基 づ く 砂 利 の

採 取 計 画 の 認 可 の 採 取 計 画 の 認 可 の

申 請 に 対 す る 審 査 申 請 に 対 す る 審 査

二 百 九 十 八 砂 利 採 一 万 五 千 円 二 百 九 十 八 砂 利 採 一 万 七 千 円

取 法 第 二 十 条 第 一 取 法 第 二 十 条 第 一

項 の 規 定 に 基 づ く 項 の 規 定 に 基 づ く

砂 利 の 採 取 計 画 の 砂 利 の 採 取 計 画 の

変 更 の 認 可 の 申 請 変 更 の 認 可 の 申 請

に 対 す る 審 査 に 対 す る 審 査

二 百 九 十 九 ～ 三 百 二 十 六 略 二 百 九 十 九 ～ 三 百 二 十 六 略

三 百 二 十 七 栃 木 県 １ 金 属 の 物 理 試 三 百 二 十 七 栃 木 県 １ 金 属 の 物 理 試

産 業 技 術 セ ン タ ー 験 、 化 学 試 験 又 は 産 業 技 術 セ ン タ ー 験 、 化 学 試 験 又 は

が 依 頼 に 基 づ き 実 測 定 次 に 掲 げ る が 依 頼 に 基 づ き 実 測 定 次 に 掲 げ る
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に 応 じ 、 そ れ ぞ れ に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 額 次 に 定 め る 金 額

イ ～ ヘ 略 イ ～ ヘ 略 0
0

ト 内 容 積 一 リ ッ ト 内 容 積 一 リ ッ

ト ル 未 満 の 容 器 ト ル 未 満 の 容 器

一 個 に つ き 八 一 個 に つ き 九

十 円 十 円

二 百 六 十 ～ 二 百 八 十 五 略 二 百 六 十 ～ 二 百 八 十 五 略

二 百 八 十 六 液 化 石 一 万 七 千 円 に 変 更 に 二 百 八 十 六 液 化 石 一 万 九 千 円 に 変 更 に

油 ガ ス の 保 安 の 確 係 る 充 て ん 設 備 の 数 油 ガ ス の 保 安 の 確 係 る 充 て ん 設 備 の 数

保 及 び 取 引 の 適 正 を 乗 じ て 得 た 金 額 保 及 び 取 引 の 適 正 を 乗 じ て 得 た 金 額

化 に 関 す る 法 律 第 化 に 関 す る 法 律 第

三 十 七 条 の 四 第 三 三 十 七 条 の 四 第 三

項 に お い て 準 用 す 項 に お い て 準 用 す

る 同 法 第 三 十 七 条 る 同 法 第 三 十 七 条

の 二 第 一 項 の 規 定 の 二 第 一 項 の 規 定

に 基 づ く 充 て ん 設 に 基 づ く 充 て ん 設

備 の 所 在 地 、 構 備 の 所 在 地 、 構

造 、 設 備 又 は 装 置 造 、 設 備 又 は 装 置

の 変 更 の 許 可 の 申 の 変 更 の 許 可 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

二 百 八 十 七 ～ 二 百 九 十 六 略 二 百 八 十 七 ～ 二 百 九 十 六 略

二 百 九 十 七 砂 利 採 三 万 三 千 九 百 円 二 百 九 十 七 砂 利 採 三 万 七 千 七 百 円

取 法 第 十 六 条 の 規 取 法 第 十 六 条 の 規

定 に 基 づ く 砂 利 の 定 に 基 づ く 砂 利 の

採 取 計 画 の 認 可 の 採 取 計 画 の 認 可 の

申 請 に 対 す る 審 査 申 請 に 対 す る 審 査

二 百 九 十 八 砂 利 採 一 万 五 千 円 二 百 九 十 八 砂 利 採 一 万 七 千 円

取 法 第 二 十 条 第 一 取 法 第 二 十 条 第 一

項 の 規 定 に 基 づ く 項 の 規 定 に 基 づ く

砂 利 の 採 取 計 画 の 砂 利 の 採 取 計 画 の

変 更 の 認 可 の 申 請 変 更 の 認 可 の 申 請

に 対 す る 審 査 に 対 す る 審 査

二 百 九 十 九 ～ 三 百 二 十 六 略 二 百 九 十 九 ～ 三 百 二 十 六 略

三 百 二 十 七 栃 木 県 １ 金 属 の 物 理 試 三 百 二 十 七 栃 木 県 １ 金 属 の 物 理 試

産 業 技 術 セ ン タ ー 験 、 化 学 試 験 又 は 産 業 技 術 セ ン タ ー 験 、 化 学 試 験 又 は

が 依 頼 に 基 づ き 実 測 定 次 に 掲 げ る が 依 頼 に 基 づ き 実 測 定 次 に 掲 げ る

施 す る 試 験 、 測 定 試 験 又 は 測 定 の 区 施 す る 試 験 、 測 定 試 験 又 は 測 定 の 区

又 は 作 業 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 又 は 作 業 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額0
0

イ 耐 食 性 試 験 イ 耐 食 性 試 験

二 十 四 時 間 ま で 二 十 四 時 間 ま で

一 万 千 三 百 円 四 千 二 百 九 十

、 二 十 四 時 間 円 、 二 十 四 時 間

を 超 え る 場 合 は を 超 え る 場 合 は

そ の 超 え る 二 時 そ の 超 え る 二 時

間 ま で ご と に 九 間 ま で ご と に 三

百 四 十 円 を 加 算 百 八 十 円 を 加 算

し た 金 額 し た 金 額

ロ ・ ハ 略 ロ ・ ハ 略

ニ 温 度 湿 度 環 境 ニ 温 度 湿 度 サ イ

試 験 次 に 掲 げ ク ル 試 験 一 時

る 試 験 の 区 分 に 間 ま で 三 千 四 百

応 じ 、 そ れ ぞ れ 二 十 円 、 一 時 間

次 に 定 め る 金 額 を 超 え る 場 合 は

⑴ 温 度 湿 度 サ そ の 超 え る 一 時

イ ク ル 試 験 間 ま で ご と に 千

一 時 間 ま で 三 五 百 七 十 円 を 加

千 四 百 二 十 算 し た 金 額

円 、 一 時 間 を

超 え る 場 合 は

そ の 超 え る 一

時 間 ま で ご と

に 千 五 百 七 十

円 を 加 算 し た

金 額

⑵ 冷 熱 衝 撃 試

験 一 時 間 ま

で 六 千 五 百 二

十 円 、 一 時 間

を 超 え る 場 合

は そ の 超 え る

一 時 間 ま で ご

と に 二 千 六 百

七 十 円 を 加 算

し た 金 額

ホ ～ チ 略 ホ ～ チ 略

２ ～ 略 ２ ～ 略1
5

1
5

三 百 二 十 八 ～ 三 百 三 十 略 三 百 二 十 八 ～ 三 百 三 十 略
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施 す る 試 験 、 測 定 試 験 又 は 測 定 の 区 施 す る 試 験 、 測 定 試 験 又 は 測 定 の 区

又 は 作 業 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 又 は 作 業 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額0
0

イ 耐 食 性 試 験 イ 耐 食 性 試 験

二 十 四 時 間 ま で 二 十 四 時 間 ま で

一 万 千 三 百 円 四 千 二 百 九 十

、 二 十 四 時 間 円 、 二 十 四 時 間

を 超 え る 場 合 は を 超 え る 場 合 は

そ の 超 え る 二 時 そ の 超 え る 二 時

間 ま で ご と に 九 間 ま で ご と に 三

百 四 十 円 を 加 算 百 八 十 円 を 加 算

し た 金 額 し た 金 額

ロ ・ ハ 略 ロ ・ ハ 略

ニ 温 度 湿 度 環 境 ニ 温 度 湿 度 サ イ

試 験 次 に 掲 げ ク ル 試 験 一 時

る 試 験 の 区 分 に 間 ま で 三 千 四 百

応 じ 、 そ れ ぞ れ 二 十 円 、 一 時 間

次 に 定 め る 金 額 を 超 え る 場 合 は

⑴ 温 度 湿 度 サ そ の 超 え る 一 時

イ ク ル 試 験 間 ま で ご と に 千

一 時 間 ま で 三 五 百 七 十 円 を 加

千 四 百 二 十 算 し た 金 額

円 、 一 時 間 を

超 え る 場 合 は

そ の 超 え る 一

時 間 ま で ご と

に 千 五 百 七 十

円 を 加 算 し た

金 額

⑵ 冷 熱 衝 撃 試

験 一 時 間 ま

で 六 千 五 百 二

十 円 、 一 時 間

を 超 え る 場 合

は そ の 超 え る

一 時 間 ま で ご

と に 二 千 六 百

七 十 円 を 加 算

し た 金 額

ホ ～ チ 略 ホ ～ チ 略

２ ～ 略 ２ ～ 略1
5

1
5

三 百 二 十 八 ～ 三 百 三 十 略 三 百 二 十 八 ～ 三 百 三 十 略

三 百 三 十 一 栃 木 県 １ 窯 業 材 料 等 の 耐 三 百 三 十 一 栃 木 県 １ 窯 業 材 料 等 の 耐

産 業 技 術 セ ン タ ー 火 度 、 耐 圧 強 度 、 産 業 技 術 セ ン タ ー 火 度 、 耐 圧 強 度 、

窯 業 技 術 支 援 セ ン 吸 水 率 又 は 比 重 等 窯 業 技 術 支 援 セ ン 吸 水 率 又 は 比 重 等 0
0

タ ー が 依 頼 に 基 づ の 物 理 試 験 七 百 タ ー が 依 頼 に 基 づ の 物 理 試 験 五 百

き 実 施 す る 試 験 、 八 十 円 以 上 四 千 七 き 実 施 す る 試 験 、 十 円 以 上 四 千 七

測 定 又 は 作 業 百 四 十 円 以 内 測 定 又 は 作 業 百 四 十 円 以 内

２ ～ ６ 略 ２ ～ ６ 略

三 百 三 十 二 ～ 四 百 六 十 二 の 四 略 三 百 三 十 二 ～ 四 百 六 十 二 の 四 略

四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 七 千 七 百 円 四 百 六 十 三 建 築 士 一 万 六 千 九 百 円

法 第 十 三 条 の 規 定 法 第 十 三 条 の 規 定

に 基 づ く 二 級 建 築 に 基 づ く 二 級 建 築

士 試 験 又 は 木 造 建 士 試 験 又 は 木 造 建

築 士 試 験 の 実 施 築 士 試 験 の 実 施

四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 六 十 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 十 四 の 項 、 十 六 の

項 、 十 七 の 項 、 二 十 の 項 、 二 十 二 の 項 及 び 二 十 三 の 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 の 規 定

は 、 同 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 申 請 、 依 頼 等 が な さ れ て い る 事 務 （ 改 正 前 の 別 表 第 一 の 十 四 の

項 、 十 六 の 項 、 十 七 の 項 、 二 十 の 項 、 二 十 二 の 項 及 び 二 十 三 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 を 除

く 。 ） に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 等 が な さ れ て い る 事 務 （ 改 正 前 の

別 表 第 一 の 十 四 の 項 、 十 六 の 項 、 十 七 の 項 、 二 十 の 項 、 二 十 二 の 項 及 び 二 十 三 の 項 の 上 欄 に

掲 げ る 事 務 に 限 る 。 ） に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 文 書 学 事 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に

関 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 百 二 十 四 略 一 ～ 百 二 十 四 略

百 二 十 五 栃 木 県 立 略 百 二 十 五 栃 木 県 立 略

岡 本 台 病 院 又 は 栃 岡 本 台 病 院 、 栃 木

木 県 精 神 保 健 福 祉 県 精 神 保 健 福 祉 セ

セ ン タ ー ン タ ー 又 は と ち ぎ

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

が 依 頼 ン セ ン タ ー が 依 頼

に 基 づ き 実 施 す る に 基 づ き 実 施 す る

診 断 書 又 は 証 明 書 診 断 書 又 は 証 明 書

の 交 付 の 交 付

百 二 十 六 ～ 五 百 十 七 略 百 二 十 六 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

（ 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前00

（ 病 院 の 名 称 等 ） （ 病 院 の 名 称 等 ）

第 三 条 病 院 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 以 下 第 三 条 病 院 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 以 下

「 病 院 」 と い う 。 ） の 名 称 、 位 置 、 業 務 、 「 病 院 」 と い う 。 ） の 名 称 、 位 置 、 業 務 、

診 療 科 目 及 び 病 床 数 は 、 次 の 表 に 掲 げ る と 診 療 科 目 及 び 病 床 数 は 、 次 の 表 に 掲 げ る と

お り と す る 。 お り と す る 。

名 称 位 置 業 務

診 療 科

病 床 数 名 称 位 置 業 務

診 療 科

病 床 数

目 目

栃 木 県 略 略 略 略 栃 木 県 略 略 略 略

立 岡 本 立 岡 本

台 病 院 台 病 院

リ ハ ビ

リ テ ー

シ ョ ン

科 、 小

児 科 、

整 形 外

リ ハ ビ

科 、 内

と ち ぎ リ テ ー

科 、 精

リ ハ ビ シ ョ ン

神 科 、

リ テ ー 宇 都 宮 を 必 要

神 経 内 一 般 病

シ ョ ン 市 と す る

科 、 皮 床 百

セ ン 者 に 対

膚 科 、 二 十 床

タ ー す る 診

泌 尿 器

療

科 、 眼

科 、 耳

鼻 咽 喉

科 、 放

射 線

科 、 麻

酔 科 、

歯 科

別表（第４条関係） 別表（第４条関係）

種別金 額 種別金 額
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正 す る 。

改 正 後 改 正 前0
0

（ 病 院 の 名 称 等 ） （ 病 院 の 名 称 等 ）

第 三 条 病 院 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 以 下 第 三 条 病 院 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 （ 以 下

「 病 院 」 と い う 。 ） の 名 称 、 位 置 、 業 務 、 「 病 院 」 と い う 。 ） の 名 称 、 位 置 、 業 務 、

診 療 科 目 及 び 病 床 数 は 、 次 の 表 に 掲 げ る と 診 療 科 目 及 び 病 床 数 は 、 次 の 表 に 掲 げ る と

お り と す る 。 お り と す る 。

名 称 位 置 業 務

診 療 科

病 床 数 名 称 位 置 業 務

診 療 科

病 床 数

目 目

栃 木 県 略 略 略 略 栃 木 県 略 略 略 略

立 岡 本 立 岡 本

台 病 院 台 病 院

リ ハ ビ

リ テ ー

シ ョ ン

科 、 小

児 科 、

整 形 外

リ ハ ビ

科 、 内

と ち ぎ リ テ ー

科 、 精

リ ハ ビ シ ョ ン

神 科 、

リ テ ー 宇 都 宮 を 必 要

神 経 内 一 般 病

シ ョ ン 市 と す る

科 、 皮 床 百

セ ン 者 に 対

膚 科 、 二 十 床

タ ー す る 診

泌 尿 器

療

科 、 眼

科 、 耳

鼻 咽 喉

科 、 放

射 線

科 、 麻

酔 科 、

歯 科

別表（第４条関係） 別表（第４条関係）

種別金 額 種別金 額

診療料金略 診療料金略

特別室利用 0
0

料金（利用
１日につき15,400円を超、

者の希望に
えない範囲内で知事が定める

より利用す
金額

る場合に限

る

。

）

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 定 数 ） （ 職 員 の 定 数 ）

第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と 第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と

お り と す る 。 お り と す る 。

一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員

イ 略 イ 略

ロ 病 院 事 業 会 計 で 給 与 を 支 弁 さ れ る 職 ロ 病 院 事 業 会 計 で 給 与 を 支 弁 さ れ る 職

員 一 七 九 人 員 二 九 九 人

二 ～ 七 略 二 ～ 七 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 廃 止 ）

第 四 条 と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条

例 第 五 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 の 属 す る 事 業 年 度 に 係 る 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

第 九 条 の 規 定 に よ る 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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診療料金略 診療料金略

特別室利用 0
0

料金（利用
１日につき15,400円を超、

者の希望に
えない範囲内で知事が定める

より利用す
金額

る場合に限

る

。

）

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 定 数 ） （ 職 員 の 定 数 ）

第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と 第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と

お り と す る 。 お り と す る 。

一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員

イ 略 イ 略

ロ 病 院 事 業 会 計 で 給 与 を 支 弁 さ れ る 職 ロ 病 院 事 業 会 計 で 給 与 を 支 弁 さ れ る 職

員 一 七 九 人 員 二 九 九 人

二 ～ 七 略 二 ～ 七 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 廃 止 ）

第 四 条 と ち ぎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条

例 第 五 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 の 属 す る 事 業 年 度 に 係 る 栃 木 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例

第 九 条 の 規 定 に よ る 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

00

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン セ ン タ ー 評 価 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

セ ン タ ー 評 価 委 員 会 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 第 一 条 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法

律 第 百 十 八 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 十 律 第 百 十 八 号 ） 第 十

一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 地 方 独 立 行 政 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 地 方 独 立 行 政

法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行

政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン

タ ー 評 価 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い タ ー 評 価 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い

う 。 ） を 置 く 。 う 。 ） を 置 く 。

（ 所 掌 事 務 ）

第 二 条 委 員 会 は 、 法 の 規 定 に よ り そ の 権 限

に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 処 理 す る ほ か 、 次 に

掲 げ る 事 務 を つ か さ ど る 。

一 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 認 可 に 関 す る 事

項 に つ い て 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ て 意 見 を

述 べ る こ と 。

二 法 第 二 十 八 条 第 一 項 の 評 価 に 関 す る 事

項 に つ い て 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ て 意 見 を

述 べ る こ と 。

第 三 条 ～ 第 八 条 略 第 二 条 ～ 第 七 条 略
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00

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン セ ン タ ー 評 価 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

セ ン タ ー 評 価 委 員 会 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 第 一 条 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法

律 第 百 十 八 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 十 律 第 百 十 八 号 ） 第 十

一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 地 方 独 立 行 政 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 地 方 独 立 行 政

法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行 法 人 栃 木 県 立 が ん セ ン タ ー 及 び 地 方 独 立 行

政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン

タ ー 評 価 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い タ ー 評 価 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い

う 。 ） を 置 く 。 う 。 ） を 置 く 。

（ 所 掌 事 務 ）

第 二 条 委 員 会 は 、 法 の 規 定 に よ り そ の 権 限

に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 処 理 す る ほ か 、 次 に

掲 げ る 事 務 を つ か さ ど る 。

一 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 認 可 に 関 す る 事

項 に つ い て 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ て 意 見 を

述 べ る こ と 。

二 法 第 二 十 八 条 第 一 項 の 評 価 に 関 す る 事

項 に つ い て 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ て 意 見 を

述 べ る こ と 。

第 三 条 ～ 第 八 条 略 第 二 条 ～ 第 七 条 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）0
0

00

栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 八 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 貸 与 額 等 ） （ 貸 与 額 等 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ 略 ２ 略

３ 修 学 資 金 に は 、 貸 与 を 受 け た 日 か ら 大 学 ３ 修 学 資 金 は 、 無 利 息 と す る 。

を 卒 業 す る 日 の 属 す る 月 の 末 日 （ 第 六 条 第

二 項 の 規 定 に よ り 結 ば れ た 貸 与 契 約 が 第 八

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 解 除 さ れ た 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 解 除 の 日 ） ま で の 期 間 に 応

じ 、 当 該 貸 与 を 受 け た 額 に つ き 年 十 パ ー セ

ン ト の 割 合 で 計 算 し た 利 息 （ 以 下 「 利 息 」

と い う 。 ） を 付 す る も の と す る 。

（ 返 還 等 ） （ 返 還 ）

第 九 条 修 学 資 金 及 び 利 息 は 、 前 条 第 一 項 の 第 九 条 修 学 資 金 は 、 前 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 貸 与 契 約 が 解 除 さ れ た と き 、 又 規 定 に よ り 貸 与 契 約 が 解 除 さ れ た と き 、 又

は 貸 与 契 約 に お け る 貸 与 期 間 が 満 了 し た と は 貸 与 契 約 に お け る 貸 与 期 間 が 満 了 し た と

き は 、 知 事 の 定 め る 日 ま で に 一 括 し て 返 還 き は 、 知 事 の 定 め る 日 ま で に 一 括 し て 返 還

し 、 及 び 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 し な け れ ば な ら な い 。

（ 返 還 等 の 猶 予 ） （ 返 還 の 猶 予 ）

第 十 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 第 十 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 、 修 学 す る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 、 修 学

資 金 の 返 還 の 債 務 及 び 利 息 の 支 払 の 債 務 資 金 の 返 還 の 債 務

（ 以 下 「 返 還 等 債 務 」 と い う 。 ） の 履 行 を の 履 行 を

猶 予 す る こ と が で き る 。 猶 予 す る こ と が で き る 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 借 受 者 が 六 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 借 受 者 が

災 害 、 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ 災 害 、 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ
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0
0

栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 八 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 貸 与 額 等 ） （ 貸 与 額 等 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ 略 ２ 略

３ 修 学 資 金 に は 、 貸 与 を 受 け た 日 か ら 大 学 ３ 修 学 資 金 は 、 無 利 息 と す る 。

を 卒 業 す る 日 の 属 す る 月 の 末 日 （ 第 六 条 第

二 項 の 規 定 に よ り 結 ば れ た 貸 与 契 約 が 第 八

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 解 除 さ れ た 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 解 除 の 日 ） ま で の 期 間 に 応

じ 、 当 該 貸 与 を 受 け た 額 に つ き 年 十 パ ー セ

ン ト の 割 合 で 計 算 し た 利 息 （ 以 下 「 利 息 」

と い う 。 ） を 付 す る も の と す る 。

（ 返 還 等 ） （ 返 還 ）

第 九 条 修 学 資 金 及 び 利 息 は 、 前 条 第 一 項 の 第 九 条 修 学 資 金 は 、 前 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 貸 与 契 約 が 解 除 さ れ た と き 、 又 規 定 に よ り 貸 与 契 約 が 解 除 さ れ た と き 、 又

は 貸 与 契 約 に お け る 貸 与 期 間 が 満 了 し た と は 貸 与 契 約 に お け る 貸 与 期 間 が 満 了 し た と

き は 、 知 事 の 定 め る 日 ま で に 一 括 し て 返 還 き は 、 知 事 の 定 め る 日 ま で に 一 括 し て 返 還

し 、 及 び 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 し な け れ ば な ら な い 。

（ 返 還 等 の 猶 予 ） （ 返 還 の 猶 予 ）

第 十 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 第 十 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 、 修 学 す る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 、 修 学

資 金 の 返 還 の 債 務 及 び 利 息 の 支 払 の 債 務 資 金 の 返 還 の 債 務

（ 以 下 「 返 還 等 債 務 」 と い う 。 ） の 履 行 を の 履 行 を

猶 予 す る こ と が で き る 。 猶 予 す る こ と が で き る 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 借 受 者 が 六 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 借 受 者 が

災 害 、 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ 災 害 、 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ

り 修 学 資 金 を 返 還 し 、 及 び 利 息 を 支 払 う り 修 学 資 金 を 返 還 す る

こ と が 困 難 と 認 め ら れ る 場 合 知 事 が 適 こ と が 困 難 と 認 め ら れ る 場 合 知 事 が 適

当 と 認 め る 期 間 当 と 認 め る 期 間0
0

（ 返 還 等 の 免 除 ） （ 返 還 の 免 除 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 借 受 者 が 次 の 各 号 の い ず 第 十 一 条 知 事 は 、 借 受 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 返 還 等 債 れ か に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 修 学 資 金

務 の 全 部 を 免 除 す る も の と す の 返 還 の 債 務 の 全 部 を 免 除 す る も の と す

る 。 る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 第 一 号 従 事 期 間 又 は 第 二 号 従 事 期 間 三 第 一 号 従 事 期 間 又 は 第 二 号 従 事 期 間

（ 以 下 「 従 事 期 間 」 と い う 。 ） 中 に 、 業 （ 以 下 「 従 事 期 間 と い う 。 ） 中 に 、 業

務 に よ り 死 亡 し 、 又 は 業 務 に 起 因 す る 心 務 に よ り 死 亡 し 、 又 は 業 務 に 起 因 す る 心

身 の 故 障 の た め 業 務 を 継 続 す る こ と が で 身 の 故 障 の た め 業 務 を 継 続 す る こ と が で

き な く な っ た と き 。 き な く な っ た と き 。

２ 知 事 は 、 従 事 期 間 が 、 修 学 資 金 の 貸 与 期 ２ 知 事 は 、 従 事 期 間 が 、 修 学 資 金 の 貸 与 期

間 の 二 分 の 三 に 相 当 す る 期 間 に 満 た な い と 間 の 二 分 の 三 に 相 当 す る 期 間 に 満 た な い と

き は 、 当 該 従 事 期 間 に 応 じ 、 返 還 等 債 務 き は 、 当 該 従 事 期 間 に 応 じ 、 修 学 資 金 の 返

の 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。 還 の 債 務 の 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

３ 知 事 は 、 修 学 資 金 の 借 受 者 が 、 死 亡 、 心 ３ 知 事 は 、 修 学 資 金 の 借 受 者 が 、 死 亡 、 心

身 の 故 障 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り 身 の 故 障 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り 当

修 学 資 金 を 返 還 し 、 及 び 利 息 を 支 払 う こ 該 修 学 資 金 を 返 還 す る こ

と が 困 難 と 認 め ら れ る と き は 、 返 還 等 債 務 と が 困 難 と 認 め ら れ る と き は 、 当 該 修 学 資

の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る 金 の 返 還 の 債 務 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 改 正 前 の 栃 木 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る

栃 木 県 医 師 修 学 資 金 （ 以 下 「 旧 修 学 資 金 」 と い う 。 ） を 貸 与 す る 旨 の 契 約 を 結 ん だ 者 の 当 該

契 約 に 係 る 旧 修 学 資 金 の 利 息 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 医 療 政 策 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１施設使用料 １施設使用料

⑴栃木県産業技術センタ ⑴栃木県産業技術センター ー

ア略 ア略

イ大型電波暗室等 イ大型電波暗室等

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）

大型電波暗室 11,200円大型電波暗室 9,720円

略 略

ウ食品試作室等

施設区分使用料（１時間につき）

食品試作室 420円

食品原料
110円

前処理室

食品官能試験室 380円

食品官能試験
90円

室（個室型）
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00

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１施設使用料 １施設使用料

⑴栃木県産業技術センタ ⑴栃木県産業技術センター ー

ア略 ア略

イ大型電波暗室等 イ大型電波暗室等

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）

大型電波暗室 11,200円大型電波暗室 9,720円

略 略

ウ食品試作室等

施設区分使用料（１時間につき）

食品試作室 420円

食品原料
110円

前処理室

食品官能試験室 380円

食品官能試験
90円

室（個室型）

⑵略 ⑵略0
0

⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支ー

援センター

施設区分使用料（１時間につき）

多目的ルム 310円ー

２・３略 ２・３略

備考略 備考略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 許 可 を 受 け て 、 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条

例 に 規 定 す る 施 設 を 利 用 す る 者 の 当 該 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 工 業 振 興 課 ）
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⑵略 ⑵略0
0

⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支ー

援センター

施設区分使用料（１時間につき）

多目的ルム 310円ー

２・３略 ２・３略

備考略 備考略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 許 可 を 受 け て 、 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条

例 に 規 定 す る 施 設 を 利 用 す る 者 の 当 該 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 工 業 振 興 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 七 号

栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 徴 収 条 例 （ 昭 和 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 等 徴 収 条 栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 徴 収 条 例

例

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十

四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 。 以 下 「 法 」 と い 四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 。 以 下 「 法 」 と い

う 。 ） 第 九 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 県 が う 。 ） 第 九 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 県 が

徴 収 す る 分 担 金 並 び に 法 第 九 十 一 条 の 二 第 徴 収 す る 分 担 金

一 項 及 び 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴 収 す る

特 別 徴 収 金 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 分 担 金 の 徴 収 ） （ 分 担 金 の 徴 収 ）

第 二 条 県 は 、 県 営 土 地 改 良 事 業 （ 法 第 八 十 第 二 条 県 は 、 県 営 土 地 改 良 事 業 （ 法 第 八 十

七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 県 が 行 う 同 項 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 県 が 行 う 同 項

第 一 号 の 事 業 、 法 第 八 十 七 条 の 三 第 一 項 の 第 一 号 の 事 業

規 定 に よ り 行 う 土 地 改 良 事 業 （ 以 下 「 機 構

関 連 事 業 」 と い う 。 ） 及 び 法 第 九 十 一 条 第 及 び 法 第 九 十 一 条 第

五 項 に 規 定 す る 県 営 市 町 村 特 別 申 請 事 業 を 五 項 に 規 定 す る 県 営 市 町 村 特 別 申 請 事 業 を

除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 施 行 す る 場 合 に は 、 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 施 行 す る 場 合 に は 、

そ の 施 行 に 係 る 各 年 度 に お い て 、 そ の 施 行 そ の 施 行 に 係 る 各 年 度 に お い て 、 そ の 施 行

に 要 す る 費 用 の 一 部 に つ き 、 当 該 県 営 土 地 に 要 す る 費 用 の 一 部 に つ き 、 当 該 県 営 土 地

改 良 事 業 に よ つ て 利 益 を 受 け る 者 で 当 該 県 改 良 事 業 に よ つ て 利 益 を 受 け る 者 で 当 該 県

営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 に あ る 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 に あ る

土 地 に つ き 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 す 土 地 に つ き 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 す

る も の 及 び 土 地 改 良 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 る も の 及 び 土 地 改 良 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十

四 年 農 林 省 令 第 七 十 五 号 。 以 下 「 令 」 と い 四 年 農 林 省 令 第 七 十 五 号 。 以 下 「 令 」 と い

う 。 ） 第 六 十 八 条 の 四 の 十 一 に 定 め る も の う 。 ） 第 六 十 八 条 の 四 の 十 一 に 定 め る も の

（ 以 下 「 受 益 者 」 と い う 。 ） か ら 、 分 担 金 （ 以 下 「 受 益 者 」 と い う 。 ） か ら 、 分 担 金

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略0
0

（ 分 担 金 の 額 ） （ 分 担 金 の 額 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 ２ 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 市 町 村

に 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 要 す る 費 用 の 一 に 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 要 す る 費 用 の 一

部 を 負 担 さ せ る 場 合 に お け る 前 条 第 一 項 の 部 を 負 担 さ せ る 場 合 に お け る 前 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の 額 規 定 に よ り 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の 額

は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定

に よ り 算 定 し た 額 か ら 当 該 市 町 村 の 負 担 す に よ り 算 定 し た 額 か ら 当 該 市 町 村 の 負 担 す

べ き 額 を 除 い た 額 と す る 。 べ き 願 を 除 い た 額 と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 分 担 金 の 徴 収 の 方 法 ） （ 徴 収 の 方 法 ）

第 四 条 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 額 の 金 銭 第 四 条 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 金 銭

又 は 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 又 は 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 （ 以 下

は 、 そ の 年 度 内 に 「 分 担 金 等 」 と い う 。 ） は 、 そ の 年 度 内 に

一 回 に 徴 収 す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 由 が あ 一 回 に 徴 収 す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 由 が あ

る と き は 、 分 割 し て 徴 収 す る こ と が で き る と き は 、 分 割 し て 徴 収 す る こ と が で き

る 。 る 。

２ 略 ２ 略

（ 特 別 徴 収 金 の 徴 収 ） （ 知 事 の 指 定 す る 事 業 に つ い て の 分 担 金 の

特 例 ）

第 七 条 県 は 、 国 か ら 補 助 金 の 交 付 を 受 け て 第 七 条 県 は 、 国 か ら 補 助 金 の 交 付 を 受 け て

行 う 県 営 土 地 改 良 事 業 で あ つ て 別 に 知 事 が 行 う 県 営 土 地 改 良 事 業 で あ つ て 別 に 知 事 が

指 定 す る も の の 施 行 に 係 る 地 域 内 に あ る 土 指 定 す る も の の 施 行 に つ い て は 、 当 該 県 営

地 に つ き 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 す る 土 地 改 良 事 業 に よ つ て 利 益 を 受 け る 者 で 当

者 が 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 工 事 の 完 了 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 の

に つ き 法 第 百 十 三 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ 土 地 に つ い て 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有

る 公 告 が あ つ た 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 す る も の か ら 、 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り

の 完 了 の 日 が 示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の ほ か 、 当 該 県 営

た 日 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 公 告 日 」 と い 土 地 改 良 事 業 に 要 し た 費 用 か ら 第 三 条 の 規

う 。 ） か ら 、 公 告 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 定 に よ り 算 定 し た 分 担 金 の 額 を 除 い た 額 を

（ そ の 年 度 が 到 来 す る 前 の 年 度 を 知 事 が 指 そ の 者 が 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 し て

定 し た と き は 、 そ の 指 定 し た 年 度 ） の 初 日 い る 当 該 地 域 内 の 土 地 の 面 積 に 割 り ふ つ て

以 後 八 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、 当 該 土 得 ら れ る 額 の 範 囲 内 で 、 当 該 土 地 の 全 部 又

地 を 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 計 画 に お い て は 一 部 が 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 工 事 の 完

予 定 す る 用 途 以 外 の 用 途 （ 以 下 こ の 項 に お 了 の 公 告 の 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 完 了

い て 「 目 的 外 用 途 」 と い う 。 ） に 供 す る た の 日 が 示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ た 日 ）

め 所 有 権 の 移 転 等 （ 所 有 権 の 移 転 又 は 地 上 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 （ そ の 年 度 が 到 来 す

権 、 賃 借 権 そ の 他 の 使 用 及 び 収 益 を 目 的 と る 前 の 年 度 を 知 事 が 指 定 し た と き は 、 そ の
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す る 権 利 の 設 定 若 し く は 移 転 を い う 。 以 下 指 定 し た 年 度 ） か ら 起 算 し て 八 年 を 経 過 し

同 じ 。 ） を し た 場 合 又 は 当 該 土 地 を 自 ら 目 な い 間 に 農 地 以 外 へ の 転 用 が 行 わ れ る 場 合

的 外 用 途 に 供 し た 場 合 （ 当 該 土 地 を 目 的 外 又 は 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に よ り 畑 と し て 0
0

用 途 に 供 す る た め 所 有 権 の 移 転 等 を 受 け 区 画 形 質 が 変 更 さ れ 、 若 し く は 造 成 さ れ た

て 、 目 的 外 用 途 に 供 し た 場 合 を 除 く 。 ） に 農 地 に つ い て の 開 田 が 行 わ れ る 場 合 に 、 当

は 、 そ の 者 か ら 特 別 徴 収 金 を 徴 収 す る 。 該 転 用 又 は 開 田 に 係 る 土 地 の 面 積 に 応 じ た

２ 前 項 の 場 合 に は 、 第 二 条 第 二 項 の 規 定 を 額 （ 農 地 が 農 地 以 外 に 転 用 さ れ る こ と に 伴

準 用 す る 。 い 遊 休 化 す る 施 設 を 目 的 外 用 途 に 活 用 す る

３ 県 は 、 機 構 関 連 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 こ と に よ り 生 ず る 収 入 が あ る 場 合 に は 、 当

に あ る 土 地 に つ き 法 第 九 十 一 条 の 二 第 六 項 該 収 入 額 の う ち 当 該 転 用 に 係 る 土 地 に 係 る

各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 者 が 、 法 第 八 十 七 も の を 差 し 引 い た 額 ） を 納 付 せ し め る 旨 の

条 の 三 第 七 項 に お い て 準 用 す る 法 第 八 十 七 条 件 を 付 し た 分 担 金 を 徴 収 す る 。

条 第 五 項 の 規 定 に よ る 当 該 機 構 関 連 事 業 の ２ 知 事 は 、 前 項 の 分 担 金 を 徴 収 す る 場 合 に

計 画 を 定 め た 旨 の 公 告 が あ つ た 日 か ら 、 当 あ つ て は 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 係 る 第

該 機 構 関 連 事 業 の 工 事 の 完 了 に つ き 法 第 百 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 徴 収 に 係 る 決 定 通

十 三 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ つ 知 を 行 な う 際 に 併 せ て そ の 通 知 を 受 け る 者

た 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 の 完 了 の 日 が に 前 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 分 担 金 の 額 そ

示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ た 日 ） の 属 す の 他 当 該 分 担 金 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め て

る 年 度 の 翌 年 度 （ そ の 年 度 が 到 来 す る 前 の こ れ を 通 知 す る も の と す る 。

年 度 を 知 事 が 指 定 し た と き は 、 そ の 指 定 し ３ 知 事 は 、 転 用 に 係 る 土 地 の 面 積 が 知 事 の

た 年 度 ） の 初 日 以 後 八 年 を 経 過 す る 日 ま で 指 定 す る 面 積 を 超 え な い 場 合 そ の 他 知 事 が

の 間 に 、 当 該 各 号 に 定 め る 場 合 に 該 当 す る 特 に 納 付 の 必 要 が な い も の と し て 承 認 し た

と き は 、 そ の 者 か ら 特 別 徴 収 金 を 徴 収 す と き は 、 第 一 項 の 分 担 金 を 免 除 す る こ と が

る 。 で き る 。

４ 第 一 項 の 場 合 に は 、 第 二 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

５ 前 条 の 規 定 は 、 第 一 項 の 分 担 金 に 適 用 し

な い 。

（ 特 別 徴 収 金 の 額 ）

第 八 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 特

別 徴 収 金 の 額 は 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に

要 し た 費 用 の 額 に そ の 徴 収 に 係 る 土 地 の 面

積 を 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地

域 内 に あ る 土 地 の 面 積 で 除 し て 得 た 数 値 を

乗 じ て 得 た 額 か ら 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業

に つ き 第 二 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 又 は 法

第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴 収 し

た 分 担 金 又 は 負 担 金 の 額 に 当 該 数 値 を 乗 じ

て 得 た 額 を 差 し 引 い て 得 た 額 と す る 。

２ 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 特 別 徴

収 金 の 額 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 を 準 用 す

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 中 「 前 条 第 一

項 」 と あ る の は 「 前 条 第 三 項 」 と 、 「 県 営

（ 以 下 「 受 益 者 」 と い う 。 ） か ら 、 分 担 金 （ 以 下 「 受 益 者 」 と い う 。 ） か ら 、 分 担 金

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略0
0

（ 分 担 金 の 額 ） （ 分 担 金 の 額 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 ２ 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 市 町 村

に 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 要 す る 費 用 の 一 に 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 要 す る 費 用 の 一

部 を 負 担 さ せ る 場 合 に お け る 前 条 第 一 項 の 部 を 負 担 さ せ る 場 合 に お け る 前 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の 額 規 定 に よ り 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の 額

は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定

に よ り 算 定 し た 額 か ら 当 該 市 町 村 の 負 担 す に よ り 算 定 し た 額 か ら 当 該 市 町 村 の 負 担 す

べ き 額 を 除 い た 額 と す る 。 べ き 願 を 除 い た 額 と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 分 担 金 の 徴 収 の 方 法 ） （ 徴 収 の 方 法 ）

第 四 条 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 額 の 金 銭 第 四 条 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 金 銭

又 は 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 又 は 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 （ 以 下

は 、 そ の 年 度 内 に 「 分 担 金 等 」 と い う 。 ） は 、 そ の 年 度 内 に

一 回 に 徴 収 す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 由 が あ 一 回 に 徴 収 す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 由 が あ

る と き は 、 分 割 し て 徴 収 す る こ と が で き る と き は 、 分 割 し て 徴 収 す る こ と が で き

る 。 る 。

２ 略 ２ 略

（ 特 別 徴 収 金 の 徴 収 ） （ 知 事 の 指 定 す る 事 業 に つ い て の 分 担 金 の

特 例 ）

第 七 条 県 は 、 国 か ら 補 助 金 の 交 付 を 受 け て 第 七 条 県 は 、 国 か ら 補 助 金 の 交 付 を 受 け て

行 う 県 営 土 地 改 良 事 業 で あ つ て 別 に 知 事 が 行 う 県 営 土 地 改 良 事 業 で あ つ て 別 に 知 事 が

指 定 す る も の の 施 行 に 係 る 地 域 内 に あ る 土 指 定 す る も の の 施 行 に つ い て は 、 当 該 県 営

地 に つ き 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 す る 土 地 改 良 事 業 に よ つ て 利 益 を 受 け る 者 で 当

者 が 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 工 事 の 完 了 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 の

に つ き 法 第 百 十 三 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ 土 地 に つ い て 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有

る 公 告 が あ つ た 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 す る も の か ら 、 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り

の 完 了 の 日 が 示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ 徴 収 す る 各 年 度 の 分 担 金 の ほ か 、 当 該 県 営

た 日 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 公 告 日 」 と い 土 地 改 良 事 業 に 要 し た 費 用 か ら 第 三 条 の 規

う 。 ） か ら 、 公 告 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 定 に よ り 算 定 し た 分 担 金 の 額 を 除 い た 額 を

（ そ の 年 度 が 到 来 す る 前 の 年 度 を 知 事 が 指 そ の 者 が 法 第 三 条 に 規 定 す る 資 格 を 有 し て

定 し た と き は 、 そ の 指 定 し た 年 度 ） の 初 日 い る 当 該 地 域 内 の 土 地 の 面 積 に 割 り ふ つ て

以 後 八 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、 当 該 土 得 ら れ る 額 の 範 囲 内 で 、 当 該 土 地 の 全 部 又

地 を 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 計 画 に お い て は 一 部 が 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 工 事 の 完

予 定 す る 用 途 以 外 の 用 途 （ 以 下 こ の 項 に お 了 の 公 告 の 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 完 了

い て 「 目 的 外 用 途 」 と い う 。 ） に 供 す る た の 日 が 示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ た 日 ）

め 所 有 権 の 移 転 等 （ 所 有 権 の 移 転 又 は 地 上 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 （ そ の 年 度 が 到 来 す

権 、 賃 借 権 そ の 他 の 使 用 及 び 収 益 を 目 的 と る 前 の 年 度 を 知 事 が 指 定 し た と き は 、 そ の
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す る 権 利 の 設 定 若 し く は 移 転 を い う 。 以 下 指 定 し た 年 度 ） か ら 起 算 し て 八 年 を 経 過 し

同 じ 。 ） を し た 場 合 又 は 当 該 土 地 を 自 ら 目 な い 間 に 農 地 以 外 へ の 転 用 が 行 わ れ る 場 合

的 外 用 途 に 供 し た 場 合 （ 当 該 土 地 を 目 的 外 又 は 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に よ り 畑 と し て 0
0

用 途 に 供 す る た め 所 有 権 の 移 転 等 を 受 け 区 画 形 質 が 変 更 さ れ 、 若 し く は 造 成 さ れ た

て 、 目 的 外 用 途 に 供 し た 場 合 を 除 く 。 ） に 農 地 に つ い て の 開 田 が 行 わ れ る 場 合 に 、 当

は 、 そ の 者 か ら 特 別 徴 収 金 を 徴 収 す る 。 該 転 用 又 は 開 田 に 係 る 土 地 の 面 積 に 応 じ た

２ 前 項 の 場 合 に は 、 第 二 条 第 二 項 の 規 定 を 額 （ 農 地 が 農 地 以 外 に 転 用 さ れ る こ と に 伴

準 用 す る 。 い 遊 休 化 す る 施 設 を 目 的 外 用 途 に 活 用 す る

３ 県 は 、 機 構 関 連 事 業 の 施 行 に 係 る 地 域 内 こ と に よ り 生 ず る 収 入 が あ る 場 合 に は 、 当

に あ る 土 地 に つ き 法 第 九 十 一 条 の 二 第 六 項 該 収 入 額 の う ち 当 該 転 用 に 係 る 土 地 に 係 る

各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 者 が 、 法 第 八 十 七 も の を 差 し 引 い た 額 ） を 納 付 せ し め る 旨 の

条 の 三 第 七 項 に お い て 準 用 す る 法 第 八 十 七 条 件 を 付 し た 分 担 金 を 徴 収 す る 。

条 第 五 項 の 規 定 に よ る 当 該 機 構 関 連 事 業 の ２ 知 事 は 、 前 項 の 分 担 金 を 徴 収 す る 場 合 に

計 画 を 定 め た 旨 の 公 告 が あ つ た 日 か ら 、 当 あ つ て は 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に 係 る 第

該 機 構 関 連 事 業 の 工 事 の 完 了 に つ き 法 第 百 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 徴 収 に 係 る 決 定 通

十 三 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ つ 知 を 行 な う 際 に 併 せ て そ の 通 知 を 受 け る 者

た 日 （ そ の 公 告 に お い て 工 事 の 完 了 の 日 が に 前 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 分 担 金 の 額 そ

示 さ れ た と き は 、 そ の 示 さ れ た 日 ） の 属 す の 他 当 該 分 担 金 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め て

る 年 度 の 翌 年 度 （ そ の 年 度 が 到 来 す る 前 の こ れ を 通 知 す る も の と す る 。

年 度 を 知 事 が 指 定 し た と き は 、 そ の 指 定 し ３ 知 事 は 、 転 用 に 係 る 土 地 の 面 積 が 知 事 の

た 年 度 ） の 初 日 以 後 八 年 を 経 過 す る 日 ま で 指 定 す る 面 積 を 超 え な い 場 合 そ の 他 知 事 が

の 間 に 、 当 該 各 号 に 定 め る 場 合 に 該 当 す る 特 に 納 付 の 必 要 が な い も の と し て 承 認 し た

と き は 、 そ の 者 か ら 特 別 徴 収 金 を 徴 収 す と き は 、 第 一 項 の 分 担 金 を 免 除 す る こ と が

る 。 で き る 。

４ 第 一 項 の 場 合 に は 、 第 二 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

５ 前 条 の 規 定 は 、 第 一 項 の 分 担 金 に 適 用 し

な い 。

（ 特 別 徴 収 金 の 額 ）

第 八 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 特

別 徴 収 金 の 額 は 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 に

要 し た 費 用 の 額 に そ の 徴 収 に 係 る 土 地 の 面

積 を 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る 地

域 内 に あ る 土 地 の 面 積 で 除 し て 得 た 数 値 を

乗 じ て 得 た 額 か ら 、 当 該 県 営 土 地 改 良 事 業

に つ き 第 二 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 又 は 法

第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴 収 し

た 分 担 金 又 は 負 担 金 の 額 に 当 該 数 値 を 乗 じ

て 得 た 額 を 差 し 引 い て 得 た 額 と す る 。

２ 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 徴 収 す る 特 別 徴

収 金 の 額 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 を 準 用 す

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 中 「 前 条 第 一

項 」 と あ る の は 「 前 条 第 三 項 」 と 、 「 県 営

土 地 改 良 事 業 」 と あ る の は 「 機 構 関 連 事

業 」 と 、 「 第 二 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 又

は 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴0
0

収 し た 分 担 金 又 は 負 担 金 」 と あ る の は 「 法

第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴 収 し

た 負 担 金 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 特 別 徴 収 金 の 減 免 ）

第 九 条 特 別 徴 収 金 の 徴 収 に 係 る 土 地 の 面 積

が 知 事 の 指 定 す る 面 積 を 超 え な い 場 合 そ の

他 知 事 が 特 に 納 付 の 必 要 が な い も の と し て

承 認 し た と き は 、 当 該 特 別 徴 収 金 の 一 部 又

は 全 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

（ 延 滞 金 ） （ 延 滞 金 ）

第 十 条 知 事 は 、 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 第 八 条 受 益 者 、 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 土

額 の 金 銭 、 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 、 地 改 良 区 又 は 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 市 町 村

特 別 徴 収 金 又 は 特 別 徴 収 金 に 相 当 す る 額 の が 分 担 金 等 を 納 入 期 限 ま で に 納 入 し な か つ

金 銭 （ 以 下 「 分 担 金 等 」 と い う 。 ） を 納 入 た と き は

期 限 ま で に 納 入 し な い 者 が あ る と き は 、 そ

の 者 か ら 、 当 該 未 納 分 に 対 し 、 当 該 納 入 期 、 当 該 未 納 分 に 対 し 、 当 該 納 入 期

限 の 翌 日 か ら 納 入 の あ つ た 日 ま で の 期 間 の 限 の 翌 日 か ら 納 入 の あ つ た 日 ま で の 期 間 の

日 数 に 応 じ 、 年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト （ 当 該 日 数 に 応 じ 、 年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト （ 当 該

納 入 期 限 の 翌 日 か ら 一 月 を 経 過 す る 日 ま で 納 入 期 限 の 翌 日 か ら 一 月 を 経 過 す る 日 ま で

の 期 間 に つ い て は 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト ） の 期 間 に つ い て は 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト ）

の 割 合 を 乗 じ て 得 た 金 額 に 相 当 す る 延 滞 金 の 割 合 を 乗 じ て 得 た 金 額 に 相 当 す る 延 滞 金

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

２ 略 ２ 略

第 十 一 条 略 第 九 条 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 等 徴 収 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 七 条 第 一

項 及 び 第 二 項 、 第 八 条 第 一 項 、 第 九 条 並 び に 第 十 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 新 条 例 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る

地 域 内 の 土 地 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 新 条 例 第 七 条 第 一 項 の 所 有 権 の 移 転 等 を し た 場 合 又 は

当 該 土 地 を 自 ら 目 的 外 用 途 に 供 し た 場 合 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に こ れ ら の 行 為 を 行 っ た

場 合 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 農 地 整 備 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 収 入 の 申 告 等 ） （ 収 入 の 申 告 等 ）

第 十 三 条 略 第 十 三 条 略

２ 知 事 は 、 法 第 十 六 条 第 四 項 に 規 定 す る 入

居 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 を す る

こ と 及 び 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る 報 告 の

請 求 に 応 じ る こ と が 困 難 な 事 情 に あ る と 認

め る と き は 、 同 条 の 規 定 に よ る 書 類 の 閲 覧

の 請 求 そ の 他 の 知 事 が 定 め る 方 法 に よ り 当

該 入 居 者 の 収 入 を 把 握 す る こ と が で き る 。

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 ２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告

及 び 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 把 握 に 基 づ に 基 づ

き 、 入 居 者 の 収 入 を 認 定 し 、 当 該 認 定 し た き 、 入 居 者 の 収 入 を 認 定 し 、 当 該 認 定 し た

収 入 の 額 を 当 該 入 居 者 に 通 知 す る も の と す 収 入 の 額 を 当 該 入 居 者 に 通 知 す る も の と す

る 。 る 。

４ 略 ３ 略

（ 家 賃 の 決 定 ） （ 家 賃 の 決 定 ）

第 十 四 条 県 営 住 宅 の 毎 月 の 家 賃 は 、 毎 年 第 十 四 条 県 営 住 宅 の 毎 月 の 家 賃 は 、 毎 年

度 、 入 居 者 の 収 入 及 び 当 該 県 営 住 宅 の 立 地 度 、 入 居 者 の 収 入 及 び 当 該 県 営 住 宅 の 立 地

条 件 、 規 模 、 建 設 時 か ら の 経 過 年 数 そ の 他 条 件 、 規 模 、 建 設 時 か ら の 経 過 年 数 そ の 他

の 事 項 に 応 じ 、 か つ 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 の 事 項 に 応 じ 、 か つ 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家

賃 （ 次 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た も の を い 賃 （ 次 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た も の を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 下 で 、 規 則 で 定 め る と う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 下 で 、 規 則 で 定 め る と

こ ろ に よ り 、 知 事 が 定 め る 。 た だ し 、 前 条 こ ろ に よ り 、 知 事 が 定 め る 。 た だ し 、 前 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 が な い 場 合 第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 が な い 場 合

に お い て 、 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る 報 告 に お い て 、 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る

の 請 求 を 行 っ た に も か か わ ら ず 、 入 居 者 が 請 求 を 行 っ た に も か か わ ら ず 、 入 居 者 が

そ の 請 求 に 応 じ な い と き （ 前 条 第 二 項 に 規 そ の 請 求 に 応 じ な い と き

定 す る と き を 除 く 。 ） は 、 当 該 県 営 住 宅 の は 、 当 該 県 営 住 宅 の

土 地 改 良 事 業 」 と あ る の は 「 機 構 関 連 事

業 」 と 、 「 第 二 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 又

は 法 第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴0
0

収 し た 分 担 金 又 は 負 担 金 」 と あ る の は 「 法

第 九 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 県 が 徴 収 し

た 負 担 金 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 特 別 徴 収 金 の 減 免 ）

第 九 条 特 別 徴 収 金 の 徴 収 に 係 る 土 地 の 面 積

が 知 事 の 指 定 す る 面 積 を 超 え な い 場 合 そ の

他 知 事 が 特 に 納 付 の 必 要 が な い も の と し て

承 認 し た と き は 、 当 該 特 別 徴 収 金 の 一 部 又

は 全 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

（ 延 滞 金 ） （ 延 滞 金 ）

第 十 条 知 事 は 、 分 担 金 、 分 担 金 に 相 当 す る 第 八 条 受 益 者 、 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 土

額 の 金 銭 、 分 担 金 に 相 当 す る 部 分 の 費 用 、 地 改 良 区 又 は 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 市 町 村

特 別 徴 収 金 又 は 特 別 徴 収 金 に 相 当 す る 額 の が 分 担 金 等 を 納 入 期 限 ま で に 納 入 し な か つ

金 銭 （ 以 下 「 分 担 金 等 」 と い う 。 ） を 納 入 た と き は

期 限 ま で に 納 入 し な い 者 が あ る と き は 、 そ

の 者 か ら 、 当 該 未 納 分 に 対 し 、 当 該 納 入 期 、 当 該 未 納 分 に 対 し 、 当 該 納 入 期

限 の 翌 日 か ら 納 入 の あ つ た 日 ま で の 期 間 の 限 の 翌 日 か ら 納 入 の あ つ た 日 ま で の 期 間 の

日 数 に 応 じ 、 年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト （ 当 該 日 数 に 応 じ 、 年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト （ 当 該

納 入 期 限 の 翌 日 か ら 一 月 を 経 過 す る 日 ま で 納 入 期 限 の 翌 日 か ら 一 月 を 経 過 す る 日 ま で

の 期 間 に つ い て は 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト ） の 期 間 に つ い て は 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト ）

の 割 合 を 乗 じ て 得 た 金 額 に 相 当 す る 延 滞 金 の 割 合 を 乗 じ て 得 た 金 額 に 相 当 す る 延 滞 金

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

２ 略 ２ 略

第 十 一 条 略 第 九 条 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 栃 木 県 営 土 地 改 良 事 業 分 担 金 等 徴 収 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 七 条 第 一

項 及 び 第 二 項 、 第 八 条 第 一 項 、 第 九 条 並 び に 第 十 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 新 条 例 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 県 営 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る

地 域 内 の 土 地 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 新 条 例 第 七 条 第 一 項 の 所 有 権 の 移 転 等 を し た 場 合 又 は

当 該 土 地 を 自 ら 目 的 外 用 途 に 供 し た 場 合 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に こ れ ら の 行 為 を 行 っ た

場 合 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 農 地 整 備 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 収 入 の 申 告 等 ） （ 収 入 の 申 告 等 ）

第 十 三 条 略 第 十 三 条 略

２ 知 事 は 、 法 第 十 六 条 第 四 項 に 規 定 す る 入

居 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 を す る

こ と 及 び 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る 報 告 の

請 求 に 応 じ る こ と が 困 難 な 事 情 に あ る と 認

め る と き は 、 同 条 の 規 定 に よ る 書 類 の 閲 覧

の 請 求 そ の 他 の 知 事 が 定 め る 方 法 に よ り 当

該 入 居 者 の 収 入 を 把 握 す る こ と が で き る 。

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 ２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告

及 び 前 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 把 握 に 基 づ に 基 づ

き 、 入 居 者 の 収 入 を 認 定 し 、 当 該 認 定 し た き 、 入 居 者 の 収 入 を 認 定 し 、 当 該 認 定 し た

収 入 の 額 を 当 該 入 居 者 に 通 知 す る も の と す 収 入 の 額 を 当 該 入 居 者 に 通 知 す る も の と す

る 。 る 。

４ 略 ３ 略

（ 家 賃 の 決 定 ） （ 家 賃 の 決 定 ）

第 十 四 条 県 営 住 宅 の 毎 月 の 家 賃 は 、 毎 年 第 十 四 条 県 営 住 宅 の 毎 月 の 家 賃 は 、 毎 年

度 、 入 居 者 の 収 入 及 び 当 該 県 営 住 宅 の 立 地 度 、 入 居 者 の 収 入 及 び 当 該 県 営 住 宅 の 立 地

条 件 、 規 模 、 建 設 時 か ら の 経 過 年 数 そ の 他 条 件 、 規 模 、 建 設 時 か ら の 経 過 年 数 そ の 他

の 事 項 に 応 じ 、 か つ 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 の 事 項 に 応 じ 、 か つ 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家

賃 （ 次 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た も の を い 賃 （ 次 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た も の を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 下 で 、 規 則 で 定 め る と う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 下 で 、 規 則 で 定 め る と

こ ろ に よ り 、 知 事 が 定 め る 。 た だ し 、 前 条 こ ろ に よ り 、 知 事 が 定 め る 。 た だ し 、 前 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 が な い 場 合 第 一 項 の 規 定 に よ る 収 入 の 申 告 が な い 場 合

に お い て 、 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る 報 告 に お い て 、 法 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ る

の 請 求 を 行 っ た に も か か わ ら ず 、 入 居 者 が 請 求 を 行 っ た に も か か わ ら ず 、 入 居 者 が

そ の 請 求 に 応 じ な い と き （ 前 条 第 二 項 に 規 そ の 請 求 に 応 じ な い と き

定 す る と き を 除 く 。 ） は 、 当 該 県 営 住 宅 の は 、 当 該 県 営 住 宅 の

家 賃 は 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 と す る 。 家 賃 は 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

0
0

第 三 十 一 条 略 第 三 十 一 条 略

（ 債 権 の 放 棄 等 ）

第 三 十 一 条 の 二 知 事 は 、 第 十 九 条 （ 第 二 十

四 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に よ る ほ か 、 家 賃 に 係 る 債 権

そ の 他 の 県 営 住 宅 及 び 共 同 施 設 等 の 管 理 に

係 る 債 権 に つ い て 消 滅 時 効 の 期 間 が 経 過 し

た と き は 、 当 該 債 権 を 放 棄 す る こ と が で き

る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 債 権 を 放 棄 し

た と き は 、 こ れ を 議 会 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。
附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 住 宅 課 ）
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家 賃 は 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 と す る 。 家 賃 は 、 近 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

0
0

第 三 十 一 条 略 第 三 十 一 条 略

（ 債 権 の 放 棄 等 ）

第 三 十 一 条 の 二 知 事 は 、 第 十 九 条 （ 第 二 十

四 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に よ る ほ か 、 家 賃 に 係 る 債 権

そ の 他 の 県 営 住 宅 及 び 共 同 施 設 等 の 管 理 に

係 る 債 権 に つ い て 消 滅 時 効 の 期 間 が 経 過 し

た と き は 、 当 該 債 権 を 放 棄 す る こ と が で き

る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 債 権 を 放 棄 し

た と き は 、 こ れ を 議 会 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。
附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 住 宅 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

学 校 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 数 ） （ 定 数 ）

第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す 第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 三 六 人 一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 七 〇 人

二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 三 七 人 二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 六 二 六 人

計 一 六 、 六 七 三 人 計 一 六 、 七 九 六 人

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

00

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第３（第９条の２第９条の３関係） 別表第３（第９条の２第９条の３関係）、 、

１へき地学校等 １へき地学校等

学 校 名 学 校 名

級別 級別

小学校中学校 小学校中学校

へき地日光市立小来川略 へき地日光市立小来川略

学校に小学校 学校に小学校

準ずる茂木町立逆川小 準ずる茂木町立逆川小

学校学校 学校学校

茂木町立中川小 茂木町立中川小

学校 学校

那珂川町立馬頭

西小学校

佐野市立閑馬小 佐野市立閑馬小

学校 学校

佐野市立下彦間 佐野市立下彦間

小学校 小学校

略 略

２特別の地域に所在する学校 ２特別の地域に所在する学校

大田原市立羽田小学校

小学校中学校

鹿沼市立西大芦小学大田原市立佐久山中

校 学校
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00

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第３（第９条の２第９条の３関係） 別表第３（第９条の２第９条の３関係）、 、

１へき地学校等 １へき地学校等

学 校 名 学 校 名

級別 級別

小学校中学校 小学校中学校

へき地日光市立小来川略 へき地日光市立小来川略

学校に小学校 学校に小学校

準ずる茂木町立逆川小 準ずる茂木町立逆川小

学校学校 学校学校

茂木町立中川小 茂木町立中川小

学校 学校

那珂川町立馬頭

西小学校

佐野市立閑馬小 佐野市立閑馬小

学校 学校

佐野市立下彦間 佐野市立下彦間

小学校 小学校

略 略

２特別の地域に所在する学校 ２特別の地域に所在する学校

大田原市立羽田小学校

小学校中学校

鹿沼市立西大芦小学大田原市立佐久山中

校 学校

大田原市立羽田小学

校

0
0

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

00

栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額 職員等の名 の額

称 称

１・２略 １・２略

３県立学１校ごとに年額４級３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円 校の学校157,000円

薬剤師 薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５略 ４略

備考略 備考略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 教 職 員 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額 職員等の名 の額

称 称

１・２略 １・２略

３県立学１校ごとに年額４級３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円 校の学校157,000円

薬剤師 薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５略 ４略

備考略 備考略
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 教 職 員 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号

栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に （ 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に

関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 二 条 県 は 、 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 第 二 条 県 は 、 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の

適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表

の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き

（ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は そ （ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は そ

の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ～ 四 の 二 略 一 ～ 四 の 二 略

五 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 九 千 九 百 円 五 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 一 万 千 円

に 基 づ く 営 業 所 の 構 造 又 に 基 づ く 営 業 所 の 構 造 又

は 設 備 の 変 更 の 承 認 の 申 は 設 備 の 変 更 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

六 法 第 十 条 の 二 第 一 項 の 一 万 三 千 円 六 法 第 十 条 の 二 第 一 項 の 一 万 五 千 円

規 定 に 基 づ く 特 例 風 俗 営 （ 当 該 申 請 を 規 定 に 基 づ く 特 例 風 俗 営 （ 当 該 申 請 を

業 者 の 認 定 の 申 請 に 対 す 行 う 者 が 同 時 業 者 の 認 定 の 申 請 に 対 す 行 う 者 が 同 時

る 審 査 に 他 の 法 第 十 る 審 査 に 他 の 法 第 十

条 の 二 第 一 項 条 の 二 第 一 項

の 規 定 に 基 づ の 規 定 に 基 づ

く 認 定 の 申 請 く 認 定 の 申 請

を 行 う 場 合 に を 行 う 場 合 に

お け る 当 該 他 お け る 当 該 他
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0
0

栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号

栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に （ 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に

関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 二 条 県 は 、 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 第 二 条 県 は 、 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の

適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表

の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き

（ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は そ （ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は そ

の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ～ 四 の 二 略 一 ～ 四 の 二 略

五 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 九 千 九 百 円 五 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 一 万 千 円

に 基 づ く 営 業 所 の 構 造 又 に 基 づ く 営 業 所 の 構 造 又

は 設 備 の 変 更 の 承 認 の 申 は 設 備 の 変 更 の 承 認 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

六 法 第 十 条 の 二 第 一 項 の 一 万 三 千 円 六 法 第 十 条 の 二 第 一 項 の 一 万 五 千 円

規 定 に 基 づ く 特 例 風 俗 営 （ 当 該 申 請 を 規 定 に 基 づ く 特 例 風 俗 営 （ 当 該 申 請 を

業 者 の 認 定 の 申 請 に 対 す 行 う 者 が 同 時 業 者 の 認 定 の 申 請 に 対 す 行 う 者 が 同 時

る 審 査 に 他 の 法 第 十 る 審 査 に 他 の 法 第 十

条 の 二 第 一 項 条 の 二 第 一 項

の 規 定 に 基 づ の 規 定 に 基 づ

く 認 定 の 申 請 く 認 定 の 申 請

を 行 う 場 合 に を 行 う 場 合 に

お け る 当 該 他 お け る 当 該 他

の 同 項 の 規 定 の 同 項 の 規 定

に 基 づ く 認 定 に 基 づ く 認 定

の 申 請 に 係 る の 申 請 に 係 る0
0

審 査 に あ っ て 審 査 に あ っ て

は 、 一 万 円 は 、 一 万 千 七

） 百 円 ）

七 ～ 十 一 略 七 ～ 十 一 略

十 二 法 第 三 十 一 条 の 二 十 次 に 掲 げ る 当 十 二 法 第 三 十 一 条 の 二 十 次 に 掲 げ る 当

二 の 規 定 に 基 づ く 特 定 遊 該 審 査 の 区 分 二 の 規 定 に 基 づ く 特 定 遊 該 審 査 の 区 分

興 飲 食 店 営 業 の 許 可 の 申 に 応 じ 、 そ れ 興 飲 食 店 営 業 の 許 可 の 申 に 応 じ 、 そ れ

請 に 対 す る 審 査 ぞ れ 次 に 定 め 請 に 対 す る 審 査 ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 （ 当 該 る 金 額 （ 当 該

申 請 を 行 う 者 申 請 を 行 う 者

が 同 時 に 他 の が 同 時 に 他 の

法 第 三 十 一 条 法 第 三 十 一 条

の 二 十 二 の 規 の 二 十 二 の 規

定 に 基 づ く 許 定 に 基 づ く 許

可 の 申 請 を 行 可 の 申 請 を 行

う 場 合 に お け う 場 合 に お け

る 当 該 他 の 同 る 当 該 他 の 同

条 の 規 定 に 基 条 の 規 定 に 基

づ く 許 可 の 申 づ く 許 可 の 申

請 に 係 る 審 査 請 に 係 る 審 査

に あ っ て は 、 に あ っ て は 、

そ れ ぞ れ 当 該 そ れ ぞ れ 当 該

金 額 か ら 八 千 金 額 か ら 八 千

七 百 円 を 減 じ 円 を 減 じ

た 金 額 ） た 金 額 ）

・ 略 ・ 略

（
一

）

（
二

）

（
一

）

（
二

）

十 三 ～ 二 十 一 略 十 三 ～ 二 十 一 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 火 薬 類 取 締 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 火 薬 類 取 締 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 四 条 県 は 、 火 薬 類 取 締 法 （ 以 下 こ の 条 に 第 四 条 県 は 、 火 薬 類 取 締 法 （ 以 下 こ の 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に

つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数

料 を 徴 収 す る 。 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額
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の 同 項 の 規 定 の 同 項 の 規 定

に 基 づ く 認 定 に 基 づ く 認 定

の 申 請 に 係 る の 申 請 に 係 る0
0

審 査 に あ っ て 審 査 に あ っ て

は 、 一 万 円 は 、 一 万 千 七

） 百 円 ）

七 ～ 十 一 略 七 ～ 十 一 略

十 二 法 第 三 十 一 条 の 二 十 次 に 掲 げ る 当 十 二 法 第 三 十 一 条 の 二 十 次 に 掲 げ る 当

二 の 規 定 に 基 づ く 特 定 遊 該 審 査 の 区 分 二 の 規 定 に 基 づ く 特 定 遊 該 審 査 の 区 分

興 飲 食 店 営 業 の 許 可 の 申 に 応 じ 、 そ れ 興 飲 食 店 営 業 の 許 可 の 申 に 応 じ 、 そ れ

請 に 対 す る 審 査 ぞ れ 次 に 定 め 請 に 対 す る 審 査 ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 （ 当 該 る 金 額 （ 当 該

申 請 を 行 う 者 申 請 を 行 う 者

が 同 時 に 他 の が 同 時 に 他 の

法 第 三 十 一 条 法 第 三 十 一 条

の 二 十 二 の 規 の 二 十 二 の 規

定 に 基 づ く 許 定 に 基 づ く 許

可 の 申 請 を 行 可 の 申 請 を 行

う 場 合 に お け う 場 合 に お け

る 当 該 他 の 同 る 当 該 他 の 同

条 の 規 定 に 基 条 の 規 定 に 基

づ く 許 可 の 申 づ く 許 可 の 申

請 に 係 る 審 査 請 に 係 る 審 査

に あ っ て は 、 に あ っ て は 、

そ れ ぞ れ 当 該 そ れ ぞ れ 当 該

金 額 か ら 八 千 金 額 か ら 八 千

七 百 円 を 減 じ 円 を 減 じ

た 金 額 ） た 金 額 ）

・ 略 ・ 略

（
一

）

（
二

）

（
一

）

（
二

）

十 三 ～ 二 十 一 略 十 三 ～ 二 十 一 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 火 薬 類 取 締 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 火 薬 類 取 締 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 四 条 県 は 、 火 薬 類 取 締 法 （ 以 下 こ の 条 に 第 四 条 県 は 、 火 薬 類 取 締 法 （ 以 下 こ の 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に

つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数

料 を 徴 収 す る 。 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

0
0

三 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 二 千 百 円 三 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 二 千 四 百 円

定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 の 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 の

交 付 交 付

四 略 四 略

（ 質 屋 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 質 屋 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 五 条 県 は 、 質 屋 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お 第 五 条 県 は 、 質 屋 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の

表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ

き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 二 万 二 千 円 一 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 二 万 五 千 円

に 基 づ く 質 屋 営 業 の 許 可 に 基 づ く 質 屋 営 業 の 許 可

の 申 請 に 対 す る 審 査 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 ～ 五 略 二 ～ 五 略

（ 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 （ 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規

制 に 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） 制 に 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 六 条 県 は 、 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 第 六 条 県 は 、 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び

原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に

つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数

料 を 徴 収 す る 。 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 略 一 略

二 法 第 五 十 九 条 第 九 項 の 五 千 四 百 円 二 法 第 五 十 九 条 第 九 項 の 四 千 六 百 円

規 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 規 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書

の 書 換 え の 書 換 え

三 略 三 略
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一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

0
0

三 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 二 千 百 円 三 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 二 千 四 百 円

定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 の 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 の

交 付 交 付

四 略 四 略

（ 質 屋 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 質 屋 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 五 条 県 は 、 質 屋 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お 第 五 条 県 は 、 質 屋 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の

表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ

き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料

を 徴 収 す る 。 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 二 万 二 千 円 一 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 二 万 五 千 円

に 基 づ く 質 屋 営 業 の 許 可 に 基 づ く 質 屋 営 業 の 許 可

の 申 請 に 対 す る 審 査 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 ～ 五 略 二 ～ 五 略

（ 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 （ 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規

制 に 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） 制 に 関 す る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 六 条 県 は 、 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 第 六 条 県 は 、 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び

原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に

つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数

料 を 徴 収 す る 。 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 略 一 略

二 法 第 五 十 九 条 第 九 項 の 五 千 四 百 円 二 法 第 五 十 九 条 第 九 項 の 四 千 六 百 円

規 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書 規 定 に 基 づ く 運 搬 証 明 書

の 書 換 え の 書 換 え

三 略 三 略

（ 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 に 関 す る 手 数 （ 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 に 関 す る 手 数0
0

料 ） 料 ）

第 七 条 県 は 、 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 （ 以 第 七 条 県 は 、 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定

に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い

て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め

る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 略 一 略

二 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 三 千 九 百 円 二 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 三 千 九 百 円

に 基 づ く 国 際 競 技 に 参 加 （ 当 該 申 請 を に 基 づ く 国 際 競 技 に 参 加 （ 当 該 申 請 を

す る た め 入 国 す る 外 国 人 行 う 者 が 同 時 す る た め 入 国 す る 外 国 人 行 う 者 が 同 時

の 銃 砲 又 は 刀 剣 類 の 所 持 に 他 の 法 第 六 の 銃 砲 又 は 刀 剣 類 の 所 持 に 他 の 法 第 六

の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 条 第 一 項 の 規 の 許 可 の 申 請 に 対 す る 審 条 第 一 項 の 規

査 定 に 基 づ く 許 査 定 に 基 づ く 許

可 の 申 請 を 行 可 の 申 請 を 行

う 場 合 に お け う 場 合 に お け

る 当 該 他 の 同 る 当 該 他 の 同

項 の 規 定 に 基 項 の 規 定 に 基

づ く 許 可 の 申 づ く 許 可 の 申

請 に 係 る 審 査 請 に 係 る 審 査

に あ っ て は 、 に あ っ て は 、

千 八 百 円 ） 千 六 百 円 ）

三 略 三 略

四 法 第 七 条 第 二 項 の 規 定 千 九 百 円 四 法 第 七 条 第 二 項 の 規 定 二 千 二 百 円

に 基 づ く 許 可 証 の 再 交 付 に 基 づ く 許 可 証 の 再 交 付

五 ～ 十 三 略 五 ～ 十 三 略

（ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 八 条 県 は 、 道 路 交 通 法 （ 以 下 こ の 条 に お 第 八 条 県 は 、 道 路 交 通 法 （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の い て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の

表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ

き （ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は き （ 特 別 の 計 算 単 位 の あ る も の に つ い て は

そ の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 そ の 計 算 単 位 に つ き ） そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄

に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。
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事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

0
0

一 ～ 一 の 七 略 一 ～ 一 の 七 略

一 の 八 法 第 五 十 一 条 の 十 千 八 百 円 一 の 八 法 第 五 十 一 条 の 十 二 千 円

三 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 三 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く

駐 車 監 視 員 資 格 者 証 の 再 駐 車 監 視 員 資 格 者 証 の 再

交 付 交 付

二 ・ 三 略 二 ・ 三 略

三 の 二 法 第 九 十 七 条 の 二 千 四 百 円 三 の 二 法 第 九 十 七 条 の 二 講 習 三 十 分 に

第 一 項 第 三 号 イ に 規 定 す 第 一 項 第 三 号 イ に 規 定 す つ い て 三 百 五

る 認 知 機 能 検 査 （ 以 下 こ る 認 知 機 能 検 査 （ 以 下 こ 十 円

の 条 に お い て 「 認 知 機 能 の 条 に お い て 「 認 知 機 能

検 査 」 と い う 。 ） に 従 事 検 査 」 と い う 。 ） に 従 事

し よ う と す る 者 に 対 す る し よ う と す る 者 に 対 す る

講 習 講 習

三 の 三 法 第 百 四 条 の 四 第 千 百 円 三 の 三 法 第 百 四 条 の 四 第 千 円

六 項 の 規 定 に 基 づ く 運 転 六 項 の 規 定 に 基 づ く 運 転

経 歴 証 明 書 の 交 付 経 歴 証 明 書 の 交 付

三 の 四 法 第 百 四 条 の 四 第 千 百 円 三 の 四 法 第 百 四 条 の 四 第 千 円

六 項 の 規 定 に 基 づ く 運 転 六 項 の 規 定 に 基 づ く 運 転

経 歴 証 明 書 の 再 交 付 経 歴 証 明 書 の 再 交 付

四 法 第 百 八 条 の 二 第 二 項 千 三 百 五 十 円 四 法 第 百 八 条 の 二 第 二 項 千 三 百 五 十 円

の 規 定 に 基 づ く 講 習 の う 以 上 七 千 九 百 の 規 定 に 基 づ く 講 習 の う 以 上 七 千 五 百

ち 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め 五 十 円 以 下 の ち 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め 五 十 円 以 下 の

る も の の 実 施 範 囲 内 で 知 事 る も の の 実 施 範 囲 内 で 知 事

が 定 め る 額 が 定 め る 額

２ ～ ６ 略 ２ ～ ６ 略

第 八 条 第 二 項 の 表 一 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
六

）

大 型 自 動 車 免 許 、 中 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 一 千 五 百 五 十 円

（
一

）
型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 号 又 は 第 二 号 に 該 当 し て 同 項

型 自 動 車 免 許 に 係 る 試 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

験

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円

号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 四 千 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項 第0
0

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う 試

験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車

を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 六 千 六 百 円 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 一 千 七 百 五 十 円

（
二

）
る 試 験 号 又 は 第 二 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円

号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 五 百 五 十 円 （ 法 第 九 十 七 条 第

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て

行 う 試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る

自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に

あ っ て は 、 三 千 三 百 五 十 円 ）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 五 十 円

（
三
）

（ 大 型 特 殊 自 動 車 免 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

許 、 大 型 自 動 二 輪 車 免 用 を 受 け る 場 合

許 、 普 通 自 動 二 輪 車 免

許 又 は 牽 引 免 許 を い 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円

け ん

う 。 以 下 こ の 条 に お い 号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

て 同 じ 。 ） 又 は 大 型 特 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

殊 自 動 車 第 二 種 免 許 若

し く は 牽 引 第 二 種 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 六 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

け ん

に 係 る 試 験 定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 四 千 五 十 円 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 千 九 百 円

（
四

）
又 は 原 動 機 付 自 転 車 免 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

許 に 係 る 試 験

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 千 五 百 円

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合

大 型 自 動 車 第 二 種 免 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 円

（
五
）

許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適
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法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 四 千 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項 第0
0

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う 試

験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車

を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 六 千 六 百 円 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 一 千 七 百 五 十 円

（
二

）
る 試 験 号 又 は 第 二 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円

号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 五 百 五 十 円 （ 法 第 九 十 七 条 第

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て

行 う 試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る

自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に

あ っ て は 、 三 千 三 百 五 十 円 ）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 五 十 円

（
三

）
（ 大 型 特 殊 自 動 車 免 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

許 、 大 型 自 動 二 輪 車 免 用 を 受 け る 場 合

許 、 普 通 自 動 二 輪 車 免

許 又 は 牽 引 免 許 を い 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円

け ん

う 。 以 下 こ の 条 に お い 号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

て 同 じ 。 ） 又 は 大 型 特 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

殊 自 動 車 第 二 種 免 許 若

し く は 牽 引 第 二 種 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 六 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

け ん

に 係 る 試 験 定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 四 千 五 十 円 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 千 九 百 円

（
四

）
又 は 原 動 機 付 自 転 車 免 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

許 に 係 る 試 験

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 千 五 百 円

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合

大 型 自 動 車 第 二 種 免 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 円

（
五

）
許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

免 許 又 は 普 通 自 動 車 第 用 を 受 け る 場 合

二 種 免 許 に 係 る 試 験

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円 0
0

号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 四 千 八 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 七 千 六 百 五 十 円 ）

仮 運 転 免 許 に 係 る 試 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 円

（
六

）
験 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 四 千 五 百 五 十 円

号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 九 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 四 千 三 百 五 十 円 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 一 の 二 の 項 及 び を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
二

）

大 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 、 中 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 又 は 三 千 九 百 円 （ 公 安 委 員 会 が 提 供 す

（
一

）
準 中 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 法 第 る 自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に

八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 検 査 （ 以 下 こ の 条 に お い あ っ て は 、 六 千 四 百 円 ）

て 「 検 査 」 と い う 。 ）

普 通 自 動 車 仮 運 転 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 検 査 三 千 七 百 五 十 円 （ 公 安 委 員 会 が 提

（
二

）

供 す る 自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場

合 に あ っ て は 、 四 千 五 百 五 十 円 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 九 百 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二 項 に

（
一

）

規 定 す る 準 中 型 自 動 車 の 運 転 に つ

い て 必 要 な 技 能 に つ い て 行 う 試 験

を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車 を

使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て は 、
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四 千 四 百 円 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 七 百 五 十 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二0
0

（
二
）

項 に 規 定 す る 普 通 自 動 車 の 運 転 に

つ い て 必 要 な 技 能 に つ い て 行 う 試

験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車

を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 二 千 五 百 五 十 円 ）

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 又 は 普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 千 六 百 五 十 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二

（
三

）
再 試 験 項 に 規 定 す る 大 型 自 動 二 輪 車 又 は

普 通 自 動 二 輪 車 の 運 転 に つ い て 必

要 な 技 能 に つ い て 行 う 試 験 を 公 安

委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車 を 使 用 し

て 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 三 千 百

円 ）

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 円

（
四

）
第 八 条 第 二 項 の 表 三 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

（
二

）

仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 千 百 五 十 円

（
二

）
第 八 条 第 二 項 の 表 四 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

（
二

）

仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 千 百 五 十 円

（
二

）
第 八 条 第 二 項 の 表 五 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

五 法 第 百 免 許 証 更 新 免 許 証 の 更 新 （ 法 第 百 一 条 の 二 の 二 二 千 五 百 円

（
一

）

一 条 第 一 手 数 料 第 一 項 の 規 定 に よ り 免 許 証 の 更 新 の 申

項 又 は 第 請 を す る 場 合 を 除 く 。 ）

百 一 条 の

二 第 一 項 免 許 証 の 更 新 （ 法 第 百 一 条 の 二 の 二 二 千 五 百 五 十 円

（
二

）

の 規 定 に 第 一 項 の 規 定 に よ り 免 許 証 の 更 新 の 申

よ る 免 許 請 を す る 場 合 ）

証 の 更 新

を 受 け よ

う と す る

者
第 八 条 第 二 項 の 表 五 の 三 の 項 か ら 七 の 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

五 の 三 認 認 知 機 能 検 七 百 五 十 円

免 許 又 は 普 通 自 動 車 第 用 を 受 け る 場 合

二 種 免 許 に 係 る 試 験

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 千 九 百 円 0
0

号 又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 四 千 八 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 七 千 六 百 五 十 円 ）

仮 運 転 免 許 に 係 る 試 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 千 七 百 円

（
六

）
験 号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 四 千 五 百 五 十 円

号 に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 場 合

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 二 千 九 百 円 （ 法 第 九 十 七 条 第 一 項

定 の 適 用 を 受 け な い 場 合 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う

試 験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動

車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 四 千 三 百 五 十 円 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 一 の 二 の 項 及 び を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
二

）

大 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 、 中 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 又 は 三 千 九 百 円 （ 公 安 委 員 会 が 提 供 す

（
一

）
準 中 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 法 第 る 自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場 合 に

八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 検 査 （ 以 下 こ の 条 に お い あ っ て は 、 六 千 四 百 円 ）

て 「 検 査 」 と い う 。 ）

普 通 自 動 車 仮 運 転 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 検 査 三 千 七 百 五 十 円 （ 公 安 委 員 会 が 提

（
二

）

供 す る 自 動 車 を 使 用 し て 受 け る 場

合 に あ っ て は 、 四 千 五 百 五 十 円 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 九 百 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二 項 に

（
一

）

規 定 す る 準 中 型 自 動 車 の 運 転 に つ

い て 必 要 な 技 能 に つ い て 行 う 試 験

を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車 を

使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て は 、
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四 千 四 百 円 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 七 百 五 十 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二0
0

（
二
）

項 に 規 定 す る 普 通 自 動 車 の 運 転 に

つ い て 必 要 な 技 能 に つ い て 行 う 試

験 を 公 安 委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車

を 使 用 し て 受 け る 場 合 に あ っ て

は 、 二 千 五 百 五 十 円 ）

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 又 は 普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 千 六 百 五 十 円 （ 法 第 百 条 の 二 第 二

（
三

）
再 試 験 項 に 規 定 す る 大 型 自 動 二 輪 車 又 は

普 通 自 動 二 輪 車 の 運 転 に つ い て 必

要 な 技 能 に つ い て 行 う 試 験 を 公 安

委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車 を 使 用 し

て 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 三 千 百

円 ）

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 円

（
四

）
第 八 条 第 二 項 の 表 三 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

（
二

）

仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 千 百 五 十 円

（
二

）
第 八 条 第 二 項 の 表 四 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

（
二

）

仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 千 百 五 十 円

（
二

）
第 八 条 第 二 項 の 表 五 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

五 法 第 百 免 許 証 更 新 免 許 証 の 更 新 （ 法 第 百 一 条 の 二 の 二 二 千 五 百 円

（
一

）

一 条 第 一 手 数 料 第 一 項 の 規 定 に よ り 免 許 証 の 更 新 の 申

項 又 は 第 請 を す る 場 合 を 除 く 。 ）

百 一 条 の

二 第 一 項 免 許 証 の 更 新 （ 法 第 百 一 条 の 二 の 二 二 千 五 百 五 十 円

（
二

）

の 規 定 に 第 一 項 の 規 定 に よ り 免 許 証 の 更 新 の 申

よ る 免 許 請 を す る 場 合 ）

証 の 更 新

を 受 け よ

う と す る

者
第 八 条 第 二 項 の 表 五 の 三 の 項 か ら 七 の 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

五 の 三 認 認 知 機 能 検 七 百 五 十 円

知 機 能 検 査 手 数 料

査 を 受 け

よ う と す 0
0

る 者

六 法 第 九 審 査 手 数 料 千 四 百 円 （ 公 安 委 員 会

十 一 条 の が 提 供 す る 自 動 車 を 使

規 定 に よ 用 し て 受 け る 場 合 に

り 運 転 す あ っ て は 、 二 千 八 百 五

る こ と が 十 円 ）

で き る 自

動 車 等 の

種 類 を 限

定 さ れ た

者 で 、 そ

の 限 定 の

全 部 又 は

一 部 の 解

除 を 受 け

る た め 、

公 安 委 員

会 の 審 査

を 受 け よ

う と す る

も の

七 法 第 九 技 能 検 定 員 千 百 五 十 円

十 九 条 の 資 格 者 証 交

二 第 四 項 付 手 数 料

の 規 定 に

よ る 技 能

検 定 員 資

格 者 証 の

交 付 を 受

け よ う と

す る 者

第 八 条 第 二 項 の 表 八 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 二 万 三 千 四 百 円

（
一

）
免 許 に 係 る 法 第 九 十 九 条 の 二 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に

よ る 審 査 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 技 能 検 定 員 審 査 」 と

い う 。 ）
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普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 九 千 五 百 円

（
二

）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 四 千 七 百 円0
0

（
三
）

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 二 万 千 五 百 円

（
四
）

普 通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 で 、 こ れ

ら の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 」 と い う 。 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 九 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

九 法 第 九 教 習 指 導 員 千 百 五 十 円

十 九 条 の 資 格 者 証 交

三 第 四 項 付 手 数 料

の 規 定 に

よ る 教 習

指 導 員 資

格 者 証 の

交 付 を 受

け よ う と

す る 者

第 八 条 第 二 項 の 表 十 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 一 万 四 千 五 百 五 十 円

（
一

）
免 許 に 係 る 法 第 九 十 九 条 の 三 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に

よ る 審 査 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 教 習 指 導 員 審 査 」 と

い う 。 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 一 万 千 八 百 五 十 円

（
二

）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 九 千 六 百 五 十 円

（
三

）

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 一 万 二 千 四 百 五 十 円

（
四

）
普 通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 で 、 こ れ

ら の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 」 と い う 。 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 十 一 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

知 機 能 検 査 手 数 料

査 を 受 け

よ う と す 0
0

る 者

六 法 第 九 審 査 手 数 料 千 四 百 円 （ 公 安 委 員 会

十 一 条 の が 提 供 す る 自 動 車 を 使

規 定 に よ 用 し て 受 け る 場 合 に

り 運 転 す あ っ て は 、 二 千 八 百 五

る こ と が 十 円 ）

で き る 自

動 車 等 の

種 類 を 限

定 さ れ た

者 で 、 そ

の 限 定 の

全 部 又 は

一 部 の 解

除 を 受 け

る た め 、

公 安 委 員

会 の 審 査

を 受 け よ

う と す る

も の

七 法 第 九 技 能 検 定 員 千 百 五 十 円

十 九 条 の 資 格 者 証 交

二 第 四 項 付 手 数 料

の 規 定 に

よ る 技 能

検 定 員 資

格 者 証 の

交 付 を 受

け よ う と

す る 者

第 八 条 第 二 項 の 表 八 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 二 万 三 千 四 百 円

（
一

）
免 許 に 係 る 法 第 九 十 九 条 の 二 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に

よ る 審 査 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 技 能 検 定 員 審 査 」 と

い う 。 ）
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普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 九 千 五 百 円

（
二
）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 四 千 七 百 円0
0

（
三
）

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 二 万 千 五 百 円

（
四
）

普 通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 で 、 こ れ

ら の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 」 と い う 。 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 九 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

九 法 第 九 教 習 指 導 員 千 百 五 十 円

十 九 条 の 資 格 者 証 交

三 第 四 項 付 手 数 料

の 規 定 に

よ る 教 習

指 導 員 資

格 者 証 の

交 付 を 受

け よ う と

す る 者

第 八 条 第 二 項 の 表 十 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
一

）

（
四

）

大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 一 万 四 千 五 百 五 十 円

（
一

）
免 許 に 係 る 法 第 九 十 九 条 の 三 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に

よ る 審 査 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 教 習 指 導 員 審 査 」 と

い う 。 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 一 万 千 八 百 五 十 円

（
二

）

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 九 千 六 百 五 十 円

（
三

）

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 一 万 二 千 四 百 五 十 円

（
四

）
普 通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 で 、 こ れ

ら の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 」 と い う 。 ）

第 八 条 第 二 項 の 表 十 一 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

十 一 法 第 国 外 運 転 免 二 千 三 百 五 十 円

百 七 条 の 許 証 交 付 手

七 第 一 項 数 料 0
0

の 規 定 に

よ る 国 外

運 転 免 許

証 の 交 付

を 受 け よ

う と す る

者
第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
三

）

（
六

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 九 百 五 十 円

（
三

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 四 百 五 十

（
四

）
項 第 四 号 に 掲 げ る 講 習 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 に 円

係 る 講 習 （ 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 講 習 に あ っ て は 、 普 通

自 動 車 免 許 を 受 け て い る 者 に

対 す る も の に 限 る 。 ）

準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 三 千 五 百 円

（ 普 通 自 動 車 免 許 を 受 け て い

る 者 に 対 す る も の を 除 く 。 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 八 百 円

法 第 百 八 条 の 二 第 一 大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 百 五 十 円

（
五

）
項 第 五 号 に 掲 げ る 講 習 習

普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 円

習

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 六 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 五 百 円

（
六

）
第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
八

）

（
十

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 八 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 四 百 円

（
八

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 九 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 七 百 五 十 円

（
九

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 百 五 十 円

（
十
）

項 第 十 号 に 掲 げ る 講 習



（63）栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

十 一 法 第 国 外 運 転 免 二 千 三 百 五 十 円

百 七 条 の 許 証 交 付 手

七 第 一 項 数 料 0
0

の 規 定 に

よ る 国 外

運 転 免 許

証 の 交 付

を 受 け よ

う と す る

者
第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
三

）

（
六

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 九 百 五 十 円

（
三

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 大 型 自 動 車 免 許 、 中 型 自 動 車 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 四 百 五 十

（
四

）
項 第 四 号 に 掲 げ る 講 習 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 に 円

係 る 講 習 （ 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 講 習 に あ っ て は 、 普 通

自 動 車 免 許 を 受 け て い る 者 に

対 す る も の に 限 る 。 ）

準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 三 千 五 百 円

（ 普 通 自 動 車 免 許 を 受 け て い

る 者 に 対 す る も の を 除 く 。 ）

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 八 百 円

法 第 百 八 条 の 二 第 一 大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 百 五 十 円

（
五

）
項 第 五 号 に 掲 げ る 講 習 習

普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 四 千 円

習

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 六 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 五 百 円

（
六

）
第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 か ら ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（
八

）

（
十

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 八 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 四 百 円

（
八

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 九 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 七 百 五 十 円

（
九

）

法 第 百 八 条 の 二 第 一 準 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 百 五 十 円

（
十

）
項 第 十 号 に 掲 げ る 講 習

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 五 十 円

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 七 百 円0
0

習
普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 五 百 五 十

習 円

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 四 百 五 十

習 円

) )

第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 十 二 か ら 十 四 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。( (

)
十 二 法 第 百 八 条 の 二 第 小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 百 円(

一 項 第 十 二 号 に 掲 げ る 一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転

講 習 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る

講 習 （ 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一

項 第 三 号 イ 、 第 百 一 条 の 四 第

二 項 又 は 第 百 一 条 の 七 第 四 項

の 規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い て 行 う も の を 除

く 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 百 円 （ 当 該 認 知 機 能 検 査 の 結

一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転 果 が 道 路 交 通 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三

免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 十 五 年 総 理 府 令 第 六 十 号 。 以 下 こ

講 習 （ 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 の 条 に お い て 「 府 令 」 と い う 。 ）

項 第 三 号 イ 又 は 第 百 一 条 の 四 第 三 十 九 条 の 基 準 に 該 当 す る も の

第 二 項 の 規 定 に よ り 認 知 機 能 に あ っ て は 、 七 千 九 百 五 十 円 ）

検 査 の 結 果 に 基 づ い て 行 う も

の に 限 る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 八 百 円

一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転

免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る

講 習 （ 法 第 百 一 条 の 七 第 四 項

の 規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い て 行 う も の に 限

る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 二 百 五 十 円

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法

第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

イ 、 第 百 一 条 の 四 第 二 項 又 は



（64） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 五 十 円

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 七 百 円0
0

習
普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 五 百 五 十

習 円

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 講 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 四 百 五 十

習 円

) )

第 八 条 第 二 項 の 表 十 二 の 項 十 二 か ら 十 四 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。( (

)
十 二 法 第 百 八 条 の 二 第 小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 百 円(

一 項 第 十 二 号 に 掲 げ る 一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転

講 習 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る

講 習 （ 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一

項 第 三 号 イ 、 第 百 一 条 の 四 第

二 項 又 は 第 百 一 条 の 七 第 四 項

の 規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い て 行 う も の を 除

く 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 百 円 （ 当 該 認 知 機 能 検 査 の 結

一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転 果 が 道 路 交 通 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三

免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 十 五 年 総 理 府 令 第 六 十 号 。 以 下 こ

講 習 （ 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 の 条 に お い て 「 府 令 」 と い う 。 ）

項 第 三 号 イ 又 は 第 百 一 条 の 四 第 三 十 九 条 の 基 準 に 該 当 す る も の

第 二 項 の 規 定 に よ り 認 知 機 能 に あ っ て は 、 七 千 九 百 五 十 円 ）

検 査 の 結 果 に 基 づ い て 行 う も

の に 限 る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 五 千 八 百 円

一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転

免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る

講 習 （ 法 第 百 一 条 の 七 第 四 項

の 規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い て 行 う も の に 限

る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 二 百 五 十 円

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法

第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

イ 、 第 百 一 条 の 四 第 二 項 又 は

第 百 一 条 の 七 第 四 項 の 規 定 に

よ り 認 知 機 能 検 査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も の を 除 く 。 ） 0
0

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 二 百 五 十 円 （ 当 該 認 知 機 能 検

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法 査 の 結 果 が 府 令 第 三 十 九 条 の 基 準

第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る も の に あ っ て は 、 四 千

イ 又 は 第 百 一 条 の 四 第 二 項 の 四 百 五 十 円 ）

規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の 結

果 に 基 づ い て 行 う も の に 限

る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 三 百 五 十 円

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法

第 百 一 条 の 七 第 四 項 の 規 定 に

よ り 認 知 機 能 検 査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も の に 限 る 。 ）

)
十 三 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 三 号 に 掲 げ る 講 習 一 万 二 千 五 百 円 （ 当 該 講 習 が 府 令(

第 三 十 八 条 第 十 三 項 第 二 号 の 表 第

一 号 に 掲 げ る 講 習 の 方 法 に 係 る も

の で あ る 場 合 に あ っ て は 、 九 千 五

十 円 ）

)
十 四 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 四 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 円(

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次 ３ 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審

査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 前 項 の 表 八 の そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 前 項 の 表 八 の

項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の

中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 前 項 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 前 項

の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 次 の の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 次 の

表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す る 。 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す る 。

審 査 細 目 区 分 手 数 料 の 額 か 審 査 細 目 区 分 手 数 料 の 額 か
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第 百 一 条 の 七 第 四 項 の 規 定 に

よ り 認 知 機 能 検 査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も の を 除 く 。 ） 0
0

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 二 百 五 十 円 （ 当 該 認 知 機 能 検

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法 査 の 結 果 が 府 令 第 三 十 九 条 の 基 準

第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る も の に あ っ て は 、 四 千

イ 又 は 第 百 一 条 の 四 第 二 項 の 四 百 五 十 円 ）

規 定 に よ り 認 知 機 能 検 査 の 結

果 に 基 づ い て 行 う も の に 限

る 。 ）

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 二 千 三 百 五 十 円

け て い る 者 に 対 す る 講 習 （ 法

第 百 一 条 の 七 第 四 項 の 規 定 に

よ り 認 知 機 能 検 査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も の に 限 る 。 ）

)
十 三 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 三 号 に 掲 げ る 講 習 一 万 二 千 五 百 円 （ 当 該 講 習 が 府 令(

第 三 十 八 条 第 十 三 項 第 二 号 の 表 第

一 号 に 掲 げ る 講 習 の 方 法 に 係 る も

の で あ る 場 合 に あ っ て は 、 九 千 五

十 円 ）

)
十 四 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 四 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 二 千 円(

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 道 路 交 通 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次 ３ 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審

査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 前 項 の 表 八 の そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 前 項 の 表 八 の

項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の

中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 前 項 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 前 項

の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 次 の の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 次 の

表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す る 。 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す る 。

審 査 細 目 区 分 手 数 料 の 額 か 審 査 細 目 区 分 手 数 料 の 額 か

ら 減 ず る 額 ら 減 ず る 額

一 技 能 略 一 技 能 略0
0

（
一

）

（
一

）

検 定 員 検 定 員

と し て 普 通 自 動 車 三 千 五 百 五 十 と し て 普 通 自 動 車 三 千 六 百 円

（
二

）

（
二

）

必 要 な 免 許 に 係 る 技 円 必 要 な 免 許 に 係 る 技

自 動 車 能 検 定 員 審 査 自 動 車 能 検 定 員 審 査

の 運 転 の 運 転

技 能 特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 技 能 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

略 略

（
四

）

（
四

）

二 略 二 略

三 法 第 大 型 自 動 車 二 千 五 百 円 三 法 第 大 型 自 動 車 二 千 四 百 五 十

（
一

）

（
一

）

百 八 条 免 許 、 中 型 自 百 八 条 免 許 、 中 型 自 円

の 二 十 動 車 免 許 又 は の 二 十 動 車 免 許 又 は

八 第 四 準 中 型 自 動 車 八 第 四 準 中 型 自 動 車

項 に 規 免 許 に 係 る 技 項 に 規 免 許 に 係 る 技

定 す る 能 検 定 員 審 査 定 す る 能 検 定 員 審 査

教 則 の 教 則 の

内 容 と 普 通 自 動 車 二 千 円 内 容 と 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

な っ て 免 許 に 係 る 技 な っ て 免 許 に 係 る 技

い る 事 能 検 定 員 審 査 い る 事 能 検 定 員 審 査

項 項

特 定 第 一 種 二 千 円 特 定 第 一 種 千 九 百 五 十 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

四 自 動 大 型 自 動 車 二 千 五 百 円 四 自 動 大 型 自 動 車 二 千 四 百 五 十

（
一

）

（
一

）

車 教 習 免 許 、 中 型 自 車 教 習 免 許 、 中 型 自 円

所 に 関 動 車 免 許 又 は 所 に 関 動 車 免 許 又 は

す る 法 準 中 型 自 動 車 す る 法 準 中 型 自 動 車

令 に つ 免 許 に 係 る 技 令 に つ 免 許 に 係 る 技

い て の 能 検 定 員 審 査 い て の 能 検 定 員 審 査

知 識 知 識

普 通 自 動 車 二 千 円 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

審 査 細 目審 査 細 目 区
　 　
分 区

　 　
分
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ら 減 ず る 額 ら 減 ず る 額

一 技 能 略 一 技 能 略0
0

（
一
）

（
一
）

検 定 員 検 定 員

と し て 普 通 自 動 車 三 千 五 百 五 十 と し て 普 通 自 動 車 三 千 六 百 円

（
二
）

（
二
）

必 要 な 免 許 に 係 る 技 円 必 要 な 免 許 に 係 る 技

自 動 車 能 検 定 員 審 査 自 動 車 能 検 定 員 審 査

の 運 転 の 運 転

技 能 特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 技 能 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

略 略

（
四

）

（
四

）

二 略 二 略

三 法 第 大 型 自 動 車 二 千 五 百 円 三 法 第 大 型 自 動 車 二 千 四 百 五 十

（
一

）

（
一

）

百 八 条 免 許 、 中 型 自 百 八 条 免 許 、 中 型 自 円

の 二 十 動 車 免 許 又 は の 二 十 動 車 免 許 又 は

八 第 四 準 中 型 自 動 車 八 第 四 準 中 型 自 動 車

項 に 規 免 許 に 係 る 技 項 に 規 免 許 に 係 る 技

定 す る 能 検 定 員 審 査 定 す る 能 検 定 員 審 査

教 則 の 教 則 の

内 容 と 普 通 自 動 車 二 千 円 内 容 と 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二
）

（
二
）

な っ て 免 許 に 係 る 技 な っ て 免 許 に 係 る 技

い る 事 能 検 定 員 審 査 い る 事 能 検 定 員 審 査

項 項

特 定 第 一 種 二 千 円 特 定 第 一 種 千 九 百 五 十 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

四 自 動 大 型 自 動 車 二 千 五 百 円 四 自 動 大 型 自 動 車 二 千 四 百 五 十

（
一

）

（
一

）

車 教 習 免 許 、 中 型 自 車 教 習 免 許 、 中 型 自 円

所 に 関 動 車 免 許 又 は 所 に 関 動 車 免 許 又 は

す る 法 準 中 型 自 動 車 す る 法 準 中 型 自 動 車

令 に つ 免 許 に 係 る 技 令 に つ 免 許 に 係 る 技

い て の 能 検 定 員 審 査 い て の 能 検 定 員 審 査

知 識 知 識

普 通 自 動 車 二 千 円 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

特 定 第 一 種 二 千 円 特 定 第 一 種 千 九 百 五 十 円

（
三
）

（
三
）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員 0
0

審 査 審 査

五 技 能 大 型 自 動 車 二 千 三 百 五 十 五 技 能 大 型 自 動 車 二 千 円

（
一

）

（
一

）

検 定 の 免 許 、 中 型 自 円 検 定 の 免 許 、 中 型 自

実 施 に 動 車 免 許 又 は 実 施 に 動 車 免 許 又 は

関 す る 準 中 型 自 動 車 関 す る 準 中 型 自 動 車

知 識 免 許 に 係 る 技 知 識 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

普 通 自 動 車 千 九 百 円 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

特 定 第 一 種 二 千 六 百 五 十 特 定 第 一 種 二 千 五 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 円 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

六 自 動 大 型 自 動 車 千 八 百 円 六 自 動 大 型 自 動 車 千 七 百 五 十 円

（
一
）

（
一
）

車 の 運 免 許 、 中 型 自 車 の 運 免 許 、 中 型 自

転 技 能 動 車 免 許 又 は 転 技 能 動 車 免 許 又 は

の 評 価 準 中 型 自 動 車 の 評 価 準 中 型 自 動 車

方 法 に 免 許 に 係 る 技 方 法 に 免 許 に 係 る 技

関 す る 能 検 定 員 審 査 関 す る 能 検 定 員 審 査

知 識 知 識

普 通 自 動 車 二 千 五 十 円 普 通 自 動 車 二 千 百 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

・ 略 ・ 略

（
三

）

（
四

）

（
三

）

（
四

）

七 略 七 略

備 考 備 考

一 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 一 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一

の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄

に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、
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特 定 第 一 種 二 千 円 特 定 第 一 種 千 九 百 五 十 円

（
三
）

（
三
）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員 0
0

審 査 審 査

五 技 能 大 型 自 動 車 二 千 三 百 五 十 五 技 能 大 型 自 動 車 二 千 円

（
一

）

（
一

）

検 定 の 免 許 、 中 型 自 円 検 定 の 免 許 、 中 型 自

実 施 に 動 車 免 許 又 は 実 施 に 動 車 免 許 又 は

関 す る 準 中 型 自 動 車 関 す る 準 中 型 自 動 車

知 識 免 許 に 係 る 技 知 識 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

普 通 自 動 車 千 九 百 円 普 通 自 動 車 千 九 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

特 定 第 一 種 二 千 六 百 五 十 特 定 第 一 種 二 千 五 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 円 運 転 免 許 に 係

る 技 能 検 定 員 る 技 能 検 定 員

審 査 審 査

六 自 動 大 型 自 動 車 千 八 百 円 六 自 動 大 型 自 動 車 千 七 百 五 十 円

（
一
）

（
一
）

車 の 運 免 許 、 中 型 自 車 の 運 免 許 、 中 型 自

転 技 能 動 車 免 許 又 は 転 技 能 動 車 免 許 又 は

の 評 価 準 中 型 自 動 車 の 評 価 準 中 型 自 動 車

方 法 に 免 許 に 係 る 技 方 法 に 免 許 に 係 る 技

関 す る 能 検 定 員 審 査 関 す る 能 検 定 員 審 査

知 識 知 識

普 通 自 動 車 二 千 五 十 円 普 通 自 動 車 二 千 百 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 技 免 許 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 能 検 定 員 審 査

・ 略 ・ 略

（
三

）

（
四

）

（
三

）

（
四

）

七 略 七 略

備 考 備 考

一 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 一 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一

の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄

に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、

中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 二 千 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 二 千

三 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 四 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る0
0

技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 八 百 五 十 円

を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 定 員 審 査 に つ い て は 千 五 十 円 を 、 大 型

自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 に つ い て は 二 千 九 百 円 を 減 ず る も 審 査 に つ い て は 三 千 百 円 を 減 ず る も

の と す る 。 の と す る 。

二 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 二 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 三 の 項 及 び 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 三 の 項 及 び 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 三 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 三

の 項 及 び 四 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 四 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄

に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、

中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 五 百 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 五 百

円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能

検 定 員 審 査 に つ い て は 三 百 円 を 、 検 定 員 審 査 に つ い て は 三 百 五 十 円 を 、

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 に つ い て は 三 百 円 を 減 ず る も 審 査 に つ い て は 三 百 五 十 円 を 減 ず る も

の と す る 。 の と す る 。

４ 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次 ４ 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審

査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 第 二 項 の 表 十 そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 第 二 項 の 表 十

の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表

の 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 第 の 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 第

二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、

次 の 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す 次 の 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す

る 。 る 。

審 査 細 目 区 分

手 数 料 の 額 か

審 査 細 目 区 分

手 数 料 の 額 か

ら 減 ず る 額 ら 減 ず る 額

一 教 習 略 一 教 習 略

（
一

）

（
一

）

指 導 員 指 導 員

と し て 普 通 自 動 車 三 千 五 百 五 十 と し て 普 通 自 動 車 三 千 六 百 円

（
二

）

（
二

）

必 要 な 免 許 に 係 る 教 円 必 要 な 免 許 に 係 る 教

自 動 車 習 指 導 員 審 査 自 動 車 習 指 導 員 審 査

の 運 転 の 運 転

技 能 特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 技 能 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）
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中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 二 千 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 二 千

三 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 四 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る0
0

技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 八 百 五 十 円

を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 定 員 審 査 に つ い て は 千 五 十 円 を 、 大 型

自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 に つ い て は 二 千 九 百 円 を 減 ず る も 審 査 に つ い て は 三 千 百 円 を 減 ず る も

の と す る 。 の と す る 。

二 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 二 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 三 の 項 及 び 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 三 の 項 及 び 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 三 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 三

の 項 及 び 四 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 四 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄 に よ る ほ か 、 前 項 の 表 八 の 項 の 第 四 欄

に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 、

中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 五 百 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 五 百

円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能

検 定 員 審 査 に つ い て は 三 百 円 を 、 検 定 員 審 査 に つ い て は 三 百 五 十 円 を 、

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 に つ い て は 三 百 円 を 減 ず る も 審 査 に つ い て は 三 百 五 十 円 を 減 ず る も

の と す る 。 の と す る 。

４ 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次 ４ 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 審 査 細 目 に つ い て の 審

査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 査 を 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 第 二 項 の 表 十 そ の 者 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 第 二 項 の 表 十

の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表 の 項 の 第 四 欄 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 表

の 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 第 の 中 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 第

二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 欄 に 定 め る 額 か ら 、

次 の 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す 次 の 表 の 下 欄 に 定 め る 額 を 減 じ た 額 と す

る 。 る 。

審 査 細 目 区 分

手 数 料 の 額 か

審 査 細 目 区 分

手 数 料 の 額 か

ら 減 ず る 額 ら 減 ず る 額

一 教 習 略 一 教 習 略

（
一

）

（
一

）

指 導 員 指 導 員

と し て 普 通 自 動 車 三 千 五 百 五 十 と し て 普 通 自 動 車 三 千 六 百 円

（
二

）

（
二

）

必 要 な 免 許 に 係 る 教 円 必 要 な 免 許 に 係 る 教

自 動 車 習 指 導 員 審 査 自 動 車 習 指 導 員 審 査

の 運 転 の 運 転

技 能 特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 技 能 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査 0
0

略 略

（
四

）

（
四

）

二 技 能 大 型 自 動 車 千 四 百 円 二 技 能 大 型 自 動 車 千 三 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

教 習 に 免 許 、 中 型 自 教 習 に 免 許 、 中 型 自

必 要 な 動 車 免 許 又 は 必 要 な 動 車 免 許 又 は

教 習 の 準 中 型 自 動 車 教 習 の 準 中 型 自 動 車

技 能 免 許 に 係 る 教 技 能 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

普 通 自 動 車 千 三 百 円 普 通 自 動 車 千 二 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 教 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

特 定 第 一 種 千 三 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

略 略

（
四
）

（
四
）

三 学 科 大 型 自 動 車 千 三 百 円 三 学 科 大 型 自 動 車 千 二 百 五 十 円

（
一
）

（
一
）

教 習 に 免 許 、 中 型 自 教 習 に 免 許 、 中 型 自

必 要 な 動 車 免 許 又 は 必 要 な 動 車 免 許 又 は

教 習 の 準 中 型 自 動 車 教 習 の 準 中 型 自 動 車

技 能 免 許 に 係 る 教 技 能 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

普 通 自 動 車 千 二 百 五 十 円 普 通 自 動 車 千 二 百 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 教 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

四 法 第 大 型 自 動 車 千 六 百 円 四 法 第 大 型 自 動 車 千 五 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

百 八 条 免 許 、 中 型 自 百 八 条 免 許 、 中 型 自

の 二 十 動 車 免 許 又 は の 二 十 動 車 免 許 又 は

八 第 四 準 中 型 自 動 車 八 第 四 準 中 型 自 動 車
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運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査 0
0

略 略

（
四
）

（
四
）

二 技 能 大 型 自 動 車 千 四 百 円 二 技 能 大 型 自 動 車 千 三 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

教 習 に 免 許 、 中 型 自 教 習 に 免 許 、 中 型 自

必 要 な 動 車 免 許 又 は 必 要 な 動 車 免 許 又 は

教 習 の 準 中 型 自 動 車 教 習 の 準 中 型 自 動 車

技 能 免 許 に 係 る 教 技 能 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

普 通 自 動 車 千 三 百 円 普 通 自 動 車 千 二 百 五 十 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 教 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

特 定 第 一 種 千 三 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 三 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

略 略

（
四
）

（
四
）

三 学 科 大 型 自 動 車 千 三 百 円 三 学 科 大 型 自 動 車 千 二 百 五 十 円

（
一
）

（
一
）

教 習 に 免 許 、 中 型 自 教 習 に 免 許 、 中 型 自

必 要 な 動 車 免 許 又 は 必 要 な 動 車 免 許 又 は

教 習 の 準 中 型 自 動 車 教 習 の 準 中 型 自 動 車

技 能 免 許 に 係 る 教 技 能 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

普 通 自 動 車 千 二 百 五 十 円 普 通 自 動 車 千 二 百 円

（
二

）

（
二

）

免 許 に 係 る 教 免 許 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 習 指 導 員 審 査

特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

四 法 第 大 型 自 動 車 千 六 百 円 四 法 第 大 型 自 動 車 千 五 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

百 八 条 免 許 、 中 型 自 百 八 条 免 許 、 中 型 自

の 二 十 動 車 免 許 又 は の 二 十 動 車 免 許 又 は

八 第 四 準 中 型 自 動 車 八 第 四 準 中 型 自 動 車

項 に 規 免 許 に 係 る 教 項 に 規 免 許 に 係 る 教

定 す る 習 指 導 員 審 査 定 す る 習 指 導 員 審 査

教 則 の 教 則 の0
0

内 容 と ・ 略 内 容 と ・ 略

（
二

）

（
三

）

（
二

）

（
三

）

な っ て な っ て

い る 事 い る 事

項 そ の 項 そ の

他 自 動 他 自 動

車 の 運 車 の 運

転 に 関 転 に 関

す る 知 す る 知

識 識

五 自 動 大 型 自 動 車 千 六 百 円 五 自 動 大 型 自 動 車 千 五 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

車 教 習 免 許 、 中 型 自 車 教 習 免 許 、 中 型 自

所 に 関 動 車 免 許 又 は 所 に 関 動 車 免 許 又 は

す る 法 準 中 型 自 動 車 す る 法 準 中 型 自 動 車

令 に つ 免 許 に 係 る 教 令 に つ 免 許 に 係 る 教

い て の 習 指 導 員 審 査 い て の 習 指 導 員 審 査

知 識 知 識

・ 略 ・ 略

（
二

）

（
三

）

（
二

）

（
三

）

六 教 習 大 型 自 動 車 千 五 百 円 六 教 習 大 型 自 動 車 千 四 百 円

（
一
）

（
一
）

指 導 員 免 許 、 中 型 自 指 導 員 免 許 、 中 型 自

と し て 動 車 免 許 又 は と し て 動 車 免 許 又 は

必 要 な 準 中 型 自 動 車 必 要 な 準 中 型 自 動 車

教 育 に 免 許 に 係 る 教 教 育 に 免 許 に 係 る 教

つ い て 習 指 導 員 審 査 つ い て 習 指 導 員 審 査

の 知 識 の 知 識

略 略

（
二

）

（
二

）

特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 二 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

七 略 七 略

備 考 備 考

一 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 一 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一

の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ
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項 に 規 免 許 に 係 る 教 項 に 規 免 許 に 係 る 教

定 す る 習 指 導 員 審 査 定 す る 習 指 導 員 審 査

教 則 の 教 則 の0
0

内 容 と ・ 略 内 容 と ・ 略

（
二
）

（
三
）

（
二
）

（
三
）

な っ て な っ て

い る 事 い る 事

項 そ の 項 そ の

他 自 動 他 自 動

車 の 運 車 の 運

転 に 関 転 に 関

す る 知 す る 知

識 識

五 自 動 大 型 自 動 車 千 六 百 円 五 自 動 大 型 自 動 車 千 五 百 五 十 円

（
一

）

（
一

）

車 教 習 免 許 、 中 型 自 車 教 習 免 許 、 中 型 自

所 に 関 動 車 免 許 又 は 所 に 関 動 車 免 許 又 は

す る 法 準 中 型 自 動 車 す る 法 準 中 型 自 動 車

令 に つ 免 許 に 係 る 教 令 に つ 免 許 に 係 る 教

い て の 習 指 導 員 審 査 い て の 習 指 導 員 審 査

知 識 知 識

・ 略 ・ 略

（
二

）

（
三

）

（
二

）

（
三

）

六 教 習 大 型 自 動 車 千 五 百 円 六 教 習 大 型 自 動 車 千 四 百 円

（
一
）

（
一
）

指 導 員 免 許 、 中 型 自 指 導 員 免 許 、 中 型 自

と し て 動 車 免 許 又 は と し て 動 車 免 許 又 は

必 要 な 準 中 型 自 動 車 必 要 な 準 中 型 自 動 車

教 育 に 免 許 に 係 る 教 教 育 に 免 許 に 係 る 教

つ い て 習 指 導 員 審 査 つ い て 習 指 導 員 審 査

の 知 識 の 知 識

略 略

（
二

）

（
二

）

特 定 第 一 種 千 二 百 五 十 円 特 定 第 一 種 千 二 百 円

（
三

）

（
三

）

運 転 免 許 に 係 運 転 免 許 に 係

る 教 習 指 導 員 る 教 習 指 導 員

審 査 審 査

七 略 七 略

備 考 備 考

一 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 一 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 一

の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四

欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免

許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 0
0

免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は

二 千 四 百 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 二 千 五 百 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 を 、 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 を 、

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 自 動 車 審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 自 動 車

第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に

つ い て は 二 千 八 百 五 十 円 を 減 ず る も の つ い て は 三 千 百 五 十 円 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

二 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 二 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 四 の 項 及 び 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 四 の 項 及 び 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 四 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 四

の 項 及 び 五 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 五 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四

欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免

許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車

免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は

百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 二 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 百 五 十 円 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 百 円

を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 に つ い て は 百 五 十 円 を 減 ず る 導 員 審 査 に つ い て は 百 円 を 減 ず る

も の と す る 。 も の と す る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

（ 警 備 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 警 備 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 十 条 県 は 、 警 備 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い 第 十 条 県 は 、 警 備 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表

の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を

徴 収 す る 。 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 法 第 二 十 二 条 第 五 項 の 千 八 百 円 七 法 第 二 十 二 条 第 五 項 の 二 千 円

規 定 に 基 づ く 警 備 員 指 導 規 定 に 基 づ く 警 備 員 指 導

教 育 責 任 者 資 格 者 証 の 書 教 育 責 任 者 資 格 者 証 の 書

換 え 換 え
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に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四

欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免

許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 0
0

免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は

二 千 四 百 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 二 千 五 百 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 を 、 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 を 、

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 自 動 車 審 査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 自 動 車

第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に

つ い て は 二 千 八 百 五 十 円 を 減 ず る も の つ い て は 三 千 百 五 十 円 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

二 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 二 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者

が 四 の 項 及 び 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審 が 四 の 項 及 び 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 審

査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免

除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 四 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 四

の 項 及 び 五 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ の 項 及 び 五 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ

に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四 に よ る ほ か 、 第 二 項 の 表 十 の 項 の 第 四

欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免

許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車 許 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 準 中 型 自 動 車

免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は

百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 二 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 百 五 十 円 教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 百 円

を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 に つ い て は 百 五 十 円 を 減 ず る 導 員 審 査 に つ い て は 百 円 を 減 ず る

も の と す る 。 も の と す る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

（ 警 備 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 警 備 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 十 条 県 は 、 警 備 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い 第 十 条 県 は 、 警 備 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表

の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を

徴 収 す る 。 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 法 第 二 十 二 条 第 五 項 の 千 八 百 円 七 法 第 二 十 二 条 第 五 項 の 二 千 円

規 定 に 基 づ く 警 備 員 指 導 規 定 に 基 づ く 警 備 員 指 導

教 育 責 任 者 資 格 者 証 の 書 教 育 責 任 者 資 格 者 証 の 書

換 え 換 え

八 ～ 十 一 略 八 ～ 十 一 略

十 二 法 第 四 十 二 条 第 三 項 千 八 百 円 十 二 法 第 四 十 二 条 第 三 項 二 千 円0
0

に お い て 準 用 す る 法 第 二 に お い て 準 用 す る 法 第 二

十 二 条 第 五 項 の 規 定 に 基 十 二 条 第 五 項 の 規 定 に 基

づ く 機 械 警 備 業 務 管 理 者 づ く 機 械 警 備 業 務 管 理 者

資 格 者 証 の 書 換 え 資 格 者 証 の 書 換 え

十 三 略 十 三 略

２ 略 ２ 略

（ 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す （ 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す

る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 十 一 条 県 は 、 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 第 十 一 条 県 は 、 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の

適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の

上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ

れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴

収 す る 。 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 法 第 四 条 の 規 定 に 基 づ 一 万 二 千 円 一 法 第 四 条 の 規 定 に 基 づ 一 万 三 千 円

く 自 動 車 運 転 代 行 業 の 認 く 自 動 車 運 転 代 行 業 の 認

定 の 申 請 に 対 す る 審 査 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 法 第 五 条 第 五 項 の 規 定 千 七 百 円 二 法 第 五 条 第 五 項 の 規 定 千 九 百 円

に 基 づ く 認 定 証 の 再 交 付 に 基 づ く 認 定 証 の 再 交 付

三 略 三 略

（ 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 に 関 （ 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 に 関

す る 手 数 料 ） す る 手 数 料 ）

第 十 二 条 県 は 、 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 第 十 二 条 県 は 、 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関

す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表 る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表

の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 略 一 略
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八 ～ 十 一 略 八 ～ 十 一 略

十 二 法 第 四 十 二 条 第 三 項 千 八 百 円 十 二 法 第 四 十 二 条 第 三 項 二 千 円0
0

に お い て 準 用 す る 法 第 二 に お い て 準 用 す る 法 第 二

十 二 条 第 五 項 の 規 定 に 基 十 二 条 第 五 項 の 規 定 に 基

づ く 機 械 警 備 業 務 管 理 者 づ く 機 械 警 備 業 務 管 理 者

資 格 者 証 の 書 換 え 資 格 者 証 の 書 換 え

十 三 略 十 三 略

２ 略 ２ 略

（ 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す （ 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す

る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ） る 法 律 に 関 す る 手 数 料 ）

第 十 一 条 県 は 、 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の 第 十 一 条 県 は 、 自 動 車 運 転 代 行 業 の 業 務 の

適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の

上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ

れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴

収 す る 。 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 法 第 四 条 の 規 定 に 基 づ 一 万 二 千 円 一 法 第 四 条 の 規 定 に 基 づ 一 万 三 千 円

く 自 動 車 運 転 代 行 業 の 認 く 自 動 車 運 転 代 行 業 の 認

定 の 申 請 に 対 す る 審 査 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

二 法 第 五 条 第 五 項 の 規 定 千 七 百 円 二 法 第 五 条 第 五 項 の 規 定 千 九 百 円

に 基 づ く 認 定 証 の 再 交 付 に 基 づ く 認 定 証 の 再 交 付

三 略 三 略

（ 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 に 関 （ 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 に 関

す る 手 数 料 ） す る 手 数 料 ）

第 十 二 条 県 は 、 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関 第 十 二 条 県 は 、 探 偵 業 の 業 務 の 適 正 化 に 関

す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い す る 法 律 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表 る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ ぞ れ 同 表

の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 略 一 略

二 法 第 四 条 第 三 項 の 規 定 千 六 百 円 二 法 第 四 条 第 三 項 の 規 定 千 五 百 円

に 基 づ く 同 条 第 二 項 の 規 に 基 づ く 同 条 第 二 項 の 規 0
0

定 に よ る 届 出 が あ っ た こ 定 に よ る 届 出 が あ っ た こ

と を 証 す る 書 面 の 交 付 と を 証 す る 書 面 の 交 付

三 法 第 四 条 第 三 項 の 規 定 千 百 円 三 法 第 四 条 第 三 項 の 規 定 千 円

に 基 づ く 届 出 が あ っ た こ に 基 づ く 届 出 が あ っ た こ

と を 証 す る 書 面 の 再 交 付 と を 証 す る 書 面 の 再 交 付

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

（ 警 察 本 部 交 通 企 画 課 ）

1
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介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例
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第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 三 条 ）

第 二 章 人 員 に 関 す る 基 準 （ 第 四 条 ）

第 三 章 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 五 条 ・ 第 六 条 ）

第 四 章 運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 七 条 ― 第 四 十 二 条 ）

第 五 章 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 一 節 こ の 章 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針 （ 第 四 十 三 条 ・ 第 四 十 四 条 ）

第 二 節 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 四 十 五 条 ）

第 三 節 運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 四 十 六 条 ― 第 五 十 四 条 ）

第 六 章 雑 則 （ 第 五 十 五 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 百 十

一 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に 基 づ き 、 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に

関 す る 基 準 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。

２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 療 養 床 療 養 室 の う ち 、 入 所 者 一 人 当 た り の 寝 台 又 は こ れ に 代 わ る 設 備 の 部 分 を い う 。

二 Ⅰ 型 療 養 床 療 養 床 の う ち 、 主 と し て 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 者 で あ っ て 、 重 篤

な 身 体 疾 患 を 有 す る 者 、 身 体 合 併 症 を 有 す る 認 知 症 高 齢 者 等 を 入 所 さ せ る た め の も の を い

う 。

三 Ⅱ 型 療 養 床 療 養 床 の う ち 、 Ⅰ 型 療 養 床 以 外 の も の を い う 。

（ 基 本 方 針 ）

第 三 条 介 護 医 療 院 は 、 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 者 に 対 し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ

き 、 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 及 び 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 並 び

に 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う こ と に よ り 、 入 所 者 が そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を

営 む こ と が で き る よ う に す る も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 意 思 及 び 人 格 を 尊 重 し 、 常 に 入 所 者 の 立 場 に 立 っ て 介 護 医 療 院

サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 明 る く 家 庭 的 な 雰 囲 気 を 有 し 、 地 域 や 家 庭 と の 結 び つ き を 重 視 し た 運 営 を
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行 い 、 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 （ 居 宅 介 護 支 援 事 業 を 行

う 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 を 行 う 者 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） 、 他 の 介 護 保 険 施 設 そ の 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の

2

密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 章 人 員 に 関 す る 基 準

第 四 条 介 護 医 療 院 に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。

一 医 師 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 三 十 年 厚 生 労 働

省 令 第 五 号 ） で 定 め る 員 数

二 薬 剤 師 常 勤 換 算 方 法 で 、 介 護 医 療 院 の 入 所 者 の う ち Ⅰ 型 療 養 床 の 利 用 者 （ 以 下 「 Ⅰ 型

入 所 者 」 と い う 。 ） の 数 を 百 五 十 で 除 し た 数 に 、 介 護 医 療 院 の 入 所 者 の う ち Ⅱ 型 療 養 床 の

利 用 者 （ 以 下 「 Ⅱ 型 入 所 者 」 と い う 。 ） の 数 を 三 百 で 除 し た 数 を 加 え て 得 た 数 以 上

三 看 護 師 又 は 准 看 護 師 （ 以 下 「 看 護 職 員 」 と い う 。 ） 常 勤 換 算 方 法 で 、 介 護 医 療 院 の 入

所 者 の 数 を 六 で 除 し て 得 た 数 以 上

四 介 護 職 員 常 勤 換 算 方 法 で 、 Ⅰ 型 入 所 者 の 数 を 五 で 除 し た 数 に 、 Ⅱ 型 入 所 者 の 数 を 六 で

除 し た 数 を 加 え て 得 た 数 以 上

五 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

六 栄 養 士 入 所 定 員 が 百 人 以 上 の 場 合 に あ っ て は 、 一 以 上

七 介 護 支 援 専 門 員 一 以 上 （ 入 所 者 の 数 が 百 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に 一 を 標 準 と す

る 。 ）

八 診 療 放 射 線 技 師 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

九 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 従 業 者 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

２ 前 項 の 入 所 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し 、 新 規 に 許 可 を 受 け る 場 合 は 、 推 定

数 と す る 。

３ 第 一 項 の 常 勤 換 算 方 法 と は 、 当 該 従 業 者 の そ れ ぞ れ の 延 べ 勤 務 時 間 数 の 総 数 を 当 該 介 護 医

療 院 に お い て 常 勤 の 従 業 者 が 勤 務 す べ き 時 間 数 で 除 す る こ と に よ り 常 勤 の 従 業 者 の 員 数 に 換

算 す る 方 法 を い う 。

４ 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 規 則 で 定 め る 介 護 職 員 を 除 き 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

５ 第 一 項 第 七 号 の 介 護 支 援 専 門 員 は 、 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 者 で な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 規 則 で 定 め る 職

務 に 従 事 す る こ と が で き る も の と す る 。

６ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 人 員 に 関 す る 基 準 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

第 三 章 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準

（ 施 設 の 基 準 ）

第 五 条 介 護 医 療 院 は 、 療 養 室 、 診 療 室 、 処 置 室 及 び 機 能 訓 練 室 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 施 設 を 有

し な け れ ば な ら な い 。

一 談 話 室

二 食 堂

三 浴 室

四 レ ク リ エ ー シ ョ ン ル ー ム

五 洗 面 所

六 便 所

七 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン

八 調 理 室
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栃 木 県 条 例 第 二 十 三 号

介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

目 次
第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 三 条 ）

第 二 章 人 員 に 関 す る 基 準 （ 第 四 条 ）

第 三 章 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 五 条 ・ 第 六 条 ）

第 四 章 運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 七 条 ― 第 四 十 二 条 ）

第 五 章 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 一 節 こ の 章 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針 （ 第 四 十 三 条 ・ 第 四 十 四 条 ）

第 二 節 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 四 十 五 条 ）

第 三 節 運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 四 十 六 条 ― 第 五 十 四 条 ）

第 六 章 雑 則 （ 第 五 十 五 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 百 十

一 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に 基 づ き 、 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に

関 す る 基 準 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。

２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 療 養 床 療 養 室 の う ち 、 入 所 者 一 人 当 た り の 寝 台 又 は こ れ に 代 わ る 設 備 の 部 分 を い う 。

二 Ⅰ 型 療 養 床 療 養 床 の う ち 、 主 と し て 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 者 で あ っ て 、 重 篤

な 身 体 疾 患 を 有 す る 者 、 身 体 合 併 症 を 有 す る 認 知 症 高 齢 者 等 を 入 所 さ せ る た め の も の を い

う 。

三 Ⅱ 型 療 養 床 療 養 床 の う ち 、 Ⅰ 型 療 養 床 以 外 の も の を い う 。

（ 基 本 方 針 ）

第 三 条 介 護 医 療 院 は 、 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 者 に 対 し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ

き 、 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 及 び 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 並 び

に 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う こ と に よ り 、 入 所 者 が そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を

営 む こ と が で き る よ う に す る も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 意 思 及 び 人 格 を 尊 重 し 、 常 に 入 所 者 の 立 場 に 立 っ て 介 護 医 療 院

サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 明 る く 家 庭 的 な 雰 囲 気 を 有 し 、 地 域 や 家 庭 と の 結 び つ き を 重 視 し た 運 営 を
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行 い 、 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 （ 居 宅 介 護 支 援 事 業 を 行

う 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 を 行 う 者 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） 、 他 の 介 護 保 険 施 設 そ の 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の

2

密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 章 人 員 に 関 す る 基 準

第 四 条 介 護 医 療 院 に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。

一 医 師 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 三 十 年 厚 生 労 働

省 令 第 五 号 ） で 定 め る 員 数

二 薬 剤 師 常 勤 換 算 方 法 で 、 介 護 医 療 院 の 入 所 者 の う ち Ⅰ 型 療 養 床 の 利 用 者 （ 以 下 「 Ⅰ 型

入 所 者 」 と い う 。 ） の 数 を 百 五 十 で 除 し た 数 に 、 介 護 医 療 院 の 入 所 者 の う ち Ⅱ 型 療 養 床 の

利 用 者 （ 以 下 「 Ⅱ 型 入 所 者 」 と い う 。 ） の 数 を 三 百 で 除 し た 数 を 加 え て 得 た 数 以 上

三 看 護 師 又 は 准 看 護 師 （ 以 下 「 看 護 職 員 」 と い う 。 ） 常 勤 換 算 方 法 で 、 介 護 医 療 院 の 入

所 者 の 数 を 六 で 除 し て 得 た 数 以 上

四 介 護 職 員 常 勤 換 算 方 法 で 、 Ⅰ 型 入 所 者 の 数 を 五 で 除 し た 数 に 、 Ⅱ 型 入 所 者 の 数 を 六 で

除 し た 数 を 加 え て 得 た 数 以 上

五 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

六 栄 養 士 入 所 定 員 が 百 人 以 上 の 場 合 に あ っ て は 、 一 以 上

七 介 護 支 援 専 門 員 一 以 上 （ 入 所 者 の 数 が 百 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に 一 を 標 準 と す

る 。 ）

八 診 療 放 射 線 技 師 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

九 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 従 業 者 介 護 医 療 院 の 実 情 に 応 じ た 適 当 数

２ 前 項 の 入 所 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し 、 新 規 に 許 可 を 受 け る 場 合 は 、 推 定

数 と す る 。

３ 第 一 項 の 常 勤 換 算 方 法 と は 、 当 該 従 業 者 の そ れ ぞ れ の 延 べ 勤 務 時 間 数 の 総 数 を 当 該 介 護 医

療 院 に お い て 常 勤 の 従 業 者 が 勤 務 す べ き 時 間 数 で 除 す る こ と に よ り 常 勤 の 従 業 者 の 員 数 に 換

算 す る 方 法 を い う 。

４ 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 規 則 で 定 め る 介 護 職 員 を 除 き 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

５ 第 一 項 第 七 号 の 介 護 支 援 専 門 員 は 、 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 者 で な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 規 則 で 定 め る 職

務 に 従 事 す る こ と が で き る も の と す る 。

６ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 人 員 に 関 す る 基 準 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

第 三 章 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準

（ 施 設 の 基 準 ）

第 五 条 介 護 医 療 院 は 、 療 養 室 、 診 療 室 、 処 置 室 及 び 機 能 訓 練 室 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 施 設 を 有

し な け れ ば な ら な い 。

一 談 話 室

二 食 堂

三 浴 室

四 レ ク リ エ ー シ ョ ン ル ー ム

五 洗 面 所

六 便 所

七 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン

八 調 理 室
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２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。
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一 談 話 室 入 所 者 同 士 又 は 入 所 者 及 び そ の 家 族 が 談 話 を 楽 し め る 広 さ を 有 す る こ と 。

二 食 堂 内 の り に よ る 測 定 で 、 入 所 者 一 人 当 た り 一 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 す る こ

と 。

三 浴 室 次 の と お り と す る こ と 。

イ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 入 浴 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ロ 一 般 の 浴 槽 の ほ か 、 入 浴 に 介 助 を 必 要 と す る 者 の 入 浴 に 適 し た 特 別 の 浴 槽 を 設 け る こ

と 。

四 レ ク リ エ ー シ ョ ン ル ー ム レ ク リ エ ー シ ョ ン を 行 う た め に 十 分 な 広 さ を 有 す る ほ か 、 必

要 な 設 備 を 備 え る こ と 。

五 洗 面 所 身 体 の 不 自 由 な 者 が 利 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

六 便 所 身 体 の 不 自 由 な 者 が 利 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

３ 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 用 に 供 す る も の で な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 設 備 の 基 準 ）

第 六 条 介 護 医 療 院 の 設 備 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 介 護 医 療 院 の 建 物 （ 入 所 者 の 療 養 生 活 の た め に 使 用 し な い 附 属 の 建 物 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） は 、 耐 火 建 築 物 （ 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 二 条 第 九 号 の 二 に

規 定 す る 耐 火 建 築 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ か の 要 件 を 満

た す 二 階 建 て 又 は 平 屋 建 て の 介 護 医 療 院 の 建 物 に あ っ て は 、 準 耐 火 建 築 物 （ 同 条 第 九 号 の

三 に 規 定 す る 準 耐 火 建 築 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る こ と が で き る 。

イ 療 養 室 そ の 他 の 入 所 者 の 療 養 生 活 に 充 て ら れ る 施 設 （ 以 下 「 療 養 室 等 」 と い う 。 ） を

二 階 及 び 地 階 の い ず れ に も 設 け て い な い こ と 。

ロ 療 養 室 等 を 二 階 又 は 地 階 に 設 け て い る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と 。

⑴ 当 該 介 護 医 療 院 の 所 在 地 を 管 轄 す る 消 防 長 （ 消 防 本 部 を 置 か な い 市 町 村 に あ っ て

は 、 市 町 村 長 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 消 防 署 長 と 相 談 の 上 、 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 入

所 者 の 円 滑 か つ 迅 速 な 避 難 を 確 保 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と 。

⑵ 第 三 十 二 条 第 三 項 の 必 要 な 訓 練 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 の 計 画 に 従 い 、 昼 間 及 び 夜

間 に お い て 行 う こ と 。

⑶ 火 災 時 に お け る 避 難 、 消 火 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る よ う 、 地 域 住 民 等 と の 連 携

体 制 を 整 備 す る こ と 。

二 療 養 室 等 が 二 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一

以 上 設 け る こ と 。

三 療 養 室 等 が 三 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 避 難 に 支 障 が な い よ う に 避 難 階 段 を 二 以 上 設 け

る こ と 。 た だ し 、 前 号 の 直 通 階 段 を 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八

号 ） 第 百 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 避 難 階 段 と し て の 構 造 と す る 場 合 は 、 当 該 直 通 階 段 の

数 を 避 難 階 段 の 数 に 算 入 す る こ と が で き る 。

四 診 察 の 用 に 供 す る 電 気 、 光 線 、 熱 、 蒸 気 又 は ガ ス に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 危 害 防

止 上 必 要 な 方 法 を 講 ず る こ と と し 、 放 射 線 に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 医 療 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 五 十 号 ） 第 三 十 条 、 第 三 十 条 の 四 、 第 三 十 条 の 十 三 、 第 三 十 条

の 十 四 、 第 三 十 条 の 十 六 、 第 三 十 条 の 十 七 、 第 三 十 条 の 十 八 （ 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま

で を 除 く 。 ） 、 第 三 十 条 の 十 九 、 第 三 十 条 の 二 十 第 二 項 、 第 三 十 条 の 二 十 一 、 第 三 十 条 の
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２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。
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一 談 話 室 入 所 者 同 士 又 は 入 所 者 及 び そ の 家 族 が 談 話 を 楽 し め る 広 さ を 有 す る こ と 。

二 食 堂 内 の り に よ る 測 定 で 、 入 所 者 一 人 当 た り 一 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 す る こ

と 。

三 浴 室 次 の と お り と す る こ と 。

イ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 入 浴 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ロ 一 般 の 浴 槽 の ほ か 、 入 浴 に 介 助 を 必 要 と す る 者 の 入 浴 に 適 し た 特 別 の 浴 槽 を 設 け る こ

と 。

四 レ ク リ エ ー シ ョ ン ル ー ム レ ク リ エ ー シ ョ ン を 行 う た め に 十 分 な 広 さ を 有 す る ほ か 、 必

要 な 設 備 を 備 え る こ と 。

五 洗 面 所 身 体 の 不 自 由 な 者 が 利 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

六 便 所 身 体 の 不 自 由 な 者 が 利 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

３ 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 用 に 供 す る も の で な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 設 備 の 基 準 ）

第 六 条 介 護 医 療 院 の 設 備 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 介 護 医 療 院 の 建 物 （ 入 所 者 の 療 養 生 活 の た め に 使 用 し な い 附 属 の 建 物 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） は 、 耐 火 建 築 物 （ 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 二 条 第 九 号 の 二 に

規 定 す る 耐 火 建 築 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ か の 要 件 を 満

た す 二 階 建 て 又 は 平 屋 建 て の 介 護 医 療 院 の 建 物 に あ っ て は 、 準 耐 火 建 築 物 （ 同 条 第 九 号 の

三 に 規 定 す る 準 耐 火 建 築 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る こ と が で き る 。

イ 療 養 室 そ の 他 の 入 所 者 の 療 養 生 活 に 充 て ら れ る 施 設 （ 以 下 「 療 養 室 等 」 と い う 。 ） を

二 階 及 び 地 階 の い ず れ に も 設 け て い な い こ と 。

ロ 療 養 室 等 を 二 階 又 は 地 階 に 設 け て い る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と 。

⑴ 当 該 介 護 医 療 院 の 所 在 地 を 管 轄 す る 消 防 長 （ 消 防 本 部 を 置 か な い 市 町 村 に あ っ て

は 、 市 町 村 長 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 消 防 署 長 と 相 談 の 上 、 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 入

所 者 の 円 滑 か つ 迅 速 な 避 難 を 確 保 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と 。

⑵ 第 三 十 二 条 第 三 項 の 必 要 な 訓 練 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 の 計 画 に 従 い 、 昼 間 及 び 夜

間 に お い て 行 う こ と 。

⑶ 火 災 時 に お け る 避 難 、 消 火 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る よ う 、 地 域 住 民 等 と の 連 携

体 制 を 整 備 す る こ と 。

二 療 養 室 等 が 二 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一

以 上 設 け る こ と 。

三 療 養 室 等 が 三 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 避 難 に 支 障 が な い よ う に 避 難 階 段 を 二 以 上 設 け

る こ と 。 た だ し 、 前 号 の 直 通 階 段 を 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八

号 ） 第 百 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 避 難 階 段 と し て の 構 造 と す る 場 合 は 、 当 該 直 通 階 段 の

数 を 避 難 階 段 の 数 に 算 入 す る こ と が で き る 。

四 診 察 の 用 に 供 す る 電 気 、 光 線 、 熱 、 蒸 気 又 は ガ ス に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 危 害 防

止 上 必 要 な 方 法 を 講 ず る こ と と し 、 放 射 線 に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 医 療 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 五 十 号 ） 第 三 十 条 、 第 三 十 条 の 四 、 第 三 十 条 の 十 三 、 第 三 十 条

の 十 四 、 第 三 十 条 の 十 六 、 第 三 十 条 の 十 七 、 第 三 十 条 の 十 八 （ 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま

で を 除 く 。 ） 、 第 三 十 条 の 十 九 、 第 三 十 条 の 二 十 第 二 項 、 第 三 十 条 の 二 十 一 、 第 三 十 条 の

二 十 二 、 第 三 十 条 の 二 十 三 第 一 項 、 第 三 十 条 の 二 十 五 、 第 三 十 条 の 二 十 六 第 三 項 か ら 第 五

項 ま で 及 び 第 三 十 条 の 二 十 七 の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 三 十 条 の 十 八

第 一 項 中 「 い ず れ か 及 び 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 措 置 」 と あ る の は 「 い ず れ か 」 と
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読 み 替 え る も の と す る 。

五 階 段 に は 、 手 す り を 設 け る こ と 。

六 廊 下 は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 幅 は 、 一 ・ 八 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 た だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 二 ・ 七 メ ー ト ル 以 上

と す る こ と 。

ロ 手 す り を 設 け る こ と 。

ハ 常 夜 灯 を 設 け る こ と 。

七 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な 設 備 を 設 け る こ

と 。

八 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る こ と 。

２ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 介 護 医 療 院 の 建 物 が 、 次 の 各 号 の い ず れ か の 要 件 を 満 た

す 木 造 か つ 平 屋 建 て の 建 物 で あ っ て 、 知 事 が 、 火 災 予 防 、 消 火 活 動 等 に 関 し 専 門 的 知 識 を 有

す る 者 の 意 見 を 聴 い て 、 火 災 に 係 る 入 所 者 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る と 認 め た も の で あ る と

き は 、 耐 火 建 築 物 又 は 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と を 要 し な い 。

一 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 設 置 、 天 井 等 の 内 装 材 等 へ の 難 燃 性 の 材 料 の 使 用 、 調 理 室 等 火 災

が 発 生 す る お そ れ が あ る 箇 所 に お け る 防 火 区 画 の 設 置 等 に よ り 初 期 消 火 及 び 延 焼 の 抑 制 に

配 慮 し た 構 造 で あ る こ と 。

二 非 常 警 報 設 備 の 設 置 等 に よ り 火 災 の 早 期 発 見 及 び 通 報 の 体 制 が 整 備 さ れ て お り 、 円 滑 な

消 火 活 動 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

三 避 難 口 の 増 設 、 搬 送 を 容 易 に 行 う た め に 十 分 な 幅 員 を 有 す る 避 難 路 の 確 保 等 に よ り 円 滑

な 避 難 が 可 能 な 構 造 で あ り 、 か つ 、 避 難 訓 練 を 頻 繁 に 実 施 す る こ と 、 配 置 人 員 を 増 員 す る

こ と 等 に よ り 火 災 の 際 の 円 滑 な 避 難 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

第 四 章 運 営 に 関 す る 基 準

（ 内 容 及 び 手 続 の 説 明 及 び 同 意 ）

第 七 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 、 入 所 申 込

者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 そ の 他

の 入 所 申 込 者 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 載 し た 文 書 を 交 付 し て 説

明 し 、 当 該 提 供 の 開 始 に つ い て 入 所 申 込 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 か ら の 申 出 が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 文

書 の 交 付 に 代 え て 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 当 該 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 の 承 諾 を 得 て 、

当 該 文 書 に 記 載 す べ き 重 要 事 項 を 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 方

法 に よ り 提 供 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 介 護 医 療 院 は 、 当 該 文 書 を 交 付 し

た も の と み な す 。

（ サ ー ビ ス 提 供 拒 否 の 禁 止 ）

第 八 条 介 護 医 療 院 は 、 正 当 な 理 由 な く 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 拒 ん で は な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ）

第 九 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 病 状 等 を 勘 案 し 、 入 所 申 込 者 に 対 し 自 ら 必 要 な サ ー ビ ス

を 提 供 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め た 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な 病 院 又 は 診 療 所 の 紹 介 そ の

他 の 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

（ 受 給 資 格 等 の 確 認 ）

第 十 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 被 保 険 者 証 に よ り 、
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二 十 二 、 第 三 十 条 の 二 十 三 第 一 項 、 第 三 十 条 の 二 十 五 、 第 三 十 条 の 二 十 六 第 三 項 か ら 第 五

項 ま で 及 び 第 三 十 条 の 二 十 七 の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 三 十 条 の 十 八

第 一 項 中 「 い ず れ か 及 び 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 措 置 」 と あ る の は 「 い ず れ か 」 と
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読 み 替 え る も の と す る 。

五 階 段 に は 、 手 す り を 設 け る こ と 。

六 廊 下 は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 幅 は 、 一 ・ 八 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 た だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 二 ・ 七 メ ー ト ル 以 上

と す る こ と 。

ロ 手 す り を 設 け る こ と 。

ハ 常 夜 灯 を 設 け る こ と 。

七 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な 設 備 を 設 け る こ

と 。

八 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る こ と 。

２ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 介 護 医 療 院 の 建 物 が 、 次 の 各 号 の い ず れ か の 要 件 を 満 た

す 木 造 か つ 平 屋 建 て の 建 物 で あ っ て 、 知 事 が 、 火 災 予 防 、 消 火 活 動 等 に 関 し 専 門 的 知 識 を 有

す る 者 の 意 見 を 聴 い て 、 火 災 に 係 る 入 所 者 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る と 認 め た も の で あ る と

き は 、 耐 火 建 築 物 又 は 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と を 要 し な い 。

一 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 設 置 、 天 井 等 の 内 装 材 等 へ の 難 燃 性 の 材 料 の 使 用 、 調 理 室 等 火 災

が 発 生 す る お そ れ が あ る 箇 所 に お け る 防 火 区 画 の 設 置 等 に よ り 初 期 消 火 及 び 延 焼 の 抑 制 に

配 慮 し た 構 造 で あ る こ と 。

二 非 常 警 報 設 備 の 設 置 等 に よ り 火 災 の 早 期 発 見 及 び 通 報 の 体 制 が 整 備 さ れ て お り 、 円 滑 な

消 火 活 動 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

三 避 難 口 の 増 設 、 搬 送 を 容 易 に 行 う た め に 十 分 な 幅 員 を 有 す る 避 難 路 の 確 保 等 に よ り 円 滑

な 避 難 が 可 能 な 構 造 で あ り 、 か つ 、 避 難 訓 練 を 頻 繁 に 実 施 す る こ と 、 配 置 人 員 を 増 員 す る

こ と 等 に よ り 火 災 の 際 の 円 滑 な 避 難 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

第 四 章 運 営 に 関 す る 基 準

（ 内 容 及 び 手 続 の 説 明 及 び 同 意 ）

第 七 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 、 入 所 申 込

者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 そ の 他

の 入 所 申 込 者 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 載 し た 文 書 を 交 付 し て 説

明 し 、 当 該 提 供 の 開 始 に つ い て 入 所 申 込 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 か ら の 申 出 が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 文

書 の 交 付 に 代 え て 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 当 該 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 の 承 諾 を 得 て 、

当 該 文 書 に 記 載 す べ き 重 要 事 項 を 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 方

法 に よ り 提 供 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 介 護 医 療 院 は 、 当 該 文 書 を 交 付 し

た も の と み な す 。

（ サ ー ビ ス 提 供 拒 否 の 禁 止 ）

第 八 条 介 護 医 療 院 は 、 正 当 な 理 由 な く 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 拒 ん で は な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ）

第 九 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 病 状 等 を 勘 案 し 、 入 所 申 込 者 に 対 し 自 ら 必 要 な サ ー ビ ス

を 提 供 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め た 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な 病 院 又 は 診 療 所 の 紹 介 そ の

他 の 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

（ 受 給 資 格 等 の 確 認 ）

第 十 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 被 保 険 者 証 に よ り 、

被 保 険 者 資 格 、 要 介 護 認 定 の 有 無 及 び 要 介 護 認 定 の 有 効 期 間 を 確 か め な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 被 保 険 者 証 に 認 定 審 査 会 意 見 が 記 載 さ れ て い る と き は 、 当 該 認 定 審

査 会 意 見 に 配 慮 し て 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。
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（ 要 介 護 認 定 の 申 請 に 係 る 援 助 ）

第 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し 、 要 介 護 認 定 を 受 け て い な

い 入 所 申 込 者 に つ い て は 、 要 介 護 認 定 の 申 請 が 既 に 行 わ れ て い る か ど う か を 確 認 し 、 当 該 申

請 が 行 わ れ て い な い と き は 、 当 該 入 所 申 込 者 の 意 思 を 踏 ま え て 、 速 や か に 当 該 申 請 が 行 わ れ

る よ う 、 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 要 介 護 認 定 の 更 新 の 申 請 が 遅 く と も 当 該 入 所 者 が 受 け て い る 要 介 護 認 定 の

有 効 期 間 の 満 了 日 の 三 十 日 前 ま で に は 行 わ れ る よ う 、 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 入 退 所 ）

第 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 療 養 上 の

管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 等 が 必 要 で あ る と 認

め ら れ る 者 に 対 し 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 数 が 入 所 定 員 の 数 か ら 入 所 者 の 数 を 差 し 引 い た 数 を 超 え て い

る 場 合 は 、 長 期 に わ た る 療 養 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 の 必 要 性 を 勘 案 し 、 介 護 医 療

院 サ ー ビ ス を 受 け る 必 要 性 が 高 い と 認 め ら れ る 入 所 申 込 者 を 優 先 的 に 入 所 さ せ る よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 入 所 に 際 し て は 、 そ の 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る

照 会 等 に よ り 、 そ の 者 の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 の 把

握 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 当 該 入

所 者 が 居 宅 に お い て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い て 定 期 的 に 検 討 し 、 そ の 内

容 等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

５ 前 項 の 検 討 に 当 た っ て は 、 医 師 、 薬 剤 師 、 看 護 職 員 、 介 護 職 員 、 介 護 支 援 専 門 員 等 の 従 業

者 の 間 で 協 議 し な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 退 所 に 際 し て は 、 そ の 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 適 切 な 指 導 を 行 う と

と も に 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 の 援 助 に 資 す る た め 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 及 び 退 所 後 の

主 治 の 医 師 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の

密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 の 記 録 ）

第 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 に 際 し て は 入 所 の 年 月 日 並 び に 入 所 す る 介 護 保 険 施 設 の 種 類 及

び 名 称 を 、 退 所 に 際 し て は 退 所 の 年 月 日 を 、 当 該 者 の 被 保 険 者 証 に 記 載 し な け れ ば な ら な

い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に は 、 提 供 し た 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容

等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

（ 利 用 料 等 の 受 領 ）

第 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス （ 法 第 四 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 施 設 介 護

サ ー ビ ス 費 が 入 所 者 に 代 わ り 当 該 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る 場 合 の 当 該 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 に

係 る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 提 供 し た 際 に は 、 入 所 者 か ら 利 用 料 （ 施 設

介 護 サ ー ビ ス 費 の 支 給 の 対 象 と な る 費 用 に 係 る 対 価 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 一 部 と し て 、 当

該 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に つ い て 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 算 定

し た 費 用 の 額 （ そ の 額 が 現 に 当 該 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 を 超 え る と き は 、 当

該 現 に 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 と す る 。 以 下 「 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 」 と い
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被 保 険 者 資 格 、 要 介 護 認 定 の 有 無 及 び 要 介 護 認 定 の 有 効 期 間 を 確 か め な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 被 保 険 者 証 に 認 定 審 査 会 意 見 が 記 載 さ れ て い る と き は 、 当 該 認 定 審

査 会 意 見 に 配 慮 し て 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。
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（ 要 介 護 認 定 の 申 請 に 係 る 援 助 ）

第 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し 、 要 介 護 認 定 を 受 け て い な

い 入 所 申 込 者 に つ い て は 、 要 介 護 認 定 の 申 請 が 既 に 行 わ れ て い る か ど う か を 確 認 し 、 当 該 申

請 が 行 わ れ て い な い と き は 、 当 該 入 所 申 込 者 の 意 思 を 踏 ま え て 、 速 や か に 当 該 申 請 が 行 わ れ

る よ う 、 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 要 介 護 認 定 の 更 新 の 申 請 が 遅 く と も 当 該 入 所 者 が 受 け て い る 要 介 護 認 定 の

有 効 期 間 の 満 了 日 の 三 十 日 前 ま で に は 行 わ れ る よ う 、 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 入 退 所 ）

第 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 療 養 上 の

管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 等 が 必 要 で あ る と 認

め ら れ る 者 に 対 し 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 数 が 入 所 定 員 の 数 か ら 入 所 者 の 数 を 差 し 引 い た 数 を 超 え て い

る 場 合 は 、 長 期 に わ た る 療 養 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 の 必 要 性 を 勘 案 し 、 介 護 医 療

院 サ ー ビ ス を 受 け る 必 要 性 が 高 い と 認 め ら れ る 入 所 申 込 者 を 優 先 的 に 入 所 さ せ る よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 申 込 者 の 入 所 に 際 し て は 、 そ の 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る

照 会 等 に よ り 、 そ の 者 の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 の 把

握 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 当 該 入

所 者 が 居 宅 に お い て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い て 定 期 的 に 検 討 し 、 そ の 内

容 等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

５ 前 項 の 検 討 に 当 た っ て は 、 医 師 、 薬 剤 師 、 看 護 職 員 、 介 護 職 員 、 介 護 支 援 専 門 員 等 の 従 業

者 の 間 で 協 議 し な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 退 所 に 際 し て は 、 そ の 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 適 切 な 指 導 を 行 う と

と も に 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 の 援 助 に 資 す る た め 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 及 び 退 所 後 の

主 治 の 医 師 に 対 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の

密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 の 記 録 ）

第 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 に 際 し て は 入 所 の 年 月 日 並 び に 入 所 す る 介 護 保 険 施 設 の 種 類 及

び 名 称 を 、 退 所 に 際 し て は 退 所 の 年 月 日 を 、 当 該 者 の 被 保 険 者 証 に 記 載 し な け れ ば な ら な

い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に は 、 提 供 し た 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容

等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

（ 利 用 料 等 の 受 領 ）

第 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス （ 法 第 四 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 施 設 介 護

サ ー ビ ス 費 が 入 所 者 に 代 わ り 当 該 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る 場 合 の 当 該 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 に

係 る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 提 供 し た 際 に は 、 入 所 者 か ら 利 用 料 （ 施 設

介 護 サ ー ビ ス 費 の 支 給 の 対 象 と な る 費 用 に 係 る 対 価 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 一 部 と し て 、 当

該 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に つ い て 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 算 定

し た 費 用 の 額 （ そ の 額 が 現 に 当 該 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 を 超 え る と き は 、 当

該 現 に 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 と す る 。 以 下 「 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 」 と い

う 。 ） か ら 当 該 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 支 払 を

受 け る も の と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に 入
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所 者 か ら 支 払 を 受 け る 利 用 料 の 額 と 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 と の 間 に 、 不 合 理 な 差 額 が 生 じ

な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 前 二 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を 受 け る こ と

が で き る 。

一 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用

二 居 住 に 要 す る 費 用

三 当 該 入 所 者 が 選 定 す る 特 別 な 療 養 室 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

四 当 該 入 所 者 が 選 定 す る 特 別 な 食 事 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

五 理 美 容 代

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 の う ち 日 常 生

活 に お い て も 通 常 必 要 と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 当 該 入 所 者 に 負 担 さ せ る こ と が 適

当 と 認 め ら れ る も の

４ 前 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 第 三 項 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 あ ら か じ

め 、 入 所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 を 記 載 し た 文 書 を 交 付 し て 説

明 し 、 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 第 一 号 か ら 第 四 号

ま で に 掲 げ る 費 用 に 係 る 同 意 に つ い て は 、 文 書 に よ る も の と す る 。

（ 保 険 給 付 の 請 求 の た め の 証 明 書 の 交 付 ）

第 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 係 る 費 用

の 額 の 支 払 を 受 け た 場 合 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 、 費 用 の 額 そ の 他 必 要

と 認 め ら れ る 事 項 を 記 載 し た サ ー ビ ス 提 供 証 明 書 を 入 所 者 に 対 し 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 十 六 条 介 護 医 療 院 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 入 所 者 の 要 介 護 状 態 の 軽 減 又 は 悪 化 の

防 止 に 資 す る よ う 、 そ の 者 の 心 身 の 状 況 等 を 踏 ま え て 、 そ の 者 の 療 養 を 適 切 に 行 わ な け れ ば

な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 漫 然 か つ 画 一 的 な も の と な ら な い よ

う 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 懇 切 丁 寧 を 旨 と し 、 入

所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 療 養 上 必 要 な 事 項 に つ い て 、 理 解 し や す い よ う に 指 導 し 、 又 は 説

明 し な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 入 所 者 又 は 他 の 入 所 者 等 の

生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 入 所 者 の 行 動

を 制 限 す る 行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該 入 所 者 の 心

身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。
一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も

に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。



（78） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

う 。 ） か ら 当 該 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 支 払 を

受 け る も の と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に 入
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所 者 か ら 支 払 を 受 け る 利 用 料 の 額 と 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 と の 間 に 、 不 合 理 な 差 額 が 生 じ

な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 前 二 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を 受 け る こ と

が で き る 。

一 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用

二 居 住 に 要 す る 費 用

三 当 該 入 所 者 が 選 定 す る 特 別 な 療 養 室 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

四 当 該 入 所 者 が 選 定 す る 特 別 な 食 事 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

五 理 美 容 代

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 の う ち 日 常 生

活 に お い て も 通 常 必 要 と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 当 該 入 所 者 に 負 担 さ せ る こ と が 適

当 と 認 め ら れ る も の

４ 前 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 第 三 項 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 あ ら か じ

め 、 入 所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 を 記 載 し た 文 書 を 交 付 し て 説

明 し 、 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 第 一 号 か ら 第 四 号

ま で に 掲 げ る 費 用 に 係 る 同 意 に つ い て は 、 文 書 に よ る も の と す る 。

（ 保 険 給 付 の 請 求 の た め の 証 明 書 の 交 付 ）

第 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 係 る 費 用

の 額 の 支 払 を 受 け た 場 合 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 、 費 用 の 額 そ の 他 必 要

と 認 め ら れ る 事 項 を 記 載 し た サ ー ビ ス 提 供 証 明 書 を 入 所 者 に 対 し 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 十 六 条 介 護 医 療 院 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 入 所 者 の 要 介 護 状 態 の 軽 減 又 は 悪 化 の

防 止 に 資 す る よ う 、 そ の 者 の 心 身 の 状 況 等 を 踏 ま え て 、 そ の 者 の 療 養 を 適 切 に 行 わ な け れ ば

な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 漫 然 か つ 画 一 的 な も の と な ら な い よ

う 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 懇 切 丁 寧 を 旨 と し 、 入

所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 療 養 上 必 要 な 事 項 に つ い て 、 理 解 し や す い よ う に 指 導 し 、 又 は 説

明 し な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 入 所 者 又 は 他 の 入 所 者 等 の

生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 入 所 者 の 行 動

を 制 限 す る 行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該 入 所 者 の 心

身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。
一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も

に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す

る こ と 。

７ 介 護 医 療 院 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 を
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図 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 ）

第 十 七 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 介 護 支 援 専 門 員 に 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 関 す る 業 務 を

担 当 さ せ る も の と す る 。

２ 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 関 す る 業 務 を 担 当 す る 介 護 支 援 専 門 員 （ 以 下 「 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門

員 」 と い う 。 ） は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 入 所 者 の 日 常 生 活 全 般 を 支 援 す

る 観 点 か ら 、 当 該 地 域 の 住 民 に よ る 自 発 的 な 活 動 に よ る サ ー ビ ス 等 の 利 用 も 含 め て 施 設 サ ー

ビ ス 計 画 に 位 置 付 け る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

３ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 適 切 な 方 法 に よ り 、

入 所 者 に つ い て 、 そ の 有 す る 能 力 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 評 価 を 通 じ て 当 該 入 所 者 が 現

に 抱 え る 問 題 点 を 明 ら か に し 、 当 該 入 所 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う に 支

援 す る 上 で 解 決 す べ き 課 題 を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。

４ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 前 項 に 規 定 す る 解 決 す べ き 課 題 の 把 握 （ 以 下 「 ア セ ス メ ン

ト 」 と い う 。 ） に 当 た っ て は 、 入 所 者 及 び そ の 家 族 に 面 接 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の

場 合 に お い て 、 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家 族 に 対 し 面 接 の 趣 旨 を 十

分 に 説 明 し 、 そ の 理 解 を 得 な け れ ば な ら な い 。

５ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 入 所 者 の 希 望 、 当 該 入 所 者 に つ い て の ア セ ス メ ン ト の 結 果 及

び 医 師 の 治 療 の 方 針 に 基 づ き 、 当 該 入 所 者 の 家 族 の 希 望 を 勘 案 し て 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家

族 の 生 活 に 対 す る 意 向 、 総 合 的 な 援 助 の 方 針 、 生 活 全 般 の 解 決 す べ き 課 題 、 介 護 医 療 院 サ ー

ビ ス の 目 標 及 び そ の 達 成 時 期 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る

上 で の 留 意 事 項 等 を 記 載 し た 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

６ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 （ 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の

提 供 に 当 た る 他 の 担 当 者 （ 以 下 「 担 当 者 」 と い う 。 ） を 招 集 し て 行 う 会 議 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） の 開 催 、 担 当 者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 の 内 容 に つ い

て 、 当 該 担 当 者 に 専 門 的 な 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

７ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 の 内 容 に つ い て 入 所 者 又 は そ の 家 族

に 対 し 説 明 し 、 文 書 に よ り 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

８ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し た 際 に は 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画

を 当 該 入 所 者 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

９ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 後 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 実 施 状

況 の 把 握 （ 当 該 入 所 者 に つ い て の 継 続 的 な ア セ ス メ ン ト を 含 む 。 以 下 「 モ ニ タ リ ン グ 」 と い

う 。 ） を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 を 行 う も の と す る 。

計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 モ ニ タ リ ン グ に 当 た っ て は 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家 族 並 び に10
担 当 者 と の 連 絡 を 継 続 的 に 行 う こ と と し 、 特 段 の 事 情 の な い 限 り 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ ら

な け れ ば な ら な い 。

一 定 期 的 に 入 所 者 に 面 接 す る こ と 。

二 定 期 的 に モ ニ タ リ ン グ の 結 果 を 記 録 す る こ と 。

計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お い て 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 の 開 催 、 担 当1
1

者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 の 必 要 性 に つ い て 、 当 該 担 当 者 に 専 門 的

な 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

一 入 所 者 が 要 介 護 更 新 認 定 を 受 け た 場 合
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三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す

る こ と 。

７ 介 護 医 療 院 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 を
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図 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 ）

第 十 七 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 介 護 支 援 専 門 員 に 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 関 す る 業 務 を

担 当 さ せ る も の と す る 。

２ 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 関 す る 業 務 を 担 当 す る 介 護 支 援 専 門 員 （ 以 下 「 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門

員 」 と い う 。 ） は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 入 所 者 の 日 常 生 活 全 般 を 支 援 す

る 観 点 か ら 、 当 該 地 域 の 住 民 に よ る 自 発 的 な 活 動 に よ る サ ー ビ ス 等 の 利 用 も 含 め て 施 設 サ ー

ビ ス 計 画 に 位 置 付 け る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

３ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 適 切 な 方 法 に よ り 、

入 所 者 に つ い て 、 そ の 有 す る 能 力 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 評 価 を 通 じ て 当 該 入 所 者 が 現

に 抱 え る 問 題 点 を 明 ら か に し 、 当 該 入 所 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う に 支

援 す る 上 で 解 決 す べ き 課 題 を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。

４ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 前 項 に 規 定 す る 解 決 す べ き 課 題 の 把 握 （ 以 下 「 ア セ ス メ ン

ト 」 と い う 。 ） に 当 た っ て は 、 入 所 者 及 び そ の 家 族 に 面 接 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の

場 合 に お い て 、 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家 族 に 対 し 面 接 の 趣 旨 を 十

分 に 説 明 し 、 そ の 理 解 を 得 な け れ ば な ら な い 。

５ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 入 所 者 の 希 望 、 当 該 入 所 者 に つ い て の ア セ ス メ ン ト の 結 果 及

び 医 師 の 治 療 の 方 針 に 基 づ き 、 当 該 入 所 者 の 家 族 の 希 望 を 勘 案 し て 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家

族 の 生 活 に 対 す る 意 向 、 総 合 的 な 援 助 の 方 針 、 生 活 全 般 の 解 決 す べ き 課 題 、 介 護 医 療 院 サ ー

ビ ス の 目 標 及 び そ の 達 成 時 期 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る

上 で の 留 意 事 項 等 を 記 載 し た 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

６ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 （ 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の

提 供 に 当 た る 他 の 担 当 者 （ 以 下 「 担 当 者 」 と い う 。 ） を 招 集 し て 行 う 会 議 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） の 開 催 、 担 当 者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 の 内 容 に つ い

て 、 当 該 担 当 者 に 専 門 的 な 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

７ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 の 内 容 に つ い て 入 所 者 又 は そ の 家 族

に 対 し 説 明 し 、 文 書 に よ り 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

８ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し た 際 に は 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画

を 当 該 入 所 者 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

９ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 後 、 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 実 施 状

況 の 把 握 （ 当 該 入 所 者 に つ い て の 継 続 的 な ア セ ス メ ン ト を 含 む 。 以 下 「 モ ニ タ リ ン グ 」 と い

う 。 ） を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 当 該 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 を 行 う も の と す る 。

計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 モ ニ タ リ ン グ に 当 た っ て は 、 当 該 入 所 者 及 び そ の 家 族 並 び に10
担 当 者 と の 連 絡 を 継 続 的 に 行 う こ と と し 、 特 段 の 事 情 の な い 限 り 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ ら

な け れ ば な ら な い 。

一 定 期 的 に 入 所 者 に 面 接 す る こ と 。

二 定 期 的 に モ ニ タ リ ン グ の 結 果 を 記 録 す る こ と 。

計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お い て 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 の 開 催 、 担 当1
1

者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 の 必 要 性 に つ い て 、 当 該 担 当 者 に 専 門 的

な 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

一 入 所 者 が 要 介 護 更 新 認 定 を 受 け た 場 合

二 入 所 者 が 要 介 護 状 態 区 分 の 変 更 の 認 定 を 受 け た 場 合

第 二 項 か ら 第 八 項 ま で の 規 定 は 、 第 九 項 の 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。1
2

（ 診 療 の 方 針 ）
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第 十 八 条 医 師 の 診 療 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る も の と す る 。

一 診 療 は 、 一 般 に 医 師 と し て 診 療 の 必 要 性 が あ る と 認 め ら れ る 疾 病 又 は 負 傷 に 対 し て 、 的

確 な 診 断 を 基 と し 、 療 養 上 適 切 に 行 う こ と 。

二 診 療 に 当 た っ て は 、 常 に 医 学 の 立 場 を 堅 持 し て 、 入 所 者 の 心 身 の 状 況 を 観 察 し 、 要 介 護

者 の 心 理 が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 十 分 配 慮 し て 、 心 理 的 な 効 果 を も あ げ る こ と が で き る よ う

適 切 な 指 導 を 行 う こ と 。

三 常 に 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 的 確 な 把 握 に 努 め 、 当 該

入 所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 適 切 な 指 導 を 行 う こ と 。

四 検 査 、 投 薬 、 注 射 、 処 置 等 は 、 入 所 者 の 病 状 に 照 ら し て 適 切 に 行 う こ と 。

五 厚 生 労 働 大 臣 が 別 に 定 め る も の の ほ か 、 特 殊 な 療 法 又 は 新 し い 療 法 等 を 行 っ て は な ら な

い こ と 。

六 厚 生 労 働 大 臣 が 別 に 定 め る 医 薬 品 以 外 の 医 薬 品 を 入 所 者 に 施 用 し 、 又 は 処 方 し て は な ら

な い こ と 。 た だ し 、 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 十 七 項 に 規 定 す る 治 験 に 係 る 診 療 に お い て 、

当 該 治 験 の 対 象 と さ れ る 薬 物 を 使 用 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 必 要 な 医 療 の 提 供 が 困 難 な 場 合 等 の 措 置 等 ）

第 十 九 条 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の 病 状 か ら み て 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 自 ら 必 要 な 医

療 を 提 供 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め た と き は 、 協 力 病 院 そ の 他 適 当 な 病 院 若 し く は 診 療 所

へ の 入 院 の た め の 措 置 又 は 他 の 医 師 の 対 診 を 求 め る こ と そ の 他 の 診 療 に つ い て の 適 切 な 措 置

を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の た め に 必 要 な 限 度 を 超 え て 、 他 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 の

往 診 を 求 め 、 又 は 入 所 者 を 病 院 若 し く は 診 療 所 に 通 院 さ せ て は な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の た め に 他 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 の 往 診 を 求 め 、 又 は 入 所

者 を 病 院 若 し く は 診 療 所 に 通 院 さ せ る 場 合 は 、 そ の 医 師 又 は 歯 科 医 師 に 対 し 当 該 入 所 者 の 診

療 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 が 往 診 を 受 け た 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 又 は 入 所 者 が 通 院 し た

病 院 若 し く は 診 療 所 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 か ら 当 該 入 所 者 の 療 養 上 必 要 な 情 報 の 提 供 を 受

け る も の と し 、 そ の 情 報 に よ り 適 切 な 診 療 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 機 能 訓 練 ）

第 二 十 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 心 身 の 諸 機 能 の 維 持 回 復 を 図 り 、 日 常 生 活 の 自 立 を 助 け る

た め 、 理 学 療 法 、 作 業 療 法 そ の 他 適 切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 計 画 的 に 行 わ な け れ ば な ら な

い 。
（ 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 ）

第 二 十 一 条 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 は 、 入 所 者 の 自 立 の 支 援 及 び 日 常 生 活 の 充

実 に 資 す る よ う 、 当 該 入 所 者 の 病 状 及 び 心 身 の 状 況 に 応 じ て 、 適 切 な 技 術 を も っ て 行 わ れ な

け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 一 週 間 に 二 回 以 上 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 入 所 者 を 入 浴 さ せ 、 又 は 清 拭 し な

け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、

適 切 な 方 法 に よ り 、 排 せ つ の 自 立 に つ い て 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 お む つ を 使 用 せ ざ る を 得 な い 入 所 者 の お む つ を 適 切 に 取 り 替 え な け れ ば な
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二 入 所 者 が 要 介 護 状 態 区 分 の 変 更 の 認 定 を 受 け た 場 合

第 二 項 か ら 第 八 項 ま で の 規 定 は 、 第 九 項 の 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。1
2

（ 診 療 の 方 針 ）

8

第 十 八 条 医 師 の 診 療 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る も の と す る 。

一 診 療 は 、 一 般 に 医 師 と し て 診 療 の 必 要 性 が あ る と 認 め ら れ る 疾 病 又 は 負 傷 に 対 し て 、 的

確 な 診 断 を 基 と し 、 療 養 上 適 切 に 行 う こ と 。

二 診 療 に 当 た っ て は 、 常 に 医 学 の 立 場 を 堅 持 し て 、 入 所 者 の 心 身 の 状 況 を 観 察 し 、 要 介 護

者 の 心 理 が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 十 分 配 慮 し て 、 心 理 的 な 効 果 を も あ げ る こ と が で き る よ う

適 切 な 指 導 を 行 う こ と 。

三 常 に 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 的 確 な 把 握 に 努 め 、 当 該

入 所 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 適 切 な 指 導 を 行 う こ と 。

四 検 査 、 投 薬 、 注 射 、 処 置 等 は 、 入 所 者 の 病 状 に 照 ら し て 適 切 に 行 う こ と 。

五 厚 生 労 働 大 臣 が 別 に 定 め る も の の ほ か 、 特 殊 な 療 法 又 は 新 し い 療 法 等 を 行 っ て は な ら な

い こ と 。

六 厚 生 労 働 大 臣 が 別 に 定 め る 医 薬 品 以 外 の 医 薬 品 を 入 所 者 に 施 用 し 、 又 は 処 方 し て は な ら

な い こ と 。 た だ し 、 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 十 七 項 に 規 定 す る 治 験 に 係 る 診 療 に お い て 、

当 該 治 験 の 対 象 と さ れ る 薬 物 を 使 用 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 必 要 な 医 療 の 提 供 が 困 難 な 場 合 等 の 措 置 等 ）

第 十 九 条 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の 病 状 か ら み て 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 自 ら 必 要 な 医

療 を 提 供 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め た と き は 、 協 力 病 院 そ の 他 適 当 な 病 院 若 し く は 診 療 所

へ の 入 院 の た め の 措 置 又 は 他 の 医 師 の 対 診 を 求 め る こ と そ の 他 の 診 療 に つ い て の 適 切 な 措 置

を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の た め に 必 要 な 限 度 を 超 え て 、 他 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 の

往 診 を 求 め 、 又 は 入 所 者 を 病 院 若 し く は 診 療 所 に 通 院 さ せ て は な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 の た め に 他 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 の 往 診 を 求 め 、 又 は 入 所

者 を 病 院 若 し く は 診 療 所 に 通 院 さ せ る 場 合 は 、 そ の 医 師 又 は 歯 科 医 師 に 対 し 当 該 入 所 者 の 診

療 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 の 医 師 は 、 入 所 者 が 往 診 を 受 け た 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 又 は 入 所 者 が 通 院 し た

病 院 若 し く は 診 療 所 の 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 か ら 当 該 入 所 者 の 療 養 上 必 要 な 情 報 の 提 供 を 受

け る も の と し 、 そ の 情 報 に よ り 適 切 な 診 療 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 機 能 訓 練 ）

第 二 十 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 心 身 の 諸 機 能 の 維 持 回 復 を 図 り 、 日 常 生 活 の 自 立 を 助 け る

た め 、 理 学 療 法 、 作 業 療 法 そ の 他 適 切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 計 画 的 に 行 わ な け れ ば な ら な

い 。
（ 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 ）

第 二 十 一 条 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 は 、 入 所 者 の 自 立 の 支 援 及 び 日 常 生 活 の 充

実 に 資 す る よ う 、 当 該 入 所 者 の 病 状 及 び 心 身 の 状 況 に 応 じ て 、 適 切 な 技 術 を も っ て 行 わ れ な

け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 一 週 間 に 二 回 以 上 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 入 所 者 を 入 浴 さ せ 、 又 は 清 拭 し な

け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、

適 切 な 方 法 に よ り 、 排 せ つ の 自 立 に つ い て 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 お む つ を 使 用 せ ざ る を 得 な い 入 所 者 の お む つ を 適 切 に 取 り 替 え な け れ ば な

ら な い 。

じ よ く そ う

５ 介 護 医 療 院 は 、 褥 瘡 が 発 生 し な い よ う 適 切 な 介 護 を 行 う と と も に 、 そ の 発 生 を 予 防 す る た

め の 体 制 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。

9

６ 介 護 医 療 院 は 、 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 入 所 者 に 対 し 、 離 床 、 着 替 え 、 整 容 そ の 他

の 日 常 生 活 上 の 世 話 を 適 切 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

７ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 、 そ の 負 担 に よ り 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る

看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 を 受 け さ せ て は な ら な い 。

（ 食 事 の 提 供 ）

第 二 十 二 条 入 所 者 の 食 事 は 、 栄 養 並 び に 入 所 者 の 身 体 の 状 況 、 病 状 及 び 嗜 好 を 考 慮 し た も の

し

と す る と と も に 、 適 切 な 時 間 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 食 事 に つ い て 、 入 所 者 の 自 立 の 支 援 に 配 慮 し 、 で き る 限 り 離 床 し

て 食 堂 で 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 相 談 及 び 援 助 ）

第 二 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 的

確 な 把 握 に 努 め 、 そ の 者 又 は そ の 家 族 か ら の 相 談 に 適 切 に 応 ず る と と も に 、 こ れ ら の 者 に 対

し 必 要 な 助 言 そ の 他 の 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ そ の 他 の サ ー ビ ス の 提 供 ）

第 二 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 適 宜 入 所 者 の た め の レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 事 を 行 う よ う 努 め る も の

と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 所 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 入 所 者 と そ の 家 族 と の 交 流 等

の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 入 所 者 に 関 す る 市 町 村 へ の 通 知 ）

第 二 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 遅 滞 な く 、 意 見

を 付 し て そ の 旨 を 市 町 村 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

一 正 当 な 理 由 な く 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 指 示 に 従 わ な い こ と に よ り 、 要 介 護

状 態 を 悪 化 さ せ た と 認 め ら れ る と き 。

二 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 保 険 給 付 を 受 け 、 又 は 受 け よ う と し た と き 。

（ 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 二 十 六 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 者 で な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 介 護 医 療 院 の 管 理 上 支 障 が な い 場 合 は 、 規 則 で 定 め る 職 務 に 従 事

す る こ と が で き る も の と す る 。

（ 管 理 者 の 責 務 ）

第 二 十 七 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 の 管 理 、 業 務 の 実 施 状 況 の 把 握

そ の 他 の 管 理 を 一 元 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 従 業 者 に こ の 章 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 を 遵 守 さ せ る た め に 必

要 な 指 揮 又 は 命 令 を す る も の と す る 。

３ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 介 護 医 療 院 に 医 師 を 宿 直 さ せ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 介

護 医 療 院 の 入 所 者 に 対 す る サ ー ビ ス の 提 供 に 支 障 が な い 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 の 責 務 ）

第 二 十 八 条 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 第 十 七 条 に 規 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を

行 う も の と す る 。

一 入 所 申 込 者 の 入 所 に 際 し 、 そ の 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 そ

の 者 の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 を 把 握 す る こ と 。

二 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 そ の 者 が 居 宅 に お い
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ら な い 。

じ よ く そ う

５ 介 護 医 療 院 は 、 褥 瘡 が 発 生 し な い よ う 適 切 な 介 護 を 行 う と と も に 、 そ の 発 生 を 予 防 す る た

め の 体 制 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。
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６ 介 護 医 療 院 は 、 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 入 所 者 に 対 し 、 離 床 、 着 替 え 、 整 容 そ の 他

の 日 常 生 活 上 の 世 話 を 適 切 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

７ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 、 そ の 負 担 に よ り 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る

看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 を 受 け さ せ て は な ら な い 。

（ 食 事 の 提 供 ）

第 二 十 二 条 入 所 者 の 食 事 は 、 栄 養 並 び に 入 所 者 の 身 体 の 状 況 、 病 状 及 び 嗜 好 を 考 慮 し た も の

し

と す る と と も に 、 適 切 な 時 間 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 食 事 に つ い て 、 入 所 者 の 自 立 の 支 援 に 配 慮 し 、 で き る 限 り 離 床 し

て 食 堂 で 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 相 談 及 び 援 助 ）

第 二 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 的

確 な 把 握 に 努 め 、 そ の 者 又 は そ の 家 族 か ら の 相 談 に 適 切 に 応 ず る と と も に 、 こ れ ら の 者 に 対

し 必 要 な 助 言 そ の 他 の 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ そ の 他 の サ ー ビ ス の 提 供 ）

第 二 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 適 宜 入 所 者 の た め の レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 事 を 行 う よ う 努 め る も の

と す る 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 所 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 入 所 者 と そ の 家 族 と の 交 流 等

の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 入 所 者 に 関 す る 市 町 村 へ の 通 知 ）

第 二 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 遅 滞 な く 、 意 見

を 付 し て そ の 旨 を 市 町 村 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

一 正 当 な 理 由 な く 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 指 示 に 従 わ な い こ と に よ り 、 要 介 護

状 態 を 悪 化 さ せ た と 認 め ら れ る と き 。

二 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 保 険 給 付 を 受 け 、 又 は 受 け よ う と し た と き 。

（ 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 二 十 六 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 専 ら 当 該 介 護 医 療 院 の 職 務 に 従 事 す る 常 勤 の 者 で な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 介 護 医 療 院 の 管 理 上 支 障 が な い 場 合 は 、 規 則 で 定 め る 職 務 に 従 事

す る こ と が で き る も の と す る 。

（ 管 理 者 の 責 務 ）

第 二 十 七 条 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 の 管 理 、 業 務 の 実 施 状 況 の 把 握

そ の 他 の 管 理 を 一 元 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 従 業 者 に こ の 章 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 を 遵 守 さ せ る た め に 必

要 な 指 揮 又 は 命 令 を す る も の と す る 。

３ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 介 護 医 療 院 に 医 師 を 宿 直 さ せ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 介

護 医 療 院 の 入 所 者 に 対 す る サ ー ビ ス の 提 供 に 支 障 が な い 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 の 責 務 ）

第 二 十 八 条 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 第 十 七 条 に 規 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を

行 う も の と す る 。

一 入 所 申 込 者 の 入 所 に 際 し 、 そ の 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る 照 会 等 に よ り 、 そ

の 者 の 心 身 の 状 況 、 生 活 歴 、 病 歴 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 を 把 握 す る こ と 。

二 入 所 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 照 ら し 、 そ の 者 が 居 宅 に お い

て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い て 定 期 的 に 検 討 し 、 そ の 内 容 等 を 記 録 す る

こ と 。

三 入 所 者 の 退 所 に 際 し 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 の 援 助 に 資 す る た め 、 居 宅 介 護 支 援 事1
0

業 者 に 対 し て 情 報 を 提 供 す る ほ か 、 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と 密

接 に 連 携 す る こ と 。

（ 運 営 規 程 ）

第 二 十 九 条 介 護 医 療 院 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 （ 第 三 十

五 条 に お い て 「 運 営 規 程 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針

二 従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容

三 入 所 定 員 （ Ⅰ 型 療 養 床 に 係 る 入 所 定 員 、 Ⅱ 型 療 養 床 に 係 る 入 所 定 員 及 び こ れ ら の 合 計 を

い う 。 ）

四 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用 料 そ の 他 の 費 用 の 額

五 施 設 の 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項

六 非 常 災 害 対 策

七 そ の 他 施 設 の 運 営 に 関 す る 重 要 事 項

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ）

第 三 十 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 適 切 な 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が で き る よ

う 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 に よ り 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 直 接 影 響 を 及 ぼ さ な い 業 務 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら

な い 。

（ 定 員 の 遵 守 ）

第 三 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え て 入 所 さ せ て は な ら な い 。 た だ

し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 三 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い

う 。 ） に 備 え る た め 、 周 辺 の 地 域 の 環 境 及 び 入 所 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 所 者 の 安 全 の 確 保

の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た 具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 関 係 機 関 と の 連

携 並 び に 入 所 者 の 円 滑 な 避 難 誘 導 に 必 要 な 体 制 を 整 備 し 、 こ れ ら を 定 期 的 に 従 業 者 、 入 所 者

等 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 定 期 的 に 避 難 訓 練 、 救 出 訓 練 そ の 他 の 必 要 な 訓 練

を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。

（ 衛 生 管 理 等 ）

第 三 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 使 用 す る 施 設 、 食 器 そ の 他 の 設 備 及 び 飲 用 に 供 す る 水 に

つ い て 、 衛 生 的 な 管 理 に 努 め 、 衛 生 上 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 医 薬 品 及 び 医 療 機 器 の

管 理 を 適 正 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 感 染 症 又 は 食 中 毒 が 発 生 し 、 又 は ま ん 延 し な い よ

う に 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 対 策 を 検 討
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て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い て 定 期 的 に 検 討 し 、 そ の 内 容 等 を 記 録 す る

こ と 。

三 入 所 者 の 退 所 に 際 し 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 の 援 助 に 資 す る た め 、 居 宅 介 護 支 援 事1
0

業 者 に 対 し て 情 報 を 提 供 す る ほ か 、 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と 密

接 に 連 携 す る こ と 。

（ 運 営 規 程 ）

第 二 十 九 条 介 護 医 療 院 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 （ 第 三 十

五 条 に お い て 「 運 営 規 程 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針

二 従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容

三 入 所 定 員 （ Ⅰ 型 療 養 床 に 係 る 入 所 定 員 、 Ⅱ 型 療 養 床 に 係 る 入 所 定 員 及 び こ れ ら の 合 計 を

い う 。 ）

四 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用 料 そ の 他 の 費 用 の 額

五 施 設 の 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項

六 非 常 災 害 対 策

七 そ の 他 施 設 の 運 営 に 関 す る 重 要 事 項

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ）

第 三 十 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 し 適 切 な 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が で き る よ

う 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 従 業 者 に よ り 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 入 所 者 の 処 遇 に 直 接 影 響 を 及 ぼ さ な い 業 務 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら

な い 。

（ 定 員 の 遵 守 ）

第 三 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え て 入 所 さ せ て は な ら な い 。 た だ

し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 三 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い

う 。 ） に 備 え る た め 、 周 辺 の 地 域 の 環 境 及 び 入 所 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 所 者 の 安 全 の 確 保

の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た 具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 関 係 機 関 と の 連

携 並 び に 入 所 者 の 円 滑 な 避 難 誘 導 に 必 要 な 体 制 を 整 備 し 、 こ れ ら を 定 期 的 に 従 業 者 、 入 所 者

等 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 定 期 的 に 避 難 訓 練 、 救 出 訓 練 そ の 他 の 必 要 な 訓 練

を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。

（ 衛 生 管 理 等 ）

第 三 十 三 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 使 用 す る 施 設 、 食 器 そ の 他 の 設 備 及 び 飲 用 に 供 す る 水 に

つ い て 、 衛 生 的 な 管 理 に 努 め 、 衛 生 上 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 医 薬 品 及 び 医 療 機 器 の

管 理 を 適 正 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 感 染 症 又 は 食 中 毒 が 発 生 し 、 又 は ま ん 延 し な い よ

う に 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 対 策 を 検 討

す る 委 員 会 を お お む ね 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ

の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 指 針 を 整 備 1
1

す る こ と 。

三 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び

ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 別 に 定 め る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 発 生 が 疑 わ れ る 際 の

対 処 等 に 関 す る 手 順 に 沿 っ た 対 応 を 行 う こ と 。

３ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 が 次 に 掲 げ る 業 務 を 委 託 す る 場 合 に お い て は 、 医 療 法 施 行 規 則 第 九 条

の 八 、 第 九 条 の 九 、 第 九 条 の 十 二 、 第 九 条 の 十 三 、 別 表 第 一 の 二 及 び 別 表 第 一 の 三 の 規 定 を

準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 九 条 の 八 第 一 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る 人 体

か ら 排 出 さ れ 」 と あ る の は 「 人 体 か ら 排 出 さ れ 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定

に よ る 検 体 検 査 」 と あ る の は 「 検 体 検 査 」 と 、 同 令 第 九 条 の 九 第 一 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の

規 定 に よ る 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 若 し く は 手 術 」 と あ る の は 「 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 」

と 、 同 令 第 九 条 の 十 二 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 九 条 の 七 に 定 め る 医 療 機 器 」 と あ

る の は 「 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 八 項

に 規 定 す る 特 定 保 守 管 理 医 療 機 器 」 と 、 同 令 第 九 条 の 十 三 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る

医 療 」 と あ る の は 「 医 療 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

一 人 体 か ら 排 出 さ れ 、 又 は 採 取 さ れ た 検 体 の 微 生 物 学 的 検 査 、 血 清 学 的 検 査 、 血 液 学 的 検

査 、 病 理 学 的 検 査 、 寄 生 虫 学 的 検 査 及 び 生 化 学 的 検 査 の 業 務

二 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 の 用 に 供 す る 衣 類 そ の 他 の 繊 維 製 品 の 滅 菌 又 は 消 毒 の 業 務

三 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 八 項 に 規

定 す る 特 定 保 守 管 理 医 療 機 器 の 保 守 点 検 の 業 務

四 医 療 の 用 に 供 す る ガ ス の 供 給 設 備 の 保 守 点 検 の 業 務 （ 高 圧 ガ ス 保 安 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法

律 第 二 百 四 号 ） の 規 定 に よ り 高 圧 ガ ス を 製 造 又 は 消 費 す る 者 が 自 ら 行 わ な け れ ば な ら な い

も の を 除 く 。 ）

（ 協 力 病 院 等 ）

第 三 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、 あ ら か じ め 、 協 力 病 院 を 定

め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 あ ら か じ め 、 協 力 歯 科 医 療 機 関 を 定 め て お く よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 掲 示 ）

第 三 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 見 や す い 場 所 に 、 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤

務 の 体 制 、 協 力 病 院 、 利 用 料 そ の 他 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 掲 示

し な け れ ば な ら な い 。

（ 秘 密 保 持 等 ）

第 三 十 六 条 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 正 当 な 理 由 な く そ の 業 務 上 知 り 得 た 入 所 者 又 は そ の 家 族

の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 で あ っ た 者 が 、 正 当 な 理 由 な く そ の 業 務 上 知 り 得 た 入 所 者 又 は そ の

家 族 の 秘 密 を 漏 ら す こ と が な い よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 そ の 他 の も の に 対 し 入 所 者 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る 際

に は 、 あ ら か じ め 、 文 書 に よ り 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 て お か な け れ ば な ら な い 。

（ 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る 利 益 供 与 等 の 禁 止 ）

第 三 十 七 条 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 又 は そ の 従 業 者 （ 以 下 「 居 宅 介 護 支 援 事 業 者

等 」 と い う 。 ） が 要 介 護 被 保 険 者 に 当 該 介 護 医 療 院 を 紹 介 す る こ と の 対 償 と し て 、 当 該 居 宅
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す る 委 員 会 を お お む ね 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ

の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 指 針 を 整 備 1
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す る こ と 。

三 当 該 介 護 医 療 院 に お い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び

ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 別 に 定 め る 感 染 症 又 は 食 中 毒 の 発 生 が 疑 わ れ る 際 の

対 処 等 に 関 す る 手 順 に 沿 っ た 対 応 を 行 う こ と 。

３ 介 護 医 療 院 の 管 理 者 が 次 に 掲 げ る 業 務 を 委 託 す る 場 合 に お い て は 、 医 療 法 施 行 規 則 第 九 条

の 八 、 第 九 条 の 九 、 第 九 条 の 十 二 、 第 九 条 の 十 三 、 別 表 第 一 の 二 及 び 別 表 第 一 の 三 の 規 定 を

準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 九 条 の 八 第 一 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る 人 体

か ら 排 出 さ れ 」 と あ る の は 「 人 体 か ら 排 出 さ れ 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定

に よ る 検 体 検 査 」 と あ る の は 「 検 体 検 査 」 と 、 同 令 第 九 条 の 九 第 一 項 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の

規 定 に よ る 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 若 し く は 手 術 」 と あ る の は 「 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 」

と 、 同 令 第 九 条 の 十 二 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 九 条 の 七 に 定 め る 医 療 機 器 」 と あ

る の は 「 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 八 項

に 規 定 す る 特 定 保 守 管 理 医 療 機 器 」 と 、 同 令 第 九 条 の 十 三 中 「 法 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る

医 療 」 と あ る の は 「 医 療 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

一 人 体 か ら 排 出 さ れ 、 又 は 採 取 さ れ た 検 体 の 微 生 物 学 的 検 査 、 血 清 学 的 検 査 、 血 液 学 的 検

査 、 病 理 学 的 検 査 、 寄 生 虫 学 的 検 査 及 び 生 化 学 的 検 査 の 業 務

二 医 療 機 器 又 は 医 学 的 処 置 の 用 に 供 す る 衣 類 そ の 他 の 繊 維 製 品 の 滅 菌 又 は 消 毒 の 業 務

三 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 八 項 に 規

定 す る 特 定 保 守 管 理 医 療 機 器 の 保 守 点 検 の 業 務

四 医 療 の 用 に 供 す る ガ ス の 供 給 設 備 の 保 守 点 検 の 業 務 （ 高 圧 ガ ス 保 安 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法

律 第 二 百 四 号 ） の 規 定 に よ り 高 圧 ガ ス を 製 造 又 は 消 費 す る 者 が 自 ら 行 わ な け れ ば な ら な い

も の を 除 く 。 ）

（ 協 力 病 院 等 ）

第 三 十 四 条 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、 あ ら か じ め 、 協 力 病 院 を 定

め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 あ ら か じ め 、 協 力 歯 科 医 療 機 関 を 定 め て お く よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 掲 示 ）

第 三 十 五 条 介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 の 見 や す い 場 所 に 、 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤

務 の 体 制 、 協 力 病 院 、 利 用 料 そ の 他 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 掲 示

し な け れ ば な ら な い 。

（ 秘 密 保 持 等 ）

第 三 十 六 条 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 正 当 な 理 由 な く そ の 業 務 上 知 り 得 た 入 所 者 又 は そ の 家 族

の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 で あ っ た 者 が 、 正 当 な 理 由 な く そ の 業 務 上 知 り 得 た 入 所 者 又 は そ の

家 族 の 秘 密 を 漏 ら す こ と が な い よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 そ の 他 の も の に 対 し 入 所 者 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る 際

に は 、 あ ら か じ め 、 文 書 に よ り 当 該 入 所 者 の 同 意 を 得 て お か な け れ ば な ら な い 。

（ 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る 利 益 供 与 等 の 禁 止 ）

第 三 十 七 条 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 又 は そ の 従 業 者 （ 以 下 「 居 宅 介 護 支 援 事 業 者

等 」 と い う 。 ） が 要 介 護 被 保 険 者 に 当 該 介 護 医 療 院 を 紹 介 す る こ と の 対 償 と し て 、 当 該 居 宅

介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 供 与 し て は な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 、 当 該 介 護 医 療 院 か ら の 退 所 者 を 紹 介 す る こ と の

対 償 と し て 、 当 該 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 か ら 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 収 受 し て は な ら な1
2

い 。
（ 苦 情 処 理 ）

第 三 十 八 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 及 び そ の 家 族 か

ら の 苦 情 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 す る た め の 窓 口 の 設 置 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な

ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 苦 情 を 受 け 付 け た 場 合 は 、 当 該 苦 情 の 内 容 等 を 記 録 し な け れ ば な ら

な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 し 、 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 市 町

村 が 行 う 文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示 の 求 め 又 は 当 該 市 町 村 の 職 員 か ら の 質 問 若 し

く は 照 会 に 応 じ 、 入 所 者 か ら の 苦 情 に 関 し て 市 町 村 が 行 う 調 査 に 協 力 す る と と も に 、 市 町 村

か ら 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 指 導 又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 市 町 村 か ら の 求 め が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 改 善 の 内 容 を 市 町 村 に 報 告 し な

け れ ば な ら な い 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 か ら の 苦 情 に 関 し て 国 民

健 康 保 険 団 体 連 合 会 が 行 う 法 第 百 七 十 六 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 調 査 に 協 力 す る と と も

に 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら 同 号 の 規 定 に よ る 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 指 導

又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら の 求 め が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 改 善 の 内 容 を

国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

（ 地 域 と の 連 携 等 ）

第 三 十 九 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 運 営 に 当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連

携 及 び 協 力 そ の 他 の 地 域 と の 交 流 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 運 営 に 当 た っ て は 、 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 か ら

の 苦 情 に 関 し て 市 町 村 等 が 派 遣 す る 者 が 相 談 及 び 援 助 を 行 う 事 業 そ の 他 の 市 町 村 が 実 施 す る

事 業 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 事 故 発 生 の 防 止 及 び 発 生 時 の 対 応 ）

第 四 十 条 介 護 医 療 院 は 、 事 故 の 発 生 又 は そ の 再 発 を 防 止 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な

け れ ば な ら な い 。

一 事 故 が 発 生 し た 場 合 の 対 応 、 次 号 に 規 定 す る 報 告 の 方 法 等 が 記 載 さ れ た 事 故 発 生 の 防 止

の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。

二 事 故 が 発 生 し た 場 合 又 は そ の 危 険 性 が あ る 事 態 が 生 じ た 場 合 に 、 当 該 事 実 が 報 告 さ れ 、

そ の 分 析 を 通 じ た 改 善 策 に つ い て 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る 体 制 を 整 備 す る こ と 。

三 定 期 的 に 、 事 故 発 生 の 防 止 の た め の 委 員 会 を 開 催 し 、 及 び 従 業 者 に 対 す る 研 修 を 実 施 す

る こ と 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、

速 や か に 、 市 町 村 、 当 該 入 所 者 の 家 族 等 に 対 し 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 事 故 の 状 況 及 び そ の 際 に 採 っ た 処 置 に つ い て 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 第 二 項 に 規 定 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 入 所 者 の 損 害 を 賠 償 す べ き と き に



（84） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 供 与 し て は な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 、 当 該 介 護 医 療 院 か ら の 退 所 者 を 紹 介 す る こ と の

対 償 と し て 、 当 該 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 か ら 金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 収 受 し て は な ら な1
2

い 。
（ 苦 情 処 理 ）

第 三 十 八 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 及 び そ の 家 族 か

ら の 苦 情 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 す る た め の 窓 口 の 設 置 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な

ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 苦 情 を 受 け 付 け た 場 合 は 、 当 該 苦 情 の 内 容 等 を 記 録 し な け れ ば な ら

な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 し 、 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 市 町

村 が 行 う 文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示 の 求 め 又 は 当 該 市 町 村 の 職 員 か ら の 質 問 若 し

く は 照 会 に 応 じ 、 入 所 者 か ら の 苦 情 に 関 し て 市 町 村 が 行 う 調 査 に 協 力 す る と と も に 、 市 町 村

か ら 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 指 導 又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 市 町 村 か ら の 求 め が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 改 善 の 内 容 を 市 町 村 に 報 告 し な

け れ ば な ら な い 。

５ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 か ら の 苦 情 に 関 し て 国 民

健 康 保 険 団 体 連 合 会 が 行 う 法 第 百 七 十 六 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 調 査 に 協 力 す る と と も

に 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら 同 号 の 規 定 に よ る 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 指 導

又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

６ 介 護 医 療 院 は 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら の 求 め が あ っ た 場 合 は 、 前 項 の 改 善 の 内 容 を

国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

（ 地 域 と の 連 携 等 ）

第 三 十 九 条 介 護 医 療 院 は 、 そ の 運 営 に 当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連

携 及 び 協 力 そ の 他 の 地 域 と の 交 流 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 そ の 運 営 に 当 た っ て は 、 提 供 し た 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に 関 す る 入 所 者 か ら

の 苦 情 に 関 し て 市 町 村 等 が 派 遣 す る 者 が 相 談 及 び 援 助 を 行 う 事 業 そ の 他 の 市 町 村 が 実 施 す る

事 業 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 事 故 発 生 の 防 止 及 び 発 生 時 の 対 応 ）

第 四 十 条 介 護 医 療 院 は 、 事 故 の 発 生 又 は そ の 再 発 を 防 止 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な

け れ ば な ら な い 。

一 事 故 が 発 生 し た 場 合 の 対 応 、 次 号 に 規 定 す る 報 告 の 方 法 等 が 記 載 さ れ た 事 故 発 生 の 防 止

の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。

二 事 故 が 発 生 し た 場 合 又 は そ の 危 険 性 が あ る 事 態 が 生 じ た 場 合 に 、 当 該 事 実 が 報 告 さ れ 、

そ の 分 析 を 通 じ た 改 善 策 に つ い て 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る 体 制 を 整 備 す る こ と 。

三 定 期 的 に 、 事 故 発 生 の 防 止 の た め の 委 員 会 を 開 催 し 、 及 び 従 業 者 に 対 す る 研 修 を 実 施 す

る こ と 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、

速 や か に 、 市 町 村 、 当 該 入 所 者 の 家 族 等 に 対 し 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 は 、 前 項 の 事 故 の 状 況 及 び そ の 際 に 採 っ た 処 置 に つ い て 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。

４ 介 護 医 療 院 は 、 第 二 項 に 規 定 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 入 所 者 の 損 害 を 賠 償 す べ き と き に

は 、 速 や か に 、 当 該 損 害 の 賠 償 を し な け れ ば な ら な い 。

（ 会 計 の 区 分 ）

第 四 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 事 業 の 会 計 を そ の 他 の 事 業 の 会 計 と 区 分 し 1
3

な け れ ば な ら な い 。

（ 記 録 の 整 備 ）

第 四 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 会 計 に 関 す る 諸 記 録 を 整 備 し て お か

な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 関 す る 次 に 掲 げ る 記 録 を 整 備

し 、 そ の 完 結 の 日 か ら 五 年 間 （ 第 六 号 及 び 第 七 号 に 掲 げ る 記 録 に あ っ て は 、 二 年 間 ） 保 存 し

な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 サ ー ビ ス 計 画

二 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 居 宅 に お い て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い

て の 検 討 の 内 容 等 の 記 録

三 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 提 供 し た 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容 等 の 記 録

四 第 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該 入 所 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 の 記 録

五 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 市 町 村 へ の 通 知 に 係 る 記 録

六 第 三 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 苦 情 の 内 容 等 の 記 録

七 第 四 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 事 故 の 状 況 及 び そ の 際 に 採 っ た 処 置 に つ い て の 記 録

３ 介 護 医 療 院 は 、 第 一 項 の 諸 記 録 の う ち 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 及 び 特 例 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の

算 定 に 関 す る 記 録 に つ い て は 、 そ の 完 結 の 日 か ら 五 年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

第 五 章 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 一 節 こ の 章 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針

（ こ の 章 の 趣 旨 ）

第 四 十 三 条 第 三 条 及 び 前 二 章 の 規 定 に か か わ ら ず 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 （ 施 設 の 全 部 に お

い て 少 数 の 療 養 室 及 び 当 該 療 養 室 に 近 接 し て 設 け ら れ る 共 同 生 活 室 （ 当 該 療 養 室 の 入 居 者 が

交 流 し 、 共 同 で 日 常 生 活 を 営 む た め の 場 所 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 一 体 的 に 構 成 さ れ る

場 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 」 と い う 。 ） ご と に 入 居 者 の 日 常 生 活 が 営 ま れ 、 こ れ に 対 す る 支 援 が

行 わ れ る 介 護 医 療 院 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基

準 に つ い て は 、 こ の 章 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 基 本 方 針 ）

第 四 十 四 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 入 居 者 一 人 一 人 の 意 思

及 び 人 格 を 尊 重 し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 入 居 前 の 居 宅 に お け る 生 活 と 入 居 後 の 生 活

と が 連 続 し た も の と な る よ う 配 慮 し な が ら 、 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る

介 護 及 び 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 並 び に 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う こ と に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト

に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築 き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と を 支 援 し な け れ ば

な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 地 域 や 家 庭 と の 結 び つ き を 重 視 し た 運 営 を 行 い 、 市 町 村 、 居 宅

介 護 支 援 事 業 者 、 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 、 他 の 介 護 保 険 施 設 そ の 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福

祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準

第 四 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 診 察 室 、 処 置 室 及 び 機 能 訓 練 室 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 施

設 を 有 し な け れ ば な ら な い 。

一 ユ ニ ッ ト
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は 、 速 や か に 、 当 該 損 害 の 賠 償 を し な け れ ば な ら な い 。

（ 会 計 の 区 分 ）

第 四 十 一 条 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 事 業 の 会 計 を そ の 他 の 事 業 の 会 計 と 区 分 し 1
3

な け れ ば な ら な い 。

（ 記 録 の 整 備 ）

第 四 十 二 条 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 会 計 に 関 す る 諸 記 録 を 整 備 し て お か

な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 関 す る 次 に 掲 げ る 記 録 を 整 備

し 、 そ の 完 結 の 日 か ら 五 年 間 （ 第 六 号 及 び 第 七 号 に 掲 げ る 記 録 に あ っ て は 、 二 年 間 ） 保 存 し

な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 サ ー ビ ス 計 画

二 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 居 宅 に お い て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る か ど う か に つ い

て の 検 討 の 内 容 等 の 記 録

三 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 提 供 し た 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容 等 の 記 録

四 第 十 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該 入 所 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 の 記 録

五 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 市 町 村 へ の 通 知 に 係 る 記 録

六 第 三 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 苦 情 の 内 容 等 の 記 録

七 第 四 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 事 故 の 状 況 及 び そ の 際 に 採 っ た 処 置 に つ い て の 記 録

３ 介 護 医 療 院 は 、 第 一 項 の 諸 記 録 の う ち 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 及 び 特 例 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の

算 定 に 関 す る 記 録 に つ い て は 、 そ の 完 結 の 日 か ら 五 年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

第 五 章 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 一 節 こ の 章 の 趣 旨 及 び 基 本 方 針

（ こ の 章 の 趣 旨 ）

第 四 十 三 条 第 三 条 及 び 前 二 章 の 規 定 に か か わ ら ず 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 （ 施 設 の 全 部 に お

い て 少 数 の 療 養 室 及 び 当 該 療 養 室 に 近 接 し て 設 け ら れ る 共 同 生 活 室 （ 当 該 療 養 室 の 入 居 者 が

交 流 し 、 共 同 で 日 常 生 活 を 営 む た め の 場 所 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 一 体 的 に 構 成 さ れ る

場 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 」 と い う 。 ） ご と に 入 居 者 の 日 常 生 活 が 営 ま れ 、 こ れ に 対 す る 支 援 が

行 わ れ る 介 護 医 療 院 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 基 本 方 針 並 び に 施 設 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基

準 に つ い て は 、 こ の 章 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 基 本 方 針 ）

第 四 十 四 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 入 居 者 一 人 一 人 の 意 思

及 び 人 格 を 尊 重 し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 入 居 前 の 居 宅 に お け る 生 活 と 入 居 後 の 生 活

と が 連 続 し た も の と な る よ う 配 慮 し な が ら 、 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、 医 学 的 管 理 の 下 に お け る

介 護 及 び 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 並 び に 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う こ と に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト

に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築 き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と を 支 援 し な け れ ば

な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 地 域 や 家 庭 と の 結 び つ き を 重 視 し た 運 営 を 行 い 、 市 町 村 、 居 宅

介 護 支 援 事 業 者 、 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 、 他 の 介 護 保 険 施 設 そ の 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福

祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接 な 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 基 準

第 四 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 診 察 室 、 処 置 室 及 び 機 能 訓 練 室 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 施

設 を 有 し な け れ ば な ら な い 。

一 ユ ニ ッ ト

二 浴 室

三 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン

四 調 理 室1
4

五 洗 濯 室 又 は 洗 濯 場

六 汚 物 処 理 室

２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ユ ニ ッ ト （ 療 養 室 を 除 く 。 ） 次 の と お り と す る こ と 。

イ 共 同 生 活 室 次 の と お り と す る こ と 。

⑴ 共 同 生 活 室 は 、 い ず れ か の ユ ニ ッ ト に 属 す る も の と し 、 当 該 ユ ニ ッ ト の 入 居 者 が 交

流 し 、 共 同 で 日 常 生 活 を 営 む た め の 場 所 と し て ふ さ わ し い 形 状 を 有 す る こ と 。

⑵ 一 の 共 同 生 活 室 の 床 面 積 は 、 二 平 方 メ ー ト ル に 当 該 共 同 生 活 室 が 属 す る ユ ニ ッ ト の

入 居 定 員 の 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 標 準 と す る こ と 。

⑶ 必 要 な 設 備 及 び 備 品 を 備 え る こ と 。

ロ 洗 面 設 備 次 の と お り と す る こ と 。

⑴ 療 養 室 ご と 又 は 共 同 生 活 室 ご と に 適 当 数 設 け る こ と 。

⑵ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 使 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ハ 便 所 療 養 室 ご と 又 は 共 同 生 活 室 ご と に 適 当 数 設 け る こ と 。

二 浴 室 次 の と お り と す る こ と 。

イ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 入 浴 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ロ 一 般 の 浴 槽 の ほ か 、 入 浴 に 介 助 を 必 要 と す る 者 の 入 浴 に 適 し た 特 別 の 浴 槽 を 設 け る こ

と 。

３ 前 項 第 二 号 に 規 定 す る 浴 室 は 、 専 ら 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 用 に 供 す る も の で な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の

限 り で な い 。

４ 前 三 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 設 備 の 基 準 は 、 次 の と お り と す

る 。
一 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 （ 入 居 者 の 療 養 生 活 の た め に 使 用 し な い 附 属 の 建 物 を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 耐 火 建 築 物 と す る こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ か の 要 件 を 満 た す 二 階

建 て 又 は 平 屋 建 て の ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 に あ っ て は 、 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と が

で き る 。

イ 療 養 室 等 を 二 階 及 び 地 階 の い ず れ に も 設 け て い な い こ と 。

ロ 療 養 室 等 を 二 階 又 は 地 階 に 設 け て い る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と 。

⑴ 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 所 在 地 を 管 轄 す る 消 防 長 又 は 消 防 署 長 と 相 談 の 上 、 第

五 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 入 居 者 の 円 滑 か つ 迅 速 な 避 難 を

確 保 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と 。

⑵ 第 五 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 三 項 の 必 要 な 訓 練 に つ い て は 、 第 五 十 四

条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 従 い 、 昼 間 及 び 夜 間 に お い て 行 う こ

と 。

⑶ 火 災 時 に お け る 避 難 、 消 火 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る よ う 、 地 域 住 民 等 と の 連 携

体 制 を 整 備 す る こ と 。

二 療 養 室 等 が 二 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一

以 上 設 け る こ と 。

三 療 養 室 等 が 三 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 避 難 に 支 障 が な い よ う に 避 難 階 段 を 二 以 上 設 け

る こ と 。 た だ し 、 前 号 の 直 通 階 段 を 建 築 基 準 法 施 行 令 第 百 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 避 難
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二 浴 室

三 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン

四 調 理 室1
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五 洗 濯 室 又 は 洗 濯 場

六 汚 物 処 理 室

２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ユ ニ ッ ト （ 療 養 室 を 除 く 。 ） 次 の と お り と す る こ と 。

イ 共 同 生 活 室 次 の と お り と す る こ と 。

⑴ 共 同 生 活 室 は 、 い ず れ か の ユ ニ ッ ト に 属 す る も の と し 、 当 該 ユ ニ ッ ト の 入 居 者 が 交

流 し 、 共 同 で 日 常 生 活 を 営 む た め の 場 所 と し て ふ さ わ し い 形 状 を 有 す る こ と 。

⑵ 一 の 共 同 生 活 室 の 床 面 積 は 、 二 平 方 メ ー ト ル に 当 該 共 同 生 活 室 が 属 す る ユ ニ ッ ト の

入 居 定 員 の 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 標 準 と す る こ と 。

⑶ 必 要 な 設 備 及 び 備 品 を 備 え る こ と 。

ロ 洗 面 設 備 次 の と お り と す る こ と 。

⑴ 療 養 室 ご と 又 は 共 同 生 活 室 ご と に 適 当 数 設 け る こ と 。

⑵ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 使 用 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ハ 便 所 療 養 室 ご と 又 は 共 同 生 活 室 ご と に 適 当 数 設 け る こ と 。

二 浴 室 次 の と お り と す る こ と 。

イ 身 体 の 不 自 由 な 者 が 入 浴 す る た め に 適 し た も の と す る こ と 。

ロ 一 般 の 浴 槽 の ほ か 、 入 浴 に 介 助 を 必 要 と す る 者 の 入 浴 に 適 し た 特 別 の 浴 槽 を 設 け る こ

と 。

３ 前 項 第 二 号 に 規 定 す る 浴 室 は 、 専 ら 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 用 に 供 す る も の で な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の

限 り で な い 。

４ 前 三 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 設 備 の 基 準 は 、 次 の と お り と す

る 。
一 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 （ 入 居 者 の 療 養 生 活 の た め に 使 用 し な い 附 属 の 建 物 を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 耐 火 建 築 物 と す る こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ か の 要 件 を 満 た す 二 階

建 て 又 は 平 屋 建 て の ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 に あ っ て は 、 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と が

で き る 。

イ 療 養 室 等 を 二 階 及 び 地 階 の い ず れ に も 設 け て い な い こ と 。

ロ 療 養 室 等 を 二 階 又 は 地 階 に 設 け て い る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と 。

⑴ 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 所 在 地 を 管 轄 す る 消 防 長 又 は 消 防 署 長 と 相 談 の 上 、 第

五 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 入 居 者 の 円 滑 か つ 迅 速 な 避 難 を

確 保 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と 。

⑵ 第 五 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 三 項 の 必 要 な 訓 練 に つ い て は 、 第 五 十 四

条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 一 項 の 計 画 に 従 い 、 昼 間 及 び 夜 間 に お い て 行 う こ

と 。

⑶ 火 災 時 に お け る 避 難 、 消 火 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る よ う 、 地 域 住 民 等 と の 連 携

体 制 を 整 備 す る こ と 。

二 療 養 室 等 が 二 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一

以 上 設 け る こ と 。

三 療 養 室 等 が 三 階 以 上 の 階 に あ る 場 合 は 、 避 難 に 支 障 が な い よ う に 避 難 階 段 を 二 以 上 設 け

る こ と 。 た だ し 、 前 号 の 直 通 階 段 を 建 築 基 準 法 施 行 令 第 百 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 避 難

階 段 と し て の 構 造 と す る 場 合 は 、 当 該 直 通 階 段 の 数 を 避 難 階 段 の 数 に 算 入 す る こ と が で き

る 。

四 診 察 の 用 に 供 す る 電 気 、 光 線 、 熱 、 蒸 気 又 は ガ ス に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 危 害 防 1
5

止 上 必 要 な 方 法 を 講 ず る こ と と し 、 放 射 線 に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 医 療 法 施 行 規 則

第 三 十 条 、 第 三 十 条 の 四 、 第 三 十 条 の 十 三 、 第 三 十 条 の 十 四 、 第 三 十 条 の 十 六 、 第 三 十 条

の 十 七 、 第 三 十 条 の 十 八 （ 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で を 除 く 。 ） 、 第 三 十 条 の 十 九 、 第

三 十 条 の 二 十 第 二 項 、 第 三 十 条 の 二 十 一 、 第 三 十 条 の 二 十 二 、 第 三 十 条 の 二 十 三 第 一 項 、

第 三 十 条 の 二 十 五 、 第 三 十 条 の 二 十 六 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で 及 び 第 三 十 条 の 二 十 七 の 規 定

を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 三 十 条 の 十 八 第 一 項 中 「 い ず れ か 及 び 第 四 号 か ら

第 六 号 ま で に 掲 げ る 措 置 」 と あ る の は 、 「 い ず れ か 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

五 階 段 に は 、 手 す り を 設 け る こ と 。

六 廊 下 は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 幅 は 、 一 ・ 八 メ ー ト ル 以 上 （ 中 廊 下 に あ っ て は 、 二 ・ 七 メ ー ト ル 以 上 ） と す る こ と 。

た だ し 、 廊 下 の 一 部 の 幅 を 拡 張 す る こ と に よ り 入 居 者 、 従 業 者 等 の 円 滑 な 往 来 に 支 障 が

生 じ な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 上 （ 中 廊 下 に あ っ て は 、 一 ・ 八 メ ー ト

ル 以 上 ） と す る こ と が で き る 。

ロ 手 す り を 設 け る こ と 。

ハ 常 夜 灯 を 設 け る こ と 。

七 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な 設 備 を 設 け る こ

と 。

八 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る こ と 。

５ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 が 、 次 の 各 号 の い ず れ か の

要 件 を 満 た す 木 造 か つ 平 屋 建 て の 建 物 で あ っ て 、 知 事 が 、 火 災 予 防 、 消 火 活 動 等 に 関 し 専 門

的 知 識 を 有 す る 者 の 意 見 を 聴 い て 、 火 災 に 係 る 入 所 者 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る と 認 め た も

の で あ る と き は 、 耐 火 建 築 物 又 は 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と を 要 し な い 。

一 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 設 置 、 天 井 等 の 内 装 材 等 へ の 難 燃 性 の 材 料 の 使 用 、 調 理 室 等 火 災

が 発 生 す る お そ れ が あ る 箇 所 に お け る 防 火 区 画 の 設 置 等 に よ り 初 期 消 火 及 び 延 焼 の 抑 制 に

配 慮 し た 構 造 で あ る こ と 。

二 非 常 警 報 設 備 の 設 置 等 に よ り 火 災 の 早 期 発 見 及 び 通 報 の 体 制 が 整 備 さ れ て お り 、 円 滑 な

消 火 活 動 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

三 避 難 口 の 増 設 、 搬 送 を 容 易 に 行 う た め に 十 分 な 幅 員 を 有 す る 避 難 路 の 確 保 等 に よ り 円 滑

な 避 難 が 可 能 な 構 造 で あ り 、 か つ 、 避 難 訓 練 を 頻 繁 に 実 施 す る こ と 、 配 置 人 員 を 増 員 す る

こ と 等 に よ り 火 災 の 際 の 円 滑 な 避 難 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

第 三 節 運 営 に 関 す る 基 準

（ 利 用 料 等 の 受 領 ）

第 四 十 六 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に は 、 入 居 者 か ら

利 用 料 の 一 部 と し て 、 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 か ら 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る

施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 支 払 を 受 け る も の と す る 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供

し た 際 に 入 居 者 か ら 支 払 を 受 け る 利 用 料 の 額 と 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 と の 間 に 、 不 合 理 な

差 額 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 前 二 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を

受 け る こ と が で き る 。

一 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用
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階 段 と し て の 構 造 と す る 場 合 は 、 当 該 直 通 階 段 の 数 を 避 難 階 段 の 数 に 算 入 す る こ と が で き

る 。

四 診 察 の 用 に 供 す る 電 気 、 光 線 、 熱 、 蒸 気 又 は ガ ス に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 危 害 防 1
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止 上 必 要 な 方 法 を 講 ず る こ と と し 、 放 射 線 に 関 す る 構 造 設 備 に つ い て は 、 医 療 法 施 行 規 則

第 三 十 条 、 第 三 十 条 の 四 、 第 三 十 条 の 十 三 、 第 三 十 条 の 十 四 、 第 三 十 条 の 十 六 、 第 三 十 条

の 十 七 、 第 三 十 条 の 十 八 （ 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で を 除 く 。 ） 、 第 三 十 条 の 十 九 、 第

三 十 条 の 二 十 第 二 項 、 第 三 十 条 の 二 十 一 、 第 三 十 条 の 二 十 二 、 第 三 十 条 の 二 十 三 第 一 項 、

第 三 十 条 の 二 十 五 、 第 三 十 条 の 二 十 六 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で 及 び 第 三 十 条 の 二 十 七 の 規 定

を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 令 第 三 十 条 の 十 八 第 一 項 中 「 い ず れ か 及 び 第 四 号 か ら

第 六 号 ま で に 掲 げ る 措 置 」 と あ る の は 、 「 い ず れ か 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

五 階 段 に は 、 手 す り を 設 け る こ と 。

六 廊 下 は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 幅 は 、 一 ・ 八 メ ー ト ル 以 上 （ 中 廊 下 に あ っ て は 、 二 ・ 七 メ ー ト ル 以 上 ） と す る こ と 。

た だ し 、 廊 下 の 一 部 の 幅 を 拡 張 す る こ と に よ り 入 居 者 、 従 業 者 等 の 円 滑 な 往 来 に 支 障 が

生 じ な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 上 （ 中 廊 下 に あ っ て は 、 一 ・ 八 メ ー ト

ル 以 上 ） と す る こ と が で き る 。

ロ 手 す り を 設 け る こ と 。

ハ 常 夜 灯 を 設 け る こ と 。

七 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な 設 備 を 設 け る こ

と 。

八 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る こ と 。

５ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 建 物 が 、 次 の 各 号 の い ず れ か の

要 件 を 満 た す 木 造 か つ 平 屋 建 て の 建 物 で あ っ て 、 知 事 が 、 火 災 予 防 、 消 火 活 動 等 に 関 し 専 門

的 知 識 を 有 す る 者 の 意 見 を 聴 い て 、 火 災 に 係 る 入 所 者 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る と 認 め た も

の で あ る と き は 、 耐 火 建 築 物 又 は 準 耐 火 建 築 物 と す る こ と を 要 し な い 。

一 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 設 置 、 天 井 等 の 内 装 材 等 へ の 難 燃 性 の 材 料 の 使 用 、 調 理 室 等 火 災

が 発 生 す る お そ れ が あ る 箇 所 に お け る 防 火 区 画 の 設 置 等 に よ り 初 期 消 火 及 び 延 焼 の 抑 制 に

配 慮 し た 構 造 で あ る こ と 。

二 非 常 警 報 設 備 の 設 置 等 に よ り 火 災 の 早 期 発 見 及 び 通 報 の 体 制 が 整 備 さ れ て お り 、 円 滑 な

消 火 活 動 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

三 避 難 口 の 増 設 、 搬 送 を 容 易 に 行 う た め に 十 分 な 幅 員 を 有 す る 避 難 路 の 確 保 等 に よ り 円 滑

な 避 難 が 可 能 な 構 造 で あ り 、 か つ 、 避 難 訓 練 を 頻 繁 に 実 施 す る こ と 、 配 置 人 員 を 増 員 す る

こ と 等 に よ り 火 災 の 際 の 円 滑 な 避 難 が 可 能 な も の で あ る こ と 。

第 三 節 運 営 に 関 す る 基 準

（ 利 用 料 等 の 受 領 ）

第 四 十 六 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に は 、 入 居 者 か ら

利 用 料 の 一 部 と し て 、 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 か ら 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 支 払 わ れ る

施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 支 払 を 受 け る も の と す る 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供

し た 際 に 入 居 者 か ら 支 払 を 受 け る 利 用 料 の 額 と 施 設 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 と の 間 に 、 不 合 理 な

差 額 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 前 二 項 の 支 払 を 受 け る 額 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 費 用 の 額 の 支 払 を

受 け る こ と が で き る 。

一 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用

二 居 住 に 要 す る 費 用

三 当 該 入 居 者 が 選 定 す る 特 別 な 療 養 室 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

四 当 該 入 居 者 が 選 定 す る 特 別 な 食 事 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用1
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五 理 美 容 代

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 の う ち 日 常 生

活 に お い て も 通 常 必 要 と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 当 該 入 居 者 に 負 担 さ せ る こ と が 適

当 と 認 め ら れ る も の

４ 前 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 第 三 項 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、

あ ら か じ め 、 入 居 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 を 記 載 し た 文 書 を 交

付 し て 説 明 し 、 当 該 入 居 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 第 一 号 か

ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に 係 る 同 意 に つ い て は 、 文 書 に よ る も の と す る 。

（ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 四 十 七 条 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 が 、 そ の 有 す る 能 力 に 応 じ て 、 自 ら の 生 活 様 式 及

び 生 活 習 慣 に 沿 っ て 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う に す る た め 、 施 設 サ ー ビ ス 計

画 に 基 づ き 、 入 居 者 の 日 常 生 活 上 の 活 動 に つ い て 必 要 な 援 助 を 行 う こ と に よ り 、 入 居 者 の 日

常 生 活 を 支 援 す る も の と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 持 っ て 生 活 を 営 む

こ と が で き る よ う 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 の プ ラ イ バ シ ー の 確 保 に 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な

い 。

４ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 の 自 立 し た 生 活 を 支 援 す る こ と を 基 本 と し て 、 入 居 者 の 要

介 護 状 態 の 軽 減 又 は 悪 化 の 防 止 に 資 す る よ う 、 常 に そ の 者 の 心 身 の 状 況 等 を 把 握 し な が ら 、

適 切 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 入 居 者 又 は

そ の 家 族 に 対 し 、 サ ー ビ ス の 提 供 方 法 等 に つ い て 、 理 解 し や す い よ う に 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。

６ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 入 居 者 又 は 他 の

入 居 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ

て は な ら な い 。

７ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該

入 居 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

８ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も

に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す

る こ と 。

９ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に

そ の 改 善 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 ）

第 四 十 八 条 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 は 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社
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二 居 住 に 要 す る 費 用

三 当 該 入 居 者 が 選 定 す る 特 別 な 療 養 室 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用

四 当 該 入 居 者 が 選 定 す る 特 別 な 食 事 の 提 供 を 行 っ た こ と に 伴 い 必 要 と な る 費 用1
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五 理 美 容 代

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス に お い て 提 供 さ れ る 便 宜 の う ち 日 常 生

活 に お い て も 通 常 必 要 と な る も の に 係 る 費 用 で あ っ て 、 当 該 入 居 者 に 負 担 さ せ る こ と が 適

当 と 認 め ら れ る も の

４ 前 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 第 三 項 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、

あ ら か じ め 、 入 居 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 費 用 を 記 載 し た 文 書 を 交

付 し て 説 明 し 、 当 該 入 居 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 第 一 号 か

ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 に 係 る 同 意 に つ い て は 、 文 書 に よ る も の と す る 。

（ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 四 十 七 条 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 が 、 そ の 有 す る 能 力 に 応 じ て 、 自 ら の 生 活 様 式 及

び 生 活 習 慣 に 沿 っ て 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う に す る た め 、 施 設 サ ー ビ ス 計

画 に 基 づ き 、 入 居 者 の 日 常 生 活 上 の 活 動 に つ い て 必 要 な 援 助 を 行 う こ と に よ り 、 入 居 者 の 日

常 生 活 を 支 援 す る も の と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 持 っ て 生 活 を 営 む

こ と が で き る よ う 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 の プ ラ イ バ シ ー の 確 保 に 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な

い 。

４ 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス は 、 入 居 者 の 自 立 し た 生 活 を 支 援 す る こ と を 基 本 と し て 、 入 居 者 の 要

介 護 状 態 の 軽 減 又 は 悪 化 の 防 止 に 資 す る よ う 、 常 に そ の 者 の 心 身 の 状 況 等 を 把 握 し な が ら 、

適 切 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 従 業 者 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 入 居 者 又 は

そ の 家 族 に 対 し 、 サ ー ビ ス の 提 供 方 法 等 に つ い て 、 理 解 し や す い よ う に 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。

６ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 入 居 者 又 は 他 の

入 居 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ

て は な ら な い 。

７ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 当 該

入 居 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。

８ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と も

に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す

る こ と 。

９ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に

そ の 改 善 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 ）

第 四 十 八 条 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 は 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社

会 的 関 係 を 築 き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と を 支 援 す る よ う 、 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病

状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、 適 切 な 技 術 を も っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 日 常 生 活 に お け る 家 事 を 、 入 居 者 が 、 そ の 心 身 の 状 況 1
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及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 持 っ て 行 う よ う 適 切 に 支 援 し な

け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 が 身 体 の 清 潔 を 保 持 し 、 精 神 的 に 快 適 な 生 活 を 営 む こ と

が で き る よ う 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 入 居 者 に 入 浴 の 機 会 を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 や む を 得 な い 場 合 に は 、 清 拭 を 行 う こ と を も っ て 入 浴 の 機 会 の 提 供 に 代 え る こ と が で き

る 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等

に 応 じ て 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 排 せ つ の 自 立 に つ い て 必 要 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 お む つ を 使 用 せ ざ る を 得 な い 入 居 者 に つ い て は 、 排 せ つ の 自 立

を 図 り つ つ 、 そ の お む つ を 適 切 に 取 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

６ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 褥 瘡 が 発 生 し な い よ う 適 切 な 介 護 を 行 う と と も に 、 そ の 発 生 を

予 防 す る た め の 体 制 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。

７ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 入 居 者 が 行 う 離 床 、 着 替 え 、 整

容 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 行 為 を 適 切 に 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

８ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 、 そ の 負 担 に よ り 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の

従 業 者 以 外 の 者 に よ る 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 を 受 け さ せ て は な ら な い 。

（ 食 事 ）

第 四 十 九 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 栄 養 並 び に 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 嗜 好 を 考 慮 し た 食

事 を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 症 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ

て 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 食 事 の 自 立 に つ い て 必 要 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 生 活 習 慣 を 尊 重 し た 適 切 な 時 間 に 食 事 を 提 供 す る と と

も に 、 入 居 者 が そ の 心 身 の 状 況 に 応 じ て で き る 限 り 自 立 し て 食 事 を と る こ と が で き る よ う 、

必 要 な 時 間 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築 く こ と が で き る よ う 、 そ の 意 思

を 尊 重 し つ つ 、 入 居 者 が 共 同 生 活 室 で 食 事 を と る こ と を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

（ そ の 他 の サ ー ビ ス の 提 供 ）

第 五 十 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 嗜 好 に 応 じ た 趣 味 、 教 養 又 は 娯 楽 に 係 る 活 動 の

機 会 を 提 供 す る と と も に 、 入 居 者 が 自 律 的 に 行 う こ れ ら の 活 動 を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 居 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 入 居 者 と そ の 家 族

と の 交 流 等 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 運 営 規 程 ）

第 五 十 一 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規

程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針

二 従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容

三 入 居 定 員 （ Ⅰ 型 療 養 床 に 係 る 入 居 定 員 、 Ⅱ 型 療 養 床 に 係 る 入 居 定 員 及 び こ れ ら の 合 計 を

い う 。 ）

四 ユ ニ ッ ト の 数 及 び ユ ニ ッ ト ご と の 入 居 定 員

五 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用 料 そ の 他 の 費 用 の 額

六 施 設 の 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項
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会 的 関 係 を 築 き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営 む こ と を 支 援 す る よ う 、 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 病

状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、 適 切 な 技 術 を も っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 日 常 生 活 に お け る 家 事 を 、 入 居 者 が 、 そ の 心 身 の 状 況 1
7

及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 持 っ て 行 う よ う 適 切 に 支 援 し な

け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 が 身 体 の 清 潔 を 保 持 し 、 精 神 的 に 快 適 な 生 活 を 営 む こ と

が で き る よ う 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 入 居 者 に 入 浴 の 機 会 を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 や む を 得 な い 場 合 に は 、 清 拭 を 行 う こ と を も っ て 入 浴 の 機 会 の 提 供 に 代 え る こ と が で き

る 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 状 、 置 か れ て い る 環 境 等

に 応 じ て 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 排 せ つ の 自 立 に つ い て 必 要 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 お む つ を 使 用 せ ざ る を 得 な い 入 居 者 に つ い て は 、 排 せ つ の 自 立

を 図 り つ つ 、 そ の お む つ を 適 切 に 取 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

６ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 褥 瘡 が 発 生 し な い よ う 適 切 な 介 護 を 行 う と と も に 、 そ の 発 生 を

予 防 す る た め の 体 制 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。

７ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 入 居 者 が 行 う 離 床 、 着 替 え 、 整

容 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 行 為 を 適 切 に 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

８ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 、 そ の 負 担 に よ り 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の

従 業 者 以 外 の 者 に よ る 看 護 及 び 医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 を 受 け さ せ て は な ら な い 。

（ 食 事 ）

第 四 十 九 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 栄 養 並 び に 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 嗜 好 を 考 慮 し た 食

事 を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 心 身 の 状 況 及 び 症 状 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に 応 じ

て 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 食 事 の 自 立 に つ い て 必 要 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 生 活 習 慣 を 尊 重 し た 適 切 な 時 間 に 食 事 を 提 供 す る と と

も に 、 入 居 者 が そ の 心 身 の 状 況 に 応 じ て で き る 限 り 自 立 し て 食 事 を と る こ と が で き る よ う 、

必 要 な 時 間 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築 く こ と が で き る よ う 、 そ の 意 思

を 尊 重 し つ つ 、 入 居 者 が 共 同 生 活 室 で 食 事 を と る こ と を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

（ そ の 他 の サ ー ビ ス の 提 供 ）

第 五 十 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 の 嗜 好 に 応 じ た 趣 味 、 教 養 又 は 娯 楽 に 係 る 活 動 の

機 会 を 提 供 す る と と も に 、 入 居 者 が 自 律 的 に 行 う こ れ ら の 活 動 を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。

２ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 常 に 入 居 者 の 家 族 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 入 居 者 と そ の 家 族

と の 交 流 等 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 運 営 規 程 ）

第 五 十 一 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規

程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 施 設 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針

二 従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容

三 入 居 定 員 （ Ⅰ 型 療 養 床 に 係 る 入 居 定 員 、 Ⅱ 型 療 養 床 に 係 る 入 居 定 員 及 び こ れ ら の 合 計 を

い う 。 ）

四 ユ ニ ッ ト の 数 及 び ユ ニ ッ ト ご と の 入 居 定 員

五 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用 料 そ の 他 の 費 用 の 額

六 施 設 の 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項

七 非 常 災 害 対 策

八 そ の 他 施 設 の 運 営 に 関 す る 重 要 事 項

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ）1
8

第 五 十 二 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 適 切 な 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ

と が で き る よ う 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め る に 当 た っ て は 、 入 居 者 が 安 心 し て 日 常 生 活 を 営 む こ と

が で き る よ う 、 継 続 性 を 重 視 し た サ ー ビ ス の 提 供 に 配 慮 す る 観 点 か ら 、 次 に 定 め る 職 員 配 置

を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

一 昼 間 に あ っ て は 、 ユ ニ ッ ト ご と に 常 時 一 人 以 上 の 看 護 職 員 又 は 介 護 職 員 を 配 置 す る こ

と 。

二 夜 間 及 び 深 夜 に あ っ て は 、 二 ユ ニ ッ ト ご と に 一 人 以 上 の 看 護 職 員 又 は 介 護 職 員 を 配 置 す

る こ と 。

三 ユ ニ ッ ト ご と に 常 勤 の ユ ニ ッ ト リ ー ダ ー を 配 置 す る こ と 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 従 業 者 に よ り 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス

を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 直 接 影 響

を 及 ぼ さ な い 業 務 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な

け れ ば な ら な い 。

（ 定 員 の 遵 守 ）

第 五 十 三 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 ユ ニ ッ ト ご と の 入 居 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え て 入

居 さ せ て は な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限

り で な い 。

（ 準 用 ）

第 五 十 四 条 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五 条 、 第 十 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 三 条 、

第 二 十 五 条 か ら 第 二 十 八 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 介

護 医 療 院 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運

営 規 程 」 と あ る の は 「 第 五 十 一 条 に 規 定 す る 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 七 条 第 二 項

中 「 こ の 章 」 と あ る の は 「 第 五 章 第 三 節 」 と 、 第 四 十 二 条 第 二 項 第 四 号 中 「 第 十 六 条 第 五

項 」 と あ る の は 「 第 四 十 七 条 第 七 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 六 章 雑 則

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 五 十 五 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

第 二 条 療 養 病 床 （ 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 七 条 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 療

養 病 床 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 若 し く は 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律

第 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 介

護 保 険 法 施 行 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 （ 以 下 こ の 条 か

ら 附 則 第 四 条 ま で に お い て 「 療 養 病 床 等 」 と い う 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所

の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で

の 間 に 転 換 （ 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、

当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護 医 療 院 、 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 老 人 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律
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七 非 常 災 害 対 策

八 そ の 他 施 設 の 運 営 に 関 す る 重 要 事 項

（ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ）1
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第 五 十 二 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 入 居 者 に 対 し 適 切 な 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ

と が で き る よ う 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 を 定 め る に 当 た っ て は 、 入 居 者 が 安 心 し て 日 常 生 活 を 営 む こ と

が で き る よ う 、 継 続 性 を 重 視 し た サ ー ビ ス の 提 供 に 配 慮 す る 観 点 か ら 、 次 に 定 め る 職 員 配 置

を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

一 昼 間 に あ っ て は 、 ユ ニ ッ ト ご と に 常 時 一 人 以 上 の 看 護 職 員 又 は 介 護 職 員 を 配 置 す る こ

と 。

二 夜 間 及 び 深 夜 に あ っ て は 、 二 ユ ニ ッ ト ご と に 一 人 以 上 の 看 護 職 員 又 は 介 護 職 員 を 配 置 す

る こ と 。

三 ユ ニ ッ ト ご と に 常 勤 の ユ ニ ッ ト リ ー ダ ー を 配 置 す る こ と 。

３ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 従 業 者 に よ り 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス

を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 入 居 者 に 対 す る 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス の 提 供 に 直 接 影 響

を 及 ぼ さ な い 業 務 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

４ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 従 業 者 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な

け れ ば な ら な い 。

（ 定 員 の 遵 守 ）

第 五 十 三 条 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 は 、 ユ ニ ッ ト ご と の 入 居 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え て 入

居 さ せ て は な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限

り で な い 。

（ 準 用 ）

第 五 十 四 条 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五 条 、 第 十 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 三 条 、

第 二 十 五 条 か ら 第 二 十 八 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 介

護 医 療 院 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運

営 規 程 」 と あ る の は 「 第 五 十 一 条 に 規 定 す る 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 七 条 第 二 項

中 「 こ の 章 」 と あ る の は 「 第 五 章 第 三 節 」 と 、 第 四 十 二 条 第 二 項 第 四 号 中 「 第 十 六 条 第 五

項 」 と あ る の は 「 第 四 十 七 条 第 七 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 六 章 雑 則

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 五 十 五 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

第 二 条 療 養 病 床 （ 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 七 条 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 療

養 病 床 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 若 し く は 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律

第 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 介

護 保 険 法 施 行 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 （ 以 下 こ の 条 か

ら 附 則 第 四 条 ま で に お い て 「 療 養 病 床 等 」 と い う 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所

の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で

の 間 に 転 換 （ 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、

当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護 医 療 院 、 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 老 人 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律

第 百 三 十 三 号 ） 第 二 十 条 の 六 に 規 定 す る 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。 ） そ の 他 の 要 介 護 者 、 要 支

援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と を い う 。 以 下 同

じ 。 ） を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開 設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 建 物 に つ い て は 、 第 六 1
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条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 一 号 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 三 条 療 養 病 床 等 を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等

又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開

設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー に つ い て の 第 六 条 第

一 項 第 二 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 屋 内 の

直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一 以 上 設 け る こ と 」 と あ る の は 、 「 屋 内 の 直 通 階 段 を

二 以 上 設 け る こ と 。 た だ し 、 エ レ ベ ー タ ー が 設 置 さ れ て い る も の 又 は 二 階 以 上 の 各 階 に お け

る 療 養 室 の 床 面 積 の 合 計 が そ れ ぞ れ 五 十 平 方 メ ー ト ル （ 主 要 構 造 部 が 耐 火 構 造 で あ る か 、 又

は 不 燃 材 料 （ 建 築 基 準 法 第 二 条 第 九 号 に 規 定 す る 不 燃 材 料 を い う 。 ） で 造 ら れ て い る 建 築 物

に あ っ て は 、 百 平 方 メ ー ト ル ） 以 下 の も の に つ い て は 、 屋 内 の 直 通 階 段 を 一 と す る こ と が で

き る 」 と す る 。

第 四 条 療 養 病 床 等 を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等

又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開

設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 療 養 室 に 隣 接 す る 廊 下 に つ い て は 、 第 六 条 第 一 項 第 六

号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 六 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上

と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。

第 五 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 、 健 康 保 険 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 三 年 政

令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る

病 床 若 し く は 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な

お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 （ 以 下 こ の 条 か ら 附 則 第

七 条 ま で に お い て 「 療 養 病 床 等 」 と い う 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者

が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換 を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し

た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一

部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 建 物 に つ い て

は 、 第 六 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 一 号 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 六 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 等 を 有 す る 病

院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換

を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に

当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一 部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お

け る 当 該 介 護 医 療 院 の 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー に つ い て の 第 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び

第 四 十 五 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ

レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一 以 上 設 け る こ と 」 と あ る の は 、 「 屋 内 の 直 通 階 段 を 二 以 上 設 け る こ

と 。 た だ し 、 エ レ ベ ー タ ー が 設 置 さ れ て い る も の 又 は 二 階 以 上 の 各 階 に お け る 療 養 室 の 床 面

積 の 合 計 が そ れ ぞ れ 五 十 平 方 メ ー ト ル （ 主 要 構 造 部 が 耐 火 構 造 で あ る か 、 又 は 不 燃 材 料 （ 建

築 基 準 法 第 二 条 第 九 号 に 規 定 す る 不 燃 材 料 を い う 。 ） で 造 ら れ て い る 建 築 物 に あ っ て は 、 百

平 方 メ ー ト ル ） 以 下 の も の に つ い て は 、 屋 内 の 直 通 階 段 を 一 と す る こ と が で き る 」 と す る 。

第 七 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 等 を 有 す る 病

院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換

を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に

当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一 部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お
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第 百 三 十 三 号 ） 第 二 十 条 の 六 に 規 定 す る 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。 ） そ の 他 の 要 介 護 者 、 要 支

援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と を い う 。 以 下 同

じ 。 ） を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開 設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 建 物 に つ い て は 、 第 六 1
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条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 一 号 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 三 条 療 養 病 床 等 を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等

又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開

設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー に つ い て の 第 六 条 第

一 項 第 二 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 屋 内 の

直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一 以 上 設 け る こ と 」 と あ る の は 、 「 屋 内 の 直 通 階 段 を

二 以 上 設 け る こ と 。 た だ し 、 エ レ ベ ー タ ー が 設 置 さ れ て い る も の 又 は 二 階 以 上 の 各 階 に お け

る 療 養 室 の 床 面 積 の 合 計 が そ れ ぞ れ 五 十 平 方 メ ー ト ル （ 主 要 構 造 部 が 耐 火 構 造 で あ る か 、 又

は 不 燃 材 料 （ 建 築 基 準 法 第 二 条 第 九 号 に 規 定 す る 不 燃 材 料 を い う 。 ） で 造 ら れ て い る 建 築 物

に あ っ て は 、 百 平 方 メ ー ト ル ） 以 下 の も の に つ い て は 、 屋 内 の 直 通 階 段 を 一 と す る こ と が で

き る 」 と す る 。

第 四 条 療 養 病 床 等 を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等

又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 を 行 い 、 介 護 医 療 院 を 開

設 す る 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 療 養 室 に 隣 接 す る 廊 下 に つ い て は 、 第 六 条 第 一 項 第 六

号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 六 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上

と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。

第 五 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 、 健 康 保 険 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 三 年 政

令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る

病 床 若 し く は 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な

お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 （ 以 下 こ の 条 か ら 附 則 第

七 条 ま で に お い て 「 療 養 病 床 等 」 と い う 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者

が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換 を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し

た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一

部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お け る 当 該 介 護 医 療 院 の 建 物 に つ い て

は 、 第 六 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 第 一 号 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 六 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 等 を 有 す る 病

院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換

を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に

当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一 部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お

け る 当 該 介 護 医 療 院 の 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ レ ベ ー タ ー に つ い て の 第 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び

第 四 十 五 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 屋 内 の 直 通 階 段 及 び エ

レ ベ ー タ ー を そ れ ぞ れ 一 以 上 設 け る こ と 」 と あ る の は 、 「 屋 内 の 直 通 階 段 を 二 以 上 設 け る こ

と 。 た だ し 、 エ レ ベ ー タ ー が 設 置 さ れ て い る も の 又 は 二 階 以 上 の 各 階 に お け る 療 養 室 の 床 面

積 の 合 計 が そ れ ぞ れ 五 十 平 方 メ ー ト ル （ 主 要 構 造 部 が 耐 火 構 造 で あ る か 、 又 は 不 燃 材 料 （ 建

築 基 準 法 第 二 条 第 九 号 に 規 定 す る 不 燃 材 料 を い う 。 ） で 造 ら れ て い る 建 築 物 に あ っ て は 、 百

平 方 メ ー ト ル ） 以 下 の も の に つ い て は 、 屋 内 の 直 通 階 段 を 一 と す る こ と が で き る 」 と す る 。

第 七 条 平 成 十 八 年 七 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 療 養 病 床 等 を 有 す る 病

院 又 は 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 療 養 病 床 等 又 は 当 該 診 療 所 の 病 床 の 転 換

を 行 い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し た 場 合 で あ っ て 、 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に

当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 全 部 又 は 一 部 を 廃 止 す る と と も に 、 介 護 医 療 院 を 開 設 し た 場 合 に お

け る 当 該 介 護 医 療 院 の 療 養 室 に 隣 接 す る 廊 下 に つ い て は 、 第 六 条 第 一 項 第 六 号 イ 及 び 第 四 十

五 条 第 四 項 第 六 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ

し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。2
0

（ 高 齢 対 策 課 ）
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病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 第 一 条 こ の 条 例 は 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年

法 律 第 二 百 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 法 律 第 二 百 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

七 条 の 二 第 四 項 、 第 十 八 条 並 び 七 条 の 二 第 四 項 及 び 第 五 項 、 第 十 八 条 並 び

に 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 基 に 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 基

づ き 、 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 づ き 、 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関

す る 基 準 等 を 定 め る も の と す る 。 す る 基 準 等 を 定 め る も の と す る 。

（ 既 存 病 床 数 及 び 申 請 病 床 数 の 補 正 ） （ 既 存 病 床 数 及 び 申 請 病 床 数 の 補 正 ）

第 三 条 法 第 七 条 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 補 第 三 条 法 第 七 条 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 補

正 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 行 う も の と 正 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 行 う も の と

す る 。 す る 。

一 国 の 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で 一 国 の 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で

あ っ て 宮 内 庁 、 法 務 省 あ っ て 宮 内 庁 、 総 務 省 、 法 務 省 、 財 務

若 し く は 防 衛 省 が 所 管 す る も 省 、 林 野 庁 若 し く は 防 衛 省 が 所 管 す る も

の 、 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 の の 、 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 の

開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 労 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 労

働 者 災 害 補 償 保 険 の 保 険 関 係 の 成 立 し て 働 者 災 害 補 償 保 険 の 保 険 関 係 の 成 立 し て

い る 事 業 に 使 用 さ れ る 労 働 者 で 業 務 上 の い る 事 業 に 使 用 さ れ る 労 働 者 で 業 務 上 の

災 害 を 被 っ た も の の み の 診 療 を 行 う も 災 害 を 被 っ た も の の み の 診 療 を 行 う も

の 、 特 定 の 事 務 所 若 し く は 事 業 所 の 従 業 の 、 特 定 の 事 務 所 若 し く は 事 業 所 の 従 業

員 及 び そ の 家 族 の 診 療 の み を 行 う 病 院 若 員 及 び そ の 家 族 の 診 療 の み を 行 う 病 院 若

し く は 診 療 所 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 し く は 診 療 所 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 四 十 二 条 第 二 号 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 四 十 二 条 第 二 号

に 規 定 す る 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 若 し く に 規 定 す る 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 若 し く
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病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 第 一 条 こ の 条 例 は 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年

法 律 第 二 百 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 法 律 第 二 百 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

七 条 の 二 第 四 項 、 第 十 八 条 並 び 七 条 の 二 第 四 項 及 び 第 五 項 、 第 十 八 条 並 び

に 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 基 に 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 基

づ き 、 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 づ き 、 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関

す る 基 準 等 を 定 め る も の と す る 。 す る 基 準 等 を 定 め る も の と す る 。

（ 既 存 病 床 数 及 び 申 請 病 床 数 の 補 正 ） （ 既 存 病 床 数 及 び 申 請 病 床 数 の 補 正 ）

第 三 条 法 第 七 条 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 補 第 三 条 法 第 七 条 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 補

正 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 行 う も の と 正 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 行 う も の と

す る 。 す る 。

一 国 の 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で 一 国 の 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で

あ っ て 宮 内 庁 、 法 務 省 あ っ て 宮 内 庁 、 総 務 省 、 法 務 省 、 財 務

若 し く は 防 衛 省 が 所 管 す る も 省 、 林 野 庁 若 し く は 防 衛 省 が 所 管 す る も

の 、 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 の の 、 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 の

開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 労 開 設 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 労

働 者 災 害 補 償 保 険 の 保 険 関 係 の 成 立 し て 働 者 災 害 補 償 保 険 の 保 険 関 係 の 成 立 し て

い る 事 業 に 使 用 さ れ る 労 働 者 で 業 務 上 の い る 事 業 に 使 用 さ れ る 労 働 者 で 業 務 上 の

災 害 を 被 っ た も の の み の 診 療 を 行 う も 災 害 を 被 っ た も の の み の 診 療 を 行 う も

の 、 特 定 の 事 務 所 若 し く は 事 業 所 の 従 業 の 、 特 定 の 事 務 所 若 し く は 事 業 所 の 従 業

員 及 び そ の 家 族 の 診 療 の み を 行 う 病 院 若 員 及 び そ の 家 族 の 診 療 の み を 行 う 病 院 若

し く は 診 療 所 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 し く は 診 療 所 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 四 十 二 条 第 二 号 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 四 十 二 条 第 二 号

に 規 定 す る 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 若 し く に 規 定 す る 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 若 し く

は 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 は 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合

的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法

律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 六 項 に 規 定 す 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 六 項 に 規 定 す0
0

る 療 養 介 護 を 行 う 施 設 で あ る 病 院 又 は 独 る 療 養 介 護 を 行 う 施 設 で あ る 病 院 又 は 独

立 行 政 法 人 自 動 車 事 故 対 策 機 構 法 （ 平 成 立 行 政 法 人 自 動 車 事 故 対 策 機 構 法 （ 平 成

十 四 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ） 第 十 三 条 第 三 十 四 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ） 第 十 三 条 第 三

号 に 規 定 す る 施 設 で あ る 病 院 若 し く は 診 号 に 規 定 す る 施 設 で あ る 病 院 若 し く は 診

療 所 の 病 床 に つ い て は 、 病 床 の 種 別 ご と 療 所 の 病 床 に つ い て は 、 病 床 の 種 別 ご と

に 、 既 存 の 病 床 数 又 は 当 該 申 請 に 係 る 病 に 、 既 存 の 病 床 数 又 は 当 該 申 請 に 係 る 病

床 数 に 次 の 式 に よ り 算 定 し た 数 （ 次 の 式 床 数 に 次 の 式 に よ り 算 定 し た 数 （ 次 の 式

に よ り 算 定 し た 数 が 〇 ・ 〇 五 以 下 で あ る に よ り 算 定 し た 数 が 〇 ・ 〇 五 以 下 で あ る

と き は 、 零 ） を 乗 じ て 得 た 数 を 既 存 の 病 と き は 、 零 ） を 乗 じ て 得 た 数 を 既 存 の 病

床 数 及 び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 と し て 算 床 数 及 び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 と し て 算

定 す る こ と 。 定 す る こ と 。

当該病床の利用者のうち職員及びそ 当該病床の利用者のうち職員及びそ、 、

の家族以外の者隊員及びその家族以 の家族以外の者隊員及びその家族以、 、

外の者業務上の災害を被った労働者 外の者業務上の災害を被った労働者、 、

当該病床の利用者の数 当該病床の利用者の数

以外の者従業員及びその家族以外の 以外の者従業員及びその家族以外の、 、

者又は入院患者以外の者の数 者又は入院患者以外の者の数

二 放 射 線 治 療 病 室 二 放 射 線 治 療 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強

の 病 化 治 療 室 若 し く は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病

床 に つ い て は 床 に つ い て は 、 当 該 病 室 の 入 院 患 者 が 当

該 病 室 に お け る 治 療 終 了 後 の 入 院 の た め

に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が 同 一 病 院 内 に 確

、 既 存 の 病 床 数 及 保 さ れ て い る 場 合 に は 、 既 存 の 病 床 数 及

び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に 算 定 し な い こ び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に 算 定 し な い こ

と 。 と 。

三 介 護 老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 に つ い て

は 、 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数

に 〇 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 数 を 療 養 病 床 又 は

一 般 病 床 に 係 る 既 存 の 病 床 数 と し て 算 定

す る こ と 。

三 ・ 四 略 四 ・ 五 略

２ 前 項 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 ２ 前 項 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職
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は 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 は 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合

的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法

律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 六 項 に 規 定 す 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 六 項 に 規 定 す0
0

る 療 養 介 護 を 行 う 施 設 で あ る 病 院 又 は 独 る 療 養 介 護 を 行 う 施 設 で あ る 病 院 又 は 独

立 行 政 法 人 自 動 車 事 故 対 策 機 構 法 （ 平 成 立 行 政 法 人 自 動 車 事 故 対 策 機 構 法 （ 平 成

十 四 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ） 第 十 三 条 第 三 十 四 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ） 第 十 三 条 第 三

号 に 規 定 す る 施 設 で あ る 病 院 若 し く は 診 号 に 規 定 す る 施 設 で あ る 病 院 若 し く は 診

療 所 の 病 床 に つ い て は 、 病 床 の 種 別 ご と 療 所 の 病 床 に つ い て は 、 病 床 の 種 別 ご と

に 、 既 存 の 病 床 数 又 は 当 該 申 請 に 係 る 病 に 、 既 存 の 病 床 数 又 は 当 該 申 請 に 係 る 病

床 数 に 次 の 式 に よ り 算 定 し た 数 （ 次 の 式 床 数 に 次 の 式 に よ り 算 定 し た 数 （ 次 の 式

に よ り 算 定 し た 数 が 〇 ・ 〇 五 以 下 で あ る に よ り 算 定 し た 数 が 〇 ・ 〇 五 以 下 で あ る

と き は 、 零 ） を 乗 じ て 得 た 数 を 既 存 の 病 と き は 、 零 ） を 乗 じ て 得 た 数 を 既 存 の 病

床 数 及 び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 と し て 算 床 数 及 び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 と し て 算

定 す る こ と 。 定 す る こ と 。

当該病床の利用者のうち職員及びそ 当該病床の利用者のうち職員及びそ、 、

の家族以外の者隊員及びその家族以 の家族以外の者隊員及びその家族以、 、

外の者業務上の災害を被った労働者 外の者業務上の災害を被った労働者、 、

当該病床の利用者の数 当該病床の利用者の数

以外の者従業員及びその家族以外の 以外の者従業員及びその家族以外の、 、

者又は入院患者以外の者の数 者又は入院患者以外の者の数

二 放 射 線 治 療 病 室 二 放 射 線 治 療 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強

の 病 化 治 療 室 若 し く は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病

床 に つ い て は 床 に つ い て は 、 当 該 病 室 の 入 院 患 者 が 当

該 病 室 に お け る 治 療 終 了 後 の 入 院 の た め

に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が 同 一 病 院 内 に 確

、 既 存 の 病 床 数 及 保 さ れ て い る 場 合 に は 、 既 存 の 病 床 数 及

び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に 算 定 し な い こ び 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に 算 定 し な い こ

と 。 と 。

三 介 護 老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 に つ い て

は 、 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数

に 〇 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 数 を 療 養 病 床 又 は

一 般 病 床 に 係 る 既 存 の 病 床 数 と し て 算 定

す る こ と 。

三 ・ 四 略 四 ・ 五 略

２ 前 項 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 ２ 前 項 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職

員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 、 隊 員 及 び そ の 家 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 、 隊 員 及 び そ の 家

族 以 外 の 者 、 業 務 上 の 災 害 を 被 っ た 労 働 者 族 以 外 の 者 、 業 務 上 の 災 害 を 被 っ た 労 働 者

以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 又 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 又 0
0

は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 該 病 床 の は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 該 病 床 の

利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 射 線 治 療 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 射 線 治 療

病 室 の 病 床 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強 化 治 療 室 若 し く

は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病 床 （ 当 該 病 室 の 入

院 患 者 が 当 該 病 室 に お け る 治 療 終 了 後 の 入

院 の た め に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が 同 一 病 院

内 に 確 保 さ れ て い る 場 合 の も の に 限 る 。 ）

の 数 は 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 の 数 は 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九

月 三 十 日 に お け る 数 と す る 。 こ の 場 合 に お 月 三 十 日 に お け る 数 と す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 月 い て 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 月

三 十 日 に お い て 業 務 が 行 わ れ な か っ た と き 三 十 日 に お い て 業 務 が 行 わ れ な か っ た と き

は 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 に お け る 実 績 、 当 は 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 に お け る 実 績 、 当

該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 格 を 同 じ く 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 格 を 同 じ く

す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 考 慮 し て 知 す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 考 慮 し て 知

事 が 推 定 す る 数 と す る 。 事 が 推 定 す る 数 と す る 。

３ 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に つ い て の 第 一 項 ３ 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に つ い て の 第 一 項

第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 員 及 び 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 員 及 び

そ の 家 族 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 そ の 家 族 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以

外 の 者 又 は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 外 の 者 又 は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当

該 病 床 の 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 該 病 床 の 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放

射 線 治 療 病 室 の 病 床 射 線 治 療 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強 化 治 療

室 若 し く は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病 床 （ 当 該

病 室 の 入 院 患 者 が 当 該 病 室 に お け る 治 療 終

了 後 の 入 院 の た め に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が

同 一 病 院 内 に 確 保 さ れ る こ と が 見 込 ま れ る

の 数 は 、 前 項 の 規 定 場 合 の も の に 限 る 。 ） の 数 は 、 前 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 当 該 申 請 に 係 る 病 院 又 は 診 に か か わ ら ず 、 当 該 申 請 に 係 る 病 院 又 は 診

療 所 の 機 能 及 び 性 格 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 療 所 の 機 能 及 び 性 格 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所

に 当 該 申 請 に 係 る 病 床 の 種 別 の 既 存 の 病 床 に 当 該 申 請 に 係 る 病 床 の 種 別 の 既 存 の 病 床

が あ る 場 合 に お け る 当 該 既 存 の 病 床 に お け が あ る 場 合 に お け る 当 該 既 存 の 病 床 に お け

る 実 績 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 る 実 績 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性

格 を 同 じ く す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 格 を 同 じ く す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を

考 慮 し て 知 事 が 推 定 す る 数 と す る 。 考 慮 し て 知 事 が 推 定 す る 数 と す る 。

（ 既 存 の 療 養 病 床 数 の 補 正 ）

第 四 条 削 除 第 四 条 法 第 七 条 の 二 第 五 項 の 規 定 に よ り 既

存 の 病 床 数 を 算 定 す る に 当 た っ て は 、 介 護

老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数 は 、 当 該 介 護 老

人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数 に 〇 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 数 を 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 に 係 る 既 存

の 病 床 数 と み な す も の と す る 。
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員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 、 隊 員 及 び そ の 家 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 、 隊 員 及 び そ の 家

族 以 外 の 者 、 業 務 上 の 災 害 を 被 っ た 労 働 者 族 以 外 の 者 、 業 務 上 の 災 害 を 被 っ た 労 働 者

以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 又 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 外 の 者 又 0
0

は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 該 病 床 の は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 該 病 床 の

利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 射 線 治 療 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 射 線 治 療

病 室 の 病 床 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強 化 治 療 室 若 し く

は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病 床 （ 当 該 病 室 の 入

院 患 者 が 当 該 病 室 に お け る 治 療 終 了 後 の 入

院 の た め に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が 同 一 病 院

内 に 確 保 さ れ て い る 場 合 の も の に 限 る 。 ）

の 数 は 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 の 数 は 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九

月 三 十 日 に お け る 数 と す る 。 こ の 場 合 に お 月 三 十 日 に お け る 数 と す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 月 い て 、 当 該 申 請 が あ っ た 日 前 の 直 近 の 九 月

三 十 日 に お い て 業 務 が 行 わ れ な か っ た と き 三 十 日 に お い て 業 務 が 行 わ れ な か っ た と き

は 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 に お け る 実 績 、 当 は 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 に お け る 実 績 、 当

該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 格 を 同 じ く 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 格 を 同 じ く

す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 考 慮 し て 知 す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 考 慮 し て 知

事 が 推 定 す る 数 と す る 。 事 が 推 定 す る 数 と す る 。

３ 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に つ い て の 第 一 項 ３ 当 該 申 請 に 係 る 病 床 数 に つ い て の 第 一 項

第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 員 及 び 第 一 号 の 当 該 病 床 の 利 用 者 の う ち 職 員 及 び

そ の 家 族 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以 そ の 家 族 以 外 の 者 、 従 業 員 及 び そ の 家 族 以

外 の 者 又 は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当 外 の 者 又 は 入 院 患 者 以 外 の 者 の 数 並 び に 当

該 病 床 の 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放 該 病 床 の 利 用 者 の 数 並 び に 同 項 第 二 号 の 放

射 線 治 療 病 室 の 病 床 射 線 治 療 病 室 、 無 菌 病 室 又 は 集 中 強 化 治 療

室 若 し く は 心 疾 患 強 化 治 療 室 の 病 床 （ 当 該

病 室 の 入 院 患 者 が 当 該 病 室 に お け る 治 療 終

了 後 の 入 院 の た め に 専 ら 用 い る 他 の 病 床 が

同 一 病 院 内 に 確 保 さ れ る こ と が 見 込 ま れ る

の 数 は 、 前 項 の 規 定 場 合 の も の に 限 る 。 ） の 数 は 、 前 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 当 該 申 請 に 係 る 病 院 又 は 診 に か か わ ら ず 、 当 該 申 請 に 係 る 病 院 又 は 診

療 所 の 機 能 及 び 性 格 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 療 所 の 機 能 及 び 性 格 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所

に 当 該 申 請 に 係 る 病 床 の 種 別 の 既 存 の 病 床 に 当 該 申 請 に 係 る 病 床 の 種 別 の 既 存 の 病 床

が あ る 場 合 に お け る 当 該 既 存 の 病 床 に お け が あ る 場 合 に お け る 当 該 既 存 の 病 床 に お け

る 実 績 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性 る 実 績 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 と 機 能 及 び 性

格 を 同 じ く す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を 格 を 同 じ く す る 病 院 又 は 診 療 所 の 実 績 等 を

考 慮 し て 知 事 が 推 定 す る 数 と す る 。 考 慮 し て 知 事 が 推 定 す る 数 と す る 。

（ 既 存 の 療 養 病 床 数 の 補 正 ）

第 四 条 削 除 第 四 条 法 第 七 条 の 二 第 五 項 の 規 定 に よ り 既

存 の 病 床 数 を 算 定 す る に 当 た っ て は 、 介 護

老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数 は 、 当 該 介 護 老

人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数 に 〇 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 数 を 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 に 係 る 既 存

の 病 床 数 と み な す も の と す る 。

附 則 附 則

（ 既 存 の 病 床 数 の 補 正 に 関 す る 経 過 措 置 ）0
0

第 二 条 削 除 第 二 条 第 三 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 条 の 規

定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 介 護 老 人 保 健

施 設 （ 次 項 に 規 定 す る も の を 除 く 。 ） の 入

所 定 員 数 に つ い て は 、 既 存 の 病 床 数 と し て

算 定 し な い 。

２ 療 養 病 床 を 有 す る 病 院 又 は 診 療 所 の 開 設

者 が 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 療 養 病 床 を 平

成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当

該 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養

病 床 又 は 当 該 診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療

養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 当

該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護 老 人 保 健 施

設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 老 人 福 祉 法 （ 昭 和 三

十 八 年 法 律 第 百 三 十 三 号 ） 第 二 十 条 の 六 に

規 定 す る 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。 ） そ の 他

の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ

せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す

る こ と を い う 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） を 行

い 、 介 護 老 人 保 健 施 設 を 開 設 し た 場 合 に お

け る 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 入 所 定 員 数

（ 当 該 転 換 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） に つ い て

は 、 当 該 転 換 を 行 っ た 日 か ら 同 日 以 後 最 初

に 医 療 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令

第 五 十 号 ） 第 三 十 条 の 三 十 第 一 号 の 規 定 に

基 づ き 療 養 病 床 及 び 一 般 病 床 に 係 る 基 準 病

床 数 を 算 定 す る 日 ま で の 間 に 限 り 、 前 項 の

規 定 に か か わ ら ず 、 第 三 条 第 一 項 第 三 号 及

び 第 四 条 中 「 〇 ・ 五 」 と あ る の は 、 「 一 」

と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 医 療 政 策 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号

軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

（ 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例

第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 二 条 略 第 十 二 条 略

２ ～ 略 ２ ～ 略1
1

1
1

第 一 項 第 六 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ 第 一 項 第 六 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ1
2

1
2

ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置 ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置

し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設

以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 若 し く は 介 護 医 療 以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設

院 又 は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 又 は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支

援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と

い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本

体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 所 定 員 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 所 定 員

が 二 十 九 人 以 下 の 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。 が 二 十 九 人 以 下 の 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。

以 下 同 じ 。 ） の 調 理 員 そ の 他 の 職 員 に つ い 以 下 同 じ 。 ） の 調 理 員 そ の 他 の 職 員 に つ い

て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ

テ ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 へ の テ ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 へ の

サ ー ビ ス の 提 供 が 適 切 に 行 わ れ て い る と 認 サ ー ビ ス の 提 供 が 適 切 に 行 わ れ て い る と 認

め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で

き る 。 き る 。

一 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 調 一 介 護 老 人 保 健 施 設 調

理 員 又 は そ の 他 の 従 業 者 理 員 又 は そ の 他 の 従 業 者

二 略 二 略

略 略1
3

1
3
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栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号

軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

（ 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例

第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 二 条 略 第 十 二 条 略

２ ～ 略 ２ ～ 略1
1

1
1

第 一 項 第 六 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ 第 一 項 第 六 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ1
2

1
2

ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置 ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置

し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設

以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 若 し く は 介 護 医 療 以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設

院 又 は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 又 は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支

援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と

い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本

体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 所 定 員 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 所 定 員

が 二 十 九 人 以 下 の 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。 が 二 十 九 人 以 下 の 軽 費 老 人 ホ ー ム を い う 。

以 下 同 じ 。 ） の 調 理 員 そ の 他 の 職 員 に つ い 以 下 同 じ 。 ） の 調 理 員 そ の 他 の 職 員 に つ い

て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ

テ ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 へ の テ ラ イ ト 型 軽 費 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 へ の

サ ー ビ ス の 提 供 が 適 切 に 行 わ れ て い る と 認 サ ー ビ ス の 提 供 が 適 切 に 行 わ れ て い る と 認

め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で

き る 。 き る 。

一 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 調 一 介 護 老 人 保 健 施 設 調

理 員 又 は そ の 他 の 従 業 者 理 員 又 は そ の 他 の 従 業 者

二 略 二 略

略 略1
3

1
3

（ サ ー ビ ス 提 供 の 方 針 ） （ サ ー ビ ス 提 供 の 方 針 ）

第 十 八 条 略 第 十 八 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略2
6

５ 軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正

化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。

（ 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例

第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 三 条 略 第 十 三 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ６ 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ

ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置 ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置

し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設

以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 、 介 護 医 療 院 又 は 以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は

病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対

す る 支 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 す る 支 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施

設 」 と い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ 設 」 と い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ

つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入

所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 養 護 老 人 ホ ー ム を 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 養 護 老 人 ホ ー ム を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 医 師 に つ い て は 、 本 い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 医 師 に つ い て は 、 本

体 施 設 の 医 師 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 体 施 設 の 医 師 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護

老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 健 康 管 理 が 適 切 に 行 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 健 康 管 理 が 適 切 に 行

わ れ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な わ れ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な

い こ と が で き る 。 い こ と が で き る 。

７ ～ 略 ７ ～ 略1
1

1
1

第 一 項 第 三 号 、 第 六 号 及 び 第 七 号 の 規 定 第 一 項 第 三 号 、 第 六 号 及 び 第 七 号 の 規 定1
2

1
2

に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー
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（ サ ー ビ ス 提 供 の 方 針 ） （ サ ー ビ ス 提 供 の 方 針 ）

第 十 八 条 略 第 十 八 条 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略2
6

５ 軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正

化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。

（ 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例

第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 三 条 略 第 十 三 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ６ 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ

ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置 ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー ム （ 当 該 施 設 を 設 置

し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 し よ う と す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設

以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 、 介 護 医 療 院 又 は 以 外 の 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は

病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対 病 院 若 し く は 診 療 所 で あ っ て 当 該 施 設 に 対

す る 支 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 す る 支 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施

設 」 と い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ 設 」 と い う 。 ） と の 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ

つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入 つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 場 所 で 運 営 さ れ る 入

所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 養 護 老 人 ホ ー ム を 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 養 護 老 人 ホ ー ム を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 医 師 に つ い て は 、 本 い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 医 師 に つ い て は 、 本

体 施 設 の 医 師 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 体 施 設 の 医 師 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護

老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 健 康 管 理 が 適 切 に 行 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 健 康 管 理 が 適 切 に 行

わ れ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な わ れ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な

い こ と が で き る 。 い こ と が で き る 。

７ ～ 略 ７ ～ 略1
1

1
1

第 一 項 第 三 号 、 第 六 号 及 び 第 七 号 の 規 定 第 一 項 第 三 号 、 第 六 号 及 び 第 七 号 の 規 定1
2

1
2

に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 ホ ー

ム の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務 ム の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 職 員 に つ い て は 、 次 の 各 号 に 掲 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 2
7

め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人

ホ ー ム の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ て い ホ ー ム の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ て い

る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 介 護 医 療 院 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 従 業 者

三 ・ 四 略 二 ・ 三 略

（ 処 遇 の 方 針 ） （ 処 遇 の 方 針 ）

第 十 七 条 略 第 十 七 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正

化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 支 援 員

そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 支 援 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的 拘

束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実

施 す る こ と 。

（ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県

条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 八 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 次 に 掲 げ る 第 八 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 次 に 掲 げ る

施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規

程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法

七 ・ 八 略 六 ・ 七 略



（97）栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

ム の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務 ム の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 職 員 に つ い て は 、 次 の 各 号 に 掲 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 2
7

め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ ラ イ ト 型 養 護 老 人

ホ ー ム の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ て い ホ ー ム の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ て い

る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 介 護 医 療 院 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 従 業 者

三 ・ 四 略 二 ・ 三 略

（ 処 遇 の 方 針 ） （ 処 遇 の 方 針 ）

第 十 七 条 略 第 十 七 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正

化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 支 援 員

そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 支 援 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的 拘

束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実

施 す る こ と 。

（ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県

条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 八 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 次 に 掲 げ る 第 八 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 次 に 掲 げ る

施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規

程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 程 を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法

七 ・ 八 略 六 ・ 七 略

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 二 条 略 第 十 二 条 略

２ ～ ６ 略 ２ ～ ６ 略2
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７ 第 一 項 第 二 号 の 医 師 及 び 同 項 第 七 号 の 調 ７ 第 一 項 第 二 号 の 医 師 及 び 同 項 第 七 号 の 調

理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 の 数 は 、 サ テ ラ 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 の 数 は 、 サ テ ラ

イ ト 型 居 住 施 設 （ 当 該 施 設 を 設 置 し よ う と イ ト 型 居 住 施 設 （ 当 該 施 設 を 設 置 し よ う と

す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 以 外 の 特 す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 以 外 の 特

別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 介 護 老 人 保 健 施 設 若 し 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 介 護 老 人 保 健 施 設

く は 介 護 医 療 院 又 は 病 院 若 し く は 診 療 所 で 又 は 病 院 若 し く は 診 療 所 で

あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 援 機 能 を 有 す る あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 援 機 能 を 有 す る

も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と い う 。 ） と の 密 も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と い う 。 ） と の 密

接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 体 施 設 と は 別 の

場 所 で 運 営 さ れ る 地 域 密 着 型 特 別 養 護 老 人 場 所 で 運 営 さ れ る 地 域 密 着 型 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム （ 入 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 特 別 養 ホ ー ム （ 入 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を い 護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 本 体 施 設 で あ る 特 別 養 う 。 以 下 同 じ 。 ） の 本 体 施 設 で あ る 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム で あ っ て 、 当 該 サ テ ラ イ ト 型 護 老 人 ホ ー ム で あ っ て 、 当 該 サ テ ラ イ ト 型

居 住 施 設 に 医 師 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 居 住 施 設 に 医 師 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他

の 職 員 を 置 か な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 の 職 員 を 置 か な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特

別 養 護 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 数 及 び 当 該 サ 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 数 及 び 当 該 サ

テ ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 数 の 合 計 数 テ ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 数 の 合 計 数

を 基 礎 と し て 算 出 し な け れ ば な ら な い 。 を 基 礎 と し て 算 出 し な け れ ば な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ） （ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ）

第 十 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 予 定 第 十 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 予 定

者 が 入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所 者 が 入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所

予 定 者 に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ 予 定 者 に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ

と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な

病 院 若 し く は 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施 設 病 院 若 し く は 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施 設

若 し く は 介 護 医 療 院 の 紹 介 そ の 他 の 適 切 な の 紹 介 そ の 他 の 適 切 な

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

（ 処 遇 の 方 針 ） （ 処 遇 の 方 針 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の

適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ

な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。
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（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 十 二 条 略 第 十 二 条 略

２ ～ ６ 略 ２ ～ ６ 略2
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７ 第 一 項 第 二 号 の 医 師 及 び 同 項 第 七 号 の 調 ７ 第 一 項 第 二 号 の 医 師 及 び 同 項 第 七 号 の 調

理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 の 数 は 、 サ テ ラ 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 の 数 は 、 サ テ ラ

イ ト 型 居 住 施 設 （ 当 該 施 設 を 設 置 し よ う と イ ト 型 居 住 施 設 （ 当 該 施 設 を 設 置 し よ う と

す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 以 外 の 特 す る 者 に よ り 設 置 さ れ る 当 該 施 設 以 外 の 特

別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 介 護 老 人 保 健 施 設 若 し 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 介 護 老 人 保 健 施 設

く は 介 護 医 療 院 又 は 病 院 若 し く は 診 療 所 で 又 は 病 院 若 し く は 診 療 所 で

あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 援 機 能 を 有 す る あ っ て 当 該 施 設 に 対 す る 支 援 機 能 を 有 す る

も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と い う 。 ） と の 密 も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と い う 。 ） と の 密

接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 体 施 設 と は 別 の 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ 、 本 体 施 設 と は 別 の

場 所 で 運 営 さ れ る 地 域 密 着 型 特 別 養 護 老 人 場 所 で 運 営 さ れ る 地 域 密 着 型 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム （ 入 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 特 別 養 ホ ー ム （ 入 所 定 員 が 二 十 九 人 以 下 の 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を い 護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 本 体 施 設 で あ る 特 別 養 う 。 以 下 同 じ 。 ） の 本 体 施 設 で あ る 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム で あ っ て 、 当 該 サ テ ラ イ ト 型 護 老 人 ホ ー ム で あ っ て 、 当 該 サ テ ラ イ ト 型

居 住 施 設 に 医 師 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 居 住 施 設 に 医 師 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他

の 職 員 を 置 か な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 の 職 員 を 置 か な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特

別 養 護 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 数 及 び 当 該 サ 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 入 所 者 の 数 及 び 当 該 サ

テ ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 数 の 合 計 数 テ ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 数 の 合 計 数

を 基 礎 と し て 算 出 し な け れ ば な ら な い 。 を 基 礎 と し て 算 出 し な け れ ば な ら な い 。

（ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ） （ サ ー ビ ス 提 供 困 難 時 の 対 応 ）

第 十 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 予 定 第 十 三 条 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 予 定

者 が 入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所 者 が 入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所

予 定 者 に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ 予 定 者 に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ

と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 速 や か に 、 適 切 な

病 院 若 し く は 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施 設 病 院 若 し く は 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施 設

若 し く は 介 護 医 療 院 の 紹 介 そ の 他 の 適 切 な の 紹 介 そ の 他 の 適 切 な

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

（ 処 遇 の 方 針 ） （ 処 遇 の 方 針 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体 的 拘 束 等 の

適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ

な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。 2
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７ 略 ６ 略

第 二 十 三 条 略 第 二 十 三 条 略

（ 緊 急 時 等 の 対 応 方 法 ）

第 二 十 三 条 の 二 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 現

に 処 遇 を 行 っ て い る と き に 入 所 者 の 病 状 の

急 変 が 生 じ た 場 合 そ の 他 必 要 な 場 合 の た

め 、 あ ら か じ め 、 第 十 二 条 第 一 項 第 二 号 の

医 師 と の 連 携 方 法 そ の 他 の 緊 急 時 等 に お け

る 対 応 方 法 を 定 め て お か な け れ ば な ら な

い 。
（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 三 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 第 三 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要

事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け れ ば な 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法

八 ・ 九 略 七 ・ 八 略

（ サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ） （ サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 三 十 七 条 略 第 三 十 七 条 略

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

８ ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体

的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。

９ 略 ８ 略

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 四 十 六 条 略 第 四 十 六 条 略
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三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。 2
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７ 略 ６ 略

第 二 十 三 条 略 第 二 十 三 条 略

（ 緊 急 時 等 の 対 応 方 法 ）

第 二 十 三 条 の 二 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 現

に 処 遇 を 行 っ て い る と き に 入 所 者 の 病 状 の

急 変 が 生 じ た 場 合 そ の 他 必 要 な 場 合 の た

め 、 あ ら か じ め 、 第 十 二 条 第 一 項 第 二 号 の

医 師 と の 連 携 方 法 そ の 他 の 緊 急 時 等 に お け

る 対 応 方 法 を 定 め て お か な け れ ば な ら な

い 。
（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 三 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 第 三 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ い て の 重 要

事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け れ ば な 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法

八 ・ 九 略 七 ・ 八 略

（ サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ） （ サ ー ビ ス の 取 扱 方 針 ）

第 三 十 七 条 略 第 三 十 七 条 略

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

８ ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 身 体

的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 職 員 に 対 し 、 身 体 的

拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に

実 施 す る こ と 。

９ 略 ８ 略

（ 職 員 の 配 置 の 基 準 ） （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）

第 四 十 六 条 略 第 四 十 六 条 略

２ ～ ８ 略 ２ ～ ８ 略

９ 第 一 項 第 三 号 及 び 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で ９ 第 一 項 第 三 号 及 び 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で

の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 居 住 施 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 居 住 施3
0

設 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員 設 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員

又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て

は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ

ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に

行 わ れ て い る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を

置 か な い こ と が で き る 。 置 か な い こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 介 護 医 療 院 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 従 業 者

四 ・ 五 略 三 ・ 四 略

・ 略 ・ 略10 11 10 11

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 四 十 九 条 第 三 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 第 四 十 九 条 第 三 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三

条 か ら 第 十 六 条 ま で 、 第 十 八 条 か ら 第 三 十 条 か ら 第 十 六 条 ま で 、 第 十 八 条 か ら 第 三 十

条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 の 規 定 は 、 地 域 密 着 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 の 規 定 は 、 地 域 密 着

型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 三 条 の 二 中 「 第 こ の 場 合 に お い て

十 二 条 第 一 項 第 二 号 」 と あ る の は 「 第 四 十

六 条 第 一 項 第 二 号 」 と 、 第 二 十 四 条 第 二 項 、 第 二 十 四 条 第 二 項

中 「 第 八 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 中 「 第 八 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら

前 条 ま で 及 び 次 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と 前 条 ま で 及 び 次 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と

あ る の は 「 第 四 十 七 条 及 び 第 四 十 八 条 並 あ る の は 、 「 第 四 十 七 条 及 び 第 四 十 八 条 並

び に 第 四 十 九 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 か び に 第 四 十 九 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 か

ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま

で 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 二 十 で 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 二 十

五 条 か ら 第 三 十 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 」 と 五 条 か ら 第 三 十 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 五 十 三 条 第 四 条 か ら 第 七 条 ま で 、 第 九 第 五 十 三 条 第 四 条 か ら 第 七 条 ま で 、 第 九

条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、

第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 四 条 ま 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 四 条 ま

で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 十 で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 十

二 条 、 第 三 十 四 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 二 条 、 第 三 十 四 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七

条 、 第 三 十 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 条 、 第 三 十 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第

四 十 八 条 の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 地 域 密 着 型 四 十 八 条 の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 地 域 密 着 型

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 こ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 第 十 条 第 二 項 第 三 号 中 の 場 合 に お い て 、 第 十 条 第 二 項 第 三 号 中

「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 三 「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 三



（100） 栃 木 県 公 報 号外第14号平成30年３月26日　月曜日

２ ～ ８ 略 ２ ～ ８ 略

９ 第 一 項 第 三 号 及 び 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で ９ 第 一 項 第 三 号 及 び 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で

の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 居 住 施 の 規 定 に か か わ ら ず 、 サ テ ラ イ ト 型 居 住 施3
0

設 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員 設 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員

又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の 他 の 職 員 に つ い て

は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 本 体 施 設 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 職 員 に よ り 当 該 サ テ

ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に ラ イ ト 型 居 住 施 設 の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に

行 わ れ て い る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を

置 か な い こ と が で き る 。 置 か な い こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 介 護 医 療 院 栄 養 士 又 は 調 理 員 、 事 務

員 そ の 他 の 従 業 者

四 ・ 五 略 三 ・ 四 略

・ 略 ・ 略10 11 10 11

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 四 十 九 条 第 三 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 第 四 十 九 条 第 三 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三

条 か ら 第 十 六 条 ま で 、 第 十 八 条 か ら 第 三 十 条 か ら 第 十 六 条 ま で 、 第 十 八 条 か ら 第 三 十

条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 の 規 定 は 、 地 域 密 着 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 の 規 定 は 、 地 域 密 着

型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 三 条 の 二 中 「 第 こ の 場 合 に お い て

十 二 条 第 一 項 第 二 号 」 と あ る の は 「 第 四 十

六 条 第 一 項 第 二 号 」 と 、 第 二 十 四 条 第 二 項 、 第 二 十 四 条 第 二 項

中 「 第 八 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 中 「 第 八 条 か ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら

前 条 ま で 及 び 次 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と 前 条 ま で 及 び 次 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と

あ る の は 「 第 四 十 七 条 及 び 第 四 十 八 条 並 あ る の は 、 「 第 四 十 七 条 及 び 第 四 十 八 条 並

び に 第 四 十 九 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 か び に 第 四 十 九 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 か

ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま ら 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま

で 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 二 十 で 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 二 十

五 条 か ら 第 三 十 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 」 と 五 条 か ら 第 三 十 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 五 十 三 条 第 四 条 か ら 第 七 条 ま で 、 第 九 第 五 十 三 条 第 四 条 か ら 第 七 条 ま で 、 第 九

条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、

第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 四 条 ま 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 四 条 ま

で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 十 で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 十

二 条 、 第 三 十 四 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 二 条 、 第 三 十 四 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七

条 、 第 三 十 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 条 、 第 三 十 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第

四 十 八 条 の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 地 域 密 着 型 四 十 八 条 の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 地 域 密 着 型

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 こ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に つ い て 準 用 す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 第 十 条 第 二 項 第 三 号 中 の 場 合 に お い て 、 第 十 条 第 二 項 第 三 号 中

「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 三 「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 三

条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 七 条 第 七 項 」 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 七 条 第 七 項 」

と 、 第 二 十 三 条 の 二 中 「 第 十 二 条 第 一 項 第 と

二 号 」 と あ る の は 「 第 四 十 六 条 第 一 項 第 二 3
1

号 」 と 、 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 第 八 条 か ら 、 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 第 八 条 か ら

第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 前 条 ま で 及 び 次 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 前 条 ま で 及 び 次

条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と あ る の は 「 第 五 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と あ る の は 「 第 五

十 二 条 並 び に 第 五 十 三 条 に お い て 準 用 す る 十 二 条 並 び に 第 五 十 三 条 に お い て 準 用 す る

第 九 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま 第 九 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま

で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 三 条 で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 三 条

ま で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 ま で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三

十 二 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 条 、 第 三 十 十 二 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 条 、 第 三 十

九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 四 十 八 条 」 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 四 十 八 条 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。 と 読 み 替 え る も の と す る 。

附 則 附 則

第 六 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法 等 第 六 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法 等

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第

八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規

定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ

た 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 た 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一

部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政

令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第

一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行

令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第

二 項 に 規 定 す る 病 床 に 係 る も の に 限 る 。 以 二 項 に 規 定 す る 病 床 に 係 る も の に 限 る 。 以

下 同 じ 。 ） 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 病 院 の 一 下 同 じ 。 ） 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 病 院 の 一

般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病

院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病

床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 の 施 床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 の 施

設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ 設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ

の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入

所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に

供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老

人 ホ ー ム を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 人 ホ ー ム を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る

当 該 転 換 に 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い 当 該 転 換 に 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い

て は 、 第 十 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 て は 、 第 十 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十

五 条 第 四 項 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 五 条 第 四 項 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、

食 堂 は 、 一 平 方 メ ー ト ル に 入 所 定 員 の 数 を 食 堂 は 、 一 平 方 メ ー ト ル に 入 所 定 員 の 数 を

乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 有 し 、 機 能 訓 練 室 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 有 し 、 機 能 訓 練 室

は 、 四 十 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 し な は 、 四 十 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 し な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 食 事 の 提 供 又 は け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 食 事 の 提 供 又 は

機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 食 事 の 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 食 事 の

提 供 又 は 機 能 訓 練 に 支 障 が な い 広 さ を 確 保 提 供 又 は 機 能 訓 練 に 支 障 が な い 広 さ を 確 保
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条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 七 条 第 七 項 」 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 七 条 第 七 項 」

と 、 第 二 十 三 条 の 二 中 「 第 十 二 条 第 一 項 第 と

二 号 」 と あ る の は 「 第 四 十 六 条 第 一 項 第 二 3
1

号 」 と 、 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 第 八 条 か ら 、 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 第 八 条 か ら

第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 前 条 ま で 及 び 次 第 十 条 ま で 、 第 十 三 条 か ら 前 条 ま で 及 び 次

条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と あ る の は 「 第 五 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 」 と あ る の は 「 第 五

十 二 条 並 び に 第 五 十 三 条 に お い て 準 用 す る 十 二 条 並 び に 第 五 十 三 条 に お い て 準 用 す る

第 九 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま 第 九 条 、 第 十 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま

で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 三 条 で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 三 条

ま で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 ま で 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三

十 二 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 条 、 第 三 十 十 二 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 七 条 、 第 三 十

九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 四 十 八 条 」 九 条 か ら 第 四 十 二 条 ま で 及 び 第 四 十 八 条 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。 と 読 み 替 え る も の と す る 。

附 則 附 則

第 六 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法 等 第 六 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法 等

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第

八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規

定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ

た 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 た 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一

部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政

令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 令 （ 平 成 二 十 三 年 政 令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第

一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行

令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第

二 項 に 規 定 す る 病 床 に 係 る も の に 限 る 。 以 二 項 に 規 定 す る 病 床 に 係 る も の に 限 る 。 以

下 同 じ 。 ） 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 病 院 の 一 下 同 じ 。 ） 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 病 院 の 一

般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病

院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病

床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 の 施 床 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 の 施

設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ 設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ

の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入

所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に

供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老

人 ホ ー ム を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 人 ホ ー ム を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る

当 該 転 換 に 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い 当 該 転 換 に 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い

て は 、 第 十 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 て は 、 第 十 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十

五 条 第 四 項 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 五 条 第 四 項 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、

食 堂 は 、 一 平 方 メ ー ト ル に 入 所 定 員 の 数 を 食 堂 は 、 一 平 方 メ ー ト ル に 入 所 定 員 の 数 を

乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 有 し 、 機 能 訓 練 室 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 を 有 し 、 機 能 訓 練 室

は 、 四 十 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 し な は 、 四 十 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 し な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 食 事 の 提 供 又 は け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 食 事 の 提 供 又 は

機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 食 事 の 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 食 事 の

提 供 又 は 機 能 訓 練 に 支 障 が な い 広 さ を 確 保 提 供 又 は 機 能 訓 練 に 支 障 が な い 広 さ を 確 保

す る こ と が で き る と き は 、 同 一 の 場 所 と す す る こ と が で き る と き は 、 同 一 の 場 所 と す

る こ と が で き る も の と す る 。 る こ と が で き る も の と す る 。
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第 七 条 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 診 療 第 七 条 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 診 療

所 の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 六 年 所 の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 年 三

三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 診 療 所 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 診 療 所

の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ

せ る と と も に 、 当 該 診 療 所 の 施 設 を 介 護 老 せ る と と も に 、 当 該 診 療 所 の 施 設 を 介 護 老

人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 介 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 介

護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又

は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と

を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム を を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム を

開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 に 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 に

係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い て は 、 第 十 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い て は 、 第 十

一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項

第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の

い ず れ か に 適 合 す る も の と す る 。 い ず れ か に 適 合 す る も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

第 八 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 第 八 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病

床 を 有 す る 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し 床 を 有 す る 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し

く は 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 く は 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病

床 を 有 す る 診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 床 を 有 す る 診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養

病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 病 床 を 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間

に 転 換 （ 当 該 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 に 転 換 （ 当 該 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若

し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診 療 所 の 一 般 病 床 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診 療 所 の 一 般 病 床

若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と 若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と

と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護 と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護

老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要

介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、

又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ

と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換

に 係 る 廊 下 の 幅 の 基 準 に つ い て は 、 第 十 一 に 係 る 廊 下 の 幅 の 基 準 に つ い て は 、 第 十 一

条 第 六 項 第 一 号 、 第 三 十 六 条 第 六 項 第 一 条 第 六 項 第 一 号 、 第 三 十 六 条 第 六 項 第 一

号 、 第 四 十 五 条 第 六 項 第 一 号 及 び 第 五 十 一 号 、 第 四 十 五 条 第 六 項 第 一 号 及 び 第 五 十 一

条 第 六 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 一 ・ 条 第 六 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 一 ・

二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の 二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の

幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。

（ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改

正 ）

第 四 条 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成

二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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す る こ と が で き る と き は 、 同 一 の 場 所 と す す る こ と が で き る と き は 、 同 一 の 場 所 と す

る こ と が で き る も の と す る 。 る こ と が で き る も の と す る 。
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第 七 条 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 診 療 第 七 条 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 有 す る 診 療

所 の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 六 年 所 の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 を 平 成 三 十 年 三

三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 診 療 所 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 診 療 所

の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ の 一 般 病 床 又 は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ

せ る と と も に 、 当 該 診 療 所 の 施 設 を 介 護 老 せ る と と も に 、 当 該 診 療 所 の 施 設 を 介 護 老

人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 介 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 介

護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又

は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ と

を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム を を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム を

開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 に 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 に

係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い て は 、 第 十 係 る 食 堂 及 び 機 能 訓 練 室 に つ い て は 、 第 十

一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項 一 条 第 四 項 第 九 号 イ 及 び 第 四 十 五 条 第 四 項

第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の 第 九 号 イ の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の

い ず れ か に 適 合 す る も の と す る 。 い ず れ か に 適 合 す る も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

第 八 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 第 八 条 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病

床 を 有 す る 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し 床 を 有 す る 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し

く は 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 く は 療 養 病 床 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病

床 を 有 す る 診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 床 を 有 す る 診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養

病 床 を 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 病 床 を 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間

に 転 換 （ 当 該 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 に 転 換 （ 当 該 病 院 の 一 般 病 床 、 精 神 病 床 若

し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診 療 所 の 一 般 病 床 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診 療 所 の 一 般 病 床

若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と 若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数 を 減 少 さ せ る と

と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護 と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施 設 を 介 護

老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム そ の 他 の 要

介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、

又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用 に 供 す る こ

と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム と を い う 。 ） を 行 い 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換 を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 転 換

に 係 る 廊 下 の 幅 の 基 準 に つ い て は 、 第 十 一 に 係 る 廊 下 の 幅 の 基 準 に つ い て は 、 第 十 一

条 第 六 項 第 一 号 、 第 三 十 六 条 第 六 項 第 一 条 第 六 項 第 一 号 、 第 三 十 六 条 第 六 項 第 一

号 、 第 四 十 五 条 第 六 項 第 一 号 及 び 第 五 十 一 号 、 第 四 十 五 条 第 六 項 第 一 号 及 び 第 五 十 一

条 第 六 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 一 ・ 条 第 六 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 一 ・

二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の 二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ し 、 中 廊 下 の

幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す る 。

（ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改

正 ）

第 四 条 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成

二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

3
3

改 正 後 改 正 前

目 次 目 次

第 一 章 略 第 一 章 略

第 二 章 訪 問 介 護 第 二 章 訪 問 介 護

第 一 節 ～ 第 四 節 略 第 一 節 ～ 第 四 節 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基

準 （ 第 四 十 二 条 の 二 ・ 第 四 十 二

条 の 三 ）

第 六 節 略 第 五 節 略

第 三 章 ～ 第 六 章 略 第 三 章 ～ 第 六 章 略

第 七 章 通 所 介 護 第 七 章 通 所 介 護

第 一 節 ～ 第 四 節 略 第 一 節 ～ 第 四 節 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基 第 五 節 削 除

準 （ 第 百 十 四 条 ― 第 百 三 十 一

条 ）

第 六 節 略 第 六 節 略

第 八 章 略 第 八 章 略

第 九 章 短 期 入 所 生 活 介 護 第 九 章 短 期 入 所 生 活 介 護

第 一 節 ～ 第 五 節 略 第 一 節 ～ 第 五 節 略

第 六 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基

準 （ 第 百 八 十 一 条 の 二 ・ 第 百 八

十 一 条 の 三 ）

第 七 節 略 第 六 節 略

第 十 章 ～ 第 十 四 章 略 第 十 章 ～ 第 十 四 章 略

附 則 附 則

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年

法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 四 十 二 条 第 一 項 第 二 号 、 第 七 十 条 第 二 項 第 四 十 二 条 第 一 項 第 二 号 、 第 七 十 条 第 二 項

第 一 号 （ 法 第 七 十 条 の 二 第 四 項 に お い て 準 第 一 号 （ 法 第 七 十 条 の 二 第 四 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 十 二 条 の 二 第 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

一 項 各 号 並 び に 第 七 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 並 び に 第 七 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二

項 の 規 定 に 基 づ き 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 項 の 規 定 に 基 づ き 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の

事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等

を 定 め る も の と す る 。 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 ２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用
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次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

3
3

改 正 後 改 正 前

目 次 目 次

第 一 章 略 第 一 章 略

第 二 章 訪 問 介 護 第 二 章 訪 問 介 護

第 一 節 ～ 第 四 節 略 第 一 節 ～ 第 四 節 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基

準 （ 第 四 十 二 条 の 二 ・ 第 四 十 二

条 の 三 ）

第 六 節 略 第 五 節 略

第 三 章 ～ 第 六 章 略 第 三 章 ～ 第 六 章 略

第 七 章 通 所 介 護 第 七 章 通 所 介 護

第 一 節 ～ 第 四 節 略 第 一 節 ～ 第 四 節 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基 第 五 節 削 除

準 （ 第 百 十 四 条 ― 第 百 三 十 一

条 ）

第 六 節 略 第 六 節 略

第 八 章 略 第 八 章 略

第 九 章 短 期 入 所 生 活 介 護 第 九 章 短 期 入 所 生 活 介 護

第 一 節 ～ 第 五 節 略 第 一 節 ～ 第 五 節 略

第 六 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す る 基

準 （ 第 百 八 十 一 条 の 二 ・ 第 百 八

十 一 条 の 三 ）

第 七 節 略 第 六 節 略

第 十 章 ～ 第 十 四 章 略 第 十 章 ～ 第 十 四 章 略

附 則 附 則

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 第 一 条 こ の 条 例 は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年

法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 四 十 二 条 第 一 項 第 二 号 、 第 七 十 条 第 二 項 第 四 十 二 条 第 一 項 第 二 号 、 第 七 十 条 第 二 項

第 一 号 （ 法 第 七 十 条 の 二 第 四 項 に お い て 準 第 一 号 （ 法 第 七 十 条 の 二 第 四 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 十 二 条 の 二 第 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

一 項 各 号 並 び に 第 七 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 並 び に 第 七 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二

項 の 規 定 に 基 づ き 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 項 の 規 定 に 基 づ き 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の

事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等

を 定 め る も の と す る 。 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 ２ こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用

語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る 。 る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略3
4

四 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス 法 第 七 十 二 条 の

二 第 一 項 の 申 請 に 係 る 法 第 四 十 一 条 第 一

項 本 文 の 指 定 を 受 け た 者 に よ る 指 定 居 宅

サ ー ビ ス を い う 。

五 略 四 略

３ 略 ３ 略

（ 管 理 者 及 び サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 責 務 ） （ 管 理 者 及 び サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 責 務 ）

第 二 十 九 条 略 第 二 十 九 条 略

２ 略 ２ 略

３ サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 は 、 第 二 十 五 条 に 規 ３ サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 は 、 第 二 十 五 条 に 規

定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う

も の と す る 。 も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

二 の 二 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 、 指

定 訪 問 介 護 の 提 供 に 当 た り 把 握 し た 利 用

者 の 服 薬 状 況 、 口 腔 機 能 そ の 他 の 利 用 者

く う

の 心 身 の 状 態 及 び 生 活 の 状 況 に 係 る 必 要

な 情 報 の 提 供 を 行 う こ と 。

三 ～ 八 略 三 ～ 八 略

（ 不 当 な 働 き か け の 禁 止 ）

第 三 十 六 条 の 二 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 は 、 居

宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 又 は 変 更 に 関 し 、 指

定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 （ 指 定 居 宅 介 護 支 援

等 基 準 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 居 宅 介

護 支 援 事 業 所 を い う 。 第 百 六 十 五 条 第 二 項

に お い て 同 じ 。 ） 若 し く は 基 準 該 当 居 宅 介

護 支 援 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事

業 所 の 介 護 支 援 専 門 員 又 は 居 宅 要 介 護 被 保

険 者 に 対 し 、 利 用 者 に 必 要 の な い サ ー ビ ス

を 位 置 付 け る よ う 求 め る こ と そ の 他 の 不 当

な 働 き か け を 行 っ て は な ら な い 。

第 四 十 二 条 略 第 四 十 二 条 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す

る 基 準

（ 共 生 型 訪 問 介 護 の 基 準 ）

第 四 十 二 条 の 二 訪 問 介 護 に 係 る 共 生 型 居 宅
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語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る 。 る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略3
4

四 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス 法 第 七 十 二 条 の

二 第 一 項 の 申 請 に 係 る 法 第 四 十 一 条 第 一

項 本 文 の 指 定 を 受 け た 者 に よ る 指 定 居 宅

サ ー ビ ス を い う 。

五 略 四 略

３ 略 ３ 略

（ 管 理 者 及 び サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 責 務 ） （ 管 理 者 及 び サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 責 務 ）

第 二 十 九 条 略 第 二 十 九 条 略

２ 略 ２ 略

３ サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 は 、 第 二 十 五 条 に 規 ３ サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 は 、 第 二 十 五 条 に 規

定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 定 す る 業 務 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う

も の と す る 。 も の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

二 の 二 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 、 指

定 訪 問 介 護 の 提 供 に 当 た り 把 握 し た 利 用

者 の 服 薬 状 況 、 口 腔 機 能 そ の 他 の 利 用 者

く う

の 心 身 の 状 態 及 び 生 活 の 状 況 に 係 る 必 要

な 情 報 の 提 供 を 行 う こ と 。

三 ～ 八 略 三 ～ 八 略

（ 不 当 な 働 き か け の 禁 止 ）

第 三 十 六 条 の 二 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 は 、 居

宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 又 は 変 更 に 関 し 、 指

定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 （ 指 定 居 宅 介 護 支 援

等 基 準 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 居 宅 介

護 支 援 事 業 所 を い う 。 第 百 六 十 五 条 第 二 項

に お い て 同 じ 。 ） 若 し く は 基 準 該 当 居 宅 介

護 支 援 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事

業 所 の 介 護 支 援 専 門 員 又 は 居 宅 要 介 護 被 保

険 者 に 対 し 、 利 用 者 に 必 要 の な い サ ー ビ ス

を 位 置 付 け る よ う 求 め る こ と そ の 他 の 不 当

な 働 き か け を 行 っ て は な ら な い 。

第 四 十 二 条 略 第 四 十 二 条 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す

る 基 準

（ 共 生 型 訪 問 介 護 の 基 準 ）

第 四 十 二 条 の 二 訪 問 介 護 に 係 る 共 生 型 居 宅

サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て

「 共 生 型 訪 問 介 護 」 と い う 。 ） の 事 業 を 行

う 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー 3
5

ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す

る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木

県 条 例 第 十 九 号 。 以 下 「 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 条 第 一 項

に 規 定 す る 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ）

又 は 重 度 訪 問 介 護 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び

社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

（ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 こ の

条 及 び 第 百 八 十 一 条 の 二 に お い て 「 障 害 者

総 合 支 援 法 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 三 項 に 規

定 す る 重 度 訪 問 介 護 を い う 。 第 一 号 に お い

て 同 じ 。 ） に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

（ 障 害 者 総 合 支 援 法 第 二 十 九 条 第 一 項 に 規

定 す る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を い う 。 第 一

号 に お い て 同 じ 。 ） の 事 業 を 行 う 者 が 当 該

共 生 型 訪 問 介 護 の 事 業 に 関 し 満 た す べ き 基

準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 六 条 第 一 項 に 規 定

す る 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） 又 は

重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ

ス の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業

所 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 指 定 居 宅 介 護

事 業 所 等 」 と い う 。 ） の 従 業 者 の 員 数

が 、 当 該 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 等 が 提 供 す

る 指 定 居 宅 介 護 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

等 基 準 条 例 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

居 宅 介 護 を い う 。 ） 又 は 重 度 訪 問 介 護

（ 以 下 こ の 号 に お い て 「 指 定 居 宅 介 護

等 」 と い う 。 ） の 利 用 者 の 数 を 指 定 居 宅

介 護 等 の 利 用 者 及 び 共 生 型 訪 問 介 護 の 利

用 者 の 合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お け る

当 該 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 等 と し て 必 要 と

さ れ る 数 以 上 で あ る こ と 。

二 共 生 型 訪 問 介 護 の 利 用 者 に 対 し 適 切 な

サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 訪 問 介 護

事 業 所 そ の 他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術

的 支 援 を 受 け て い る こ と 。

（ 準 用 ）

第 四 十 二 条 の 三 第 五 条 、 第 六 条 （ 第 一 項 を
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サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て

「 共 生 型 訪 問 介 護 」 と い う 。 ） の 事 業 を 行

う 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー 3
5

ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す

る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木

県 条 例 第 十 九 号 。 以 下 「 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 条 第 一 項

に 規 定 す る 指 定 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ）

又 は 重 度 訪 問 介 護 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び

社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

（ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 こ の

条 及 び 第 百 八 十 一 条 の 二 に お い て 「 障 害 者

総 合 支 援 法 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 三 項 に 規

定 す る 重 度 訪 問 介 護 を い う 。 第 一 号 に お い

て 同 じ 。 ） に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

（ 障 害 者 総 合 支 援 法 第 二 十 九 条 第 一 項 に 規

定 す る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を い う 。 第 一

号 に お い て 同 じ 。 ） の 事 業 を 行 う 者 が 当 該

共 生 型 訪 問 介 護 の 事 業 に 関 し 満 た す べ き 基

準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 六 条 第 一 項 に 規 定

す る 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） 又 は

重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ

ス の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業

所 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 指 定 居 宅 介 護

事 業 所 等 」 と い う 。 ） の 従 業 者 の 員 数

が 、 当 該 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 等 が 提 供 す

る 指 定 居 宅 介 護 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

等 基 準 条 例 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

居 宅 介 護 を い う 。 ） 又 は 重 度 訪 問 介 護

（ 以 下 こ の 号 に お い て 「 指 定 居 宅 介 護

等 」 と い う 。 ） の 利 用 者 の 数 を 指 定 居 宅

介 護 等 の 利 用 者 及 び 共 生 型 訪 問 介 護 の 利

用 者 の 合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お け る

当 該 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 等 と し て 必 要 と

さ れ る 数 以 上 で あ る こ と 。

二 共 生 型 訪 問 介 護 の 利 用 者 に 対 し 適 切 な

サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 訪 問 介 護

事 業 所 そ の 他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術

的 支 援 を 受 け て い る こ と 。

（ 準 用 ）

第 四 十 二 条 の 三 第 五 条 、 第 六 条 （ 第 一 項 を

除 く 。 ） 及 び 第 七 条 並 び に 前 節 の 規 定 は 、

共 生 型 訪 問 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 六 条 第 二 項 中 「 利 用3
6

者 （ 」 と あ る の は 「 利 用 者 （ 共 生 型 訪 問 介

護 の 利 用 者 及 び 指 定 居 宅 介 護 又 は 重 度 訪 問

介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用 者

を い い 、 」 と 、 「 指 定 訪 問 介 護 及 び 」 と あ

る の は 「 共 生 型 訪 問 介 護 及 び 指 定 居 宅 介 護

又 は 重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 並 び に 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 六 節 略 第 五 節 略

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 五 十 九 条 第 九 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 第 五 十 九 条 第 九 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら 第 十 二 条 、 第 二 十 七 条 及 び 第 三 十 二 条 か ら

三 十 六 条 ま で 及 び 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 第 四 十 一

条 ま で の 規 定 は 、 指 定 訪 問 入 浴 介 護 の 事 業 条 ま で の 規 定 は 、 指 定 訪 問 入 浴 介 護 の 事 業

に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第

九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第

五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 第 十 九 条 、 第 三 十 二 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 第 十 九 条 、 第 三 十 二

条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 及 び 第 三 十 四 条 中 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 及 び 第 三 十 四 条 中

「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 訪 問 入 浴 介 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 訪 問 入 浴 介

護 従 業 者 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備 護 従 業 者 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備

及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 指 定 訪 問 入 浴 介 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 指 定 訪 問 入 浴 介

護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 六 十 三 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 十 第 六 十 三 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 十

七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 二 条 、 第 二 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 二 条 、 第 二

十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら

第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八

条 第 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 及 び 第 四 十 条 第 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 及 び 第 四 十

八 条 並 び に 前 節 （ 第 五 十 二 条 第 一 項 及 び 第 八 条 並 び に 前 節 （ 第 五 十 二 条 第 一 項 及 び 第

五 十 九 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 訪 五 十 九 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 訪

問 入 浴 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 問 入 浴 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十

条 」 と あ る の は 「 第 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、

第 十 九 条 、 第 三 十 二 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 第 十 九 条 、 第 三 十 二 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項

及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 「 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条 の は 「 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条

第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い 第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い

て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者
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除 く 。 ） 及 び 第 七 条 並 び に 前 節 の 規 定 は 、

共 生 型 訪 問 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 六 条 第 二 項 中 「 利 用3
6

者 （ 」 と あ る の は 「 利 用 者 （ 共 生 型 訪 問 介

護 の 利 用 者 及 び 指 定 居 宅 介 護 又 は 重 度 訪 問

介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用 者

を い い 、 」 と 、 「 指 定 訪 問 介 護 及 び 」 と あ

る の は 「 共 生 型 訪 問 介 護 及 び 指 定 居 宅 介 護

又 は 重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 並 び に 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 六 節 略 第 五 節 略

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 五 十 九 条 第 九 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 第 五 十 九 条 第 九 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら 第 十 二 条 、 第 二 十 七 条 及 び 第 三 十 二 条 か ら

三 十 六 条 ま で 及 び 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 第 四 十 一

条 ま で の 規 定 は 、 指 定 訪 問 入 浴 介 護 の 事 業 条 ま で の 規 定 は 、 指 定 訪 問 入 浴 介 護 の 事 業

に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第

九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第

五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 第 十 九 条 、 第 三 十 二 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 第 十 九 条 、 第 三 十 二

条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 及 び 第 三 十 四 条 中 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 及 び 第 三 十 四 条 中

「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 訪 問 入 浴 介 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 訪 問 入 浴 介

護 従 業 者 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備 護 従 業 者 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備

及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 指 定 訪 問 入 浴 介 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 指 定 訪 問 入 浴 介

護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 六 十 三 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 十 第 六 十 三 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 十

七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 二 条 、 第 二 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で 、 第 二 十 二 条 、 第 二

十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 十 七 条 、 第 三 十 二 条 か ら

第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八

条 第 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 及 び 第 四 十 条 第 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 及 び 第 四 十

八 条 並 び に 前 節 （ 第 五 十 二 条 第 一 項 及 び 第 八 条 並 び に 前 節 （ 第 五 十 二 条 第 一 項 及 び 第

五 十 九 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 訪 五 十 九 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 訪

問 入 浴 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 問 入 浴 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十

条 」 と あ る の は 「 第 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 七 条 」 と 、 同 項 、

第 十 九 条 、 第 三 十 二 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項 第 十 九 条 、 第 三 十 二 条 、 第 三 十 三 条 第 一 項

及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 「 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条 の は 「 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条

第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い 第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い

て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者

に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス

費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二

条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 3
7

指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問

入 浴 介 護 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備 入 浴 介 護 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備

及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入

浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品

等 」 と 、 第 五 十 二 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受 等 」 と 、 第 五 十 二 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受

領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 訪 問 入 浴 介 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 訪 問 入 浴 介

護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 浴 介 護 」 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 浴 介 護 」

と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は

「 前 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 「 前 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 看 護 師 等 の 員 数 ） （ 看 護 師 等 の 員 数 ）

第 六 十 五 条 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 が 指 定 訪 問 第 六 十 五 条 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 が 指 定 訪 問

看 護 事 業 所 ご と に 置 く べ き 看 護 師 そ の 他 の 看 護 事 業 所 ご と に 置 く べ き 看 護 師 そ の 他 の

指 定 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た る 従 業 者 （ 以 下 指 定 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た る 従 業 者 （ 以 下

「 看 護 師 等 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と 「 看 護 師 等 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と

お り と す る 。 お り と す る 。

一 病 院 又 は 診 療 所 以 外 の 指 定 訪 問 看 護 事 一 病 院 又 は 診 療 所 以 外 の 指 定 訪 問 看 護 事

業 所 （ 以 下 「 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ 業 所 （ 以 下 「 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 」 と い う 。 ） 次 の と お り と す る こ ン 」 と い う 。 ） 次 の と お り と す る こ

と 。 と 。

イ 略 イ 略

ロ 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 ロ 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴

覚 士 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と い 覚 士

う 。 ） 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の

実 情 に 応 じ た 適 当 数 実 情 に 応 じ た 適 当 数

二 略 二 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

第 八 十 一 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 第 八 十 一 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事

業 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 業 者 は 、 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指

定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 」 と い 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 」 と い

う 。 ） ご と に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 は 、 次 う 。 ） ご と に 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

の と お り と す る ン の 提 供 に 当 た る 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士

又 は 言 語 聴 覚 士 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と

。 い う 。 ） を 置 か な け れ ば な ら な い 。

一 医 師 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

提 供 に 当 た ら せ る た め に 必 要 な 一 以 上 の

数
二 理 学 療 法 士 等 一 以 上

２ 前 項 第 一 号 の 医 師 は 、 常 勤 で な け れ ば な

ら な い 。
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に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス

費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二

条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 3
7

指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問

入 浴 介 護 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備 入 浴 介 護 」 と 、 第 三 十 三 条 第 二 項 中 「 設 備

及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入

浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品

等 」 と 、 第 五 十 二 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受 等 」 と 、 第 五 十 二 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受

領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 訪 問 入 浴 介 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 訪 問 入 浴 介

護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 浴 介 護 」 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 訪 問 入 浴 介 護 」

と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は

「 前 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 「 前 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 看 護 師 等 の 員 数 ） （ 看 護 師 等 の 員 数 ）

第 六 十 五 条 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 が 指 定 訪 問 第 六 十 五 条 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 が 指 定 訪 問

看 護 事 業 所 ご と に 置 く べ き 看 護 師 そ の 他 の 看 護 事 業 所 ご と に 置 く べ き 看 護 師 そ の 他 の

指 定 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た る 従 業 者 （ 以 下 指 定 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た る 従 業 者 （ 以 下

「 看 護 師 等 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と 「 看 護 師 等 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と

お り と す る 。 お り と す る 。

一 病 院 又 は 診 療 所 以 外 の 指 定 訪 問 看 護 事 一 病 院 又 は 診 療 所 以 外 の 指 定 訪 問 看 護 事

業 所 （ 以 下 「 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ 業 所 （ 以 下 「 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 」 と い う 。 ） 次 の と お り と す る こ ン 」 と い う 。 ） 次 の と お り と す る こ

と 。 と 。

イ 略 イ 略

ロ 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 ロ 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴

覚 士 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と い 覚 士

う 。 ） 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の

実 情 に 応 じ た 適 当 数 実 情 に 応 じ た 適 当 数

二 略 二 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

第 八 十 一 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 第 八 十 一 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事

業 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 業 者 は 、 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指

定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 」 と い 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 」 と い

う 。 ） ご と に 置 く べ き 従 業 者 の 員 数 は 、 次 う 。 ） ご と に 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

の と お り と す る ン の 提 供 に 当 た る 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士

又 は 言 語 聴 覚 士 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と

。 い う 。 ） を 置 か な け れ ば な ら な い 。

一 医 師 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

提 供 に 当 た ら せ る た め に 必 要 な 一 以 上 の

数
二 理 学 療 法 士 等 一 以 上

２ 前 項 第 一 号 の 医 師 は 、 常 勤 で な け れ ば な

ら な い 。

３ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 ２ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指

定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者

の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ3
8

ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と 指 定 介 護 予 防 訪 問 ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と 指 定 介 護 予 防 訪 問

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と が 同 一 の 事 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と が 同 一 の 事 業

所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ て い る 場 合 に 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ て い る 場 合 に

つ い て は 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 つ い て は 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条

例 第 八 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る 例 第 八 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る

基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 第 一 項 に 規 定 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定

す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と

が で き る 。 が で き る 。

第 八 十 二 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 第 八 十 二 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事

業 所 は 、 病 院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 業 所 は 、 病 院 、 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施

設 又 は 介 護 医 療 院 で あ っ て 、 事 業 の 運 営 を 設 で あ っ て 、 事 業 の 運 営 を

行 う た め に 必 要 な 広 さ を 有 す る 専 用 の 区 画 行 う た め に 必 要 な 広 さ を 有 す る 専 用 の 区 画

を 設 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ を 設 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン の 提 供 に 必 要 な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て ン の 提 供 に 必 要 な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て

い る も の で な け れ ば な ら な い 。 い る も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

第 九 十 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 事 業 は 、 第 九 十 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 事 業 は 、

要 介 護 状 態 と な っ た 場 合 に お い て も 、 そ の 要 介 護 状 態 と な っ た 場 合 に お い て も 、 そ の

利 用 者 が 可 能 な 限 り そ の 居 宅 に お い て そ の 利 用 者 が 可 能 な 限 り そ の 居 宅 に お い て そ の

有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む

こ と が で き る よ う 、 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤 こ と が で き る よ う 、 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤

師 師 、 看 護 職 員 （ 歯 科 衛 生 士 が 行 う 居 宅 療 養

管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う 保 健 師 、 看

護 師 及 び 准 看 護 師 を 除 い た 保 健 師 、 看 護 師

又 は 准 看 護 師 を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て

、 歯 科 衛 生 士 等 （ 歯 科 衛 生 士 が 行 同 じ 。 ） 、 歯 科 衛 生 士 等 （ 歯 科 衛 生 士 が 行

う 居 宅 療 養 管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う う 居 宅 療 養 管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う

保 健 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 を 含 む 。 以 下 保 健 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 を 含 む 。 以 下

こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 管 理 栄 養 士 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 管 理 栄 養 士

が 、 通 院 が 困 難 な 利 用 者 に 対 し 、 そ の 居 宅 が 、 通 院 が 困 難 な 利 用 者 に 対 し 、 そ の 居 宅

を 訪 問 し て 、 そ の 心 身 の 状 況 、 置 か れ て い を 訪 問 し て 、 そ の 心 身 の 状 況 、 置 か れ て い

る 環 境 等 を 把 握 し 、 こ れ ら を 踏 ま え て 療 養 る 環 境 等 を 把 握 し 、 こ れ ら を 踏 ま え て 療 養

上 の 管 理 及 び 指 導 を 行 う こ と に よ り 、 利 用 上 の 管 理 及 び 指 導 を 行 う こ と に よ り 、 利 用

者 の 療 養 生 活 の 質 の 向 上 を 図 る も の で な け 者 の 療 養 生 活 の 質 の 向 上 を 図 る も の で な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

第 九 十 一 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 が 第 九 十 一 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 が

当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 居 宅 療 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 居 宅 療

養 管 理 指 導 事 業 所 」 と い う 。 ） ご と に 置 く 養 管 理 指 導 事 業 所 」 と い う 。 ） ご と に 置 く
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３ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 ２ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指

定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者

の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ3
8

ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と 指 定 介 護 予 防 訪 問 ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と 指 定 介 護 予 防 訪 問

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と が 同 一 の 事 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 と が 同 一 の 事 業

所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ て い る 場 合 に 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ て い る 場 合 に

つ い て は 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 つ い て は 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条

例 第 八 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る 例 第 八 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る

基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 第 一 項 に 規 定 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定

す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と

が で き る 。 が で き る 。

第 八 十 二 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 第 八 十 二 条 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事

業 所 は 、 病 院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 業 所 は 、 病 院 、 診 療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施

設 又 は 介 護 医 療 院 で あ っ て 、 事 業 の 運 営 を 設 で あ っ て 、 事 業 の 運 営 を

行 う た め に 必 要 な 広 さ を 有 す る 専 用 の 区 画 行 う た め に 必 要 な 広 さ を 有 す る 専 用 の 区 画

を 設 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ を 設 け 、 か つ 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン の 提 供 に 必 要 な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て ン の 提 供 に 必 要 な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て

い る も の で な け れ ば な ら な い 。 い る も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

第 九 十 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 事 業 は 、 第 九 十 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 事 業 は 、

要 介 護 状 態 と な っ た 場 合 に お い て も 、 そ の 要 介 護 状 態 と な っ た 場 合 に お い て も 、 そ の

利 用 者 が 可 能 な 限 り そ の 居 宅 に お い て そ の 利 用 者 が 可 能 な 限 り そ の 居 宅 に お い て そ の

有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む

こ と が で き る よ う 、 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤 こ と が で き る よ う 、 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤

師 師 、 看 護 職 員 （ 歯 科 衛 生 士 が 行 う 居 宅 療 養

管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う 保 健 師 、 看

護 師 及 び 准 看 護 師 を 除 い た 保 健 師 、 看 護 師

又 は 准 看 護 師 を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て

、 歯 科 衛 生 士 等 （ 歯 科 衛 生 士 が 行 同 じ 。 ） 、 歯 科 衛 生 士 等 （ 歯 科 衛 生 士 が 行

う 居 宅 療 養 管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う う 居 宅 療 養 管 理 指 導 に 相 当 す る も の を 行 う

保 健 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 を 含 む 。 以 下 保 健 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 を 含 む 。 以 下

こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 管 理 栄 養 士 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 管 理 栄 養 士

が 、 通 院 が 困 難 な 利 用 者 に 対 し 、 そ の 居 宅 が 、 通 院 が 困 難 な 利 用 者 に 対 し 、 そ の 居 宅

を 訪 問 し て 、 そ の 心 身 の 状 況 、 置 か れ て い を 訪 問 し て 、 そ の 心 身 の 状 況 、 置 か れ て い

る 環 境 等 を 把 握 し 、 こ れ ら を 踏 ま え て 療 養 る 環 境 等 を 把 握 し 、 こ れ ら を 踏 ま え て 療 養

上 の 管 理 及 び 指 導 を 行 う こ と に よ り 、 利 用 上 の 管 理 及 び 指 導 を 行 う こ と に よ り 、 利 用

者 の 療 養 生 活 の 質 の 向 上 を 図 る も の で な け 者 の 療 養 生 活 の 質 の 向 上 を 図 る も の で な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

第 九 十 一 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 が 第 九 十 一 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 が

当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 居 宅 療 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 居 宅 療

養 管 理 指 導 事 業 所 」 と い う 。 ） ご と に 置 く 養 管 理 指 導 事 業 所 」 と い う 。 ） ご と に 置 く

べ き 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た る べ き 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た る

従 業 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 居 宅 療 養 管 従 業 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 居 宅 療 養 管

理 指 導 従 業 者 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の 理 指 導 従 業 者 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の 3
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と お り と す る 。 と お り と す る 。

一 病 院 又 は 診 療 所 で あ る 指 定 居 宅 療 養 管 一 病 院 又 は 診 療 所 で あ る 指 定 居 宅 療 養 管

理 指 導 事 業 所 次 の と お り と す る こ と 。 理 指 導 事 業 所 次 の と お り と す る こ と 。

イ 略 イ 略

ロ 薬 剤 師 、 歯 科 衛 生 士 等 又 ロ 薬 剤 師 、 看 護 職 員 、 歯 科 衛 生 士 等 又

は 管 理 栄 養 士 そ の 提 供 す る 指 定 居 宅 は 管 理 栄 養 士 そ の 提 供 す る 指 定 居 宅

療 養 管 理 指 導 の 内 容 に 応 じ た 適 当 数 療 養 管 理 指 導 の 内 容 に 応 じ た 適 当 数

二 略 二 略

三 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 等 （ 指 定 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 及 び 指 定 介 護 予 防 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン を い う 。 次 条 に お い

て 同 じ 。 ） で あ る 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導

事 業 所 看 護 職 員 を 一 以 上 置 く こ と 。

２ 略 ２ 略

第 九 十 二 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 第 九 十 二 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所

は 、 病 院 、 診 療 所 又 は 薬 局 は 、 病 院 、 診 療 所 、 薬 局 又 は 指 定 訪 問 看 護

で あ っ て 、 指 定 居 宅 療 養 管 ス テ ー シ ョ ン 等 で あ っ て 、 指 定 居 宅 療 養 管

理 指 導 の 事 業 の 運 営 に 必 要 な 広 さ を 有 し 、 理 指 導 の 事 業 の 運 営 に 必 要 な 広 さ を 有 し 、

か つ 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 必 要 か つ 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 必 要

な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て い る も の で な け な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て い る も の で な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 具 体 的 取 扱 方 （ 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 具 体 的 取 扱 方

針 ） 針 ）

第 九 十 五 条 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 行 う 指 定 居 第 九 十 五 条 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 行 う 指 定 居

宅 療 養 管 理 指 導 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ 宅 療 養 管 理 指 導 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ

ろ に よ る も の と す る 。 ろ に よ る も の と す る 。

一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ 一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 訪 問 診 療 等 に よ り 常 に 利 用 者 の 病 て は 、 訪 問 診 療 等 に よ り 常 に 利 用 者 の 病

状 及 び 心 身 の 状 況 を 把 握 し 、 計 画 的 か つ 状 及 び 心 身 の 状 況 を 把 握 し 、 計 画 的 か つ

継 続 的 な 医 学 的 管 理 又 は 歯 科 医 学 的 管 理 継 続 的 な 医 学 的 管 理 又 は 歯 科 医 学 的 管 理

に 基 づ い て 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 に 基 づ い て 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対

し 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情 し 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情

報 を 提 供 し 、 及 び 当 該 利 用 者 又 は そ の 家 報 を 提 供 し 、 及 び 当 該 利 用 者 又 は そ の 家

族 に 対 し 居 宅 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 留 族 に 対 し 居 宅 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 留

意 事 項 、 介 護 方 法 等 に つ い て 指 導 、 助 言 意 事 項 、 介 護 方 法 等 に つ い て 指 導 、 助 言

等 を す る こ と 。 等 を す る こ と 。

二 ～ 七 略 二 ～ 七 略

２ 略 ２ 略
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べ き 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た る べ き 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た る

従 業 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 居 宅 療 養 管 従 業 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 居 宅 療 養 管

理 指 導 従 業 者 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の 理 指 導 従 業 者 」 と い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の 3
9

と お り と す る 。 と お り と す る 。

一 病 院 又 は 診 療 所 で あ る 指 定 居 宅 療 養 管 一 病 院 又 は 診 療 所 で あ る 指 定 居 宅 療 養 管

理 指 導 事 業 所 次 の と お り と す る こ と 。 理 指 導 事 業 所 次 の と お り と す る こ と 。

イ 略 イ 略

ロ 薬 剤 師 、 歯 科 衛 生 士 等 又 ロ 薬 剤 師 、 看 護 職 員 、 歯 科 衛 生 士 等 又

は 管 理 栄 養 士 そ の 提 供 す る 指 定 居 宅 は 管 理 栄 養 士 そ の 提 供 す る 指 定 居 宅

療 養 管 理 指 導 の 内 容 に 応 じ た 適 当 数 療 養 管 理 指 導 の 内 容 に 応 じ た 適 当 数

二 略 二 略

三 指 定 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 等 （ 指 定 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 及 び 指 定 介 護 予 防 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン を い う 。 次 条 に お い

て 同 じ 。 ） で あ る 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導

事 業 所 看 護 職 員 を 一 以 上 置 く こ と 。

２ 略 ２ 略

第 九 十 二 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 第 九 十 二 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所

は 、 病 院 、 診 療 所 又 は 薬 局 は 、 病 院 、 診 療 所 、 薬 局 又 は 指 定 訪 問 看 護

で あ っ て 、 指 定 居 宅 療 養 管 ス テ ー シ ョ ン 等 で あ っ て 、 指 定 居 宅 療 養 管

理 指 導 の 事 業 の 運 営 に 必 要 な 広 さ を 有 し 、 理 指 導 の 事 業 の 運 営 に 必 要 な 広 さ を 有 し 、

か つ 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 必 要 か つ 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 必 要

な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て い る も の で な け な 設 備 及 び 備 品 等 を 備 え て い る も の で な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 具 体 的 取 扱 方 （ 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 具 体 的 取 扱 方

針 ） 針 ）

第 九 十 五 条 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 行 う 指 定 居 第 九 十 五 条 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 行 う 指 定 居

宅 療 養 管 理 指 導 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ 宅 療 養 管 理 指 導 の 方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ

ろ に よ る も の と す る 。 ろ に よ る も の と す る 。

一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ 一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 訪 問 診 療 等 に よ り 常 に 利 用 者 の 病 て は 、 訪 問 診 療 等 に よ り 常 に 利 用 者 の 病

状 及 び 心 身 の 状 況 を 把 握 し 、 計 画 的 か つ 状 及 び 心 身 の 状 況 を 把 握 し 、 計 画 的 か つ

継 続 的 な 医 学 的 管 理 又 は 歯 科 医 学 的 管 理 継 続 的 な 医 学 的 管 理 又 は 歯 科 医 学 的 管 理

に 基 づ い て 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 に 基 づ い て 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対

し 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情 し 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情

報 を 提 供 し 、 及 び 当 該 利 用 者 又 は そ の 家 報 を 提 供 し 、 及 び 当 該 利 用 者 又 は そ の 家

族 に 対 し 居 宅 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 留 族 に 対 し 居 宅 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 留

意 事 項 、 介 護 方 法 等 に つ い て 指 導 、 助 言 意 事 項 、 介 護 方 法 等 に つ い て 指 導 、 助 言

等 を す る こ と 。 等 を す る こ と 。

二 ～ 七 略 二 ～ 七 略

２ 略 ２ 略

３ 看 護 職 員 の 行 う 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の

方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る も の と す

る 。4
0

一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 居 宅

サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情 報 を 提

供 し 、 並 び に 利 用 者 か ら の 療 養 上 の 相 談

に 応 じ 、 及 び 当 該 利 用 者 に 対 し 療 養 上 の

支 援 を 行 う こ と 。

二 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 懇 切 丁 寧 を 旨 と し 、 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 対 し 療 養 上 必 要 な 事 項 に つ い

て 、 理 解 し や す い よ う に 指 導 又 は 助 言 を

す る こ と 。

三 利 用 者 ご と に 、 提 供 し た 指 定 居 宅 療 養

管 理 指 導 の 内 容 に つ い て 、 速 や か に 記 録

を 作 成 す る と と も に 、 医 師 又 は 居 宅 介 護

支 援 事 業 者 等 に 報 告 す る こ と 。

（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 九 十 六 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 第 九 十 六 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者

は 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 ご と に 、 は 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 ご と に 、

運 営 規 程 （ 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て 運 営 規 程 （ 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て

の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を い う 。 ） を 定 め の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を い う 。 ） を 定 め

て お か な け れ ば な ら な い 。 て お か な け れ ば な ら な い 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 通 常 の 事 業 の 実 施 地 域

六 略 五 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す 第 五 節 削 除

る 基 準

（ 共 生 型 通 所 介 護 の 基 準 ）

第 百 十 四 条 通 所 介 護 に 係 る 共 生 型 居 宅 サ ー 第 百 十 四 条 か ら 第 百 三 十 一 条 ま で 削 除

ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 共 生

型 通 所 介 護 」 と い う 。 ） の 事 業 を 行 う 指 定

生 活 介 護 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等

基 準 条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

生 活 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練

（ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ

ス 等 基 準 条 例 第 百 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す

る 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 五
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３ 看 護 職 員 の 行 う 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の

方 針 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る も の と す

る 。4
0

一 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し 居 宅

サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 等 に 必 要 な 情 報 を 提

供 し 、 並 び に 利 用 者 か ら の 療 養 上 の 相 談

に 応 じ 、 及 び 当 該 利 用 者 に 対 し 療 養 上 の

支 援 を 行 う こ と 。

二 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 懇 切 丁 寧 を 旨 と し 、 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 対 し 療 養 上 必 要 な 事 項 に つ い

て 、 理 解 し や す い よ う に 指 導 又 は 助 言 を

す る こ と 。

三 利 用 者 ご と に 、 提 供 し た 指 定 居 宅 療 養

管 理 指 導 の 内 容 に つ い て 、 速 や か に 記 録

を 作 成 す る と と も に 、 医 師 又 は 居 宅 介 護

支 援 事 業 者 等 に 報 告 す る こ と 。

（ 運 営 規 程 ） （ 運 営 規 程 ）

第 九 十 六 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 第 九 十 六 条 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者

は 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 ご と に 、 は 、 指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 所 ご と に 、

運 営 規 程 （ 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て 運 営 規 程 （ 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て

の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を い う 。 ） を 定 め の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を い う 。 ） を 定 め

て お か な け れ ば な ら な い 。 て お か な け れ ば な ら な い 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 通 常 の 事 業 の 実 施 地 域

六 略 五 略

第 五 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す 第 五 節 削 除

る 基 準

（ 共 生 型 通 所 介 護 の 基 準 ）

第 百 十 四 条 通 所 介 護 に 係 る 共 生 型 居 宅 サ ー 第 百 十 四 条 か ら 第 百 三 十 一 条 ま で 削 除

ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 共 生

型 通 所 介 護 」 と い う 。 ） の 事 業 を 行 う 指 定

生 活 介 護 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等

基 準 条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

生 活 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練

（ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ

ス 等 基 準 条 例 第 百 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す

る 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 者

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 五

十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 生

活 訓 練 ） 事 業 者 を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達

支 援 事 業 者 （ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 4
1

員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る

条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 五

号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 通 所 支 援 基

準 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す

る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 を い い 、 主 と し

て 重 症 心 身 障 害 児 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規

定 す る 重 症 心 身 障 害 児 を い う 。 以 下 こ の 条

に お い て 同 じ 。 ） を 通 わ せ る 事 業 所 に お い

て 指 定 児 童 発 達 支 援 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条

例 第 五 条 に 規 定 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 を い

う 。 第 一 号 に お い て 同 じ 。 ） を 提 供 す る 事

業 者 を 除 く 。 ） 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー

ビ ス 事 業 者 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 七 十

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ イ

サ ー ビ ス 事 業 者 を い い 、 主 と し て 重 症 心 身

障 害 児 を 通 わ せ る 事 業 所 に お い て 指 定 放 課

後 等 デ イ サ ー ビ ス （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例

第 七 十 二 条 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ イ

サ ー ビ ス を い う 。 第 一 号 に お い て 同 じ 。 ）

を 提 供 す る 事 業 者 を 除 く 。 ） が 当 該 共 生 型

通 所 介 護 の 事 業 に 関 し 満 た す べ き 基 準 は 、

次 の と お り と す る 。

一 指 定 生 活 介 護 事 業 所 （ 指 定 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に

規 定 す る 指 定 生 活 介 護 事 業 所 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業

所 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第

百 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓

練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 を い う 。 ） 、 指 定

自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 （ 指 定 障 害

福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 五 十 四 条 第

一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓

練 ） 事 業 所 を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達 支

援 事 業 所 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 六 条

第 一 項 に 規 定 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業

所 を い う 。 ） 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー

ビ ス 事 業 所 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 七

十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ

イ サ ー ビ ス 事 業 所 を い う 。 ） （ 以 下 こ の

号 に お い て 「 指 定 生 活 介 護 事 業 所 等 」 と
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十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 生

活 訓 練 ） 事 業 者 を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達

支 援 事 業 者 （ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 4
1

員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る

条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 五

号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 通 所 支 援 基

準 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す

る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 を い い 、 主 と し

て 重 症 心 身 障 害 児 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規

定 す る 重 症 心 身 障 害 児 を い う 。 以 下 こ の 条

に お い て 同 じ 。 ） を 通 わ せ る 事 業 所 に お い

て 指 定 児 童 発 達 支 援 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条

例 第 五 条 に 規 定 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 を い

う 。 第 一 号 に お い て 同 じ 。 ） を 提 供 す る 事

業 者 を 除 く 。 ） 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー

ビ ス 事 業 者 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 七 十

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ イ

サ ー ビ ス 事 業 者 を い い 、 主 と し て 重 症 心 身

障 害 児 を 通 わ せ る 事 業 所 に お い て 指 定 放 課

後 等 デ イ サ ー ビ ス （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例

第 七 十 二 条 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ イ

サ ー ビ ス を い う 。 第 一 号 に お い て 同 じ 。 ）

を 提 供 す る 事 業 者 を 除 く 。 ） が 当 該 共 生 型

通 所 介 護 の 事 業 に 関 し 満 た す べ き 基 準 は 、

次 の と お り と す る 。

一 指 定 生 活 介 護 事 業 所 （ 指 定 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に

規 定 す る 指 定 生 活 介 護 事 業 所 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業

所 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第

百 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓

練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 を い う 。 ） 、 指 定

自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 事 業 所 （ 指 定 障 害

福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 五 十 四 条 第

一 項 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓

練 ） 事 業 所 を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達 支

援 事 業 所 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 六 条

第 一 項 に 規 定 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業

所 を い う 。 ） 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー

ビ ス 事 業 所 （ 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 七

十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 放 課 後 等 デ

イ サ ー ビ ス 事 業 所 を い う 。 ） （ 以 下 こ の

号 に お い て 「 指 定 生 活 介 護 事 業 所 等 」 と

い う 。 ） の 従 業 者 の 員 数 が 、 当 該 指 定 生

活 介 護 事 業 所 等 が 提 供 す る 指 定 生 活 介 護

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八4
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十 条 に 規 定 す る 指 定 生 活 介 護 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） （ 指

定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 四 十

三 条 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓

練 ） を い う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓

練 ） （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 百 五 十 三 条 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練

（ 生 活 訓 練 ） を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達

支 援 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス （ 以

下 こ の 号 に お い て 「 指 定 生 活 介 護 等 」 と

い う 。 ） の 利 用 者 の 数 を 指 定 生 活 介 護 等

の 利 用 者 及 び 共 生 型 通 所 介 護 の 利 用 者 の

合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お け る 当 該 指

定 生 活 介 護 事 業 所 等 と し て 必 要 と さ れ る

数 以 上 で あ る こ と 。

二 共 生 型 通 所 介 護 の 利 用 者 に 対 し 適 切 な

サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 通 所 介 護

事 業 所 そ の 他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術

的 支 援 を 受 け て い る こ と 。

（ 準 用 ）

第 百 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 八 条 ま で 、 第 二

十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八

条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三

十 七 条 か ら 第 三 十 九 条 ま で 、 第 四 十 一 条 、

第 五 十 六 条 、 第 九 十 九 条 、 第 百 一 条 及 び 第

百 二 条 第 四 項 並 び に 前 節 （ 第 百 十 三 条 を 除

く 。 ） の 規 定 は 、 共 生 型 通 所 介 護 の 事 業 に

つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九

条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 に 規 定 す る 運 営 規

程 」 と あ る の は 「 運 営 規 程 （ 第 百 七 条 に 規

定 す る 運 営 規 程 を い う 。 第 三 十 四 条 に お い

て 同 じ 。 ） 」 と 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 「 共 生 型 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た る 従 業

者 （ 以 下 「 共 生 型 通 所 介 護 従 業 者 」 と い

う 。 ） 」 と 、 第 二 十 八 条 及 び 第 三 十 四 条 中

「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 共 生 型 通 所

介 護 従 業 者 」 と 、 第 百 二 条 第 四 項 中 「 前 項

た だ し 書 の 場 合 に お い て 、 指 定 通 所 介 護 事

業 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 設 備 を 利 用 し 、 夜

間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 」 と あ る の は
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い う 。 ） の 従 業 者 の 員 数 が 、 当 該 指 定 生

活 介 護 事 業 所 等 が 提 供 す る 指 定 生 活 介 護

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八4
2

十 条 に 規 定 す る 指 定 生 活 介 護 を い

う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） （ 指

定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 四 十

三 条 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓

練 ） を い う 。 ） 、 指 定 自 立 訓 練 （ 生 活 訓

練 ） （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 百 五 十 三 条 に 規 定 す る 指 定 自 立 訓 練

（ 生 活 訓 練 ） を い う 。 ） 、 指 定 児 童 発 達

支 援 又 は 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス （ 以

下 こ の 号 に お い て 「 指 定 生 活 介 護 等 」 と

い う 。 ） の 利 用 者 の 数 を 指 定 生 活 介 護 等

の 利 用 者 及 び 共 生 型 通 所 介 護 の 利 用 者 の

合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お け る 当 該 指

定 生 活 介 護 事 業 所 等 と し て 必 要 と さ れ る

数 以 上 で あ る こ と 。

二 共 生 型 通 所 介 護 の 利 用 者 に 対 し 適 切 な

サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 通 所 介 護

事 業 所 そ の 他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術

的 支 援 を 受 け て い る こ と 。

（ 準 用 ）

第 百 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 八 条 ま で 、 第 二

十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八

条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三

十 七 条 か ら 第 三 十 九 条 ま で 、 第 四 十 一 条 、

第 五 十 六 条 、 第 九 十 九 条 、 第 百 一 条 及 び 第

百 二 条 第 四 項 並 び に 前 節 （ 第 百 十 三 条 を 除

く 。 ） の 規 定 は 、 共 生 型 通 所 介 護 の 事 業 に

つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九

条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 に 規 定 す る 運 営 規

程 」 と あ る の は 「 運 営 規 程 （ 第 百 七 条 に 規

定 す る 運 営 規 程 を い う 。 第 三 十 四 条 に お い

て 同 じ 。 ） 」 と 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 「 共 生 型 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た る 従 業

者 （ 以 下 「 共 生 型 通 所 介 護 従 業 者 」 と い

う 。 ） 」 と 、 第 二 十 八 条 及 び 第 三 十 四 条 中

「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 共 生 型 通 所

介 護 従 業 者 」 と 、 第 百 二 条 第 四 項 中 「 前 項

た だ し 書 の 場 合 に お い て 、 指 定 通 所 介 護 事

業 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 設 備 を 利 用 し 、 夜

間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 」 と あ る の は

「 共 生 型 通 所 介 護 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事

業 を 行 う 事 業 所 の 設 備 を 利 用 し 、 夜 間 及 び

深 夜 に 共 生 型 通 所 介 護 」 と 、 第 百 五 条 、 第 4
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百 六 条 第 五 項 及 び 第 百 八 条 第 三 項 中 「 通 所

介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 共 生 型 通 所 介 護

従 業 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 百 十 六 条 か ら 第 百 三 十 一 条 ま で 削 除

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 三 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 第 百 三 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第

十 七 条 、 第 十 八 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 十 七 条 、 第 十 八 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二

条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八 条 、 第 三 十 四 条 条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八 条 、 第 三 十 四 条

か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 三 か ら 第 三

十 九 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 五 項 及 び 第 六 項 十 九 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 五 項 及 び 第 六 項

を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 、 第 五 十 六 条 、 第 を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 、 第 五 十 六 条 、 第

九 十 九 条 及 び 第 四 節 （ 第 百 三 条 第 一 項 及 び 九 十 九 条 及 び 第 四 節 （ 第 百 三 条 第 一 項 及 び

第 百 十 三 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 第 百 十 三 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当

通 所 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 通 所 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」

と あ る の は 「 第 百 七 条 」 と 、 同 項 、 第 二 十 と あ る の は 「 第 百 七 条 」 と 、 同 項 、 第 二 十

八 条 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と 八 条 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と

あ る の は 「 通 所 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条 あ る の は 「 通 所 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条

第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い 第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い

て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者

に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス

費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二

条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い

指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 通 所

介 護 」 と 、 第 百 三 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受 介 護 」 と 、 第 百 三 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受

領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 通 所 介 護 」 と 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 通 所 介 護 」 と

あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 介 護 」 と 、 同 条 第 あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 介 護 」 と 、 同 条 第

三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は 「 前 項 」 と 読 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は 「 前 項 」 と 読

み 替 え る も の と す る 。 み 替 え る も の と す る 。

第 百 三 十 八 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 第 百 三 十 八 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 所 は 、 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 所 は 、 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

提 供 に ふ さ わ し い 専 用 の 部 屋 等 で あ っ て 三 提 供 に ふ さ わ し い 専 用 の 部 屋 等 で あ っ て 三

平 方 メ ー ト ル に 利 用 定 員 （ 当 該 指 定 通 所 リ 平 方 メ ー ト ル に 利 用 定 員 （ 当 該 指 定 通 所 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 に お い て 同 時 に 指 ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 に お い て 同 時 に 指

定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 を 受 け る 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 を 受 け る

こ と が で き る 利 用 者 の 数 の 上 限 を い う 。 以 こ と が で き る 利 用 者 の 数 の 上 限 を い う 。 以

下 こ の 節 及 び 次 節 に お い て 同 じ 。 ） の 数 を 下 こ の 節 及 び 次 節 に お い て 同 じ 。 ） の 数 を

乗 じ て 得 た 面 積 以 上 の も の を 有 し な け れ ば 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 の も の を 有 し な け れ ば
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「 共 生 型 通 所 介 護 の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事

業 を 行 う 事 業 所 の 設 備 を 利 用 し 、 夜 間 及 び

深 夜 に 共 生 型 通 所 介 護 」 と 、 第 百 五 条 、 第 4
3

百 六 条 第 五 項 及 び 第 百 八 条 第 三 項 中 「 通 所

介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 共 生 型 通 所 介 護

従 業 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 百 十 六 条 か ら 第 百 三 十 一 条 ま で 削 除

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 三 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 第 百 三 十 五 条 第 九 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第

十 七 条 、 第 十 八 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 十 七 条 、 第 十 八 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二

条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八 条 、 第 三 十 四 条 条 、 第 二 十 七 条 、 第 二 十 八 条 、 第 三 十 四 条

か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 三 か ら 第 三

十 九 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 五 項 及 び 第 六 項 十 九 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 五 項 及 び 第 六 項

を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 、 第 五 十 六 条 、 第 を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 、 第 五 十 六 条 、 第

九 十 九 条 及 び 第 四 節 （ 第 百 三 条 第 一 項 及 び 九 十 九 条 及 び 第 四 節 （ 第 百 三 条 第 一 項 及 び

第 百 十 三 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当 第 百 十 三 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 準 該 当

通 所 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 通 所 介 護 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 」

と あ る の は 「 第 百 七 条 」 と 、 同 項 、 第 二 十 と あ る の は 「 第 百 七 条 」 と 、 同 項 、 第 二 十

八 条 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と 八 条 及 び 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と

あ る の は 「 通 所 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条 あ る の は 「 通 所 介 護 従 業 者 」 と 、 第 二 十 条

第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い 第 一 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い

て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 て 法 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者

に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス に 代 わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス

費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 費 の 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二

条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 条 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い

指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 指 定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 通 所

介 護 」 と 、 第 百 三 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受 介 護 」 と 、 第 百 三 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 受

領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 通 所 介 護 」 と 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 通 所 介 護 」 と

あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 介 護 」 と 、 同 条 第 あ る の は 「 基 準 該 当 通 所 介 護 」 と 、 同 条 第

三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は 「 前 項 」 と 読 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ る の は 「 前 項 」 と 読

み 替 え る も の と す る 。 み 替 え る も の と す る 。

第 百 三 十 八 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 第 百 三 十 八 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 所 は 、 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 事 業 所 は 、 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

提 供 に ふ さ わ し い 専 用 の 部 屋 等 で あ っ て 三 提 供 に ふ さ わ し い 専 用 の 部 屋 等 で あ っ て 三

平 方 メ ー ト ル に 利 用 定 員 （ 当 該 指 定 通 所 リ 平 方 メ ー ト ル に 利 用 定 員 （ 当 該 指 定 通 所 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 に お い て 同 時 に 指 ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 に お い て 同 時 に 指

定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 を 受 け る 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 を 受 け る

こ と が で き る 利 用 者 の 数 の 上 限 を い う 。 以 こ と が で き る 利 用 者 の 数 の 上 限 を い う 。 以

下 こ の 節 及 び 次 節 に お い て 同 じ 。 ） の 数 を 下 こ の 節 及 び 次 節 に お い て 同 じ 。 ） の 数 を

乗 じ て 得 た 面 積 以 上 の も の を 有 し な け れ ば 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 の も の を 有 し な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ な ら な い 。 た だ し 、 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 専 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 専4
4

用 の 部 屋 等 の 床 面 積 に 利 用 者 用 に 確 保 さ れ 用 の 部 屋 等 の 床 面 積 に 利 用 者 用 に 確 保 さ れ

て い る 食 堂 （ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 用 に 供 て い る 食 堂 （ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 用 に 供

す る 部 分 に 限 る 。 ） の 面 積 を 加 え る も の と す る 部 分 に 限 る 。 ） の 面 積 を 加 え る も の と

す る 。 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 管 理 者 等 の 責 務 ） （ 管 理 者 等 の 責 務 ）

第 百 四 十 二 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 第 百 四 十 二 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 所 の 管 理 者 は 、 医 師 、 理 学 療 法 士 等 事 業 所 の 管 理 者 は 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作

又 は 専 ら 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー 業 療 法 士 又 は 専 ら 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 提 供 に 当 た る 看 護 師 の う ち か ら 選 シ ョ ン の 提 供 に 当 た る 看 護 師 の う ち か ら 選

任 し た 者 に 、 必 要 な 管 理 の 代 行 を さ せ る こ 任 し た 者 に 、 必 要 な 管 理 の 代 行 を さ せ る こ

と が で き る 。 と が で き る 。

２ 略 ２ 略

（ 従 業 者 の 員 数 ） （ 従 業 者 の 員 数 ）

第 百 四 十 八 条 略 第 百 四 十 八 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 養 護 老 人 ホ ー ４ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 養 護 老 人 ホ ー

ム （ 老 人 福 祉 法 第 二 十 条 の 四 に 規 定 す る 養 ム （ 老 人 福 祉 法 第 二 十 条 の 四 に 規 定 す る 養

護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 病 護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 病

院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 設 、 介 護 医 療 院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 設

院 、 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 、 地 域 密 着 型 、 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 、 地 域 密 着 型

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 又 は 介 護 予 防 特 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 又 は 介 護 予 防 特 定

施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 指 定 を 受 け て い る 施 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 指 定 を 受 け て い る 施

設 （ 以 下 「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 」 と い 設 （ 以 下 「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 」 と い

う 。 ） に 併 設 さ れ る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 う 。 ） に 併 設 さ れ る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護

事 業 所 で あ っ て 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 事 業 所 で あ っ て 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等

と 一 体 的 に 運 営 が 行 わ れ る も の （ 以 下 「 併 と 一 体 的 に 運 営 が 行 わ れ る も の （ 以 下 「 併

設 事 業 所 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 老 人 福 設 事 業 所 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 老 人 福

祉 法 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 祉 法 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五

号 ） 又 は 法 に 規 定 す る 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 号 ） 又 は 法 に 規 定 す る 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

等 と し て 必 要 と さ れ る 数 の 従 業 者 に 加 え 等 と し て 必 要 と さ れ る 数 の 従 業 者 に 加 え

て 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 短 期 入 所 生 活 介 護 て 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 短 期 入 所 生 活 介 護

従 業 者 を 確 保 す る も の と す る 。 従 業 者 を 確 保 す る も の と す る 。

５ ～ ７ 略 ５ ～ ７ 略

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 百 六 十 五 条 略 第 百 六 十 五 条 略

２ 利 用 者 の 状 況 及 び そ の 家 族 等 の 事 情 に よ ２ 利 用 者 の 状 況 及 び そ の 家 族 等 の 事 情 に よ

り 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 り 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 （ 指 定 居 宅 介
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な ら な い 。 た だ し 、 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ な ら な い 。 た だ し 、 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 専 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 専4
4

用 の 部 屋 等 の 床 面 積 に 利 用 者 用 に 確 保 さ れ 用 の 部 屋 等 の 床 面 積 に 利 用 者 用 に 確 保 さ れ

て い る 食 堂 （ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 用 に 供 て い る 食 堂 （ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 用 に 供

す る 部 分 に 限 る 。 ） の 面 積 を 加 え る も の と す る 部 分 に 限 る 。 ） の 面 積 を 加 え る も の と

す る 。 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 管 理 者 等 の 責 務 ） （ 管 理 者 等 の 責 務 ）

第 百 四 十 二 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 第 百 四 十 二 条 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 所 の 管 理 者 は 、 医 師 、 理 学 療 法 士 等 事 業 所 の 管 理 者 は 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作

又 は 専 ら 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー 業 療 法 士 又 は 専 ら 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 提 供 に 当 た る 看 護 師 の う ち か ら 選 シ ョ ン の 提 供 に 当 た る 看 護 師 の う ち か ら 選

任 し た 者 に 、 必 要 な 管 理 の 代 行 を さ せ る こ 任 し た 者 に 、 必 要 な 管 理 の 代 行 を さ せ る こ

と が で き る 。 と が で き る 。

２ 略 ２ 略

（ 従 業 者 の 員 数 ） （ 従 業 者 の 員 数 ）

第 百 四 十 八 条 略 第 百 四 十 八 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 養 護 老 人 ホ ー ４ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 養 護 老 人 ホ ー

ム （ 老 人 福 祉 法 第 二 十 条 の 四 に 規 定 す る 養 ム （ 老 人 福 祉 法 第 二 十 条 の 四 に 規 定 す る 養

護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 病 護 老 人 ホ ー ム を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 病

院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 設 、 介 護 医 療 院 、 診 療 所 、 介 護 老 人 保 健 施 設

院 、 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 、 地 域 密 着 型 、 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 、 地 域 密 着 型

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 又 は 介 護 予 防 特 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 又 は 介 護 予 防 特 定

施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 指 定 を 受 け て い る 施 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 指 定 を 受 け て い る 施

設 （ 以 下 「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 」 と い 設 （ 以 下 「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 」 と い

う 。 ） に 併 設 さ れ る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 う 。 ） に 併 設 さ れ る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護

事 業 所 で あ っ て 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 事 業 所 で あ っ て 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等

と 一 体 的 に 運 営 が 行 わ れ る も の （ 以 下 「 併 と 一 体 的 に 運 営 が 行 わ れ る も の （ 以 下 「 併

設 事 業 所 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 老 人 福 設 事 業 所 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 老 人 福

祉 法 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 祉 法 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五

号 ） 又 は 法 に 規 定 す る 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 号 ） 又 は 法 に 規 定 す る 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

等 と し て 必 要 と さ れ る 数 の 従 業 者 に 加 え 等 と し て 必 要 と さ れ る 数 の 従 業 者 に 加 え

て 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 短 期 入 所 生 活 介 護 て 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 短 期 入 所 生 活 介 護

従 業 者 を 確 保 す る も の と す る 。 従 業 者 を 確 保 す る も の と す る 。

５ ～ ７ 略 ５ ～ ７ 略

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 百 六 十 五 条 略 第 百 六 十 五 条 略

２ 利 用 者 の 状 況 及 び そ の 家 族 等 の 事 情 に よ ２ 利 用 者 の 状 況 及 び そ の 家 族 等 の 事 情 に よ

り 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 り 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 （ 指 定 居 宅 介

護 支 援 等 基 準 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

の 介 護 支 援 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 を い う 。 ） の 介 護 支 援

専 門 員 が 、 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 専 門 員 が 、 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 4
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受 け る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居 宅 受 け る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居 宅

サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な

い 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で い 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で

あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇 あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇

に 支 障 が な い と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ に 支 障 が な い と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 利 用 者 数 を 超 え ら ず 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 利 用 者 数 を 超 え

て 、 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 て 、 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護

を 行 う こ と が で き る も の と す る 。 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 六 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第 第 百 六 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第

十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二

条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら

条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で 、 第 四 十 一 条 ま で 、

第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 及 び 第 百 第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 及 び 第 百

十 一 条 の 規 定 は 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の 十 一 条 の 規 定 は 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の

事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 、 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 読 み の は 、 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 読 み

替 え る も の と す る 。 替 え る も の と す る 。

第 百 八 十 一 条 略 第 百 八 十 一 条 略

第 六 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す

る 基 準

（ 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 基 準 ）

第 百 八 十 一 条 の 二 短 期 入 所 生 活 介 護 に 係 る

共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条

に お い て 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 」 と い

う 。 ） の 事 業 を 行 う 指 定 短 期 入 所 事 業 者

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 一

条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 短 期 入 所 事 業 者 を

い い 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 （ 障 害 者 総 合 支

援 法 第 二 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 障 害

者 支 援 施 設 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） が 指 定 短 期 入 所 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 条 に 規 定 す る 指 定 短 期

入 所 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ）

の 事 業 を 行 う 事 業 所 と し て 当 該 施 設 と 一 体

的 に 運 営 を 行 う 事 業 所 又 は 指 定 障 害 者 支 援
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護 支 援 等 基 準 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

の 介 護 支 援 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 を い う 。 ） の 介 護 支 援

専 門 員 が 、 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 専 門 員 が 、 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 4
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受 け る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居 宅 受 け る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居 宅

サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な

い 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で い 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で

あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇 あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇

に 支 障 が な い と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ に 支 障 が な い と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 利 用 者 数 を 超 え ら ず 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 利 用 者 数 を 超 え

て 、 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 て 、 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護

を 行 う こ と が で き る も の と す る 。 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 六 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第 第 百 六 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第

十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二

条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら

条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で 、 第 四 十 一 条 ま で 、

第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 及 び 第 百 第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 及 び 第 百

十 一 条 の 規 定 は 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の 十 一 条 の 規 定 は 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の

事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 、 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 読 み の は 、 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 読 み

替 え る も の と す る 。 替 え る も の と す る 。

第 百 八 十 一 条 略 第 百 八 十 一 条 略

第 六 節 共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス に 関 す

る 基 準

（ 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 基 準 ）

第 百 八 十 一 条 の 二 短 期 入 所 生 活 介 護 に 係 る

共 生 型 居 宅 サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条

に お い て 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 」 と い

う 。 ） の 事 業 を 行 う 指 定 短 期 入 所 事 業 者

（ 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 一

条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 短 期 入 所 事 業 者 を

い い 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 （ 障 害 者 総 合 支

援 法 第 二 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 障 害

者 支 援 施 設 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） が 指 定 短 期 入 所 （ 指 定 障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 等 基 準 条 例 第 百 条 に 規 定 す る 指 定 短 期

入 所 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ）

の 事 業 を 行 う 事 業 所 と し て 当 該 施 設 と 一 体

的 に 運 営 を 行 う 事 業 所 又 は 指 定 障 害 者 支 援

施 設 が そ の 施 設 の 全 部 若 し く は 一 部 が 利 用

者 に 利 用 さ れ て い な い 居 室 を 利 用 し て 指 定

短 期 入 所 の 事 業 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該4
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事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 指 定 短 期 入 所 事 業 所 」 と い う 。 ） に お い

て 指 定 短 期 入 所 を 提 供 す る 事 業 者 に 限

る 。 ） が 当 該 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事

業 に 関 し 満 た す べ き 基 準 は 、 次 の と お り と

す る 。

一 指 定 短 期 入 所 事 業 所 の 居 室 の 面 積 を 、

指 定 短 期 入 所 の 利 用 者 及 び 共 生 型 短 期 入

所 生 活 介 護 の 利 用 者 の 合 計 数 で 除 し て 得

た 面 積 が 九 ・ 九 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る

こ と 。

二 指 定 短 期 入 所 事 業 所 の 従 業 者 の 員 数

が 、 当 該 指 定 短 期 入 所 事 業 所 が 提 供 す る

指 定 短 期 入 所 の 利 用 者 の 数 を 指 定 短 期 入

所 の 利 用 者 及 び 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護

の 利 用 者 の 合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お

け る 当 該 指 定 短 期 入 所 事 業 所 と し て 必 要

と さ れ る 数 以 上 で あ る こ と 。

三 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 利 用 者 に 対

し 適 切 な サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定

短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 そ の 他 の 関 係 施

設 か ら 必 要 な 技 術 的 支 援 を 受 け て い る こ

と 。

（ 準 用 ）

第 百 八 十 一 条 の 三 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま

で 、 第 十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三

十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま

で 、 第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第

百 十 一 条 、 第 百 四 十 七 条 及 び 第 百 四 十 九 条

並 び に 第 四 節 （ 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の

規 定 は 、 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に

つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 三

十 四 条 中 「 運 営 規 程 」 と あ る の は 「 運 営 規

程 （ 第 百 六 十 四 条 に 規 定 す る 運 営 規 程 を い

う 。 第 百 五 十 二 条 第 一 項 に お い て 同

じ 。 ） 」 と 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は

「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 提 供 に 当 た る

従 業 者 （ 以 下 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 従

業 者 」 と い う 。 ） 」 と 、 第 百 八 条 第 三 項 中
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施 設 が そ の 施 設 の 全 部 若 し く は 一 部 が 利 用

者 に 利 用 さ れ て い な い 居 室 を 利 用 し て 指 定

短 期 入 所 の 事 業 を 行 う 場 合 に お い て 、 当 該4
6

事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 指 定 短 期 入 所 事 業 所 」 と い う 。 ） に お い

て 指 定 短 期 入 所 を 提 供 す る 事 業 者 に 限

る 。 ） が 当 該 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事

業 に 関 し 満 た す べ き 基 準 は 、 次 の と お り と

す る 。

一 指 定 短 期 入 所 事 業 所 の 居 室 の 面 積 を 、

指 定 短 期 入 所 の 利 用 者 及 び 共 生 型 短 期 入

所 生 活 介 護 の 利 用 者 の 合 計 数 で 除 し て 得

た 面 積 が 九 ・ 九 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る

こ と 。

二 指 定 短 期 入 所 事 業 所 の 従 業 者 の 員 数

が 、 当 該 指 定 短 期 入 所 事 業 所 が 提 供 す る

指 定 短 期 入 所 の 利 用 者 の 数 を 指 定 短 期 入

所 の 利 用 者 及 び 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護

の 利 用 者 の 合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お

け る 当 該 指 定 短 期 入 所 事 業 所 と し て 必 要

と さ れ る 数 以 上 で あ る こ と 。

三 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 利 用 者 に 対

し 適 切 な サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定

短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 そ の 他 の 関 係 施

設 か ら 必 要 な 技 術 的 支 援 を 受 け て い る こ

と 。

（ 準 用 ）

第 百 八 十 一 条 の 三 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま

で 、 第 十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三

十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま

で 、 第 五 十 六 条 、 第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第

百 十 一 条 、 第 百 四 十 七 条 及 び 第 百 四 十 九 条

並 び に 第 四 節 （ 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の

規 定 は 、 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に

つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 三

十 四 条 中 「 運 営 規 程 」 と あ る の は 「 運 営 規

程 （ 第 百 六 十 四 条 に 規 定 す る 運 営 規 程 を い

う 。 第 百 五 十 二 条 第 一 項 に お い て 同

じ 。 ） 」 と 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は

「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 の 提 供 に 当 た る

従 業 者 （ 以 下 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護 従

業 者 」 と い う 。 ） 」 と 、 第 百 八 条 第 三 項 中

「 通 所 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 共 生 型 短

期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 、 第 百 五 十 二 条

第 一 項 中 「 第 百 六 十 四 条 に 規 定 す る 運 営 規 4
7

程 」 と あ る の は 「 運 営 規 程 」 と 、 同 項 、 第

百 五 十 五 条 第 三 項 、 第 百 五 十 六 条 第 一 項 及

び 第 百 六 十 三 条 中 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業

者 」 と あ る の は 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護

従 業 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 七 節 略 第 六 節 略

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 八 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第 第 百 八 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第

十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七

条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三 条 、 第 三 十 四 条 か ら

十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第

五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 、 第 五 十 六 条 、 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 、 第 五 十 六 条 、

第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第 百 十 一 条 、 第 百 四 第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第 百 十 一 条 、 第 百 四

十 七 条 並 び に 第 四 節 （ 第 百 五 十 四 条 第 一 項 十 七 条 並 び に 第 四 節 （ 第 百 五 十 四 条 第 一 項

及 び 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 及 び 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基

準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 準 準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 準

用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 条 第 一 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 条 第 一

項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い て 法 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い て 法

第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 に 代 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 に 代

わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 の わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 の

額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 条 中 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 条 中

「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定

訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所

生 活 介 護 」 と 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 生 活 介 護 」 と 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員

等 」 と あ る の は 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 等 」 と あ る の は 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業

者 」 と 、 第 百 五 十 四 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 者 」 と 、 第 百 五 十 四 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理

受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 短 期 入 所 生 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 短 期 入 所 生

活 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 生

活 介 護 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ 活 介 護 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ

る の は 「 前 項 」 と 、 第 百 六 十 条 中 「 医 師 及 る の は 「 前 項 」 と 、 第 百 六 十 条 中 「 医 師 及

び 看 護 職 員 」 と あ る の は 「 看 護 職 員 」 と 、 び 看 護 職 員 」 と あ る の は 「 看 護 職 員 」 と 、

第 百 六 十 五 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る の 第 百 六 十 五 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る の

は 「 静 養 室 等 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 は 「 静 養 室 等 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 百 九 十 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が 第 百 九 十 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が

指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 ご と に 置 く べ 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 ご と に 置 く べ

き 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 提 供 に 当 た る 従 き 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 提 供 に 当 た る 従

業 者 （ 以 下 「 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 と 業 者 （ 以 下 「 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 と

い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。
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「 通 所 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 共 生 型 短

期 入 所 生 活 介 護 従 業 者 」 と 、 第 百 五 十 二 条

第 一 項 中 「 第 百 六 十 四 条 に 規 定 す る 運 営 規 4
7

程 」 と あ る の は 「 運 営 規 程 」 と 、 同 項 、 第

百 五 十 五 条 第 三 項 、 第 百 五 十 六 条 第 一 項 及

び 第 百 六 十 三 条 中 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業

者 」 と あ る の は 「 共 生 型 短 期 入 所 生 活 介 護

従 業 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 七 節 略 第 六 節 略

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 百 八 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第 第 百 八 十 八 条 第 十 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第

十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 七

条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 六 条 ま で 、 第 三 条 、 第 三 十 四 条 か ら

十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第 第 四 十 一 条 ま で （ 第 三 十 八 条 第

五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 、 第 五 十 六 条 、 五 項 及 び 第 六 項 を 除 く 。 ） 、 第 五 十 六 条 、

第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第 百 十 一 条 、 第 百 四 第 百 八 条 、 第 百 十 条 、 第 百 十 一 条 、 第 百 四

十 七 条 並 び に 第 四 節 （ 第 百 五 十 四 条 第 一 項 十 七 条 並 び に 第 四 節 （ 第 百 五 十 四 条 第 一 項

及 び 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基 及 び 第 百 六 十 八 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 基

準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 準 準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 準

用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 条 第 一 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 条 第 一

項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い て 法 項 中 「 内 容 、 当 該 指 定 訪 問 介 護 に つ い て 法

第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 に 代 第 四 十 一 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 利 用 者 に 代

わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 の わ っ て 支 払 を 受 け る 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 の

額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 条 中 額 」 と あ る の は 「 内 容 」 と 、 第 二 十 二 条 中

「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定

訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所

生 活 介 護 」 と 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 生 活 介 護 」 と 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員

等 」 と あ る の は 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業 等 」 と あ る の は 「 短 期 入 所 生 活 介 護 従 業

者 」 と 、 第 百 五 十 四 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理 者 」 と 、 第 百 五 十 四 条 第 二 項 中 「 法 定 代 理

受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 短 期 入 所 生 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 短 期 入 所 生

活 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 生 活 介 護 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 短 期 入 所 生

活 介 護 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ 活 介 護 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 と あ

る の は 「 前 項 」 と 、 第 百 六 十 条 中 「 医 師 及 る の は 「 前 項 」 と 、 第 百 六 十 条 中 「 医 師 及

び 看 護 職 員 」 と あ る の は 「 看 護 職 員 」 と 、 び 看 護 職 員 」 と あ る の は 「 看 護 職 員 」 と 、

第 百 六 十 五 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る の 第 百 六 十 五 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る の

は 「 静 養 室 等 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 は 「 静 養 室 等 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 百 九 十 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が 第 百 九 十 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が

指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 ご と に 置 く べ 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 ご と に 置 く べ

き 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 提 供 に 当 た る 従 き 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 提 供 に 当 た る 従

業 者 （ 以 下 「 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 と 業 者 （ 以 下 「 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 と

い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 い う 。 ） の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 当 該 指 定 短 期 入 所4
8

療 養 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 医 師 、 薬 剤

師 、 看 護 職 員 、 介 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又

は 作 業 療 法 士 及 び 栄 養 士 の 員 数 は 、 そ れ

ぞ れ 利 用 者 を 当 該 介 護 医 療 院 の 入 所 者 と

み な し た 場 合 に お け る 法 に 規 定 す る 介 護

医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 数 が 確 保 さ れ

る た め に 必 要 な 数 以 上 と す る 。

２ 略 ２ 略

第 百 九 十 一 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 第 百 九 十 一 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所

の 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す の 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 診 療 所 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 四 診 療 所 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事

業 所 （ 前 二 号 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） 業 所 （ 前 二 号 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）

に あ っ て は 、 次 の と お り と す る こ と 。 に あ っ て は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 略 イ 略

ロ 浴 室 を 有 す る こ と 。 ロ 食 堂 及 び 浴 室 を 有 す る こ と 。

ハ 略 ハ 略

五 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 法 に 規 定 す る 介 護

医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 施 設 及 び 設 備

（ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 （ 介 護 医 療 院 の

人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る

基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条

例 第 号 ） 第 四 十 三 条 に 規 定 す る ユ

ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 を い う 。 第 二 百 七 条

及 び 第 二 百 十 五 条 に お い て 同 じ 。 ） に 関

す る も の を 除 く 。 ） を 有 す る こ と と す

る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 対 象 者 ） （ 対 象 者 ）

第 百 九 十 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 第 百 九 十 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者

は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 若 し く は 病 状 に よ は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 若 し く は 病 状 に よ

り 、 若 し く は そ の 家 族 の 疾 病 、 冠 婚 葬 祭 、 り 、 若 し く は そ の 家 族 の 疾 病 、 冠 婚 葬 祭 、

出 張 等 の 理 由 に よ り 、 又 は 利 用 者 の 家 族 の 出 張 等 の 理 由 に よ り 、 又 は 利 用 者 の 家 族 の

身 体 的 及 び 精 神 的 な 負 担 の 軽 減 等 を 図 る た 身 体 的 及 び 精 神 的 な 負 担 の 軽 減 等 を 図 る た

め に 、 一 時 的 に 入 所 し て 看 護 、 医 学 的 管 理 め に 、 一 時 的 に 入 所 し て 看 護 、 医 学 的 管 理

の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な

医 療 等 を 受 け る 必 要 が あ る 者 を 対 象 に 、 介 医 療 等 を 受 け る 必 要 が あ る 者 を 対 象 に 、 介

二 十 三
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一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 当 該 指 定 短 期 入 所4
8

療 養 介 護 事 業 所 に 置 く べ き 医 師 、 薬 剤

師 、 看 護 職 員 、 介 護 職 員 、 理 学 療 法 士 又

は 作 業 療 法 士 及 び 栄 養 士 の 員 数 は 、 そ れ

ぞ れ 利 用 者 を 当 該 介 護 医 療 院 の 入 所 者 と

み な し た 場 合 に お け る 法 に 規 定 す る 介 護

医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 数 が 確 保 さ れ

る た め に 必 要 な 数 以 上 と す る 。

２ 略 ２ 略

第 百 九 十 一 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 第 百 九 十 一 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所

の 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す の 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 診 療 所 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 四 診 療 所 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事

業 所 （ 前 二 号 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） 業 所 （ 前 二 号 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）

に あ っ て は 、 次 の と お り と す る こ と 。 に あ っ て は 、 次 の と お り と す る こ と 。

イ 略 イ 略

ロ 浴 室 を 有 す る こ と 。 ロ 食 堂 及 び 浴 室 を 有 す る こ と 。

ハ 略 ハ 略

五 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 法 に 規 定 す る 介 護

医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 施 設 及 び 設 備

（ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 （ 介 護 医 療 院 の

人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る

基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条

例 第 号 ） 第 四 十 三 条 に 規 定 す る ユ

ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 を い う 。 第 二 百 七 条

及 び 第 二 百 十 五 条 に お い て 同 じ 。 ） に 関

す る も の を 除 く 。 ） を 有 す る こ と と す

る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 対 象 者 ） （ 対 象 者 ）

第 百 九 十 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 第 百 九 十 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者

は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 若 し く は 病 状 に よ は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 若 し く は 病 状 に よ

り 、 若 し く は そ の 家 族 の 疾 病 、 冠 婚 葬 祭 、 り 、 若 し く は そ の 家 族 の 疾 病 、 冠 婚 葬 祭 、

出 張 等 の 理 由 に よ り 、 又 は 利 用 者 の 家 族 の 出 張 等 の 理 由 に よ り 、 又 は 利 用 者 の 家 族 の

身 体 的 及 び 精 神 的 な 負 担 の 軽 減 等 を 図 る た 身 体 的 及 び 精 神 的 な 負 担 の 軽 減 等 を 図 る た

め に 、 一 時 的 に 入 所 し て 看 護 、 医 学 的 管 理 め に 、 一 時 的 に 入 所 し て 看 護 、 医 学 的 管 理

の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な の 下 に お け る 介 護 、 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な

医 療 等 を 受 け る 必 要 が あ る 者 を 対 象 に 、 介 医 療 等 を 受 け る 必 要 が あ る 者 を 対 象 に 、 介

護 老 人 保 健 施 設 若 し く は 介 護 医 療 院 の 療 養 護 老 人 保 健 施 設 の 療 養

室 、 病 院 の 療 養 病 床 に 係 る 病 室 、 診 療 所 の 室 、 病 院 の 療 養 病 床 に 係 る 病 室 、 診 療 所 の

指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 提 供 す る 病 室 又 は 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 提 供 す る 病 室 又 は 4
9

病 院 の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保 病 院 の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保

険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十

条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を

有 す る も の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平 有 す る も の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平

成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に

規 定 す る 病 床 に よ り 構 成 さ れ る 病 棟 を い 規 定 す る 病 床 に よ り 構 成 さ れ る 病 棟 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 指 定 短 期 入 所 療 う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 指 定 短 期 入 所 療

養 介 護 を 提 供 す る も の と す る 。 養 介 護 を 提 供 す る も の と す る 。

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 二 百 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 第 二 百 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者

は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 数 以 上 の 利 用 者 に 対 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 数 以 上 の 利 用 者 に 対

し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 行 っ て は し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 行 っ て は

な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や

む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で

な い 。 な い 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 利 用 者 を 当 該 介 護

医 療 院 の 入 所 者 と み な し た 場 合 に お い て

入 所 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え る こ と

と な る 利 用 者 数

第 二 百 七 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 第 二 百 七 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定 護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定

短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当

該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指

定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 」 と い う 。 ） の 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 」 と い う 。 ） の

設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期

入 所 療 養 介 護 事 業 所 に あ っ て は 、 法 に 規

定 す る 介 護 医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 施

設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 関

す る も の に 限 る 。 ） を 有 す る こ と と す

る 。

２ 略 ２ 略

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 二 百 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 第 二 百 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養

介 護 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 （ 当 該 ユ 介 護 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 （ 当 該 ユ
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護 老 人 保 健 施 設 若 し く は 介 護 医 療 院 の 療 養 護 老 人 保 健 施 設 の 療 養

室 、 病 院 の 療 養 病 床 に 係 る 病 室 、 診 療 所 の 室 、 病 院 の 療 養 病 床 に 係 る 病 室 、 診 療 所 の

指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 提 供 す る 病 室 又 は 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 提 供 す る 病 室 又 は 4
9

病 院 の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保 病 院 の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保

険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 百 三 十

条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を

有 す る も の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平 有 す る も の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平

成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二 号 ） 第 四 条 第 二 項 に

規 定 す る 病 床 に よ り 構 成 さ れ る 病 棟 を い 規 定 す る 病 床 に よ り 構 成 さ れ る 病 棟 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 指 定 短 期 入 所 療 う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 指 定 短 期 入 所 療

養 介 護 を 提 供 す る も の と す る 。 養 介 護 を 提 供 す る も の と す る 。

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 二 百 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 第 二 百 二 条 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者

は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 数 以 上 の 利 用 者 に 対 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 数 以 上 の 利 用 者 に 対

し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 行 っ て は し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 を 行 っ て は

な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や な ら な い 。 た だ し 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や

む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で

な い 。 な い 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 介 護 医 療 院 で あ る 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 事 業 所 に あ っ て は 、 利 用 者 を 当 該 介 護

医 療 院 の 入 所 者 と み な し た 場 合 に お い て

入 所 定 員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え る こ と

と な る 利 用 者 数

第 二 百 七 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 第 二 百 七 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介

護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定 護 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定

短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当

該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 型 指

定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 」 と い う 。 ） の 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 」 と い う 。 ） の

設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期

入 所 療 養 介 護 事 業 所 に あ っ て は 、 法 に 規

定 す る 介 護 医 療 院 と し て 必 要 と さ れ る 施

設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 関

す る も の に 限 る 。 ） を 有 す る こ と と す

る 。

２ 略 ２ 略

（ 定 員 の 遵 守 ） （ 定 員 の 遵 守 ）

第 二 百 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 第 二 百 十 五 条 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養

介 護 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 （ 当 該 ユ 介 護 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 利 用 者 （ 当 該 ユ

ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が ユ

ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事 ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事

業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 ユ ニ ッ ト 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 ユ ニ ッ ト5
0

型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と ユ ニ ッ ト

型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と

が 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ が 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ

て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 所 に お け て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 所 に お け

る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 及 び ユ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 及 び ユ

ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の

利 用 者 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 数 利 用 者 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 数

以 上 の 利 用 者 に 対 し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 以 上 の 利 用 者 に 対 し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療

養 介 護 を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 災 養 介 護 を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 災

害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト

型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 に あ っ て

は 、 利 用 者 を 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院

の 入 居 者 と み な し た 場 合 に お い て 入 居 定

員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え る こ と と な る

利 用 者 の 数

（ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 取 扱 方 （ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 取 扱 方

針 ） 針 ）

第 二 百 二 十 六 条 略 第 二 百 二 十 六 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、

身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲

げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ

と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体

的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的

に 実 施 す る こ と 。

７ 略 ６ 略

（ 準 用) （ 準 用)

第 二 百 三 十 七 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二 第 二 百 三 十 七 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら
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ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 が ユ

ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事 ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事

業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 ユ ニ ッ ト 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 ユ ニ ッ ト5
0

型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と ユ ニ ッ ト

型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の 事 業 と

が 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ が 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に 運 営 さ れ

て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 所 に お け て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 所 に お け

る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 及 び ユ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 及 び ユ

ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 の

利 用 者 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 数 利 用 者 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 数

以 上 の 利 用 者 に 対 し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療 以 上 の 利 用 者 に 対 し 同 時 に 指 定 短 期 入 所 療

養 介 護 を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 災 養 介 護 を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 災

害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト

型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 に あ っ て

は 、 利 用 者 を 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院

の 入 居 者 と み な し た 場 合 に お い て 入 居 定

員 及 び 療 養 室 の 定 員 を 超 え る こ と と な る

利 用 者 の 数

（ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 取 扱 方 （ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 取 扱 方

針 ） 針 ）

第 二 百 二 十 六 条 略 第 二 百 二 十 六 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、

身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲

げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

一 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を

検 討 す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す

る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職

員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ

と 。

二 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を

整 備 す る こ と 。

三 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体

的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的

に 実 施 す る こ と 。

７ 略 ６ 略

（ 準 用) （ 準 用)

第 二 百 三 十 七 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二 第 二 百 三 十 七 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら

十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま 第 四 十 一 条 ま

で 、 第 五 十 五 条 、 第 五 十 六 条 、 第 百 十 条 、 で 、 第 五 十 五 条 、 第 五 十 六 条 、 第 百 十 条 、

第 百 十 一 条 及 び 第 百 五 十 九 条 の 規 定 は 、 指 第 百 十 一 条 及 び 第 百 五 十 九 条 の 規 定 は 、 指 5
1

定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の 事 業 に つ い て

準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 三 十 四 条 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 三 十 四 条

中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 特 定 施 設 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 特 定 施 設

従 業 者 」 と 、 第 五 十 五 条 中 「 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 第 五 十 五 条 中 「 訪 問 入 浴 介 護

従 業 者 」 と あ る の は 「 特 定 施 設 従 業 者 」 と 従 業 者 」 と あ る の は 「 特 定 施 設 従 業 者 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。 読 み 替 え る も の と す る 。

（ こ の 節 の 趣 旨 ） （ こ の 節 の 趣 旨 ）

第 二 百 三 十 八 条 前 各 節 の 規 定 に か か わ ら 第 二 百 三 十 八 条 前 各 節 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 特 定 施 設 入 居 ず 、 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 特 定 施 設 入 居

者 生 活 介 護 （ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 者 生 活 介 護 （ 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護

で あ っ て 、 当 該 指 定 特 定 施 設 の 特 定 施 設 従 で あ っ て 、 当 該 指 定 特 定 施 設 の 特 定 施 設 従

業 者 に よ り 行 わ れ る 特 定 施 設 サ ー ビ ス 計 画 業 者 に よ り 行 わ れ る 特 定 施 設 サ ー ビ ス 計 画

の 作 成 、 利 用 者 の 安 否 の 確 認 、 利 用 者 の 生 の 作 成 、 利 用 者 の 安 否 の 確 認 、 利 用 者 の 生

活 相 談 等 （ 以 下 「 基 本 サ ー ビ ス 」 と い 活 相 談 等 （ 以 下 「 基 本 サ ー ビ ス 」 と い

う 。 ） 及 び 当 該 指 定 特 定 施 設 の 事 業 者 が 委 う 。 ） 及 び 当 該 指 定 特 定 施 設 の 事 業 者 が 委

託 す る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 以 下 「 受 託 す る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 （ 以 下 「 受

託 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 」 と い う 。 ） に よ り 託 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 」 と い う 。 ） に よ り

当 該 特 定 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 行 わ れ 当 該 特 定 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 行 わ れ

る 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 等 の 介 護 そ の 他 の 日 る 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 等 の 介 護 そ の 他 の 日

常 生 活 上 の 世 話 、 機 能 訓 練 及 び 療 養 上 の 世 常 生 活 上 の 世 話 、 機 能 訓 練 及 び 療 養 上 の 世

話 （ 以 下 「 受 託 居 宅 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） 話 （ 以 下 「 受 託 居 宅 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ）

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 事 業 の 基 本 方 針 並 を い う 。 ） の 事 業 の 基 本 方 針 並

び に 人 員 並 び に 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 び に 人 員 並 び に 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

に つ い て は 、 こ の 節 に 定 め る と こ ろ に よ に つ い て は 、 こ の 節 に 定 め る と こ ろ に よ

る 。 る 。

（ 準 用 ） （ 準 用 ）

第 二 百 四 十 八 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二 第 二 百 四 十 八 条 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 二

十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 二 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら

十 六 条 ま で 、 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 一 条 ま 第 四 十 一 条 ま

で 、 第 五 十 五 条 、 第 五 十 六 条 、 第 百 十 条 、 で 、 第 五 十 五 条 、 第 五 十 六 条 、 第 百 十 条 、

第 百 十 一 条 、 第 二 百 二 十 二 条 、 第 二 百 二 十 第 百 十 一 条 、 第 二 百 二 十 二 条 、 第 二 百 二 十

四 条 か ら 第 二 百 二 十 七 条 ま で 、 第 二 百 三 十 四 条 か ら 第 二 百 二 十 七 条 ま で 、 第 二 百 三 十

条 、 第 二 百 三 十 一 条 及 び 第 二 百 三 十 三 条 か 条 、 第 二 百 三 十 一 条 及 び 第 二 百 三 十 三 条 か

ら 第 二 百 三 十 五 条 ま で の 規 定 は 、 外 部 サ ー ら 第 二 百 三 十 五 条 ま で の 規 定 は 、 外 部 サ ー

ビ ス 利 用 型 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の ビ ス 利 用 型 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 の

事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る て 、 第 三 十 四 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る

の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 特 定 施 設 従 業 の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 特 定 施 設 従 業

者 」 と 、 第 三 十 五 条 中 「 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 」 と 、 第 三 十 五 条 中 「 指 定 訪 問 介 護 事 業


